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序論 
 
1639（寛永 16）年の南蛮船入港禁止から 1854（嘉永 7）年の日米和親条約締結までの
215 年に及ぶ鎖国が終結し、幕末を経て明治政府が成立すると、時の新政府は先進国の学
芸や技術、制度を摂取するために官庁や学校に西洋人を招き、急速に日本の近代化を推し
進めた。当時の日本人にとって近代化とは西洋化することであり、そのために政府に招聘
された西洋人のことを「御雇外国人」と呼んでいた。 
日本による西洋人の雇用は、既に江戸時代初期より始まっていた。1600（慶長５）年、
日本に漂着したイギリス人航海士ウィリアム・アダムスやオランダ人航海士ヤン・ヨース
テン1を徳川家康の命で幕府のもと外交・技術顧問あるいは朱印貿易家として採用した。し
かし、日本が本格的に西洋化を推し進め、西洋人を雇用し始めたのは、幕末からであった。
文久年間（1861～1862 年）に対外交渉のための幕府顧問となったドイツ人医師フランツ・
フォン・シーボルト2はよく知られているところであるが、フランス人では、1867（慶應 3）
年から江戸幕府の軍事顧問団となったシャルル・シャノワーヌ3やジュール・ブリュネ4、
慶應から明治に掛けて横須賀造船所建設責任者となったレオンス・ヴェルニー5が幕府のお
雇い外国人として活躍した。最も盛んにお雇い外国人が雇用されたのは、明治維新の後で
あった。したがって、「御雇外国人」という用語は、現在、主に幕末と明治期の日本におい
て、政府・民間を問わず、各機関や個人に雇われた来日西洋人を指すことが多い。また、
表記は「お雇い外国人」とすることが一般的である。 
明治以降の「お雇い外国人」は、政治・法制・産業・財政・教育・文化・技術・医学・
軍事など多岐にわたる様々な分野で、日本の近代化や文明開化、国力増進に貢献する役割
を担って活動した。ユネスコ東アジア文化研究センター『資料御雇外国人』6によると、明
治元年から明治 22 年までに日本の公的・私的機関に雇用されたお雇い外国人は 2,299 人
である。その内訳は、イギリス 928 人、アメリカ 374 人、フランス 259 人、中国 253 人、
ドイツ 175 人、オランダ 87 人、オーストリア・デンマーク各 21 人、イタリア 18 人、ロ
シア 16 人、スェーデン 9 人、ポルトガル 6 人、その他 132 人で、イギリス人が最も多く、
次いでアメリカ、フランスとなる。イギリス人は主として海軍、鉄道、電信、土木、アメ
リカ人は北海道開拓、近代農業、フランス人は陸軍、法律、そしてドイツ人は医学、法律
の分野に雇用されていた。お雇い外国人の雇用は、時代や政治的背景にも左右され、当初、
陸軍はフランス人であったのが、普仏戦争においてプロシアが勝利すると、軍制の転換に
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よりドイツ人が多く採用された。 
これら明治お雇い外国人の中には目覚ましい業績を残したものも少なくない。例えば、
イギリス人の鉄道建設技師エドモンド・モレル7は大隈重信を説いて工部省を創設させ、フ
ランス人技術者ポール・ブリュナ8は富岡製糸場の国家経営をサポートした。その他、用兵
面では、ドイツの軍人クレメンス・メッケル9が政府に多くの助言を与えてドイツ式陸軍軍
制を整備し、軍事技術面では、フランスの海軍士官で技術者のルイ＝ベルタン10が日本海
軍の主力艦を建造した。法制面では、フランス人法学者ギュスターヴ・ボアソナード11が
日本の国内法の整備をした他、法政大学や明治大学など多くの学校の教壇に立って法学を
講じるなど法学面においても貢献した。日本の法制は、ボアソナードの働きにより、当初
はフランス法の勢いが強かった。しかし、欧州諸国の間でドイツが優位を占めるようにな
ると、日本政府首脳はドイツ法制に傾き、憲法草案はドイツの法学者クレマン・ロエスレ
ル12が携わった。このようにお雇い外国人が日本の近代化に貢献した例は枚挙に暇がない。   
種々の問題もあったが総合的に考えると、この明治初期の「お雇い外国人」政策は成功
したと言える。これには明治新政府の「強力な民族国家建設の使命」が背景にあった。「お
雇い外国人の役割は、制度面では企画・立案の段階まで、技術面では指導または日本側と
の共同作業までに制約し、最終的には制度・技術を国産化し、日本のエリート官僚や専門
家への伝習を重視した」13からであった。その結果、外国の諸制度・諸技術は急速に日本
に浸透し、自らの力で新しい国家を築き国力を養うことができるようになった。 
これら明治の「お雇い外国人」の先陣を切って、明治政府の「お雇い外国人」第 1 号とな
ったのが、生野銀山に赴任したフランス人技師ジャン・フランソワ・コワニェ14である。
コワニェは、1837（天保 8）年フランスのロワール県サンテティエンヌ市に生まれ、1855
（安政 2）年同地のサンテティエンヌ鉱山学校（正式には Ecole des Mineurs de 
Saint-Etienne「サンテティエンヌ坑夫学校」、現在の名称は Ecole nationale supérieure 
des Mines de Saint-Etienne「サンテティエンヌ国立高等鉱山学校」）で鉱山学を学んだ。
卒業後、フランス本国、スペイン、アルジェリア、マダガスカル、メキシコなど各地で鉱
山実務に従事し、多くの経験を積んだ。1867（慶応 3）年、コワニェ 30 歳の時に幕末の
日本に渡った。これは、領地内の地質調査と鉱山開発を目的に薩摩藩に雇用されたためで
あった。約 10 か月間、鹿児島に滞在した後、1868（明治元）年 9 月、明治新政府に雇い
入れられた。同年成立した明治新政府は、外国からの遅れを痛感し、富国強兵・殖産振興
政策の下、様々な分野に「お雇い外国人」を採用し、日本の近代化を推し進めた。中でも、
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資本増強のために、幕府管轄であった鉱山を官行にして、鉱山開発に力を注いだ。そこで、
いち早く接収されたのが生野銀山（現在の兵庫県朝来市）であった。政府は、閉山に近い
状態であった生野銀山の刷新を図るため、薩摩藩に雇用されて鹿児島に来ていたコワニェ
を採用して西洋技術を導入しようとした。コワニェは 1868（明治元）年 12 月、「鉱山師
兼教師」として生野に赴任した。生野に滞在した 10 年間、コワニェは、彼の采配で雇用
したお雇いフランス人 23 名と共に、生野銀山刷新と日本の近代化のために労力を注ぎ、
日本の殖産興業政策をあと押しした。彼らの残した功績は、鉱山開発に止まらず、道路建
設、人材育成、西洋医学伝授など多方面に渡っている。また、彼らと日本の人々との交流
から強い絆が形作られた。お雇いフランス人の功績や彼らに関わった人々、また彼らが人々
に与えた影響を調査していくと、それは国内に止まらず、フランスにまでも及んでいる。 
コワニェおよびその他の生野お雇いフランス人についての研究は、これまでに複数の日
仏交流史の研究者や科学・地質学・鉱山学・医学史の専門家によって発表されているが、
一部を除いてほぼ同一内容で、日本現存のコワニェの契約書や上申事項から見た当人の活
動の列記に止まっている。日本側の公文書や入出国・雇用記録からだけでは、当時の様子
を知るには限界があり、いずれの研究結果からも公式記録以上の彼等の行動や生活につい
て解明されておらず、生きたフランス人達の姿と彼らの功績の全体像が浮かび上がってこ
ない。そこで、論者は、当時コワニェらと関わった日仏双方の人物に焦点を当てて彼らの
記録を探し出し、そこから彼らの考え・行動・生きた姿を炙り出そうと考えた。この度あ
らためて日仏両国での調査・探索を行い、今まで活用されてこなかった新資料を発見・入
手することができた。具体的に国内では、コワニェのもとで学んだ高島北海と広瀬宰平ら
の記録や書簡、当時の新聞記事・地図を、フランスにおいてはコワニェの家族構成、当人
の学生時代の成績表、論文・報告書、所属団体・学会等の名簿、幾人かの生野お雇いフラ
ンス人の公的文書（出生・婚姻・死亡証書）、コワニェが日本から友人宛に送った書簡、生
野お雇いフランス人であった義弟のレオン・シスレーの手紙などである。これらの史料は、
これまで知り得なかった新たな情報をもたらし、且つ、これまでの情報や定説の中に誤謬
があることを示すとともに、日仏交流史・お雇い外国人・科学史・鉱山学史・地質学史の
研究に新たな１頁を追加し、通説の修正を可能にするものである。 
本研究論文は、これらの新資料を整理・解読し、コワニェを中心とする生野お雇いフラ
ンス人の日仏両国での彼らの生活や活動の実態と全容を解明して、彼らが日本に残した功
績と日本滞在が彼らに与えた影響を明らかにするものである。 
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なお、文中の 1872（明治 5）年以前の日本関連史実の年号については、旧暦（和暦）表
記とする。必要な場合のみ、新暦（西暦）を付記する。 
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註
                                                   
1 航海中のウィリアム・アダムス(William Adams、1564-1620、イギリスの航海士、水先
案内人・貿易家)とヤン・ヨーステン・ファン・ローデンスタイン（Jan Joosten van 
Loodensteyn, 1556 ?-1623, オランダの航海士）が、1600（慶長５）年、豊後に漂着。
徳川家康に信任され、家康の依頼でアダムスは外交通訳や造船に携わり、ヨーステンは
東南アジア方面での朱印船貿易を行った。 
2 フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト (Philipp Franz Balthasar von Siebold, 
1796-1866) ドイツの医者・博物学者。1823 年（文政 6）、オランダ商館の医師として来
日。1829（文政 12）年「シーボルト事件」により国外追放。1859（安政 6）年、オラ
ンダ貿易会社顧問として再来日、その後、幕府の対外交渉のための幕府顧問となった。 
3 シャルル・シュルピス・ジュール・シャノワーヌ（Charles Sulpice Jules Chanoine, 
1835-1915）ディジョン出身。フランスの軍人。1867（慶應 3 年）第一次フランス軍事
顧問団の隊長として来日。1868（明治元）年 11 月離日。 
4 ジュール・ブリュネ（Jules Brunet, 1838-1911）、アルザス・ベルフォール出身。フラ
ンス陸軍士官。第一次フランス軍事顧問団の一員として来日、幕府伝習隊の訓練を担当
した。1869 年 6 月離日。 
5 フランソワ・レオンス・ヴェルニー (François Léonce Verny, 1837-1907)ローヌ・アプ
地方出身。フランスの技術者。1865（慶應元）年から 1876（明治 9）年にかけて、横
須賀製鉄所・横須賀造船所（後の横須賀造兵廠）や灯台、その他の近代施設の建設の監
督・指導にあたり、日本の近代化を支援した。 
6  ユネスコ東アジア文化研究センター『資料御雇外国人』小学館、1975 年参照。 
7  エドモンド・モレル (Edmund Morel, 1840-1871) イギリスの鉄道技術者でお雇い外国
人として日本の鉄道導入を指導した。 
8  ポール・ブリュナ (Paul Brunat, 1840-1908) フランスの生糸技術者でお雇い外国人 
として富岡製糸場の設立に携わった。 
9  クレメンス・ヴィルヘルム・ヤーコブ・メッケル (Klemens Wilhelm Jacob Meckel, 
1842-1906) ドイツ帝国の軍人で、日本陸軍兵制の基礎を作った。 
10 ルイ＝エミール・ベルタン (Louis-Emile Bertin, 1840-1924) フランスの海軍技術者、
日本海軍の確立や海軍の近代的軍艦設計・建設に貢献した。 
11 ギュスターヴ・エミール・ボアソナード・ド・フォンタラビー（Gustave Émile 
Boissonade de Fontarabie、1825-1910）パリ近郊ヴァンセンヌ出身。フランスの法学
者、教育者。「日本近代法の父」と呼ばれている。 
12 カール・フリードリヒ・ヘルマン・ロエスレル (Karl Friedrich Hermann Roesler, 
1834-1894) ドイツの法学者、大日本帝国の憲法作成に携わる。 
13 ユネスコ東アジア文化研究センター『資料御雇外国人』小学館、1975 年、p.19。 
14 コワニェの表記は、コワニエ、コアニエ、コアニーなどがある、本論ではフランス語の
音を重んじ「コワニェ」を採用する。 
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第１章 生野銀山と明治最初のお雇い外国人 
 
第１節 明治初期の官行鉱山とお雇い外国人 
 
明治新政府は、日本が長い鎖国政策によって欧米列強の行政・産業・教育・軍事などあ
らゆる面において遅れを取っていることを痛感した。新政府は、外国に比肩できる国家の
建設を目指して、政治・経済面での新制度の確立、近代的産業の振興、新時代を担う人材
の育成、国際競争激化下での軍事力整備の必要性すなわち西洋諸国の諸制度や諸技術を導
入して、国家体制の近代化を計ることが急務であると考えた。しかし、そのためには、莫
大な資金を要した。そこで打ち出されたのが富国強兵・殖産興業政策の確立とその一環と
して鉱山事業の拡充であった。 
明治新政府による当時の鉱山事業について知ることができる資料の一つに、大蔵省が
1888（明治 21）年に刊行した「工部省沿革報告」1がある。この資料によると、政府は 1870
（明治３）年 10 月に工部省2を創設した。工部省は、鉱山、鉄道、電信、製鉄、造船、燈
台、機械製作事業を管轄しており、工業の面で政府が力点を置いた事業がわかる。中でも
政府が力を注いだのは、鉱山事業開発であった。すなわち、鋳貨の原材料としての金と銀、
産業用原材料としての銅・鉛・鉄・石炭、軍事・鉄道機構確立のための鉄3の確保と自国調
達・輸入の抑制という政策的意図に基づくものであった。 
明治初期の政府による鉱山開発と鉱物確保の取り組みについて、「工部省沿革報告」で辿
ってみる。 
まず、明治初期における鉱山行政の変遷は次のとおりである。明治新政府は、維新直後
の 1868（明治元）年 2 月、大阪過書町にあった旧幕府時代の銅統制機関、幕府銅座役所
を接収し、「銅会所」と呼称した。同年 4 月には銅会所を「会計官」所属とし、同月「全
國ノ鑛銅及ヒ古銅地銅等咸ク此ニ輸送セシメ、以テ之ヲ買収シ而シテ人民ノ私ニ販売スル
ヲ禁止ス」4と、全国の銅販売を政府の管轄下に置くとの規則を定め、本格的に鉱山の官行
を進めた。 
次に、同年 7 月に大阪銅会所を「鉱山局」に改称すると、政府は「各山ノ採鑛ハ悉ク該
局ニ買収スヘシ。而シテ金銀銅ヲ購買セント欲スル者ハ亦之ヲ該局ニ請求スヘシ」5と、政
府による金銀銅の売買統制について制定した。さらに 12 月には鉱山局を「鉱山司」と改
めた。翌年の 1869（明治 2）年、政府組織の変更に伴い、7 月に「大蔵省鉱山司」、8 月に
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は「民部省鉱山司」と鉱山司の所属が替った。その次の年の 1870（明治 3）年 10 月、殖
産興業の更なる強化のために「工部省」を設置し、鉱山司を「鉱山掛」と改称した。その
後、工部省鉱山寮（1871（明治 4）年 8 月）、工部省鉱山局（1877（明治 10）年 1 月）、
工部省総務局鉱山課（1883（明治 16）年 9 月）というように時代に応じて組織名を変え
ながら、国内鉱山事業の活性化と管理の強化に取り組んでいった。以上の変遷から当時の
政府の鉱山事業への力の入れ方が読める反面、鉱山事業の難しさが浮かび上がってくる。 
殖産興業政策の下、明治新政府によって最初に官行されたのは、生野銀山であった。そ
れに伴い、1868（明治元）年 12 月、生野に「鉱山司生野出張所」が設置された。その後、
翌年は、岩代国守屋村金山（2 月）を皮切りに、佐渡国相川町金山（4 月）、下野国水戸木
屋金山（4 月）、伊豆国の白浜村など 4 金山と羽後国の湯殿山など 3 金山（8 月）、羽後国
関谷村銀山（9 月）、陸中国小坂銀山（11 月）の計 12 鉱山が官行山となった6。金・銀山
のみが官行化されていることからも、鋳貨の原材料確保目的が明らかである。    
このように鉱山事業を拡大する一方、従来の方法で採掘しても出費ばかり嵩んで収益は
上がらないことを悟った政府は、1871（明治 4）年 2 月、「鑛山ノ事業タル之ヲ緩慢ニ付
スルトキハ失費多クシテ収益少シ、而シテ本邦從來採掘ノ方タル迂遠ニシテ失費多シニテ、
故ニ鑛山師ヲ外國ヨリ聘傭シテ開採ノ業ヲ執ラシメ、御國人ヲシテ之ヲ習得セシムルコト
方今ノ急務ナルヲ以テ該業ニ熟練セル外國人ヲ倩ヒ（後略）」7と、お雇い外国人を雇用し
て、技術を習得し、鉱山を開拓しなければならないことを督励した。 
1872（明治 5）年 3 月、政府は、工部省が鉱物の分義を人々に知らせるために作成した
「鉱山心得書」8を各府県に配布した。その大意は「スベテ無機物ニ二種アリ。有鑛質無鑛
質ナリ。之ヲ政府ノ所有トス。地面ハ地主ニ屬スルモソノ鑛物ハ政府ノミ之ヲ開採スルノ
分義アリ。（中略）外国人ヲ雇役スルハ本省ノ許可ヲ請フヘシ」9と、私有地であれ全ての
鉱山は政府が開拓するということであった。 
さらに、1873（明治 6）年 2 月、大蔵省は「日本邦諸鑛山ハ天下物産ノ最タルモノナリ、
而テ工部省中一寮ヲ立ツルト雖經費ニ堪ヘスシテ事業甚タ小ナリ｡宜ク大ニ官坑ヲ開キ、
（中略）鑛物ハ精製シテ貨幣ヲ鑄造シ、或ハ之ヲ公賣シ、而テソノ利益ハ年々準備金ニ加
殖シ、事業ヲ大ニシ、大ニ造化ノ妙利ヲ興サン」10と建議した。すなわち、鉱山業が日本
の最重要産業であることを強調し、これまで以上に官行鉱山を増やし、そこで採掘された
鉱物は貨幣に鋳造するかそれを売って資金を得、それを元手にさらに鉱山事業を拡大して
いく旨を建議した。これが認められると、この年、5 月から 10 月の間に、陸奥国、出雲国、
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岩代国、豊後国、羽後国の金・銀だけでなく銅・鉛・錫を含む 10 の鉱山を一気に官営化
した11。 
同年 7 月、1871（明治 4）年 9 月以来、工部省が取り掛かっていた民坑条規「日本坑法」
12の策定が完了した。これは、我が国の鉱山の鉱物や採掘、鉱業について細かく定めた規
則で、太政官に提出された後、直ちに公布された。 
明治政府は、これらの官行鉱山に最新技術を導入して鉱山の近代化を図り、日本人技師
たちの育成のために、多くのお雇い外国人鉱山技師を雇い入れた。最初に外国人技師を投
入したのは、官行鉱山第 1 号の生野銀山であった。1868（明治元）年、官行鉱山最初のお
雇い外国人となったのは、フランス人技師ジャン・フランソワ・コワニェで、彼は同時に
明治政府第 1 号のお雇い外国人となった。その後、1869（明治 2）年 5 月佐渡金山にイギ
リス人技師エラスマス・エーチ・エム・ガハール、同年 12 月生野銀山にフランス人技師
３名が続いて雇用され、翌年の 1870（明治３）年には、生野銀山にフランス人 1 人、佐
渡鉱山にイギリス人の技師が追加雇用された。鉱山におけるお雇い外国人の雇用について
は、『工部省沿革報告』の「傭外國人各務擔當表」13に詳細に記されている。 
1871（明治 4）年 2 月 5 日、既述のとおり、工部省は、海外より鉱山師を招聘して鉱山
を開拓し、さらに日本人鉱山士にその技術を習得させるのが急務と考えた。そこで、本局
に、熟練の外国人鉱山師を 2 名、他に若干名の技師の雇用を求めたところ、許可が下り、
同年 9 月、本局に、イギリス人技師のゴッドフレー、生野にフランス人 6 人が雇用された。
また翌年の 1872（明治５）年には、生野にフランス人 5 人、本局にイギリス人 1 人が採
用されている。このように、1872（明治 5）年までの鉱山のお雇い外国人を見ると、フラ
ンス人が 16 名、イギリス人 4 人の計 20 人となり、出身国は 2 か国のみで、フランス人が
圧倒的に多い。また、派遣された鉱山は、生野と佐渡および本局であり、当時の政府は、
金山と銀山に力を注いでいたことが如実に示されている。 
前述の 1873（明治６）年に公布された「日本坑法」には「坑法附示」がついており、そ
こには「西洋ノ學術及工作ヲ用ヒンカ爲メ一定ノ給料ヲ以テ外國技術家ヲ雇入ル」と、西
洋の技術を導入するため外国人技術者を雇入れるべきと記載されている。これを受けて、
その後、お雇い外国人が更に増員された。「傭外國人各務擔當表」によると、1868（明治
元）年からお雇い外国人が完全に不在となる 1884（明治 17）年までの 17 年間の鉱山への
お雇い外国人の採用合計人数は 78 名で、最も多かった年は 1873（明治 6）年の 15 名、
続いて翌年の 10 名であった。    
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さらに、国籍別にみると、最も多いのが、イギリス人の 35 名（兼職者を除く）で、次
いでフランス人の 24 名、ドイツ人の 15 名であった。他にアメリカ人 2 名、オランダ人、
マレー人各 1 名もいたが、この 4 名は船長や書記などの例外的人員であったため対象外と
する。従って、官行鉱山はイギリス、フランス、ドイツの 3 か国から技師を雇い、西洋技
術を移入していたことになる14。 
次いでそれぞれの国籍による勤務地、鉱種、人数の割合は以下のとおりである。イギリ
ス人は、釜石（岩手・鉄）14 人、高島（長崎・石炭）７人、本局 6 人、佐渡（新潟・金・
銀）４人、三池（福岡・石炭）２人、小坂（秋田・銀）１人、大葛（秋田・金）１人と、
鉱種に拘わらず東北、北陸、九州と広範囲にわたる。採用は 1882（明治 15）年まで行わ
れ、雇用は 1884（明治 17）年に終わった。フランス人は、生野（兵庫・銀）24 人15で、
他の鉱山よりはるかに導入人数は多いが、関わった鉱山は１鉱山のみであった。採用年の
最後は、1878（明治 11）年、最終解雇年は 1880（明治 13）年である。ドイツ人は、1873
（明治 6）年から採用され始め、阿仁（秋田・銀）（５人）、院内（秋田・銀）（４人）、小
坂（秋田・銀）（２人）、釜石（岩手・鉄）（２人）、本局（１人）と東北の銀山を中心とし、
フランスと交代するかのように 1879（明治 12）年から急激に採用人数が増え、イギリス
同様最終の採用は 1881（明治 14）年、最終解雇は 1884（明治 17）年である16。これらの
お雇い外国人の国籍の変遷は、恐らく本国の政治的または経済的な理由が背景にあるもの
と考えられる。日本の幕末時代、フランスにおいてナポレオンが君臨し、その勢力は絶大
であり、その影響もあって当初はシャノワーヌやブスケのように多くのフランス人がお雇
い外国人として雇用された。しかし、ナポレオンの衰退と共に、日本は次第にイギリスや
ドイツと外交を結ぶようになり、フランス人の雇用は減少していったと推測される。 
 官営鉱山におけるお雇い外国人の雇入れ効果が出始めると、民営鉱山においてもお雇い
外国人の採用が始まった。当初は、お雇い外国人との問題もあったようであるが、政府が
1872（明治 5）年 3 月に制定した「鑛山心得書」で「外人ヲ雇役スルハ本省ノ許可ヲ請フ
ヘシ」と勧告し、さらにその後、「日本坑法」において、西洋人を雇入れる場合は「雇入ルヽ
以前其職業給料及年限ヲ分明ニ記載シ、其案紙ヲ鉱山寮ヘ送呈シテ結約ノ許可ヲ可請候事」
と採用に際しては雇用条件を明記して政府に申請するように定められたため、民営鉱山は
政府の許可を得て身元の確かな西洋人を雇入れるようになった。例えば、1874（明治 7）
年に住友の別子銅山に雇用されたフランス人鉱山士ルイ・ラロックや、1877（明治 10）
年に鹿児島藩の金山に雇用されたフランス人鉱山士ポール・オジエなどがいる。両名とも
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コワニェが関わっており、詳細については後章で論ずる17。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               
 
第２節 生野銀山沿革 
 
生野銀山の歴史に関する史料は、18 世紀（享保）以降のものは比較的多く現存している
が、それ以前のものは極く僅かである。特に初期についてのものは殆どなく、当時の生野
奉行所附役人、寺田豊章編の『銀山旧記』と地元に残る幾つかの古文書のみである18。こ
の『銀山旧記』は、1542（天文 11）年から 1683（天和 3）年までの銀山史を 1690（元禄
3）年頃に記したもので、初期の生野銀山について研究するのに必須の史料である。また、
コワニェが生野にいた時代の史料としては、「但馬國生野銀山ノ景況」19がある。これは、
当時の工部省鉱山助、朝倉盛明20が、明治元年から明治 9 年までの官営生野銀山の近代化
政策の成功について書き留め、政府に提出した報告書で、当時の様子やコワニェの生野銀
山再建策を知る有益な資料である。 
生野銀山の歴史研究に関しては、これまで多くの研究者や地元の郷土史家らが取り組ん
できた。中でも、太田虎一『生野史』21（1962）、藤原寅勝の『明治以降の生野鉱山史』22
（1978）、小葉田淳「生野銀山史の研究」23（1954）は、古文書の収集と精査によって著
された重要な生野銀山歴史研究書である。『生野史』は、代々山師を営む家系の元生野町の
小学校教員で、当時生野町収入役を勤めていた太田虎一が 1938（昭和 13）に出版した『生
野誌』に、当時生野町役場（郷土室）勤務の柏村が地元に残る関係史料や文献を補足した
もので、鉱山開坑から幕末までについて詳しい。それに対し『明治以降の生野鉱山史』は、
藤原の 41 年間の生野鉱山勤務後に生野関連史料を調査して執筆したもので、主に幕末以
降を中心に著述している。最後の「生野銀山史の研究」は、小葉田が 1950（昭和 25）年
から 2 年間、文部省科学研究費によって生野銀山関連文献調査を行い、1542（天文 11）
年から幕末までの生野銀山の歴史を、前・中・後の三期に分けて論述したものである。 
明治以降、お雇いフランス人が日本政府に雇用され、生野銀山に赴任するようになった
経緯や生野銀山の歴史を考察するためには、その沿革を十分心得ておく必要がある。本節
では、この 3 種の著書・論文および「但馬国生野銀山ノ景況」を参照して、生野銀山の沿
革について概説する。 
生野銀山の開坑は、平安時代初期、807（大同 2）年と伝えられている。この時期、生野
同様、各地で多くの神社仏閣の創建や金山銀山の開坑が言い伝えられているが、いずれも
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それを立証する史料は存在せず、明確ではない。空海や坂上田村麻呂が中国から帰国した
のもこの時代と伝えられており、これら要人の宗教的または政治的活動の開始時期に結び
付けて日本鉱山開坑に関する口伝・伝承が始まったのではないかと考えられている。 
 生野銀山が史実として明らかになるのは但馬山名氏の末期裕豊（宗詮）の時代で、唯一
の文献は「銀山旧記」である。 
  
但州生野銀山ハ、天文十一年（一五四二）城山ノ南表ニ銀石始メテ掘出シ蛇間歩ト号
ス。土地ノ人コレヲ銀ニ成スコトヲ知ラズ、偶々石州ノ人来リテ此石ヲ求メ、石州ニ
於テ吹クトコロ大分銀アリ、則チ此者石州ヨリ金掘下財（坑夫）金吹（製煉業者）ヲ
連レテ来テ、蛇間歩ヲ中心ニ間歩ヲ開ク、東ハ東堂ヶ谷ノ西斜面ニ及ンダ 
                     （「銀山旧記」藤原寅勝による要約）24 
 
『銀山旧記』によると、生野鉱山は、1542（天文 11）年、城山の南表に銀鉱石が掘り
出されたが、地元民は銀の製錬法を知らなかったので、石見の業者・技術者より技術を学
んだ。1556（弘治 2）年、但馬守護職山名氏家臣太田垣氏は、山名氏に謀反を起こして生
野を奪い取り、1577（天正５）年まで生野を支配した。この間に生野内に新たな銀山も発
見され大いに繁盛した。 
天正年代に入り、山名、太田垣、尼子、毛利、大内をめぐる関係は険悪になり、織田信
長は毛利を攻めることとなったが、秀吉は側面から山名氏を攻撃して 1577（天正 5）年に
生野銀山を接収した。これを機に生野銀山は織田氏の管掌下に置かれたが、秀吉は軍功に
よりこれを与えられ、1582（天正 10）年、信長没後は秀吉が生野の繁栄を手中に収めた。
天文の開坑から 1683（天和 3）年に至る 140 年間の産銀記録は残されていない。 
 1600（慶長 5）年、関ヶ原の戦い以後、時代は徳川に移り、徳川氏はいち早く全国の金、
銀山を手中に収め、鉱業の振興に努めて幕府財政の基礎を確立した。徳川時代前期 1621
（元和 7）年、新たに任ぜられた生野銀山奉行、藤川甚左衛門により銀山経営上に色々な
改革が実施され、この改革によって生野銀山の最盛期を迎えることができた。慶長から元
和年間（1596～1624 年）を頂点として次第に下降し、慶安の頃（1650 年前後）に一時衰
退の時期を迎えた。更に、徳川時代後期に入った 1660（万治 3）年に発生した大火災によ
り大打撃を蒙った。 
しかし、その後 1665（寛文 5）年から延宝、天和には活況を取り戻し、1703（元禄 16）
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年には新たな鉱脈が発見され、また旧鉱脈からも優良鉱が採掘されるようになったため、
再び盛況を呈するようになる。1716（享保元）年、生野奉行所は生野代官所となりその地
位は一層高まった。その反面、作業環境の悪化により採掘作業の困難化が進み、鉱山一揆
や出水が相次いで銀の産出は徐々に低下を始めた。その後、新しい鉱脈の発見はあったも
のの、鉱山事業は一進一退が続いた。 
明治までの生野銀山は、幕府が所有し民が運営するという形態だった。幕末に至っても
依然山師による経営が続いており、いずれの山も長年の採掘で作業環境が悪化し、採掘量
は低下して休山同様の状態であった。幕府は生野銀山に見切りをつけ、遂に 1867（慶応 3）
年、生野から手を引いた。 
そのような時、1868（慶応 4）年 1 月、朝廷は旧幕府領を政府の直轄とし、それに伴い、
新政府は生野代官所を占拠、銀山を政府のものとした。同年 7 月より、会計官所属の「鉱
山局」が、金、銀、銅の専売を行うことになると、会計局の役人 2 名を生野に派遣して生
野銀山の調査を行った。その結果、廃棄にするか、旧幕時代のように従来の経営を民間人
に続行させるか、政府自ら行うかの 3 案が出た。当時の会計官判事斎藤篤信斉が、金・銀
共に外国に依存している現状から、貨幣の地金の供給を急速に考えなければならないこと
を力説した。それにより、1868（明治元）年 9 月、生野銀山の官行が決定された25。 
1868（明治元）年同月、フランス人鉱山士ジャン・フラソワ・コワニェを起用してさら
に詳しく生野銀山を調査させ、有望な鉱山であることを確認した。 
同年 12 月、政府は、豊岡県但馬国朝来郡生野に鉱山司支庁を設置し、生野出張所とし
た。それと同時に、コワニェを「鉱山師兼鑛山學教師」26として正式に採用し、鉱山開発
を本格化していった。以降、生野銀山の所属先は、度々の行政機関の組織変更に伴い、大
蔵省、民部省と移り、1870（明治 3）年 11 月 20 日、工部省ができたことにより、工部省
の管轄下となった。翌年 1871（明治 4）年 8 月 14 日、省内に鉱山寮が置かれると、出張
所は生野支庁と改名された。このように、所属機関名を変えながら、コワニェによる西洋
の最新技術導入のもと、生野銀山の刷新が進められていった。 
しかし、工場の建設が進捗し、操業が軌道に乗りかけた同年 10 月 15 日、播州の土民に
よる鉱山の焼き討ち事件が突発し、工場建物の殆どが灰燼に帰す大事件が起こった。暴動
の主たる原因は、族称の制定に続く 8 月 28 日の太政官布告による「被差別部落民解放令」
であった。土民（農民）らは身分を下げられたと受け取り不満感を抱いた。その上、地租
の改定、旧藩主知事の解任、諸物価の高騰、さらに鉱山建設用の機材の搬送などの労力の
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提供になど不満が鬱積していた。この暴動の鎮圧には 20 日間を要した。この事件につい
ては、朝倉の「但馬國生野銀山ノ景況」27に詳しい。 
焼き討ち事件で工場施設の殆どが壊滅的被害を蒙ってしまったが、政府は多額の予算を
投入し、僅か 4 ヶ月で復旧させた。さらに、当時の生野銀山の責任者朝倉は、この焼き討
ち事件の鎮圧により、生野町民が初めて政府に楯つく勢いがなくなったので、「斯機ニ乗シ
盛明卓然奮激事業昔年ニ倍シ再興ヲ大ニセンコトヲ期シ」28、コワニェと共に一大生野銀
山改革を行うことにした。これによりコワニェは西洋の近代技術、機械、お雇いフランス
人を導入し、生野銀山の近代化に尽くした。生野銀山に雇用されたフランス人の数は総勢
24 名であった。 
1876（明治 9）年、この生野近代化計画が完成し、同年 5 月 23 日に参議工部卿伊藤博
文臨席のもと、生野銀山の機械落成式が盛大に挙行された。その様子は、当時生野町で銀
掛屋を営んでいた藤本市兵衛の留書「藤本市兵衛日記」29から読み取ることができる。 
このような大仕事と自分の任務を果たしたコワニェは、永年の激務で持病リュウマチの
悪化を理由に 1876（明治 9）年末辞意を固め、約 10 年間の生野での精力的な活動を終え、
翌年の 1 月にフランスに帰国した。コワニェ帰国後もなお 10 名ほどのフランス人が生野
に滞在し、全員帰国したのは 1881（明治 14）年 6 月であった。 
その後の生野銀山は、1889（明治 22）年、佐渡鉱山と共に皇室財産に移され、宮内省
御料局の所管となり、1896（明治 29）年には私企業に払い下げられて、1973（昭和 48）
年に閉山した。閉山までに掘り進んだ総延長は 350km 以上、深さ 880m、採掘した鉱石の
種類は 70 種に及ぶ。  
 
第３節 コワニェの来日経緯 
 
１．薩摩藩と五代友厚 
コワニェが来日したのは幕末の 1868（慶応 3）年であった。この年日本では、10 月に
大政奉還、12 月に王政復古の号令がかかり、幕府は存続の岐路に立たされていた。翌年に
は、年号が慶応から明治に代わり、これまでの日本を統治してきた幕府に代わって新政府
が誕生し、コワニェはまさに時代の大転換期に来日したのである。 
コワニェの来日経緯には、薩摩藩が大きく関係している。薩摩藩とコワニェとの接点に
関して記述されている史料はあまり残っておらず、論者が確認できているのは、『薩摩海軍
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史』30と『五代友厚伝記資料』31に収められている当時の関係者の書簡や記録のみである。
前者は、昭和初期の海軍中将東郷吉太郎が編者となり、1928‐1929（昭和 3‐同 4）年に
島津家編纂所から出版した上・中・下 3 巻からなる薩摩藩の歴史書である。主として 1809‐
1872（文化 6‐明治 5）年の幕末 63 年間の島津斉興･斉彬･忠義 3 代の薩摩藩の洋式工業
文明、外国折衝、藩内政などについて、藩内外の根本史料を基に書かれている。後者の『五
代友厚伝記資料』は、薩摩藩士五代友厚（通称、才助）32関連資料群の中から資料を選択
して翻刻したものである。内容は、伝記、書簡、貨幣、貿易、鉱山、工業、政治、外交な
どで、4 巻からなる。両文献の中にはコワニェの名が散見され、これらを総合すると、そ
の内容から来日時のコワニェの行動の一部を読み取ることができる。 
本節では、両文献を参照して、薩摩藩の幕末の外交関連事項を見ながら、コワニェ来日
に至る経緯と来日時の様子を考察する。 
幕末、薩摩藩は、攘夷論を主張していた。1862（文久２）年、江戸城入りしていた薩摩
藩国父、島津久光が京都へ戻る途中、武蔵国生麦（現、神奈川県横浜市鶴見区生麦）付近
で一行の行列に騎馬のイギリス人数名が乱入し、これを供回りの藩士が無礼打ちした、い
わゆる「生麦事件」が発生した33。これがきっかけとなり、翌 1863（文久３）年 7 月、イ
ギリス艦隊７隻が鹿児島湾に現れ、薩摩藩汽船を拿捕、砲台を攻撃して薩英戦争が始まっ
た34。拿捕された藩船に船奉行添役として乗船していた薩摩藩士の五代友厚35と松木弘安
（後の寺島宗則）36は、イギリスの捕虜となった。その際、両名は、イギリス人と交流す
るうちに、外国との接触の必要性を痛感した。イギリスの捕虜から逃れ、暫くの間、長崎
のイギリス商人グラバー邸に潜伏後37、1864（元治元）年 5 月頃、捕虜・脱藩の罪が解か
れた五代は、薩英戦争とグラバーから得た西洋文明の知識から、薩摩藩の国策のための自
分の意見を記した長文の意見書を薩摩藩役所に提出した。その冒頭部分において五代の考
えをみることができる。 
 
五州亂れて如麻、和すれは則盟約して貿易を通し、和せされは則兵を交へて互に其國
を襲ひ奪呑す。右は其則地球上一般の風俗天數の然らしむる處如何ともする事不能、
開成強大の英佛の如きも鎖國の行業難立形勢に罷成申候處、御開海以來勤王攘夷を唱
へ、天下に周旋同志を集め、自國の政を掌握する樣の大言を吐き愚民を欺迷し、其上
口演にのみ走り浪士共增長いたし、攘夷の功業不成を不知、國政を妨け反て内外の大
亂を醸し出し、自滅を招くの兆、鳴呼可歎。（中略）頻に西洋諸國と雖とも、或は鎖國
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或は開國、終に其理を實驗研究して富國強兵にし、大に開成して天下を横行するに至
り申候。                        （「五代才助上申書」）38 
 
このように五代は、鎖国をしたままでは国政を危うくするどころか、自滅する恐れがあ
る故、世界中を席巻するようになった強国のイギリスやフランスに習って開国すべきであ
る、と攘夷論を批判した。そして、攘夷論を廃して、「開国と国際貿易」、「富国強兵」、「人
材育成と西洋機械導入を目的とした西洋諸国への留学生派遣」を提言する建白書を藩主に
提出、直言した。 
最後の「留学生派遣」に関しては、五代は詳細な提示と提案をしている。「英佛兩國へ遊
學人數拾六人」39「内四人は追々御家老職にても被仰付候、貳人は御軍賦役の内より御人
選」40と、留学生の人数と人選の他、これに掛かる運賃や費用を細かく計算して提示した。
さらに「右人數は英佛の軍務、地理、風俗、巨細に見分いたし罷歸り候樣被仰付度奉存候」
41などと、彼らがイギリスとフランスでするべきことも説いた。五代はこの他、学校、病
院、幼稚園の視察や軍艦、大砲、農業耕作・銃薬製造・金銀銅鉄採掘のための機械購入を
提案している42。 
五代と共にイギリスの捕虜となっていた松木弘安も加わり、２人で「當方の時期に於て
は海外に遊學せしめ、西洋の文物を研究せしめされは世界の大勢に遅れ、日本の開發に資
するに足らす」43と上申し、薩摩藩士をイギリスに留学させることを強く求めたところ、
この上告が認められ、藩士のイギリス・フランスへの派遣の提案は採択された。その後、
薩摩藩は、五代が望んだように攘夷から一挙に開国に転じ、対立していたイギリスとの関
係も改善され、積極的に欧米列強と接触するようになった。 
薩摩藩は、薩摩藩遣英使節団として 19 人を人選した。その内訳は、本使節団筆頭の大
目付新納刑部（変名：石垣鋭之助）44、開成所45御船奉行松木弘安（変名：出水泉藏）、御
船奉行見習五代才如（変名：關研藏）の 3 人の外交使節団および 1 人の英語通弁と、森有
礼（変名：沢井鉄馬）46や朝倉盛明（変名：朝倉省吾）47ら 15 歳から 28 歳までの計 15 名
の留学生48であった。当時、まだ各藩が海外に使節や留学生を派遣することは許されてい
なかったため、幕府の鎖国の禁令を犯すこととなる一行は、脱藩した形を取り、それぞれ
に変名を与えられた。派遣されたメンバーの名および肩書については『薩藩海軍史』49に
記されている。一行は、当時交流のあった長崎のイギリス商館グラバー50が準備した船で、
極秘裏に 1865（慶応元）年 3 月 22 日、薩摩郡串木野郷羽島村（現在の鹿児島県いちき串
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木野市羽島）51から密出国した。 
 
２．遣英使節団とモンブラン 
一行のロンドンまでの旅程や現地での動静については、五代の日記「廻國日記」52の他、
『薩藩海軍史』53所収の使節団員による日記や書簡から知ることができる。特に五代の「廻
國日記」は、1865（慶應元）年 9 月 14 日（和暦：7 月 25 日。※以下、本節 2・3 項に限
り新暦を先に記す）から同年 12 月 21 日（和暦：11 月 4 日）までほぼ毎日の視察や行動
について記されており、一行の滞欧中の動静および幕末の日欧交渉の研究によく利用され
ている。 
これらの文献によると、一行は、香港、シンガポールを経由し、同年 6 月 21 日（和暦：
5 月 28 日）にイギリスのサザンプトンに着港後、即日ロンドンに入った。外国使節団の五
代と新納らは、英国の先進工業地帯の視察に出発し、大多数の留学生はユニバーシティ・
カレッジ・ロンドンの聴講生となった。留学生はその後、海軍測量学、陸軍学、化学、医
学、文学などそれぞれの専修科目の学習に移り、西洋の学問を習得した54。 
一行がロンドンに到着してまもない頃、フランスで最初の日本語教師として知られるパ
リの東洋語学校の日本語教師、レオン・ド・ロニー55が一行に面会に来た。彼は松木弘安
とは旧知の間柄であった。なぜなら、松木は、3 年前に竹内下野守を代表とする幕府の第
1 次遣欧使節（文久遣欧使節）に通訳兼医師として参加していたからである。後日、ロニ
ーは、滞日経験のある親日家で政商でもあるフランス国籍ベルギー貴族のシャルル・ド・
モンブラン56をロンドンに同行し、一行に紹介した。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
モンブランは五代らをベルギーやフランスの各種の工場に案内した。日本との政治的、
貿易的関係の結託を策謀していた政商モンブランは、幕府との交渉に行き詰まっていたこ
ともあり、五代に貿易会社設立の話を持ちかけた57。薩英戦争の体験から、薩摩藩を強化
するためには、西洋の武器や機械を輸入して藩の補強と近代化に努め、さらに紡績や製茶
などの薩摩藩の産業を振興することが重要であると痛感していた五代58は、モンブランの
話は好都合だと捉え、1865（慶應元）10 月 15 日（和暦：8 月 26 日）ブリュッセルにお
いて 12 カ条からなる仮契約を結んだ。 
その契約の一条は「欧羅巴人と同商社して、薩摩の領分にある金・銅・鉄・錫・鉛等の
山を開き、或は種々製作機関・鉄工及武器を製造し、（中略）国を富（す
ママ
）に要用なる機関
を開（く
ママ
）の商社を立てんが為（後略）」59とある。すなわち、五代らは、西洋人と協力し
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て藩の鉱山を開き、藩の財政基盤に鉱物資源を充当することを決めた。さらに、1865 慶応
3 年 12 月 19 日（新暦 1866 年 2 月 4 日）にモンブランと交わした更なる詳細な条約書に
は「鉄製局、金山、銅山、錫山、石灰山、鉛山、右六ケ條商社明誓の上、土質學の達人を
相雇ひ、国中普く點檢して其場所に應し至當の業を可相開候」60（下線は論者による。以
下同様とする）、また、五代の滞欧中の記録に所収の 25 項目からなる「建言ヶ条草稿」に
は、「欧羅巴より土質学の達人を相雇御領国中普探索すべき事」61と記述がある。このこと
から、藩の鉱山開発のために西洋の優秀な鉱山士を雇用し、その鉱山士に薩摩藩領内の点
検をさせて、的確な鉱山開発を行うことを決め、モンブランに鉱山士の紹介斡旋を依頼し
たことがわかる。 
このような経緯で、モンブランより紹介されたのがコワニェであった。五代がパリでコ
ワニェと会ったかどうかは、史料が見つかっておらず不明であるが、この五代とコワニェ
の出会いは、後に、薩摩の山ケ野金山、生野銀山、五代が下野後に経営した半田銀山の開
発とつながり、日本の鉱山事業に大きな影響を及ぼすこととなる。 
さて、英国留学生の中に、もう一人、後にコワニェや生野銀山と深く関わることになる
人物がいた。それは、田中静洲（変名：朝倉省吾・当時 21 歳）62である。彼は、早くから
藩医により医術を学び、1860（万延元）年より 2 年間、長崎で蘭学を学んだ。1862 年（文
久 2）年、藩命により帰藩し、翌年の薩英戦争に従軍した。1864（元治元）年に設立され
た開成所で句読師を務め、翌年英国留学生に任命された。留学時の役名は「醫師開成所句
讀師蘭學者」63となっている。田中こと朝倉は、最初イギリスで英語や医学を学んでいた
が、モンブランの勧めで中村宗見（変名：吉野清左衛門・当時 25 歳）64と共に留学地をイ
ギリスからフランスに変更した。その後、フランスで鉱山学やフランス語を修得し、フラ
ンス各地を視察した。五代の記録にはフランスに渡った朝倉についての記述がある。  
 
拾封度、朝倉仏行仕廻料・蒸気車代として可被成下高65 
 
一 絵金二百二十五封ヅツ 
内、一 弐百封度 
右は三ケ月毎ニ五十封度、白山（論者注：モンブランの日本名）へ差送給度候。 
二 弐拾五封度。 
右は休業弐ケ月の初日ニ、両人へ直接給料度候。尤白川（論者注：モンブランの
22 
 
私設秘書の白川（斎藤）健次郎のこと）へ差合の儀ニ、如欺取計可給候。 
吉野・朝倉両名。 
右は仏行学生の儀、年分弐百封度被成下筋粗取究置候」66 
 
仏国滞留学生は、壱ケ年宿料・衣服料・小仕迄弐百封度にして、学講の雑費及教
師料の儀は、官庫よ
ママ
被成下候様相決候事67 
 
これらの記録から、朝倉らはモンブラン宅に寄宿し、フランスでの授業料、受講の雑費、
宿泊代、衣服代などを藩より支給してもらい、良い待遇の中で勉学していたことがわかる。
朝倉は、このフランスでの勉学がきっかけとなり、後にコワニェと生野銀山に大きく関わ
ることとなる。 
 
３．コワニェとモンブラン 
このように、コワニェの来日のきっかけを与えたのはモンブランであるが、2 人の接点
については、それに関する記述がなく、これまで解明されてこなかった。コワニェは、海
外での地質調査や鉱山開発の仕事が多く、ほとんどフランスに居住することはなかったの
で、モンブランとの接点を見出すのは極めて困難であった。しかし、金光男68が指摘する
ように、モンブランは鉱物資源や地質に詳しく鉱山士コワニェとの共通点があった。1862
（文久 2）年の訪日後、1865（慶應元）年に 著した日本についての著書 Le Japon  69にモ
ンブランは次のように書いている。 
 
この火山帯という環境の中（中略）世界のどんな国も、日本と同じだけの量の金は埋
蔵していないであろう（中略）銀も同様で、産出量の多い鉱山と出会う。噂では、日
本政府が金、銀、それに銅の鉱山を独り占めしているとのことである。（中略）ここで
は鉛、石炭、鉄も豊富に見られる（中略）豊富に鉱物資源のある地面の真ん中から、
温泉ならびに冷水が噴出している。（中略）さらに日本には水晶、碧玉、瑪瑙が見出さ
れる。 
 
このようにモンブランは、日本の地質や地下資源について詳細に紹介している。 
また、翌年、パリ地理学会70の会報に掲載された「日本の現状に関する一般的考察」71に
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おいても「皆が日本について一致して言うことは、鉱山の数の多さと資源の豊富さである
（拙訳）」72などと、日本の鉱山について記述し、鉱山への関心を示している。 
地理学会の会報および名簿を、パリの学会本部73とパリ国立図書館74において調べると、
モンブランの他、コワニェの名前を見つけることができた。2 人は同じ 1864（元治元）年
に入会し（コワニェ 2 月、モンブラン 5 月）75、退会時期もモンブラン 1883（明治 16）
年、コワニェ 1884（明治 17）年か 85（同 18）年（1884 年の名簿は散逸のため不明）、
と、ほぼ同じである。モンブランは、1865（慶應元）年 12 月 15 日（和暦 10 月 28 日）
に開催された総会で「日本の現状と日本国内の西洋人の将来」について講演を行った76。
五代の 12 月 17 日（または 18 日）（和暦：11 月 1 日か 2 日）77付の日記（「廻國日記」）に
は、「夜ニ入て、欧羅巴中地理学の衆会に行、数拾人一同食事を成す」78と地理学会の集会
と食事会に参加したことが記されている。地理学会の議事録79を確認すると、総会は夜 8
時に始まっていることから、これは間違いなく 15 日の地理学会の総会のことである。因
みに、コワニェとモンブランの入会前ではあるが、1861（文久元）年 4 月 5 日の総会にお
いて、日本学者のレオン・ド・ロニーが「日本文明」80と題して講演を行っている。また、
1868（明治元）年 2 月の地理学会の会報には、1862（文久２）年と 1863（文久３）年に
コワニェがおこなったマダガスカルの鉱山調査によって、有益な結果と情報をもたらされ
たことを称え、「同氏が日本において仕事をし、我々に実用的で役に立つ情報を送ってくれ
ること期待する」（拙訳）81旨が書かれている。またこの項の後には「アジアはこれからも
長く、旅行者、研究者、歴史家、言語学者、民俗学者の調査に開かれた最も壮大で最も興
味深い領域である」（拙訳）82と文章が綴られている。当時の地理学会会員は、日本を含め、
未開発の極東の国であるアジアに大きな関心を寄せていたようだ。コワニェは、モンブラ
ンから日本行きの提案を受け、日本への憧れと未知の国での鉱山調査と開発への興味から、
アフリカ同様、未開の国でのやりがいのある仕事を求めて、モンブランの提案を受けたの
ではないだろうか。コワニェの日本行きの動機の一端が見えてくると同時に、コワニェと
モンブランとの接点は、断定はできないが、パリ地理学会であった可能性も考えられる。 
 
４．コワニェの来日 
ヨーロッパ視察を終えた五代は 1866（慶応２）年 4 月（論者注：以降、和暦で記す。
必要な場合は新暦も付記する）、留学生らを残して一足先に帰国した。その 1 年後の 1867
（慶應 3）年 4 月、パリで万国博覧会が開催されることになり、薩摩藩もモンブランの仲
24 
 
介で、独自で参加することになった。家老岩下方平83を代表とする薩摩藩使節団は 1866（慶
應 2）年 11 月 10 日（新暦：12 月 16 日）鹿児島を出発し、1867（慶應 3）年 1 月 2 日（新
暦 2 月 6 日）にパリに着いた。この薩摩使節の渡航については『薩藩海軍史』84に詳しい。
薩摩藩は、薩摩藩および琉球王国の全権として、幕府とは別名義で参加・出品して、一国
のように振る舞おうとしたため、幕府は厳しく抗議した。結局幕府側は「大君政府」、薩摩
藩側は「薩摩太守の政府」として、ともに日の丸を掲げることで決着した。この時薩摩藩
側の通訳として、また薩摩藩出品物の説明係として活躍したのが、フランス留学中の朝倉
だった。なお、この博覧会の様子やこの時期のパリの模様については、幕府側の博覧会使
節団の随員として参加した渋沢栄一85の「航西日記」86に詳細に記されている。   
博覧会終了後、朝倉ら一部のものは用務のため同年 5 月に代表団より一足先に帰国し、
その他の一部87を除いた一行は周辺諸国を視察後、1867（慶應 3）7 月 29 日（新暦：8 月
28 日）フランス・マルセイユから乗船し帰路に就いた。その様子は、岩下の日記「岩下方
平航海日記」88に記されている。 
   
  慶應二年寅のとしの冬、我國をいて夷の國に在けるか、事はてゝ明る年の文月の末に
歸ることとなりぬ。市來政清岩下方美三人なり、外に異國人もともないぬれとあやし
き名なれはしるさす。七月廿九日、空はれたり、午の時はかり仏蘭西國「まるせい」
といふ湊より船に乗る89   
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
岩下は「異國人」を伴って帰国した。その「異國人」の名は記されていないが、当時の
状況から通常、モンブランとされている。岩下一行が乗船した船は、途中上海に停泊し、
五代と朝倉らの出迎えを受けた。これは、モンブランとの契約が難しくなってきたので、
日本入りを阻止するためであったとされている90。その理由は、先の薩英戦争後、親英政
策に傾いていた薩摩藩にとってモンブランは邪魔な存在となりつつあり91、さらに、当初
からモンブランを信用せず、モンブランとの商社の協定に不安を感じていた森有礼ら英国
留学生らが、藩の大久保利通らに建言書を送って反対してきたからである92。この他、藩
の財政難も理由の一つであった。 
モンブランは五代の要請を拒否したので、種々協議の結果、モンブランのパリでの功績
が考慮されて日本入国が許された。鹿児島は当時まだ開港しておらず、モンブランは、五
代と朝倉らと共に、開港していた長崎にまず到着した。長崎到着日は、「岩下方平航海日記」
25 
 
から判断すると、1867（慶應 3）年 9 月 22 日（新暦：10 月 19 日）であった93。しかし、
その後、モンブランはすぐに鹿児島に入ることはできなかった。当時、長崎奉行が、外国
人を開港場以外の地に連れていくことを禁じていたため、モンブランは、鹿児島行きの許
可が下りず、長崎での待機を余儀なくされた。鹿児島に入れたのはそれから約 1 か月半だ
った。まず、先に鹿児島に戻っていた岩下と新納らが、1867（慶應 3）10 月 26 日（新暦：
11 月 20 日）に長崎にやってきた。これは、長崎に停泊していたイギリスの蒸気船キャン
スー号を購入するためであった。彼らは、翌月 3 日に英船を購入して春日丸と名付け、そ
の 5 日後の 8 日（新暦：12 月 3 日）、モンブランらフランス人と共に鹿児島に戻った94。
このことについて、薩摩藩は同月 6 日、幕府に次のように説明し、許可を求めている。 
 
 当月（論者注：慶應 3 年 11 月）八日朝發船到候節、貴
ママ
國人「モンブラン」儀、兼て
薩州家の需に應し、同所鹿兒島へ被相招、同家軍務に關係到、先頃中より用便の爲め
長崎表へ滯在到候處、此度右船へ乗組、其他外國人共一同鹿兒島表。 
 當港挺碇泊の英國船號「キャンスー」、此度國許就入用買申度御座候間、御免被仰付被
下度95 （論者注：下線は論者による） 
 
「其他外國人共一同」と書かれていることから、長崎から鹿児島に行った外国人は、モ
ンブランの他に複数名いたことがわかる。 
しかし、モンブランの薩摩入りは、長崎奉行にとって好ましいものではなかった。同月、
長崎奉行河津祐邦が幕府に「薩藩佛人「モンブラン」等をして軍事に興らしめ、又英國汽
船の長崎に在るものを購入し、告げずして其藩に歸る」96と幕府に告げた。これを受けて、
幕府は、同月 20 日（新暦：12 月 15 日）、在日フランス大使レオン・ロッシュに「貴國人
「モンブラン」等、兼て薩州家へ被相雇居候儀は、貴國政府の免許を受候儀には有之間敷
被存候に付、閣下に於て何とか御所置有之候儀に候哉」97と薩摩藩雇用の許可を与えない
ようにと要請した。 
このように、モンブランらフランス人達の来日は、薩摩藩内の一部や長崎奉行の反対か
ら、歓迎されないものであった。1867（慶應 3）年 11 月 8 日（新歴：12 月 3 日）に薩摩
藩の断行により鹿児島入りを果たしたモンブランは翌日の 9 日にようやく藩主の島津茂久
公に謁見でき、歓待を受けた。しかし、8 日に薩摩藩、9 日には長州藩に倒幕の密勅が下
り、同じ日の 9 日、徳川慶喜が大政奉還を申し出て、翌日朝廷はこれを勅許した。これに
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より江戸幕府は倒れ、王政復古となった。そこで、長州藩と呼応して、同月 13 日、茂久
公（維新後忠義に改名）は急遽大兵を率いて上京しなければならなかった。このような事
態から、薩摩藩としてはモンブランとの交渉どころではなく、モンブランらはすぐに長崎
に返された。『薩摩海軍史』98にはこの時のことを次のように書いている。 
 
同月八日午前八時（七時三十分）長崎港を出航せり、同船には新納刑部、岩下左次右
衛門、其他仏國の「モンブラン」他八人許（陸軍教師士官及び鑛山技師）同乗せり。
而して本船は午後十時頃鹿児島に着し、翌日外客は田の浦元、清鏡院に寓居を定めた
り、同十日には忠義公清鏡院を訪問せられ款待至らざるなし、而して同人等は暫時滞
留したり、しかれども最早軍制改革の時期にもあらず、鑛山技師のみは鑛區に就き調
査をなせしこと前に掲げし如し。（波線は論者による） 
 
この記述によると、モンブランの他にフランス人の陸軍教師と鉱山師、計 8 名が長崎か
ら鹿児島に行ったようである。しかし、当時の史料の中に、モンブラン以外のフランス人
の名前が記されている記録はなく、彼らの素性は明らかではない。薩摩藩に雇用されたは
ずのコワニェの名前も一切出てこない。コワニェと薩摩藩との契約書や当時の乗船記録な
どコワニェの来日についてわかる史料が全く残っていない。記録の中に「鑛山技師」と書
かれていることから、多くの研究者がコワニェと判断して論文の中で言及している99。し
かし一方で、宮永孝100やウィリー・ヴァンデワラ101のように、モンブランに関する論文の
中で、コワニェについて全く言及しないモンブラン研究家もいる。論者は直接ベルギーの
ルーヴァン・カトリック大学の教授でモンブラン研究の権威であるウィリー・ヴァンデワ
ラにコワニェについて尋ねてみたが、コワニェの存在すら知らなかった。 
上記の論証はあるが、コワニェが薩摩藩に雇用されて鹿児島にいたことは間違いない事
実である。例えば、コワニェは、所属していた鉱業協会102にこの時期の肩書として
« Ingénieur de Sa Majesté le Taïshiou de Satsouma » （和訳：薩摩の大将閣下の技師）
と申告しており103、また、「工部省沿革報告」においても、コワニェについて「鹿兒島藩
ノ傭ヒシ所」と、鹿児島（薩摩）藩に雇用されていたことが記されている。このことから、
長崎から鹿児島に渡った「鑛山技師」はコワニェであるという判断は正しい。「鑛山技師の
みは鑛區に就き調査をなせしこと前に掲げし如し」と、鹿児島到着後、直ちに鉱山調査の
開始を希望していたことから、この記録からコワニェの実直性や日本での鉱山調査に対す
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る意欲が窺える。 
さて、このように当時の記録より、長崎から鹿児島に複数のフランス人がモンブランと
共に渡ったことがわかることから、歴史家や日仏交流などの多くの研究者は、これらフラ
ンス人らはフランスからモンブランに同行して来日したと判断している。そのため、研究
論文104だけでなく鹿島茂105の著作のような文学作品やさらには人名事典106にまで記され
るようになり、この説がほぼ定説となっている。 
 
第４節 来日直後のコワニェ          
 
１．長崎からのコワニェの書簡 
コワニェの来日時の様子がわかる史料は、薩摩側には皆無であったため、コワニェ側に何
か残っていないかフランスで調査したところ、長崎滞在中に記した 1 通のコワニェの書簡
を発見することができた。それは、鉱山学校時代の先輩であり、親友であるサンテティエ
ンヌ在住の鉱山技師、ポール・オジエ107に宛てた 1867（慶應 3）年 11 月 20 日（論者注：
これは新暦である。和暦では 10 月 25 日）付の書簡108である。この書簡から来日直後のコ
ワニェの行動や当時の日本の様子を推察することができる。 
新出資料のため、できるだけ拙訳による全文（原文：フランス語）109を掲載し、内容ご
とに 3 つに区切って考察する。 
 
長崎、1867 年 11 月 20 日 
信愛なるオジエへ  
 
石炭のことを話しているわけですので110、もう少しお話ししましょう。日本におい
て興味深いことでもありますし、鉱山学校にとっても興味深い話になるかもしれませ
んから。この前、長崎の港の入り口付近にある炭鉱を訪問してもよいという許可を、
藩公からいただきました。その炭鉱は、日本人が開発していて、石炭は日本から３日
かけて中国へ送られています。この炭鉱は、玄武岩による石灰を含む土壌が隆起して
いるライン上にあり、地層はとても大きく変動しているのですが、ほとんどが砂岩層
で構成されている中間層を観察すると、穏やかな水の中で堆積物が形成されたことが
わかります。つまり、断層部分を除くと、石炭が一定の割合で含まれているのに違い
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ないのです。私が訪れた炭鉱では、多くの起伏が観察できましたが、40 メートル程の
高さのところに 0.8 メートルから 2.5 メートルの層が５つあるのが見えました。最も
厚い層と最良の石炭が採れる層は天盤部分に 0.5 メートルの片岩質の石炭が付いて平
均 2.5 メートルありました。 
良い部分はとても固く、石炭はとても輝いていて、非常によく網にくっつきます。
丁寧に選別すると、つまり、天盤部分を取り分けると、石炭ガスを得るのに非常に優
れていて、上海ではイギリスの石炭よりも好まれています。私が訪れた島のその他の
層は純度が落ちますが、労働力が非常に安い（0.50フラン/日）（論者注：当時の円レ
ート1フラン＝20銭）ので、まだまだ有利に採掘を続けることができます。12％以上
の灰分を含むものは全て、炭坑の鉱石置場において１トン20フランで売られていて、
上海では１トン40フランです。選別された石炭は、イギリスの石炭と同じ値段、つま
り、１トン50～60フランで蒸気船に売れます。日本人が蒸気船40隻の船団を持ってい
て、中国の蒸気船の数も300を超え、蒸気船１隻の消費量が１日平均15トンで、停泊
中の蒸気船も同じですから、南シナ海と日本海で消費される燃料の量が想像できるで
しょう。合計すると、１日4500トンになるのです。日本が供給しているのは約300ト
ン、台湾とボルネオがその２倍程度、残りはイギリスとオーストラリアからですが、
日本の石炭は良質で安価ですので、やがて近くの海域で商売を独占することになるで
しょう。 
日本では、北へ行くほど石炭を含む土壌が多くなります。その土壌は世界最大の炭
田（その中心には北京があります）へと繋がっています。北から来た石炭が積み込ま
れるところを見ましたが、良質で、輝いていて、強い粘り気がありました。 
近い将来、サンテティエンヌの生徒のための場所がここにできると思いますし、彼らを
温かく支援したいと思います。 
 
前節で見たように、11 月 8 日（新暦：12 月 3 日）にようやく鹿児島に行けたフランス
人らは、政情不安から長崎にすぐに戻るように言われ、彼らの中で「鑛山技師のみ」111つ
まりコワニェのみ「鑛區に就き調査をなせしこと前に掲げし如し」112と、鉱山調査のため
に鹿児島に残ることを主張した。しかし、その後どうしたかが不明であったが、この手紙
から長崎に返されてしまっていたことがわかる。 
真面目で積極的なコワニェは、それでもどこかで鉱山調査をしたいと考え、滞在先の長
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崎で調査を願い出て許可を得て、炭坑の調査を行っていたようである。コワニェの鉱山に
対する情熱が窺える。コワニェは詳細に炭坑を調べ、また、日本の石炭を高く評価し、将
来有望であり、アジアの中心産業になることを見越していた。そして、炭坑開発には、母
校の後輩にさせようと目論んでいたようである。 
確かに、コワニェの推測どおり、その後、長崎周辺では、高島（1704 年（宝永）頃‐
1986（昭和 61）年）瑞島（別名：軍艦島／1870（明治 3）年-1974（昭和 49）年）、池島
（1952（昭和 27）年‐2002（平成 14）年）、福岡では、三井三池（1721（享保６）年）
‐1997（平成 9）年）など、炭坑が発展し日本の産業の繁栄を支えた。 
 
薩摩公のところで私たちの事業計画は、他の公卿たちのライバル意識を引き起こしま
した。複数の使者が、モンブラン氏に事業を率いてもらおうとして彼のもとを訪問し
ました。鹿児島到着の１か月後、非常に良質だという金山開発に着手した後、私はモ
ンブラン氏と一緒に要請してきた彼らの領土の視察をすることになっています。恐ら
く彼らの鉱山ために技師を集めることになるでしょう。費用別で５万フランと出来高
給が支払われます、こちらに来ませんか。来たいのであれば、色々と便宜を図ります
し、ベストな場所を選びましょう。直ぐに手紙をくれるか、他の人に聞いてみて下さ
い。但し、２ 万フラン（論者注：または1万フラン。判読困難。）と言って下さい。こ
ちらに来たい人たちの名前を教えて下さい。紹介し、伝えます。日本へ送られる手紙
は、毎月12日・19日・28日にマルセイユから発送されますが、その前日までにマルセ
イユに届いていなければなりません。 
 
 薩摩藩とモンブランとの貿易会社設立の話やコワニェによる鉱山開発の話を聞きつけた
他の藩の老中たちのからの取引希望、鉱山開発希望次々と齎された。鉱山技師の需要の高
さを察知したコワニェは今後大きく開発事業が行われることを予測し、友人やその友人を
呼び寄せようとしていたことがわかる。 
結果的には、コワニェは翌年、生野銀山に移ることになり、友人たちを呼び寄せること
はなかったが、コワニェは生野赴任中、オジエに対し日用品や鉱山開発に使う機械類の発
注やその仲介の世話をしてもらっていた。一方、オジエは、コワニェに日本で働ける鉱山
を捜して仲介してくれるよう依頼していた113。コワニェが帰国することになると、オジエ
はその入れ替わりに、コワニェの紹介で、コワニェが最初に鉱山開発事業に携わった鹿児
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島の島津家の山ケ野金山に、1878（明治11）年から1881（明治13）までの約4年間赴任し
た。『鉱業協会会報』114を確認すると、この頃の肩書として、 « Ingénieur aux mines de 
Yamaga-No- Kinsan-Kagosima-ken (Japon) »（和訳：日本・鹿児島県・山ケ野金山の技
師）と書かれている。鹿児島市にはオジエの作成した『山ケ野金山城実測図』115が残って
いる。 
 
私は、お分かりの通り、まだ長崎にいます。モンブラン氏が10月19日に着かれ、私
は目的地へ向けてすぐに出発したかったのですが、日本の政治の遅さを計算に入れて
いませんでした。絶対的で非常に厳しい支配体制がしかれているこの国の習慣として、
公卿たちは自分たちの高官の部下の意見を聞き、その同意がなければ何も実行されま
せん。反対は弱くなり、抵抗を示していた人々は納得してくれるようになりました。
しかし、我々の側についた人たちは非常に自尊心が強く、後から軽率な人間だと言わ
れないように、意見を公然と変えるにはある程度の時間を必要としています。公卿た
ちは我々に早く鹿児島へ行ってほしいと競い合っており、いずれ近いうちに鹿児島へ
行って欲しいという指示を受けることになるだろうと確信しています。 
                             コワニェ（サイン） 
 
 コワニェは、幕府の政治体制の悪さを指摘し、希望がなかなか通らず、事が早く進まな
い苛立ちを覚えていることが読み取れる。 
 
さらに、ここには見落としてはいけない重要な記述がある。それは「モンブラン氏が 10
月 19 日（論者注：新暦）に着かれ」である。前節で見た通り、モンブランが薩摩の岩下
と共に長崎に到着したのは、旧暦の 9 月 22 日、新暦の 10 月 19 日であった。すなわち、
「10 月 19 日に着かれ(il est arrivé le 19 octobre)」は、モンブランが来日したことを指し
ていると考えられる。もし他の場所へ行って再び長崎に着いたことを言うのであれば、「着
く(arriver)」ではなく「戻る(revenir など）」という表現を使うであろう。これまで、コワ
ニェはこのモンブラン一行と共に来日にしたとされてきたが、モンブランよりも先に日本
に来ていたと解釈することができる。コワニェは、長崎でモンブランと合流し、一緒に鹿
児島に行ったと考えらえる。これは、コワニェ来日時の定説を覆す内容である。 
別の推測を立てるならば、コワニェは、岩下使節団一行よりも一足先の７月に帰国した
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薩摩藩英国留学生の一人、朝倉盛明と一緒に来日した可能性がある。朝倉は、モンブラン
の斡旋により英国留学からフランス留学に転換し、パリ万博でも通訳や説明役として活躍
し、後にコワニェの通訳として生野銀山に赴任することになるが、それを考えるとき日本
語を解さないコワニェが朝倉と来日することの可能性は極めて高いと言える。 
このコワニェの書簡は、コワニェの来日直後の様子や感想、日本政府の動きについて、
さらにはモンブランの到着に関する情報を得ることができる貴重な資料である。 
 
２．明治新政府によるコワニェの雇用 
薩摩藩でのコワニェの調査報告書は残されていないが、コワニェが 1874（明治 7）年に
日本の鉱物資源について記した論文 « Notes sur la richesse minérale du Japon »（邦題：
「日本鉱物資源に関する覚書」）116の中に「私は 1 年間に元薩摩藩の領土であった薩摩・
大隅・日向の３国を回った。これらの国には、金・銀・鍚・銅・の鉱脈を見出した」と綴
り、山ケ野金山の他、茅ケ野、神殿、鹿籠鉱山について解説している。この記述から、コ
ワニェが視察した鉱山を知ることができる。この調査の間、コワニェの通訳と調査の手伝
いをして活躍したのが、朝倉であった117。 
このように薩摩領土内の鉱山を点検していたところ、コワニェは明治政府から官営が決
まった生野銀山の視察の要請を受けた。『工部省沿革報告』に「（論者注：明治元年）九月
（中略）佛國人「セアン、フランソワ、コハニー」鹿兒島藩ノ傭ヒシ所ヲヒ以テ鑛山師ト
爲シ、而シテ但馬國朝來生野銅山118ヲ檢視セシム」と記されているとおり、それまで鹿児
島藩（薩摩藩）に雇用されていたコワニェは、1868（明治元）年 9 月から、生野銀山に赴
任することとなった。同年 9 月 12 日に当時外国官権判事をしていた五代友厚立ち会いの
もと大阪外国官運上所と交わした「傭入約定書」119が現在も残っている。五代は、これま
での活躍を明治政府に認められ、大阪に呼び寄せられ、与職外国事務掛に任命されていた。
そして、モンブランも共に上京して、外交顧問格として五代を支えていた。生野銀山を至
急開発する必要があった政府は、五代とモンブランの推薦もあり、既に日本に在住してい
たコワニェの採用を決定したのだと推察される。 
コワニェは、9 月の生野銀山視察後、一旦大阪に戻り、同年 12 月に本格的に生野銀山に
赴任した。『工部省沿革報告』120には次のように記されている。 
 
明治元年十二月豊岡縣但馬國朝来郡生野鉱山開鑿ノ業ヲ創始シ公廨ヲ此ニ置キ以テ鑛
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山司生野出張所ト稱ス此ヨリ先九月會判事齋藤篤信齋鑛山官行ノ議ヲ建ツ政府乃チ之
ヲ採用セラレ傭仏國人土質家「セアン、フランソワ、コハニー」ヲ以ッテ鑛山師兼鑛
山學教師ト爲當鑛山ヲ討檢セシム。此ニ至テ遂ニ開鑿ノ業ヲ起シ、鑛山司判事試補朝
倉靜吾－後ニ盛明ト改稱ス－ヲシテ之ヲ督セシム （下線は論者による） 
 
このようにコワニェは「鉱山師兼教師」として、そして薩摩藩士でフランス語のできる
朝倉は鉱山司に出仕させられ、通訳兼監督役として生野銀山に派遣された。朝倉の採用も
五代とモンブランによる推薦だと考えられる。 
なお、『太政類典』や『公文録』などの公的資料の中のコワニェのカタカナ表記は、「コ
ハニー」「コワニー」「コニエ」「コアーニ」「コアニー」など様々であるが、本論では、フ
ランス語の音を重んじ、「コワニェ」を採用することにする。 
後年、朝倉は鉱山長、コワニェは技師長となり、この両名の手腕により生野鉱山は発展
し、日本で最大級の鉱物資源の産出を誇るようになる。 
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1964 年、pp. 91-96。 
14 佐々木正勇「官行鉱山と傭外国人」『日本大学史学会研究彙報』1964 年、p. 54 を参照
した。 
15 24 名の詳細については、第 3 章第 4 節参照。 
16「工部省沿革報告」（『明治前期財政経済史料集成』明治文献資料刊行会、1964 年、pp.  
91-96）の「傭外国人各務擔當表」による。 
17 ラロックについては、第 5 章第 6 節、オジエについては第 2 章第 5 節を参照 
18 生野関連史料は、生野町内にある史料館「生野書院」に保管されている。特に、生野代
官所関連文書や近世の生野町関連史料が多数保管されている。2003 年より神戸大学大
学院人文学研究科地域連携センターと「連系協力に関する協定」を結び、大学教員およ
び学生らによって、古文書の整理・解読が行われている。 
19 朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意
見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、亜書房、1981 年、p. 42。本資料は、明治 9 年
4 月に、当時の工部省鉱山助、朝倉盛明が生野銀山の責任者として、明治元年 9 月から
明治 9 年 4 月までの生野銀山官営の状況を政府に提出した報告書の写本である。この全
文が上記資料集に所収されている他、日本科学史学会編『日本科学技術史大系』（第 20
巻・採鉱冶金技術、第一法規出版、1965 年、pp. 69-71）にもその大要が資料として紹
介されている。また、同史料の写しが、生野の史料館「生野書院」にも保管されている。 
20 旧姓は田中静洲（鹿児島出身、1843-1925）。元薩摩藩士。1868（明治元）年、コワニ
ェの通訳兼生野銀山の所長となり、コワニェと共に生野銀山に出仕。1870（明治 3）年
9 月、鉱山権助兼鑛山長に任命される。1893（明治 26)年、御料局理事生野支庁長で退
官した。 
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21 太田虎一（原作者）・柏村儀作（校補）『生野史 校補 鉱業編』生野町役場、1962 年。
1977 年に復刻版が出版されている。 
22 藤原寅勝『明治以降の生野鉱山史』生野町教育委員会、1978 年。 
23 小葉田淳「生野銀山史の研究」『京都大学文学部研究紀要』1954 年、pp. 1-70。同内容
が、『日本鉱山史の研究』（第 4 章「生野銀山」、岩波書店、1968 年）に所収されている。 
24 藤原寅勝『明治以降の生野鉱山史』生野町教育委員会、1978 年、p. 2。 
25 藤原寅勝『明治以降の生野鉱山史』生野町教育委員会、1978 年、pp. 41-42。 
26 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』明治文献資料刊行会、1964 年、p. 101。 
27 朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意
見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、白亜書房、1981 年、p. 45。 
28 同上。 
29 掛屋（山師および吹屋が銀を代官所に納入する際に役人に代わって銀の品質の鑑定なら
びに秤量をおこなっていた）であり、生野銀山町の町方役であった藤本市兵衛義方によ
る御用留日記。1850（嘉永 3）年から 1878（明治 11）年までの 28 年間における生野
の出来事が詳細に記録されている。生野書院蔵。 
30 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』上巻～下巻、原書房、1968 年。 
31 日本経営史研究所編『五代友厚伝記資料』第一巻～第四巻、東洋経済新報社、1971 年
～1974 年。 
32 五代友厚（通称：才助、1836-1885）薩摩国鹿児島生まれ。薩摩藩士、実業家、大阪経
済界の重鎮の一人。 
33 生麦事件については、公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』（中巻、原書房、1968 年、
pp. 282-424）に詳細に記されている 
34 薩英戦争については、公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』（中巻、原書房、1968 年、
pp. 425-718）に詳細に記されている。 
35 五代友厚（通称才助、1836-1885）薩摩国鹿児島生まれ。薩摩藩士、実業家、大阪経済     
界の重鎮の一人。 
36 寺島宗則 (1832-1893) 元の中は松木弘安。政治家、伯爵、日本の電気通信の父、第 4
代外務卿。1862 年、幕府の第 1 次遣欧使節（文久遣欧使節）に通訳兼医師として参加。
1865 年、薩摩藩遣英使節団に参加。明治維新後、遣欧使節での経験を活かし、外交官
となる。その後、神奈川県知事、参議兼外務卿を経て、外交官を辞した後は、元老院議
官、枢密顧問官などを務める。 
37 武蔵での潜伏については、松木の友人福沢諭吉の『福翁自伝』(1788 年、時事新報社、
国立国会図書館近代デジタルライブラリー書籍 ID :436416)、に詳しい。長崎での潜伏
については、『薩摩藩海軍史』（中巻、公爵島津家編纂所、原書房、1968 年、pp. 865-866）
に記されている。 
38 「五代才助上申書」(公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史（中）』原書房、1968 年、pp. 867- 
890 所収)。 
39 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、p. 876。 
40 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、p. 877。 
41 同上 
42 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 877-883。 
43 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、p. 895。                                   
44 新納中三 (1832-1889) のこと。刑部は通称。幕末から明治初年にかけての薩摩藩家老。 
45 1865（慶應元）年の 1 年間、薩摩藩が設置した洋学校。 
46 森有礼 (1847-1889) 本名は森金之丞。薩摩藩士、外交官、政治家。一橋大学創設者。
初代の文部大臣、明六社会長、東京学士会院初代会員、明治の六大教育家、子爵。 
47 朝倉盛明（鹿児島出身、1843-1925）本名は田中静洲。生野出仕時代に朝倉盛明と改名
する。研究については、吉田國夫「官営生野鉱山先覚・朝倉盛明」（『日本鉱業会・昭和
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59 年度春季大会研究・業績発表講演会 別冊』1984 年、ページ番号なし ）がある。 
48「薩摩藩英国留学生」と呼ばれている。 
49 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 891-898。 
50 トーマス・ブレーク・グラバー (Thomas Blake Glover, 1838-1911) スコットランド出
身の商人。武器商人として幕末の日本で活躍した。長崎に西洋式ドックを建設し、造船
の町としての礎を築く。維新後も日本に留まり、高島炭坑の経営も行った。造船、採炭、
製茶貿易業を通して日本に近代化に貢献。 
51 今年（2014 年 7 月 20 日）「薩摩藩英国留学生記念館」が、留学生らの出航した鹿児島
県いちき串木野市羽島に開館した。一行に関する史料を本館で見ることができる。 
52 表題は、「仏行而已ヲ記す 廻国日記」と記されている。この史料が初めて紹介されたの
は、大久保利謙「五代友厚の欧行と、彼の滯欧手記『廻国日記』について」（『立教大学
史学会』22 号、1962 年、pp. 20-41）である。この他、フランス日本経営史研究所編『五
代友厚伝記資料』（第 4 巻（政治・外交・雑纂・年譜）、東洋経済新報社、1974 年、pp. 
29-36）にも所収されている。 
53 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 890-1030。 
54 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 900-901。 
55 Léon de Rosny (1837-1868) フランス、ノール県ロース出身。独学で日本語を習得。1862
年、文久遣欧使節団訪仏の際、政府の命で通訳を務め、福澤諭吉や福地桜痴らと親交を
重ねた。1863 年、フランス国立東洋語学校において、フランス最初の日本語教師とな
った。参照：拙論「レオン・ド・ロニーの眼から見た日仏交流とフランスにおける日本
語教育の始まり」『神戸海星女子学院大学・短期大学研究紀要』第 35 号、1996 年、
pp. 275-293）、「遣欧使節団とレオン・ド・ロニーの見たパリ─1862 年当時の仏新聞
を通して」（『神戸海星女子学院大学・短期大学研究紀要』第36号、1997年、pp. 185-201） 
56 シャルル・フェルディナン・カミーユ・ヒスラン・デカントン・ド・モンブラン（Comte 
Charles Ferdinand Camille Ghislain Descantons de Montblanc, Baron 
d'Ingelmunster, 1833‐1894）フランスとベルギーの両国籍を持つ貴族、実業家、外交
官。日本名は「白山伯」。 
57 モンブランについては、宮永孝「ベルギー貴族モンブラン伯と日本人」（『法政大学社会
志林』第 47 号の２、法政大学社会学部学会、2000 年）とウィリー・ヴァンデワラは「旅
と政変─幕府明治初期を旅行したモンブラン伯（白山伯）」（白幡洋三郎編『旅と日本発
見─移動と交通の文化形成勢力』日本研叢書 43、国際日本文化研究センター、2009 年）
を参照した。 
58「五代才助上申書」(公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 
867-890 所収)。 
59 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、p. 959。日本経営史研
究所編『五代友厚伝記資料』（第 4 巻（政治・外交・雑纂・年譜）、東洋経済新報社、1974
年、p. 50）にも同内容の条約が記されている。 
60 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 973-974。 
61 日本経営史研究所編『五代友厚伝記資料』第 4 巻、東洋経済新報社、1974 年、p. 54。 
62 本名は田中静洲 (1843－1925)。慶応元年より薩摩藩派遣英国留学生として朝倉清吾の
変名でロンドン・パリに留学。慶応３年(1868) 薩摩藩パリ万博参加時は説明役に当た
り、慶応 3 年コワニェ来日時には通訳として活躍し、コワニェが鉱山司に招聘されると、
朝倉も外国事務局御用掛として生野に赴任する。後に鉱山長に就任する。 
63 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、pp. 896。 
64 長崎で遊学中に英学を学んだ後、蘭医ボードウィンの門下生となる。英国留学生として
渡英したイギリスからフランスに留学先を変え、1868（明治元）年に帰国。帰国後は、
薩摩藩開成所のフランス語教授となり、その後、政府に出仕して外交官として活躍。晩
年は貴族院議員となる。 
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65 日本経営史研究所編『五代友厚伝記資料』第 4 巻、東洋経済新報社、1974 年、p. 48。 
66 日本経営史研究所編『五代友厚伝記資料』第 4 巻、東洋経済新報社、1974 年、p. 52。 
67 日本経営史研究所編『五代友厚伝記資料』第 4 巻、東洋経済新報社、1974 年、p. 56。 
68 金光男「お雇い外国人地質学者の来日経緯（２）仏人鉱山地質学者コワニエ」『地学教
育と科学運動』第 60 号、2009 年、pp. 45-47。 
69 森本英夫訳『モンブランの日本見聞記』新人物往来社、1987 年、p.203。 
70 パリ地理学会(Société de Géographie)フランス・パリに本部を置く、世界最古（1821
年設立）の地理学会。 
71 Le comte de Montblanc, « Considérations générales sur l’état actuel du Japon par 
Bulletin de la Société de Géographie », cinquième série-tome onzième, janvier-juin, 
Bulletin de la Société de géogaphie, 1866, pp. 5-16. 
72 Le comte de Montblanc, « Considérations générales sur l’état actuel du Japon », 
Bulletin de la Société de géogaphie, 1866, p. 9. 
73 所在地は、パリ・サンジェルマン大通り 184 番地。原本が一部保管されている。 
74 パリ国立図書館旧館（リシュリュー通り）の方に、全部は揃っていないが、マイクロフ
ィルムで保管されている。 
75 Bulletin de la Société de géogaphie (cinquième série-tome septième, janvier, 1864, p. 
452) にコワニェの入会、Bulletin de la Société de géogaphie (cinquième série-tome 
huitième, juillet, 1864, pp. 64-65) にモンブランの入会が認められたことが書かれて
ある。 
76 原題： « Mémoire sur l’état actuel du Japon et l’avenir des Européens dans ce pays »。
Bulletin de la Société de géographie (cinquième série-tome onzième, janvier-juin, 
1866, p. 59) に当日の集会の議事録が掲載されている。 
77 「廻国日記」には日付の代わりに曜日だけが記されていることがほとんどであったため、
後に大久保利謙が推定して発表した（大久保利謙「五代友厚の欧行と、彼の滞欧手記『廻
国日記』について」『立教大学史学会』第 22 号、1962 年）。現在、大久保の案が踏襲さ
れているが、推定のため、時に正確でない場合もある。 
78 日本経済史研究会編『五代友厚伝記資料』第 4 巻（政治・外交・雑纂・年譜）、東洋経
済新報社、1974 年、p. 36。 
79 Bulletin de la Société de géogaphie, cinquième série-tome onzième, janvier-juin, 
1866, p. 58. 
80 原題： « La civilisation japonaise » 
81 Bulletin de la Société de géogaphie, cinquième série-tome quinzième, janvier-juin, 
1868, pp. 180-181. 
 原文：C’est là encore un excellent travail qui nous permet d’espérer que notre 
collègue nous donnera sur le Japon, où il est en ce moment, des notions pratiques et 
utiles. 
82 Bulletin de la Société de géogaphie, cinquième série-tome quinzième, janvier-juin, 
1868, p. 181. 
 原文：L’Asie sera longtemps encore le champ le plus vaste et le plus intéressant 
ouvert aux explorations des voyageurs, aux recherches des historiens, des linguistes, 
des ethnographes. 
83 岩下方平 (1827-1900) 通称は左次右衛門。薩摩藩士、明治時代の政治家。1863（文久
3）年 9 月、薩英戦争の和平交渉の正使として交渉を担当。1867（慶応 3）年のパリ万
博に「日本薩摩琉球国太守政府」使節団長として藩士等 9 人を率いて参加。小松帯刀や
西郷隆盛、大久保利通とともに藩政をリードし、倒幕活動に尽力した。 
84 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、p. 976-1006。 
85 渋沢栄一（1840-1931）、幕末から大正初期にかけての日本の官僚、実業家。パリ万国
博覧会に参加する徳川昭武の随員としてフランスへ渡航、西洋の近代産業や財政制度を
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見聞し、「航西日記」を記した。 
86 中野三敏ほか編『新日本古典文学大系５』（明治編海外見聞集、岩波書店、2009 年）所
収。 
87 イギリスに残っていた森有礼ら 6 名は、1867（慶應３）年、アメリカに渡った。 
88「岩下方平航海日記」、公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』中巻、原書房、1968 年、
pp. 1007-1030。 
89『薩摩藩海軍史』中巻、公爵島津家編纂所編、原書房、1968 年、pp.1007-1008。 
90「フランシスク・コワニェ─「外国人雇入鑑」と「太政類典」からの考察─」『千葉敬愛
経済大学研究論集』第 14 号、千葉敬愛経済大学経済学会、1978 年、pp. 117-134。 
91 鹿児島県維新資料編纂所『鹿児島県資料・忠義公資料』（第 4 巻、鹿児島県、1977 年、
p. 477-478）。鹿児島県編『鹿児島県史』（第 3 巻、1941 年、p. 229）。 
92『薩摩藩海軍史』中巻、公爵島津家編纂所編、原書房、1968 年、pp. 977-981。 
93 宮永孝も「ベルギー貴族モンブラン伯と日本人」（『法政大学社会志林』47 号の２、法
制大学社会学部学会、2000 年、p. 155）の中で同じ解釈をしている。しかし、ベルギ
ーのモンブラン研究家、ウィリー・ヴァンデワラは「旅と政変─幕府明治初期を旅行し
たモンブラン伯（白山伯）」（白幡洋三郎編『旅と日本発見─移動と交通の文化形成勢力』
日本研叢書 43、国際日本文化研究センター、2009 年）において、「モンブラン伯が 1867
年 10 月中旬から 1869 年 12 月末まで日本に滞在していたことは確かだが」と来日日に
ついて明言していない。 
94 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、pp. 6-29。 
95 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、p. 26。 
96 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、pp. 25-26。 
97 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、p. 26。 
98 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、p.19。 
99 冨田仁・西堀彰『日本とフランス─出会いと交流』、三修社、1979 年、pp. 222。竹内
博編『来日西洋人名事典』日外アソシエーツ株式会社、1995 年、p. 158。高橋邦太郎
「生野鉱山学校」『仏蘭西学研究』第 6 号、1975 年、pp. 3-4、など。 
100 宮永孝「ベルギー貴族モンブラン伯と日本人」（『法政大学社会志林』47 号の２、法政
大学社会学部学会、2000 年。 
101 ウィリー・ヴァンデワラ「旅と政変─幕末明治初期を旅行したモンブラン伯（白山伯）」
『旅と日本発見─移動と交通の文化形成力』日文研叢書43、大学共同利用機関法人人間
文化研究機構、2009年。W. F. Vande Walle, « An Extraordinary destiny : Count de      
Montblanc (1833-1894) » Japan & Belgium : Four Cenduries of Exchange, Japan, 
2005.    
102 原語：La société de l’industrie minérale。サンテティエンヌ鉱山学校の教員および卒
業生で創設された協会。 
103 Bulletin de la Siciété de l’industrie minérale (1866-1867, publié le 31 mars 1868)の
中の会員名簿に記されている。  
104 宮永孝「ベルギー貴族モンブラン伯と日本人」（『法政大学社会志林』47 号の２、法制
大学社会学部学会、2000 年、p. 155。高橋邦太郎「生野鉱山学校」『仏蘭西学研究』第
6 号、1975 年、など。 
105 鹿島茂『妖人白山伯』講談社、2009 年。 
106 竹内博編『来日西洋人名事典』日外アソシエーツ、1995 年。 
107 ポール・オジエ（Paul Ozier, 1829-1908）1854 年、サンテティエンヌ鉱山学校卒業。 
108 この書簡は、1865 年から 1876 年にかけてお雇い外国人として横須賀造兵廠、横須賀
海軍施設や灯台、その他の近代施設の建設を指導したフランス人技術者フランソワ・レ
オンス・ヴェルニーの遺品である。長年子孫が自宅で管理した後、現在、サンテティエ
ンヌのロワール県公文書館で保管（マイクロフィルム）されている。 
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109 原文： 
Comptoir des Mines（印字） 
Montaud-St Etienne（印字）         Nagasaki, le 20 novembre 1867 
Bureaux à la Mine（印字） 
Les lettres doivent être déposées au Directeur（印字） 
       Mon cher Ozier 
 
Puisque je parle de houilles, je ne vois pas pourquoi je n’en parlerai pas un peu 
plus longuement. D’autant plus que la question est très intéressante au Japon et 
peut le devenir beaucoup pour l’Ecole des Mines. Dernièrement, j’ai obtenu d’un 
prince l’autorisation de visiter une mine de charbon qui se trouve à l’entrée du port 
de Nagasaki, exploitée par les Japonais et qui envoie ses produits en Chine à 3 jours 
du Japon. Cette mine se trouve presque sur la ligne de relèvement du terrain 
carbonifère par les basaltes de sorte qu’en ce point les couches sont très 
bouleversées, mais on peut s’assurer immédiatement par l’inspection des couches de 
grès qui sont presque les seules qui composent les entre-deux, que les dépôts se sont 
faits dans des eaux tranquilles et que par conséquent, en dehors des failles, la 
houille doit être d’une composition régulière. Dans la mine que j’ai visitée et où on 
remarque beaucoup d’accidents, j’ai vu sur une hauteur verticale d’environ 40 
mètres 5 couches d’une puissance variant depuis 0,80 m jusqu’à 2,50 m. La couche 
la plus épaisse et celle qui donne le meilleur charbon a une moyenne de 2,50 m avec 
0,50 de charbon schisteux au toit. 
La partie bonne est bien dure, le charbon est très brillant, colle très bien à la grille 
et quand on l’a trié soigneusement, c’est-à-dire, quand la zone du toit est mise de 
côté, il est excellent pour le gaz et à Shanghaï, on le préfère au charbon anglais. Les 
autres couches sont moins pures dans l’île que j’ai visitée, mais la main d’œuvre est 
si bon marché (0,50 f ? par jour), qu’on pourrait encore les exploiter avec avantage. 
Le tout venant qui contient au moins 12 % de cendres se vend sur le carreau de la 
mine 20 fr. la tonne et 40 francs à Shanghaï. Si la houille était triée, on pourrait la 
vendre aux bateaux à vapeur aussi cher que le charbon anglais, c’est-à-dire de 50 à 
60 francs la tonne. Pour se faire une idée de la consommation de combustible dans 
la mer de Chine et du Japon il te suffira de savoir que les Japonais ont une flotte de 
plus de 40 vapeurs et que sur la côte de Chine, le nombre de ces navires dépasse 
300 ; or la consommation moyenne de chacun d’eux est d’environ 15 tonneaux par 24 
heures, station dans les ports comprises, cela fait donc un écoulement de 4500 
tonnes par jour. Le Japon fournit à peu près 300 tonnes, l’île de Formose et les 
mines de Bornéo à peu près le double et la balance vient d’Angleterre ou d’Australie, 
mais la bonne qualité des houilles du Japon et le bas prix auquel on peut l’obtenir 
donnera à ce pays le monopole du commerce dans les mers environnantes. 
Plus on va vers le nord du Japon, plus le terrain houiller augmente d’étendue et se 
relie évidemment au grand bassin carbonifère le plus vaste du monde et au centre 
duquel est bâti Pékin. J’ai vu plusieurs chargements de charbon venant du nord, il 
est excellent, bien brillant et fortement collant, je crois donc que d’ici à peu de temps, 
il y aura ici beaucoup de place pour les élèves de St-Etienne et j’espère pouvoir les 
patronner chaudement.  
Notre entreprise chez le prince de Satsuma a en effet excité l’émulation des autres 
princes ; plusieurs ambassades sont arrivées auprès de Mr de Montblanc pour qu’il 
se mette à la tête de toutes ces affaires, il est convenu qu’un mois après mon arrivée 
à Kagoshima, quand j’aurai installé les premiers travaux d’exploitation pour une 
mine d’or qu’on dit très riche, j’irai avec lui faire une tournée géologique chez les 
princes qui nous appellent et je pourrai ainsi me charger de leur procurer des 
39 
 
                                                                                                                                                     
ingénieurs pour leurs mines. Dis-moi si tu voudrais venir ici pour 50.000 francs tous 
frais payés et un intérêt, si tu voulais je pourrais agir en conséquence et choisir le 
meilleur endroit, écris-moi donc de suite ou informes-toi auprès d’autres, mais alors 
ne parle que de 20.000 francs (10.000 francs ?) et dis-moi le nom des individus qui 
désireraient venir afin que je puisse les présenter et les faire connaître. Les départs 
des courriers pour le Japon ont lieu de Marseille, tous les 12, 19 et  28 de chaque 
mois, mais il faut que le lettres soient dans cette ville la veille du départ. 
Quand à moi, comme tu le vois, je suis toujours à Nagasaki. Mr de Montblanc est 
arrivé le 19 octobre, j’espérais partir de suite pour ma destination, mais je comptais 
sans la lenteur de la politique japonaise. Il est en effet dans l’habitude de ce pays 
qu’on doit être sous un gouvernement absolu, très sévère, que les princes consultent 
leurs principaux dignitaires et ne passent rien sans leur assentiment. L’opposition 
est faible et la plus grande partie des récalcitrants sont gagnés, mais ceux qui se 
sont mis de notre côté sont cependant très susceptibles et demandent un certain 
temps moral pour changer publiquement d’opinion afin de ne pas passer plus tard 
pour légers. La concurrence qui s’élève maintenant entre les différents princes hâte 
nos affaires et nous sommes persuadés que nous recevrons d’un jour à l’autre l’ordre 
de partir pour Kagoshima.                                  Coinget (Signé) 
 
Coignet, ingénieur aux soins de Mr Ortmans, Negt (Négociant ?) à Nagasaki – 
Japon 
110 本書簡はこの文章 から始まっている。 
111 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、p.19。 
112 同上。 
113 日本におけるオジエについては、日本のオジエからフランスのコワニェ宛の書簡を解
説付きでまとめた、矢島祐利「コワネ文書について 鉱山技師コワネとオジエの新資料」
（ユネスコ東アジア文化研究センター、1970 年）から知ることができる。また、オジ
エ研究については、澤護「ポール・オジエ─島津家雇いの鉱山技師─」（『仏蘭西学研究』
第 20 号、1990 年、pp. 32-42）がある。 
114 原語は、Bulletin de la Société de l’industrie minérale。フランス国立鉱業奨励協会
（Société d’Encouragement pour l’Industrie Nationale）附属図書館で資料調査した。 
115 鹿児島市尚古集成館蔵。 
116 F. Coignet, « Notes sur la richesse minérale du Japon », Bulletin de la Société de 
l’industire minérale, 2e série, tome III (1874), pp. 473-554. 日本語の翻訳本も出版さ
れている：石川準吉『日本鉱物資源に関する覚書─生野銀山建設記─』産業経済新聞社、
1957 年。  
117 高橋邦太郎「生野鉱山学校」『仏蘭西学研究』第 6 号、1975 年。 
118 かつては銅を主に採掘していた。 
119「仏人コワニー雇入約定書」早稲田大学図書館蔵、書写資料、請求番号：イ 14 A3991。 
120 「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』明治文献資料刊行会、1964 年、p. 101。 
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第２章 コワニェの生涯と人物像  
 
第１節 コワニェに関する先行研究                                                                                                                          
 
コワニェに関する研究は、まず地元の生野から始まった。1944（昭和 19）年、生野出
身の石川準吉が『日本鉱物資源に関する覚書』1を著し、コワニェについての研究発表をお
こなった。この著書は、コワニェが 1874（明治 7）年2に、日本の鉱物資源について記し
た報告書 « Notes sur la richesse minérale du Japon » の翻訳本である。コワニェはこの
報告書を、母校サンテティエンヌ鉱山学校のマラール教授に送り、鉱山学校教授らで設立
した鉱業協会3の 1874 年度の協会会報において発表している4。石川はこの会報を、1993
（昭和 8）年、当時のフランス名誉領事の稲畑勝太郎5らの紹介により、コワニェの縁者で
当時リヨン商工会議所会頭であったジャン・コワニェ6から入手し、知人に翻訳を依頼して
出版した。 
この著書の中には、コワニェの上記報告書だけでなく、「解説」と題して、石川による生
野鉱山でのコワニェについての簡略な解説も付けられている。また、この他、上記協会会
報に掲載されている、コワニェの親友ポール・オジエ7のコワニェへの弔辞とサンテティエ
ンヌ鉱山学校同窓会会長による「1902 年度の事業報告」の中の会員物故者の報告文、およ
び同窓会に遺贈したコワニェの蔵書目録が和訳されて紹介されている。両文とも鉱山学校
卒業から亡くなるまでのコワニェの略歴が含まれており、コワニェの一時期の動静を知る
ことができる。これが、日本において最初にコワニェに関して記述された文献である。 
その 14 年後の 1958（昭和 33）年、石川は、「生野銀山建設記」と副題を付けた上、前
書と同タイトルで、コワニェの報告書を再版した。本著には、コワニェの報告書と石川に
よる解説の他、生野銀山におけるコワニェらについて文芸作品風に記した一篇が掲載され
ている。この書は、コワニェの来日から帰国までの動静について論じられた最初の文献で
ある。 
 その後、多くの研究者が、この石川の著書を参考にして、コワニェの略歴および来日か
らフランス帰国までの活動を論じている。石川の後、まず、地質学の分野から、今井巧が
2 本の論文「地質調査事業の先駆者たち⑹フランシスク・コワニエ」8（1962）と「コワニ
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エ」（1966）9を発表した。今井は、石川の著書をもとにコワニェの略歴や生野銀山の開発
について概説した後、コワニェの研究報告書の第 1 章「日本の地質構造の概要」を地質学
の専門家の立場から見て分析し、イラスト付きで解説している。２つめの「コワニエ」は、
前著の「フランシスク・コワニェ」を一部加筆・訂正したもので、内容的には変わらない。 
次にコワニェの研究に取り組んだのは、鉱山史の専門家である。佐々木正勇は「官行鉱
山と傭外国人」10（1964）と「明治前期に活躍したフランス人鉱業家たち」11（1977）に
おいて、明治初期の官行鉱山の開発に尽力したお雇い外国人としてコワニェについて論じ
ている。略歴については石川論文を参考にし、この他「工部省沿革報告」や『明治鉱業史』
『日本鉱業発達史』を参照して、当時の採石量や価格などのデータ、コワニェが導入した
鉱石の採掘法や製錬法などを詳細に記している。また、生野に赴任した他のお雇いフラン
ス人についても、生野に現存する史料を用いて研究している。 
佐々木の後、鉱山史の分野では、津田真澂「明治前期鉱山業の性格」12（1974）、吉城文
雄「近代技術導入と鉱山業の近代化」13（1979）吉城文雄「秋田県阿仁鉱山の近代化構想
について─F ・コワニーとＡ・メツゲルの起業報告の分析から─」14（1981）らが続く。 
1975（昭和 50）年以降は、日仏交流史の研究家がコワニェについて研究を始めた。ま
ず高橋邦太郎の「生野鉱山学校」15（1975）を皮切りに、澤護の「フランシスク・コワニ
ェ─「外国人雇用入鑑」と「太政類典」からの考察─」16（1978）と「生野銀山のお雇フ
ランス人」17（1981）、富田仁・西堀昭の「コワニエ─生野鑛山の再建」18（1979）、西堀
昭の「官営生野鉱山技師ジャン・フランソア・コアニェについて」19（1991）と相次いで
発表された。これらは、石川の著書に記載された内容に、それまで利用されてこなかった
当時の公文書や史料の他、契約書や乗船記録などから得られた情報を加えて、日本滞在中
のフランス人の行動を日仏交流の観点から詳細に論じている。その後、15 年間、日仏交流
を切り口とした研究発表は見られなかったが、2007（平成 19）年、論者が「生野鉱山の
近代化とお雇いフランス人」20（2007）を発表して本研究に加わり、これまでの研究者に
利用されなかった日仏両国の新資料の発掘を試みている。 
近年は地学史や科学史の分野でも、コワニェの研究が進められている。例えば、岩松暉
の「実質的地理学の源流としての薩摩」21（1989）、島津俊之の「地理学者としての高島北
海」22（2012）、金光男の「お雇外国人地質学者の来日経緯⑵仏人鉱山地質学者コワニエ」
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23（2009）などがある。 
以上がコワニェに関する先行研究である。これら研究論文の中には、いずれもコワニェ
の経歴に関する記述があり、それらのほとんどが石川準吉の『日本鉱物資源に関する覚書』
に記載されているオジエの弔辞と同窓会会長の報告文、またはこれを基にして書かれた論
文に依拠している。唯一、西堀昭（1991）24が、「太政類典」所収「鑛山山寮御雇佛人コハ
ニー、御賞與之件ニ付伺」25において記載されているコワニェの略歴を取り上げている。
これは、コワニェが帰国する直前の 1877（明治 10）年 1 月 14 日に作成した履歴書を日
本語に翻訳したものである26。同記録によると、この 3 日後に、当時の工部卿伊藤博文が
太政大臣三条實美に、このコワニェの履歴書と共にコワニェへの賞金と賞牌の授与の許可
願いを提出している27。次が「公文録」に記録されているコワニェによる履歴である。 
 
                  履歴 
 予ノ鑛山學校ヲ出ルヤ千八百五十三年ナリ而テ同年ヨリ同五十七年迠五ヶ年間佛國南
地ナル銀鉛坑ノ坑師トナル右五十七年ヨリ翌八年マテ欺巴尼国北部ノ石炭並亜鉛坑ノ
坑師長ヲ勤ム同五十八年ヨリ同六十年マテ亜非利加アルジーヤノ銀鉛銅坑ノ坑師長ト
ナル右六十年ヨリ翌六十一年マテ佛国政府ノ保護ヲ以テ亜非利加南部ノ一島マダガス
カニ於テ探地開坑會社ノ工師長トナル此行ノ蓈賞牌ヲ受クヘキ處同處内乱ノ為ニ不果
右六十一年ヨリ翌二年マテ佛国アレアールノ製銕所ノ局長トナル右六十二年ヨリ同六
十七年マテ佛国政府ノ命ヲ受ケ金銀銅等探知ノ學術巡見使トシテ米国カリフオルニヤ、
子ワダ、並墨斯哥ニ到ル此時亦賞牌ヲ得ルノ處同国兵乱ノ為ニ妨ケラル右六十七年ヨ
リ同七十七年マテ十年間日本政府に奉職ス 
   一千八百七十七年一月十四日             コハニー 
 
従来、コワニェの生涯は、日本国内で見られる上記 3 種の記述から理解され、それを
根拠に論じられてきた。この 3 種の内容を比較するため表にまとめると、次のとおりと
なる。 
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【表１】コワニェの略歴 
 
コワニェによる記述 
「太政類典」 
（1870 年 1 月 14 作成) 
オジエによる弔辞 
「同窓会会報」21 号 
（1902 年 12 月 15 日掲載） 
同窓会長による報告文 
「同窓会会報」21 号 
（1902 年 12 月 15 日掲載） 
1853 
1853‐1857（5 年間） 
南フランスの銀鉛鉱山の技
師。 
 
ヴィアラの銀鉛鉱山が 
振り出し。 
 
↓ 
 
スペインにしばらく滞在。 
 
↓ 
 
アルジェリア、トレムソンの
ガール・ルーダン鉱山に 2 年
間勤務。 
1854 
1855 
1856 
1856‐1860 
鉱山技師として、フランス、ア
ルジェリア、スペインにおいて
実務に携わる。 
1857 1857‐1858 
スペイン北部石炭・亜鉛鉱山
の技師長。 
1858 
1858‐1860 
アルジェリアの銀鉛銅鉱山
の技師長。 
1859 
1860 
1860‐1861 
仏政政府派遣によるマダガ
スカル島鉱山開発会社の技
師長。好業績だったため勲章
を授与されるところであっ
たが、内乱のため受賞でき
ず。 
1861 
 
1861‐1862 
フランス、アルヴァール製鉄
所の局長。 
1862 
1862‐1867 
仏国の命を受け、金銀銅など
の鉱山探索の学術調査隊と
して、カリフォルニア、ネバ
ダ、メキシコに赴く。 
この時、再び勲章を受章する
ところであったが、メキシコ
の戦乱勃発のため受賞でき
ず。 
1862 年、フランス政府がマダ
ガスカルの王、ラダマ 1 世のも
とに派遣した公式の大科学探
検隊に参加。 
ラダマ王の急逝により所期の
成果を遂げることなく中断。 
       ↓ 
数年間、カリフォルニアの金鉱
脈探査。 
       ↓ 
政府使命・派遣によるメキシコ
探検。 
1862 年初旬、フランス政府が
マダガスカル王ラダマ１世
の許に派遣した大科学探検
隊に参加。 
       ↓ 
マダガスカルからの帰国直
後より数年間、カリフォルニ
アの金鉱探検。 
        ↓ 
政府の命によりメキシコ探
検の任務に就く。 
1863 
1864 
1865 
1866 
1867 
1867‐1877 
10 年間日本政府に奉職。 
1867 年のパリ万国博覧会の
後、10 年間、開国直後の日本
政府の招聘・雇用により、日本
国有の鉱山の全事業の技師長
として 10 年間雇用される。 
日本政府による招聘。 
10 年間帝国鉱山主任技師と
して勤務。 
1868 
│ 
1876 
1877 
  
 
 
 
 
 
健康状態が優れず、まずリヨ
ンに隠退。 
↓ 
イゼール県にある所有地に
住む。 
↓ 
最後にサンテティエンヌに
移る。 
1878 
│ 
1901 
1902  永眠 永眠 
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この 3 種の記録を比較すると、必ずしも内容は一致するものではなく、3 種とも情報は
不確かで、その上、鉱山学校卒業後の主だった経歴に限定されている。この乏しい記述内
容からコワニェの正確な経歴や人物像を判断するのは困難である。論者は、コワニェの人
間性を考察するには、まず彼の家系・家族構成や育った環境、学歴や職歴、時代背景を考
慮に入れつつ調査することが必須であり、しかも正確な情報を得るためにはコワニェゆか
りの地での調査および１次資料の発掘が肝要だと考えた。そこで、コワニェが生まれ育っ
たサンテティエンヌおよび親族が住んでいたリヨンにおいて、コワニェ関連史料とコワニ
ェ一族の戸籍関係資料の発掘と収集を試みた。 
本章では、その結果得られた資料と新情報を元に、旧情報の訂正と新情報の追加をしな
がら、コワニェの生涯と人物像を明らかにする。 
 
第２節 生い立ちと家族 
 
研究対象の人物の功績を論じるためには、その人間性、人物像を把握する必要がある。
またその人物像を正確に描くためには、その人を生み出した家系、家庭・親族関係、階級、
経済・社会環境を詳しく知る必要がある。しかし、従来、コワニェの経歴、特に生い立ち
に関する研究は皆無に等しい。唯一、西堀昭が、フランスから取り寄せた資料、すなわち
コワニェの子孫ヴィタル・ルイゾン28が作成したコワニェ家の系図とコワニェの出生証書
を用いてコワニェの生い立ちに言及した論文 1 篇29を発表している。出生証書に関しては、
全訳して紹介しているが、系図に関しては、コワニェの父親と祖父・曾祖父、父親の兄弟
のみ取り上げ、家系図に記載されている生年・死亡年月日の紹介に止まっている。また、
上記 2 点の原書と照らし合わせると、間違って解釈されていた箇所もある。そこで、本節
では、西堀の調査結果の訂正をすると共に氏が調査しなかった資料からの情報を加えなが
ら、コワニェの家族構成、人物像、鉱山技師コワニェが誕生した所以を考察する。 
論者が入手した資料は、コワニェとその他親族の出生証明書、婚姻証明書、死亡証明書、
コワニェの祖先ヴィタル・ルイゾンとヴィタルの息子ギィ・ルイゾン30による家系図 2 種31、
フランス人歴史家によるコワニェ一族の家系図 3 種32である。この他、コワニェの墓石も
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見つけることができた。これらから得られた情報を基に、今まで手をつけられていなかっ
たコワニェの人物研究を試みる。 
コワニェは、フランス南東部、ロワール県の県都サンテチエンヌ（Saint-Etienne）で誕
生した。サンテティエンヌは、リヨンから南西約 60 キロメートルに位置し、15 世紀頃か
ら始まった武器製造33と絹織物工業および 16 世紀以来開始された炭坑で栄えた町である。
19 世紀前半には、産業革命の進展により石炭の採掘が盛んになり、フランスの全石炭の
35％の産出を誇るようになった。それにつれて、サンテティエンヌでは鉄鋼・兵器・絹リ
ボン・機械工業が発達し、フランスの重工業発展の基礎をなした。サンテティエンヌは、
また、フランスおよびヨーロッパ大陸で最初の鉄道が施設されたことでも知られている。
1823（文政 6）年 2 月 26 日、サンテティエンヌとその北方郊外にあるアンドレジュー
（Andrézieux）を結ぶ約 18 ㎞の鉄道路線が勅令により認可された。これは、サンテティ
エンヌから石炭や鉱石をロワール川へ搬出するための馬の牽引による路線で、1828（文政
11）年 10 月に開通した。その後、サンテチエンヌ・リヨン間に、フランス最初の蒸気機
関牽引による鉄道が開通し34、1833（天保 4）年から 1848（嘉永元）年までの石炭輸送量
は世界一を誇るようになり35、サンテティエンヌ並びにリヨン一帯には大工業地域が形成
された。このようにフランスの工業の一中心地であったサンテティエンヌにおいて、1837
（天保８）年 3 月 10 日コワニェは誕生した。 
コワニェの出生については、ロワール県公文書館36およびサンテティエンヌ市立公文書
館37で閲覧可能な「出生証書 (acte de naissance)」で確認できる。以下がその内容である。 
 
1837 年 3 月 10 日午前 10 時、ロワール県サンテティエンヌ市の助役兼戸籍課吏員の
下に、エチエンヌ・レオクルー（50 歳、卸売商人）が出頭し、男児を披露し、本日午
前 2 時に娘で、ジャン・マリー・コワニェ（ロワイヤル通り在住、薬局経営）の妻ア
ントワネット・レオクルーがこの男児を出産し、ジャン・フランソワと命名したこと
を申告した。事務官ジェローム・ボネ（45 歳、平和通り在住）並びに事務官ジャン・
マラ（27 歳、リヨン通り在住）の目前で全ての手続きが行われ、その朗読、両事務官、
当助役および申請者が共に署名した38。（拙訳） 
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J. F. コワニェ（論者注：本節に限り、ジャン・フランソワ・コワニェと他の家族と区
別しやすいように、J. F. コワニェと表記することにする）は、1837（天保 8）年 3 月 10
日、ロワール県サンテチエンヌ市に誕生した。J. F. コワニェの誕生を市役所に届け出た
エチエンヌ・レオクルーは、J. F. コワニェの母方の祖父である。父方のコワニェ家は、
フォレ地方 (Forez)39の旧家で、現存する家系図から J. F. コワニェの先祖は五代前から判
明している。そこから系譜を辿ると次の通りとなる。 
 
1．五代前：ジャン・コワニェ。フォレ地方・ロワール県サン・シャモン出身、なめし
革職人、ピュピル・ジャンヌと結婚、子供 3 人40。 
2．高祖父：ジュネ・コワニェ。1719 年 9 月 12 日、ジョルジョン・マリーとサンテテ
ィエンヌで結婚、子供の人数不明41。 
3．曾祖父：ジャン・クロード・アレクサンドル・コワニェ（1727 年生まれ）。武器製
造・販売業者。1754 年 6 月 23 日デュラン・アントワネット（なめし革職
人・販売業者ローラン・デュランの娘）と結婚、子供３人42。 
4．祖父  ：クロード・フランソワ・コワニェ（1757 年 11 月 3 日‐1798 年 8 月 3 日）
サンテティエンヌ出身、武器製造・販売業者。1784 年 2 月 17 日ピティオ・
アンヌ（？年‐1837 年 4 月 30 日。ローヌ県ブリニェ出身、ローヌ県ブリ
ニェの薬屋の娘）と結婚、子供 4 人43。 
5．父  ：ジャン・マリー・コワニェ（1798 年 11 月 29 日‐1849 年 4 月 10 日）サン
テティエンヌ出身。薬種問屋。1834 年 11 月 24 日レオクルー・アントワ
ネット（1814 年 11 月 26 日‐1855 年 1 月 7 日）と結婚、子供 2 人44。 
 
このように J. F. コワニェの直系の祖先は、サンテチエンヌがあるロワール県あるいは
その周辺県出身者で、曾祖父と祖父はサンテチエンヌで武器製造業を営み、サンテチエン
ヌの主要産業に貢献し、父親は薬品を取り扱う事業に従事していた。 
 次に、J. F. コワニェに影響を与えた可能性が考えられる近い親戚、即ち父方の兄弟お
よびその子供達についても検証してみる。 
47 
 
父親ジャン・マリーには 3 人の兄姉がいた。すなわち、コワニェには 3 人の伯父伯母が
いた。 
伯母：マリー。1813 年 11 月ジャン・トレイランと結婚45。 
伯父：ジャン・フランソワ（1793 年 2 月 9 日‐1846 年 3 月 5 日）1813 年 5 月 11 日エ
リザベス・デュパスキエと結婚、子供 4 人46。 
伯父：ジャン・バティスト（1796 誕生）1819 年ヴィクトリーヌ・バルブレと結婚、子
供 1 人47。 
 
この中で、特に J. F. コワニェの伯父、ジャン・フランソワ（J. F. コワニェと同姓同名）
とその家族はリヨン関連の歴史書に名が出てくるほどの名士であることがわかった48。 
伯父ジャン・フランソワは、13 歳の時にサンテティエンヌからリヨンの薬局に見習いに
入り、1813（文化 10）年同薬局の娘エリザベスと結婚した。その後、サンテティエンヌ
に戻り、薬局を開業する。伯父は、彼の義兄で市民病院49の医師であり、化学の名門ラ・
マルティニエール校50の教師であったガスパール・アルフォンス・デュパスキエ51から 1815
（文化 12）年にダクレが発見した、動物の死体から効率的にゼラチンを抽出し糊（接着剤）
を作り出す画期的な方法を教わった。それは、これまで煮沸していた代わりに、塩化水素
酸（塩酸）で動物の骨格からゼラチンを抽出する方法で、ジャン・フランソワと彼の義兄
はこの方法の研究を完成させ、1818（文政元）年に特許を取得した。リヨンの玄関口ソー
ヌ渓谷内のサン・ランベール52にあった妻方の家族の所有地に義兄弟と共に作業場を建て
たが、塩化水素酸の調達が困難なことから、1822 年（文政 5）、動物の骨を単に加圧して
ゼラチンを抽出する方法を急遽編み出した。それにより魚骨や樹液からの糊（接着剤）に
代わって、動物の骨から作るゼラチンの製造法が中心になっていった。 
1827（文久 10）年 7 月、伯父ジャン・フランソワは住まいをサンテティエンヌからリ
ヨンへと移した。しかし、動物の死骸から出る強烈な悪臭に対して、サン・ラベールの工
場の周辺では市長を筆頭にした団体から反対運動が巻き起こり、1828（文久 11）年、ジ
ャン・フランソワは自分の工場をリヨンの東部のかつては郊外であったヴィレット小集落
内のヴァラダンのサン・タンヌ通り、ギヨティエール53という田舎町に移した。 
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1837（天保 8）年、伯父は、長男ジャン・フランソワ（論者注：父と同姓のため、フラ
ンソワと呼ばれることが多い）と会社を立ち上げ、三男のエチエンヌ（愛称ステファン）
も会社に入った。1844（天保 15）年には従業員は 150 名にも上るようになり、それらを
を活用して動物の骨を凍らせて高熱で焼いて骨炭を作るなど、様々な生産に取り組んだ。
1846（弘化 3）年 3 月、伯父ジャン・フランソワが急死した後、彼の息子フランソワとス
テファンは、次男のルイなど他の兄弟の協力を得て会社を「フランソワ・コワニェ父子会
社 (Société François Coignet, Père et Fils)」54と改名し、経営の指揮を取った。 
その後、会社は拡大し、長男のジャン・フランソワはパリの郊外にも工場を開き、リヨ
ンの会社は三男のステファンに経営を任された。リヨンでは糊（接着剤）とゼラチン製造
を、パリではタバコ用マッチ向けの安全な無定形赤リン製造を専門に行った。1851（嘉永
4）年、ジャン・フランソワは、鉄筋コンクリートの先駆けとなる鉄鋼で補強されたコン
クリートを考案した。パリ万博にも出品すると共に補強された床の特許も取得した。1853
（嘉永 6）年には、パリ郊外にフランス初の 4 階建ての鉄筋コンクリートの住宅やフォン
テンブローの森の中の水道橋を建造し、現在もコワニェ式工法の歴史的建造物として保存
されている。 
以上のように、ジャン・フランソワには 5 人の子供がおり、3 人の息子は技師、2 人の
娘の夫も技師、と技師一家であり、リヨンにとどまらず、フランス全体の化学、工学、建
築の改革に大きく貢献した。リヨンの市議会議員を務めたこともある三男ステファンの息
子ジャン・ジャック・フランソワ55もまたパリ理工科学校出身の技師で、リヨンの工場を
大きく盛り立てた。ジャンは、後にリヨン商工会議所会頭やローヌ県の上院議員となり、
政治家としても活躍した。このジャンが、石川準吉にコワニェ関連資料を送った人物であ
る。現在、リヨンではコワニェ一家の功績を称え、彼らの所有地であったところに「コワ
ニェ通り」、コワニェ工場のかつての所在地に創業者の名を取って「ステファン・コワニ
ェ通り」と通りの名に彼らの名が採用されている。このように、J. F. コワニェの伯父と
その子孫たちは、様々な生産活動に従事して製造業を営み、現在までその活躍が言い伝え
られる家柄であった。 
伯父ジャン・フランソワを取り巻く人々を整理すると次のようになる。 
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伯父の義兄：アルフォンス・ガスパール・デュパスキエ（1793 年 8 月 27 日‐1848 年 4
月 13 日）ローヌ県チェシー出身。パリで自然科学を学び、1821 年医学・薬学博
士号を取得、1827 年リヨン市民病院の医師に選ばれ、1834 年化学の名門ラ・マ
ルティニエール校教師、1838 年医学校教師、化学の専門的知識を用いて、ゼラチ
ン抽出の新方法の開発を行った。56 
伯父の義兄：ローラン・オーギュスト・デュパスキエ。1824 年薬剤師の資格取得57。 
従兄：ルイ（1819 年‐1872 年）サンテティエンヌ出身。1850 年 4 月 1 日エレーヌ・
エルアールと結婚、子供 4 人58。 
従兄：エチエンヌ（愛称ステファン、1820 年 8 月 6 日-1866 年 11 月 1）サンテティエ
ンヌ出身。1852 年 2 月 13 日ポーリーヌ・ジャンヌ・ビゾとリヨンで結婚、子供
4 人59。 
従姉：エマ（1821 年誕生）サンテティエンヌ出身。1848 年リヨンの医科高等教育機関
の化学の教員ブノワ・マリー・アレクサンドル・グレナール（母方の従兄）と結
婚、子供 2 人60。 
 
 J. F. コワニェは、伯父、ジャン・フラソワとその長男ジャン・フランソワが会社を設
立した 1837（天保 8）年に誕生した。コワニェの父マリーが息子 J. F. コワニェに自分の
兄とその息子と同じ名前を付けたのは、叔父の成功にあやかりたい気持ちと一族の繁栄を
願ってのことであろう。親族が記した家系図には J. F. コワニェの名を「Francisque 
Coinget」と記されている。同じ名前での混同を避けるために、叔父ジャン・フランソワ
に対し、息子（J. F. コワニェの従兄）はフランソワ、J. F. コワニェはフランシスク 
(Francisque) と呼ばれていたのかもしれない。論者がサンテティエンヌで確認したところ、
サンテティエンヌでは、フランソワの愛称としてフランシスクを使うことがあると聞いた。 
日本で最初に J. F. コワニェについて著した石川準吉は、J. F. コワニェの子孫ジャン・コ
ワニェから受け取った手紙の中に「フランシスク・コワニェ」と記載があり、それをもと
に自身の著書の中でコワニェの名について、フランシスク・コワニェと記した。そのため、
今井巧や澤護などその後の研究者もその名を採用し、論文のタイトルにも使用している。
その結果、現在も J. F. コワニェの名について誤った解釈が続いている。例えば、最近論
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文を発表した金光男は「コワニエは、自身を Jean François Coignet と名乗ることもあっ
た。それは洗礼名であるとされる（澤 1978）。したがって彼をカタカナ表記する場合、フ
ランソワではなく、ジャン・フランシスク・コワニエとするのが妥当と考える」61と、ジ
ャン・フランシスクが正式名だと考えている。論者は J. F. コワニェの出生証書、婚姻証
書、死亡証書を確認したが、いずれにも Jean François Coignet（ジャン・フランソワ・
コワニェ）と記載されており、この解釈は誤りである。 
以上、J. F. コワニェの出生と親族の調査から、彼の育った社会環境・家庭親族関係を
再現してみた。従来の J. F. コワニェ研究においては、この方面の研究は全く行われてこ
なかったが、この調査により、血縁関係および家庭環境の両面から、J. F. コワニェは技
術および事業に対する興味を意識的にも無意識的にも感化されていったことが推測される。
J. F. コワニェの人間を形成する上で、社会的階級や家族・親族関係がどのようにその性
格、能力の発達に影響したかを調べることは、人物研究において不可欠で、きわめて重要
な手続きのひとつである。J. F. コワニェの地元でさえ、この繋がりに気づいている研究
者は少なかった。この研究はリヨンとサンテティエンヌの歴史研究、人物研究にも貢献す
ると考えられる。 
 
第３節 鉱山学校の学生時代 
 
 コワニェは、1853（嘉永 6）年にサンテティエンヌ鉱山学校に入学した。この鉱山学校
は、1816（文化 13）年 8 月 2 日にルイ 18 世によって設立された。その前年、ナポレオン
戦争終結後のウィーン会議により、1815（文化 12）年フランスは鉱山学校があったサヴ
ォワとザールを割譲したため、鉱山学校が不足していた。産業革命の黎明期であった当時、
炭鉱開発と鉱山技師養成を急務としたため、ルイ 18 世の命で、パリ鉱山学校出身の鉱山
士ルイ・アントワーヌ・ボニエ62が、炭坑開発が盛んだったサンテティエンヌに鉱山学校
を創設し、初代校長となった。ローヌ・アルプ地方最古の学校である。当時の名は、l’École 
de mineurs à Saint-Etienne（サンテチエンヌ坑夫学校）であった。この名は、1831（天
保 2）年 3 月 7 日に École d’ingénieurs（技師学校）、1925（大正 14）年より l’École nationale 
superieure des mines de Saint-Etienne（サンテティエンヌ国立高等鉱山学校）と改名さ
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れ、現在に至っている。フランス経済・財政・産業省が管轄するフランス国内に 7 校ある
鉱山学校（パリ、サンテティエンヌ、ナンシー、ナントなど）の一つである。 
1816 年（文化 13）フランスで最初の鉄道をサンテティエンヌに敷設させたのは、この
鉱山学校の初代校長ボニエで、サンテチエンヌ・リヨン間の鉄道を開通させたのは、サン
テティエンヌの南西 30 ㎞のアノネ出身の技師マルク・スガンであった63。鉱山士マルク・
スガン64であった。当時、サンテティエンヌでは、炭坑と鉄道で活躍する鉱山士や技師は、
市民にとって英雄であったと想像される。技術系一家で、炭坑が盛んなサンテティエンヌ
で生まれ育ったコワニェは、当然鉱山士になることを幼い頃から夢見たにちがいない。 
コワニェは、1853（嘉永 6）年、16 歳の時に鉱山学校の入学試験を受けた。サンテティ
エンヌ市立公文書館およびロワール県立公文書館を調査すると、在校時の成績表や名簿な
どの当時の記録が見つかった。それにより、入学試験と学期試験、時間割、受験者、在籍
学生の名前などがわかった。 
まず、入学試験は次のとおりであった。 
 
1853 年度 入学試験 
試験科目 口述 筆記 製図 フランス語 合計 
順位 
29 人受験 
4 人中退 
満点 （60） (30) （10） (10) (110) 19 人合格 
コワニェの得点 39 13 8.5 8 68.5 7 位で合格 
 
この年、29 人が受験し、4 人が試験の途中で早退、6 人が不合格となり、19 人が合格し
た。最高得点は 90 点、最低点は 35 点で、コワニェは 68.5 点を獲得し、7 位で合格した。 
当時、この学校は２年制で、コワニェは 1853（嘉永 6）年から 1855（安政 2）年まで
在籍した。当時の史料には、コワニェの入学について次のように記されている。 
 
コワニェ（ジャン・フランソワ） 
1837 年 3 月 10 日、サンテチエンヌ（ロワール県）に誕生。 
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1853 年 10 月 21 日に建設大臣によって正規学生として入学を許可された。 それに関
する手続きのために、サンテチエンヌ（ロワール県）のピュイ通りに住むコワニェ未
亡人（レオクルー氏方）に連絡をした65 
 
 コワニェは父親を 1849（嘉永 2）年 4 月、12 歳の時に亡くしている。上の記述から父
親の死後、母方の祖父レオクルー宅で暮らしていたことがわかる。また、母親も 1855（安
政 2）年 1 月、鉱山学校 2 年目の 17 歳の時に亡くなっている。1858（安政 5）年 7 月 19
日に結婚したコワニェの妹エリザベート66の婚姻証書を見ると、妹はその後も祖父レオク
ルーと暮らしていたようである。コワニェも鉱山学校を卒業して就職するまでは、母親の
祖父に家に住んでいたと思われる。 
 
  1838 年 2 月 25 日誕生の無職エリザベート・コワニェは、故ジャン・マリー・コワニ
ェとレオクルー（1849 年 4 月 10 日没）・アントワネット（1855 年 1 月 7 日没）の
未成年の嫡出子である。サンテティエンヌのパッソン（読み取り不確か）サンテティ
エンヌ市の袋小路 7 番地でエリザベートと住むエチエンヌ・レオクルー氏が出頭し、
承諾した67。 
 
 コワニェの祖父エチエンヌ・レオクルーは、コワニェの妹が結婚する際に後見人となり、
父親代わりをしていたようである。 
 次に、コワニェのクラスの時間割を見てみる。これを見ると、当時の鉱山学校のカリキ
ュラムや年間の授業数・開校日がわかる他、コワニェが鉱山学校で習得した教科を詳細に
知ることができる。 
 
・下級（1 年目）クラスの時間割 
1854 年‐1855 年 下級（1 年目）クラス 時間割表 
科目 授業日・時間 
授
業
数 
授業開始日 授業最終日 
中間 
試験 
備考 
物理学 
火・木・土 
8 時～10 時 
21 10 月 15 日（土） 12 月 3 日（土） 
12 月
9・10
・11 月 1 日は祝日のため休講。 
・10 時から 12 時までの午前中
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数学 
月・水・金 
8 時～10 時 
21 10 月 17 日（月） 12 月 2 日（金） 
日 と4時までの午後の授業は年
間を通して集中的に製図
（dessins）の練習（勉強）
をする。 
化学 
火・木・土 
8 時～10 時 
21 12 月 5 日（月） 1 月 20 日（金） 
2 月
3・4 日 
・この月より、鉱山の訪問（見
学）を数回実施。 
・1 週目は、図形幾何学の授業
を 3 回実施。従って、月、金、
水（12 月 14 日）に実施。 
図形幾何学 
月・金 
8 時～10 時 
15  12 月 6 日（火） 1 月 21 日（土） 
簿記 水 6 12 月 21 日（水） 1 月 25 日（水） 
探鉱 火・木・土 26 2 月 7 日（火） 4 月 1 日（土） 
4 月
7・8 日 
・水曜日の最後の 2 週 
、開発の授業も実施 図形幾何学 月・金 6 2 月 6 日（月） 2 月 24 日（金） 
砕石 月・金 10 2 月 27 日（土） 3 月 31 日（金） 
化学 水 6 2 月 8 日（水） 3 月 15 日（水） 
鉱物学 
月・水・金 
8 時～10 時 
21 4 月 10 日（月） 
5 月 26 日（金） 
6 月
2・3 日 
・キリスト昇天祭？ 
 （論者注：移動祭日のため「？」
が付けられている） 
 
・鉱山見学・実地製図と見取り
図製作練習は、天候が良けれ
ば、月・水・金曜日の午後に
も実施する。 
 
 
製図 火・木・土 8 4 月 11 日（火） 4 月 27 日（木） 
鉱山見学、 
図面作成練習、 
見取り図製作 
火・木・土 
13
日
間 
4 月 29 日（土） 5 月 27 日（土） 
鉱山見学、 
見取り図製作 
図面作成 
 18
日
間 
6 月 5 日（月） 6 月 24 日（土）  
 
 
期末試験 6 回   6 月 25 日 8 月 12 日   
                     
・上級（2 年目）クラスの時間割 
1854 年‐1855 年 上級（2 年目）クラス 時間割表                                                                                                                                                                    
科目 授業日・時間 
授
業
数 
授業開始日 授業最終日 
中間 
試験 
備考 
化学 
月・水・金 
8 時～10 時 
18 10 月 16 日（月） 11 月 27 日（月） 12 月
4・9 日 
・5 月 1 日は祝日のため休講。 
・10 時から 12 時までの午前中
と 2時半から 4時までの午後
の授業は製図の練習をする 機械工学 火・木・土 18 10 月 17 日（火） 11 月 25 日（土） 
冶金 月・水・金 22 12 月 6 日（水） 1 月 29 日（月） 
2 月
5・6 日 
・12 月 25 日と 1 月 1 日は祝日
のため休講。 
・冶金工場と建設工場の見学 建築工学 火・木・土 23  12 月 7 日（木） 1 月 27 日（土） 
冶金 月・水・金 10 2 月 7 日（水） 2 月 28 日（水） 
4 月
6・7 日 
 
機械工学 火・木・土 23 2 月 8 日（木） 3 月 31 日（土） 
建築工学 月・水・金 13 3 月 2 日（金） 3 月 30 日（金） 
機械 月・水・金 12 4 月 9 日（月） 5 月 4 日（金） 
6 月
8・9 日 
・5 月 17 日はキリスト昇天祭
のため休講。 
・地質学の授業で、炭坑の視察
小旅行。 
・冶金の最終授業は 4 日間連続
で実施。 
地質学 火・木・土 19 
4 月 10 
日（火） 
5 月 24 日（木） 
冶金 火・木・土 14 4 月 29 日（土） 6 月 2 日（土） 
鉱山の 
図面作成 
 2 5 月 26 日（土） 5 月 29 日（火） 
期末試験 5 回 
 
 7 月 1 日 8 月 13 日 
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  1 年目は、まず前期に、物理学、数学、化学、図形幾何学、簿記などの基本の科目、後
期は、探鉱、砕石、鉱物学、製図など鉱山開発に必要な科目を学んだ。この他、鉱山見学
をし、実地に製図や見取り図作成の実習を行った。 
 2 年目は、1 年目に引き続いて化学と製図、鉱山の図面作成の授業の他、新たに機械工
学、冶金、建築、地質学の授業が行われた。最終学年の 2 年目は、冶金・建設工場の見学
や地質調査のための小旅行など、実際の現場を体験する授業も盛り込まれていた。 
 この内容からコワニェが生野銀山開発に不可欠な基礎から応用までの広範な知識を十分
学習していたことがわかる。 
試験は、学期中に中間テスト 4~5 回と、期末テストが数回に分けて
実施された。鉱山学校の当時の記録には、細か
く試験項目とその成績が付けられていた。各試
験の詳細および 2 年間のコワニェの成績は次の
とおりである。   
・下級クラス中間試験 
        1853 年‐1854 年 下級クラス 中間試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績 
第 1 回 
1853 年
11 月 15
日集計 
数学 物理 
その月
の課業 
合計 
日常の
態度に
よる減
点 
総合点 図学 順位 
23 人 
(2 人
欠席) 
口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (50) (50) （30） (230) (230) (20) 
35 39 30 42 16 162 0 162 15.75 4 位 
第 2 回 
1854 年 
2月13日
集計 
化学 
図形幾何学 
簿記 その月
の課業 
製図 合計 
減点 総合点 
順位 
22 人 
(3 人
欠席) 
口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (40) (40) (20) (20) (220) 
27.5 32.5 24 22 14 16 136 4 132 7 位 
第 3 回 
1854 年 
4月19日
集計 
探鉱 
砕石 
図形幾何学 
その月
の課業 
合計 
減点 総合計 実験 
順位 
25 人 
口述 筆記 
(60) (60) (80) (30) (230) 
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36 36 28 17.5 117.5 2 115.5 14.5 11位 
第 4 回 
1854 年 
6月13日
集計 
鉱物学 
その月の課業 製図 
減点 
合計 実験 
 
順位 
23 人 
口述 筆記 
（40） （40） （20） （20） （120） （30） 
21 23  11.25 18 1 72.25 13 5 位 
 
・下級クラス期末試験 
 1853 年‐1854 年 下級クラス 期末試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績（8 月 14 日集計） 
物理・化学 数学 探鉱 図形幾何学 
会計 
鉱物学 
砕石 
口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 
(60) (60) (40) (40) (50) (50) （35） (35) (10) (40) (40) (40) 
36 34 25 21 28 25 28 29 5 32 23 22 
作図 
 
Lever
s de 
plans 
1 年間
のレポ
ートと
見取り
図 
1年間
の 
製図 
実験作
業 
期末 
試験 
合計点 
4 回の
中間試
験の平
均点 
総合点 順位 所見 
(40) (80) (80) （60） （760） (200) (960) 23 人中 聡明であるが、軽率。 
合格。直ちに上級クラス
に進級可能。 23 37 73 33 4 8 2
（ママ）※
 120.25 602.25 7 位 
                      ※合計点は 474 点となる。 
 
記録帖には、クラスごとの毎回の評価点と成績順位が丁寧に記録されていた。恐らく公
表されていたのではないかと想像される。 
中間試験はほぼ 2 カ月に 1 回実施され、口述・筆記を交えて、その期間に学習したこと
が問われる内容で、さらに日頃の態度を減点方式で付けられていた。期末試験は、1 年間
の授業の総確認の試験内容で、最終的に 4 回実施した中間試験結果も加味して総合点が算
出される。また、学生の能力や態度について、教師からのコメントも記されている。これ
らから、徹底的な指導体制で、教師から一人ずつ丁寧に指導を受け、授業は大変厳しいも
のであったと考えられる。 
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クラスは、上級と下級の 2 クラスあり、1 年目は下級、2 年目は上級クラスに当てられ
ていた。コワニェが 1 年目にいた下級クラスには、コワニェと共に入学試験に合格した 19
人の他、前年度に進級できなかった 6 人の学生がおり、計 25 人在籍していた。学年末に
は 2 人減り、23 名となった。正規学生の他、聴講生も数名いたようである。下級クラスか
ら上級クラスに進級するためには、全ての教科で合格点を取らないと合格できなかったた
め、容易には進級することができなかった。総合点で合格点を獲得していても、ある教科
が合格点に達していない場合は、その教科の再テストを受け、合格したら進級できる仕組
みになっていた。例えば、期末試験の総合点が 623 点で、コワニェより一つ上の 6 位だっ
た学生は、砕石のテストが 15 点で落第点を取ってしまったため、即座に進級できず、砕
石の再テストを受けて合格した。それに対し、総合点 7 位のコワニェは全ての教科におい
て合格点を取っていたので、即座に進級できた。従って、コワニェはクラスで上から 6 番
目に進級することができた。ストレートに合格したのは 7 名で、再試験を受けて合格でき
たのは 6 名であった。2014 年度に上のクラスに進級できたのは 13 名で、人数は約半分に
減少した。これは進級の難しさを物語っている。 
次は、2 年目の上級クラスの試験内容とコワニェの成績である。 
 
・上級クラス中間試験 
        1854 年‐1855 年 上級クラス 中間試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績 
第 1 回 
1854 年
12 月 18
日集計 
機械学 化学 
製図 合計 
減点 総合点 
実験 順位 
9 人 
(4 人
欠席) 
口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (50) (50) （20） (220) (60) 
33 34 25 30 14 136 5 131 42 5 位 
第 2 回 
1855 年 
2 月 17
日集計 
建築工学 冶金 
製図 
その月
の課業、 
冶金の
見取り
図 
合計 
減点 総合点 順位 
13 人 
口述 筆記 口述 筆記 
(50) (50) (40) (40) (20) (10) (220) 
30 22 30  33 17.5  7.5 140 5 135 5 位 
第 3 回 機械工学 その月の課業 合計 減点 総合計  順位 
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1855 年 
3 月 13
日集計 
口述 筆記  13 人 
(50) (50) (20) (120) 
34 35 11.5 80 0 80 3 位 
第 4 回 
1855 年 
5 月 4 日 
集計 
建築工学 冶金 
製図 
見取り
図 
合計 
減点 総合点 
順位 
13 人 
口述 筆記 口述 筆記 
（50） （50） （50） （50） （20） （10） （230） 
27 38  32 33 14.5 5.5 150 1 149 6 位 
第 5 回 
1855 年 
6 月 27
日 
集計 
機械工学 地質学 
製図 合計 
減点 総合点 実験 
順位 
13 人 
口述 筆記 口述 筆記 
（40） （40） （40） （40） （20） （180） 
21 24 30 31 11 117 0 117 16 4 位 
 
・上級クラス期末試験 
 1854 年‐1855 年 上級クラス 期末試験 ※上から科目名、満点、コワニェの成績（8 月 15 日集計） 
化学 冶金学 建築工学 機械工学 
地質学 
年間のレポ
ートとクロ
ッキー 
年間の製図 
口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 口述 筆記 
(40) (40) (60) (60) (50) (50) （60） (60) (80) (60) (80) 
20 20 32 30 30 38 32 29 67 41 51 
選抜試験の
分析 
鉱山の 
図面作成 
実験 
作業 
期末 
試験 
合計点 
5 回の
中間 
試験の
平均点 
総合点 順位 所見 
(30) (20) （60） （750） (196) (946) 12 人中 
成績優秀であるが、少し
分別に欠ける。 
24 14 44.50 477
（ママ）
.50
※
 122 599.50 5 位 
                      ※合計点は 475 点となる。 
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上級クラスに進級した 13 人のうち、最終的に 12 人が免許を取得することができた。そ
のうち、上位 3 人が 1 等、次の 6 人が 2 等、最後の 3 人が 3 等の免許を授与された。コワ
ニェはクラスの 5 番目で 2 等の免許を取得した。    
以上のように、コワニェは、2 年間、比較的真面目に学習し、上位にいたようである。
教師による総合評価は、10 代のコワニェの一端を知ることができる興味深い資料である。
「軽率」、「分別に欠ける」などの彼の性格についての興味深いコメントは、好意的に解
釈すれば、その後の海外での活躍を示唆するものかもしれない。 
こうして、最終学年の試験もパスし、コワニェは土木工学技師の資格を取り、1855（安
政２）年の 8 月、鉱山学校を卒業した。 
 
第４節 卒業後から来日までの動向  
 
１．従来のコワニェの略歴 
 
 コワニェの卒業後の動向についての情報を得るために、コワニェが所属していた団体を
探し、その会員名簿を細かく辿っていく試みをおこなった。追跡調査を行った施設は、フ
ランス国立図書館、フランス国家工業奨励協会、パリ鉱山学校、パリ地理学会、サンテテ
ィエンヌ鉱山学校図書館、サンテティエンヌ鉱山学校同窓会、サンテティエンヌ市立図書
館、サンテティエンヌ市立古文書館、ロワール県立古文書館、サンテティエンヌ鉱山博物
館の計 10 館である。その結果、コワニェは、「鉱業協会」(Société de l’industrie minérale)
と「サンテティエンヌ鉱山学校同窓会」(Société amicale de secours des anciens élèves des 
Mineurs de Saint-Etienne)」および「パリ地理学会」(Société de Géographie)」に所属し
ていたことがわかった。 
まず、「鉱業協会」は、1852 年から 1858 年までサンテティエンヌ鉱山学校の校長をし
ていたエマニュエル・ルイ・グルネ68を中心に鉱山学校の教師や卒業生たちが創設した協
会である。協会の設立の目的は、医学や化学などの他のジャンルのように、鉱業の専門家
たちが集う場を設け、各地、各国に分散している鉱山就労者たちに情報を送って彼らの研
究意欲を掻き立て、発表する場を設けることであった。発足は、コワニェが鉱山学校を卒
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業した年の 1855（安政 2）年 6 月 26 日で、発足当初、会員はサンテティエンヌ鉱山学校
教師や卒業生が中心であった。会員数は、209 名からスタートし、その後、徐々にサンテ
ティエンヌ鉱山学校関係者以外の会員も増え、2 年後の 1857（安政 4）年には 361 名、1859
（安政 6）年 453 名、1861（文久元）年 540 名、1865（元治 2）年 662 人と急速に増加
していった。1990 年 7 月 19 日に本部をパリに移した。 
会報は基本的には 3 か月に 1 回、つまり年 4 回発行（4 回の季刊）で、その内容は発会
目的の通り、会員の活動状況、会員による研究論文や調査報告、フランス国内の鉱山・鉱
物に関する情報などで、その内容は年々充実していっていいった。会員リストは巻末に供
えられており、そのリストより会員の名前をその時の所属先を知ることができる。コワニ
ェが入会したのは発足翌年の 3 月で、逝去する 1902（明治 35）年まで継続して加入して
いた69。コワニェが会員であった 47 年間に発行された会報全てに目を通すと、コワニェに
よる報告文や研究論文を見つけることができ、これらの内容からもコワニェの活動や調査
内容を読み取ることができる。 
本章第 1 節で既述のとおり、石川準吉の『日本鉱物資源に関する覚書』の「フランシス
ク・コワニェ小伝」の項には、コワニェ没後に親族から同窓会に遺贈されたコワニェの蔵
書目録が紹介れている70。その中にコワニェの没年である 1902（明治 35）年までの「協
業協会会報」71全巻と「鉱業協会集会月報」72全巻が含まれていた。このことから、コワニ
ェにとってこの協会はとても大切であり、コワニェは協会から送られてきた会報を、外国
で鉱山開発するにあたって大いに参考にしていたと考えられる。これらに 1 冊の欠本もな
いということは、コワニェは仕事先や住所が変わった場合は、協会会報を間違いなく受け
取るために必ず協会に知らせていたということになる。毎年、例外を除いて年４回発行さ
れる本会報は、1～3 号に新入会員と住所変更者リストがあり、4 号にその年の会員全員の
リストが掲載されている。それらを全て確認すると、しばしばコワニェは住所変更リスト
に記載されており、仕事上頻繁に移動していたコワニェの姿が浮かんでくる。また、所属
先が変わる度に遺漏や遅滞なく知らせていた彼の几帳面な性格、研究熱心な姿勢がうかが
える。さらにこうしたことから、「鉱業協会会報」の会員リストはかなり信用できるものだ
と考えられる。 
次に、「サンテティエンヌ鉱山学校同窓会」は、コワニェの卒業から 12 年後の 1867（慶
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應 3）年に発足した。会員資格は、学校の修了証を取得し、かつ入会を希望するもの、又
は修了証は取得できなかったが、全ての授業に出席し、3 年以上続けて現地経験をもつ者
であった。また、聴講生も終了していない正規学生と同様の条件をクリアし、かつ４分の
３以上の評議員の承諾が得られたものは入会が許された。 
本会は、年に 1 回会報を発行していた。過去の会報はサンテティエンヌ鉱山学校内に事
務局を置く同窓会とサンテティエンヌ市立図書館に番号が飛んでいる場合もあるがほぼ完
全に保管されている。両館ともに、発会した 1867（慶應 3）年から 1876（明治 9）年の
会報揃っていなかった。この間会報が発行されていたか同窓会の事務局でも不明だそうで
あるが、恐らく発会当初は規則的に会報が発行されていなかったのだろう。 
会報には、本会の規則や会議報告、歴代の会長・役員・名誉会員・会員・寄付者リスト、
会員活動の他、鉱山学校のプログラムや人事、卒業年および所在別卒業生リストなどが掲
載されている。フランス各地に居住する卒業生リストやフランスの様々な鉱山長からの寄
付リストから、卒業生たちの活躍を推り知ることができる。 
コワニェに関しては、会報が、コワニェが日本からフランスに帰国した 1877（明治 10）
年以降しか存在しないため、同会報からは帰国後の情報しか得ることができない。 
最後に、「パリ地理学会」は、1821（文政 4）年設立の世界最古の地理学会である73。当
時の有力な学者や旅行家、探検家が加入しており、役員にはナポレオン 3 世の名もあり、
当時、影響力の強い学会であった。コワニェは 1863（文久 3）年 2 月 5 日に入会している
74。コワニェ入会当時、1822（文政 5）年創刊の月刊誌「地理学会会報」(Bulletin de la Société 
de Géographie)が発行されていた75。月刊のこの学会誌には会員名簿は掲載されておらず、
毎年 1 回 12 月 31 日付で会報とは別に名簿が作成、発行されていた。この会報と名簿はパ
リのサンジェルマン通りにある「地理学会」の本部とフランス国立図書館に保管されてい
るが、名簿に関しては、両館とも欠巻が目立った。コワニェの加入期間は 1864（文久 4）
年から 1883（明治 16）年までの約 20 年間であったが、1877（明治 10）年から 1880（明
治 13）年の会員名簿は両館とも散逸しており、同学会会員名簿からコワニェの卒業後の
10 年間および日本から帰国後の動向についての情報を掴むことは不可能に近い。 
以上のことから、コワニェの略歴の判断は、「鉱業協会会報」の会員リストとリスト作成
日を基軸として76、同会誌掲載のコワニェの報告書・論文および「サンテティエンヌ同窓
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会誌」および「地理学会会員リスト」を情報の裏付けや参考資料として活用することにし
た。コワニェが鉱山学校を卒業した 1855（安政 2）年から他界した 1902（明治 35）年ま
での「協業協会会報」「同窓会会報」および「地理学会会員リスト」から得られたコワニェ
に関する情報を文献ごとに年代順にまとめたのが次の表である。カタカナの誤表記を避け
るため、原語のまま掲載する。また、不明な点、記載されていなかった内容については「？」
を付けている。 
 
【表２】「鉱業協会会報」・「サンテティエンヌ鉱山学校同窓会会報」 
・「パリ地理学会会員リスト」に見るコワニェの略歴表 
「鉱業協会会報」「サンテティエンヌ鉱山学校同窓会会報」「パリ地理学会会員リスト」に見るコワニェの略歴表 
団体名 
鉱業協会会報 
 
Bulletin de la Société de l’industrie minérale 
サンテティエンヌ鉱
山学校同窓会報 
Annuaire de la Société 
amicale de secours des 
anciens élèves de l’Ecole 
des Mineurs de 
Saint-Etienne  
パリ地理学会 
会員リスト 
 
Société de Géographie 
発足 1855 年 6 月 26 日 1867 年 1821 年 12 月 15 日 
発行 年 4 回（例外的に、年 2 回発行）  年 1 回／12 月 31 日 
入会日 1856 年 3 月 31 日 年 1 回発行 1864 年 2 月 5 日 
出版年 リスト作成日 所属先・身分・住所等 論文・報告書   ＊備考 所属先・身分・住所等 所属先・身分・住所等 
1855 7.31 
 
 
 
 
  
1856 3.31 
Sous-ingénieur aux 
mines de plomb 
argentifère de Vialas 
(Lozère) 
1857 6.30 Id.  
1858 6.30 Id.  
1859 6.30 
Ingénieur principal des 
mines de Torrelavega, 
province de Santander 
(Espagne) 
 
1860 
3.31 
Ingénieur civil  
à Saint-Etien 
ne 
3.31  « Exportations de 
minerais de la province 
de Santander (Espagne) » 
12.31  « Description des 
principaux ateliers de 
préparation mécanique 
des bords de la Meuse et 
de la Prusse Rhénanie 
(1) »  
6.30 
Ingénieur aux mines et 
fonderies de Gar 
Rouban, cercle de 
Tlemcen, Province 
d’Oran (Algérie) 
 
   
1861 
 
10.31 
 
Id. 
7.31  « Description des 
principaux ateliers de 
préparation mécanique 
des bords de la Meuse et 
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de la Prusse Rhénanie 
(2) » 
1862 10.31 
Ingénieur des mines et 
hauts-fourneaux 
d’Allevard (Isère) 
8.31  « Notes sur les 
fours à grand tirage, 
employés dans le midi 
de l’Espagne » 
1863 5.31 
Ingénieur de la 
Compagnie 
d’exploration de 
Madagascar 
 
1864 7. ? 
Ingénieur attaché à la 
maison scientifique du 
Mexique 
 12.31 
Ingénieur à la 
fabrique d’armes 
de M. Gaucher, à 
Saint-Etienne 
(5.6 モンブラン入会 
Montblanc (comte 
de), rue de Tivoli, 8) 
1865 12.31 Id.  Id. 
1866 
この
年の
リス
トな
し 
? 
※« Rapport sur les Mines de 
New-Almaden (Californie). 
Par M.Coignet, Ingénieur, 
attaché à la mission 
scientifique du Mexique », 
Annales des Mines. 
Id. 
1867 
1.31 
Ingénieur chez  
M. Gaucher, armurier  
à Saint-Etienne 
 
? 
Id. 
8.1 
Ingénieur de Sa 
Majesté le Taïshiou de 
Satsouma, care of M. 
Kawaminami agent of 
S. M.─ Nagasaki, 
Japon (Voie de suez)  
1868 3.31 Id.  Id. 
1869 7.15 
Ingénieur en chef des 
mines du Mikado aux 
soins de MM. Wachtels 
Groos et Ce, Kobé 
(Japon)  
 
Id. 
1870    Id. 
1871 10.1 Id.  Id. 
1872 
1873 
11.15 Id.  Id. 
1874 2.1 Id. 
11.20  « Notes sur la 
richesse minérale du 
Japon » 
Id. 
1875 2.28 Id.  Id. 
1876 7.1 
Ingénieur en chef des 
mines de Sa Majesté le 
Mikado, aux soins de 
MM. Van Oordt,  
n° 101, Kobé-Hiago 
(Japon)  
 
Id. 
(Ingenieur civil chez 
M. Gaucher, fabricant 
d’armes,  
à Saint-Etienne) 
1877 6.15 
Ingénieur civil, rue 
Saint-Maurice, 1 bis 
(Monplaisir), Lyon  
 
5.1  Ingénieur à Lyon ? 
1878 1.31 
Ingénieur,  
rue Saint-Joseph, 55,  
à Lyon  
 5.1  
Ingénieur à Lyon, 
rue St. Joseph, 55 
? 
1879 5.15 Id. 
 Id. 
(Ingénieur, rue 
Saint-Joseph, 55, à Lyon) 
? 
1880 1.30 
Id. 
(Congrès de Paris が開催された
 Id. ? 
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が不参加) 
1881 4.30  Id. 
4.30  « Notice sur les 
bocards américains »  
11.1  « Notes de 
statistique-Production 
de la fonte 1872 à 1879 » 
Id. 
Ingénieur civil, Rue 
Saint-Joseph, 55, 
à Lyon 
1882 5.15 Id.  Id. Id. 
1883 2.15 Id. 
5.15  « Renseignements 
statistiques » 
Id. 
Id. 
(モンブラン退会) 
1884 2.15 Id. 
2.15  « Renseignements 
statistiques »  
7.1  « Renseignements 
statistiques »  
Id. ? 
1885 3.15 Id. 
3.15  « Renseignements  
statistiques » 
Id. 退会 
1886 3.1 Id.  Id. 
 
1887 1.1 Id.   
 
5.15 Ingénieure, à la 
Terrasse, canton de 
Touvet (Isère)  
1888 6.1 
Ingénieur civil,  
à la Terrasse, canton de 
Touvet (Isère)  
 
Id. 
1989 4.1 Id.  Id. 
1890 4.1 Id.  Id. 
1891 8.1 Id.  Id. 
1892 7.1 Id.  Id. 
1893 8.15 Id.  Id. 
1894 6.15 Id.  Id. 
1895 6.15 Id.  Id. 
1896 6.15 Id.  Id. 
1897 
10 月
頃 Id. 
 Id. 
1898 6.15 Id. 
10. ?  « Traitement des 
quartz(s) aurifères (1) »  
Id. 
1899 4.15 
Ingénieur civil, 
40 rue Michelet 
(Saint-Etienne) 
1.15  « Traitement des 
quartz(s) aurifères (2) » 
4.15  « Traitement des 
quartz(s) aurifères (3) » 
5.15  Ingénieur, 
40, rue Michelet à 
Saint-Etienne  
1900 3.30 Id.  Id. 
1901 11.1 Id.  Id. 
1902 1.1 Id.  Id. 
1903 2.1 リストに名前なし  リストに名前なし 
 
次に、上記【表２】の 3 誌掲載の各内容を照合し、第１節の【表１】の既存のコワニェ
情報および論者がフランスで入手した新資料と新情報も考え合わせ、鉱山学校卒業以降の
できるだけ正確なコワニェの略歴の提示を試みる。 
 
２．卒業後から日本出発前までの活動 
コワニェは卒業後、フランス・ラングドック＝ルシヨン地方にあるロゼール県のヴィア
ラ銀鉛鉱山で副技師として 3 年半ほど働き、次いで 1859（安政 6）年 5 月頃、スペインの
北部、サンタンデール地方のトルヴェガ鉱山において主任鉱山師として働いた。このスペ
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イン赴任中に「サンタンデール地方の鉱石の輸出」についての報告書をまとめ、翌年の「鉱
業協会会報」に掲載されている。スペインには約 9 か月間赴任し、その後、1860（安政 7）
年 3 月頃にサンテティエンヌに戻る。コワニェは、仕事に就いていない場合は、住んでい
る都市名を用いて、〇〇市の ingénieur civil（土木工学師）と記している。この ingénieur 
civil の称号は、本章第 3 節で見たように、サンテティエンヌ鉱山学校において一定の成績
を取って厳しい基準に合格して卒業すると与えられる称号である。ingénieur civil に対し
て ingénieur de l’État（官庁技師）の称号があるが、これはサンテティエンヌでは取得す
ることができず、当時はパリの鉱山学校でのみ取得することができた。 
コワニェは、1860（万延元）年、サンテティエンヌでの約 3 か月間のブランクの後、6
月頃アルジェリアの北西部、オラン地方のトレムセンにあるガール・ルーバン鉱山・精錬
工場に技師として赴任した。この年の 12 月と翌年の 7 月に 2 回に渡って「ムーズ川（論
者注：フランス北東部に発し、ベルギー・オランダを経て北海に注ぐ川）周辺とプロイセ
ンのライン地方の主要な機械製造工場に関する記述」77を「鉱業協会会報」に投稿してい
る。この報告書は、コワニェが 1860（万延元）年 5 月にムーズ川周辺とプロイセンのラ
イン地方を視察し、この亜鉛鉱と鉛鉱の機械での処理方法についてまとめられたものであ
る。恐らくサンテティエンヌにいた 3 か月の間に視察に行って、報告書をまとめたのでは
ないかと思われる。アルジェリアには、1862（文久 2）年 10 月頃までの約 2 年間勤務し、
その後、フランスに戻り、イゼール県のアルヴァール鉱山・溶鉱所に勤めた。アルジェリ
ア帰国前の 1862（文久）年 8 月に「鉛を含む鉱石の鋳造のためにスペイン南部で使用さ
れている大容量の溶鉱炉に関する覚書」78を「鉱業協会会報」において発表している。こ
の報告書に、1862（文久）年 2 月 15 日から 3 月までの調査結果（溶解して取り出された
鉱石の種類とその分量の比率やそれに掛かる費用など）が記載されていることから、アル
ジェリアからフランスに戻る前にスペイン南部に立ち寄って視察したものと推測される。 
論者は、この間のコワニェの略歴について記されている資料を見つけた。 
 
 サンテティエンヌ鉱山学校を卒業した技師、コワニェは、その後フランス、スペイン、
ベルギー、プロイセンのライン地方、ザクセン、アルジェリアなど多くの調査旅行を
おこなった。最近では、イゼール県・アルヴァールの工場の製鉄所長を務めていた。                                                          
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（「（論者注：マダガスカル島）北東海岸部派遣技師コワニェによる報告書」、拙訳）79 
 
これによると、コワニェは、アルヴァール鉱山に就職する前に、フランス東部の地方や
ベルギー、プロイセン、ザクセンを回って鉱山調査を行っていたようである。 
アルヴァール鉱山に約 7 か月間勤務した後、コワニェは、1863（文久 3）年「マダガス
カル会社」(Compagnie de Madagascar) の技師としてマダガスカルに赴任する。この会
社は、ナポレオン 3 世の援助の下、マダガスカルの租借地開発と鉱物・農産資源調査を目
的に設立された。このマダガスカルへの派遣については、【表 1】が示すように、「「太政類
典」のコワニェよる略歴」には「1860 年から 1861 年まで、仏政政府派遣によるマダガス
カル島鉱山開発会社の技師長。好業績だったため勲章を授与されるところであったが、内
乱のため受賞できず」、「オジエによる弔辞」には、「1862 年、フランス政府がマダガスカ
ルの王、ラダマ 1 世のもとに派遣した公式の大科学探検隊に参加。ラダマ王の急逝により
所期の成果を遂げることなく中断」、「同窓会長による報告」には「1862 年初旬、フランス
政府がマダガスカル王ラダマ１世の許に派遣した大科学探検隊に参加」と、いずれの記録
にも記載されている。しかし、派遣された年については「協業協会会報」に記されていた
1863 年とは異なる。そこで、当時のマダガスカル会社について調べたところ、パリ国立図
書館において関連史料を見つけることができた。１つは、マダガスカル会社の責任者でフ
ランスの上院議員のポール・ド・リッシュモン男爵監修による マダガスカル会社関連資料
集80、もう１つは、コワニェがパリ地理学会誌に投稿したマダガスカル調査旅行に関する
報告書81である。これらの資料からコワニェのマダガスカル調査の詳細について把握する
ことができる。 
次は、マダガスカル会社関連資料集所収のリッシュモン男爵からコワニェに宛てた書簡
の一部である82 
 
                          パリ、1863 年 3 月 16 日 
 
技師、ヴォエマール地区担当長、コワニェ氏へ 
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  開発派遣団がまもなくフランスを発つに当たって、私の提案により会社があなたの
知能と忠誠に託している調査と観察と作業の本質について詳細にご説明いたします。
あなたの担当地区はヴォエマール83です。人員は、オモン氏、医師 1 人（レユニンオ
ン等でミッションに合流します）、坑夫 4 人、大工・木こり 4 人、鍛造工 1 人（レユ
ニオン島で合流）、マダガスカル語の通訳（タマタヴで合流）1 人です。彼らは全員、
あなたの命令に従います。 
  ランベール氏からの情報により、私は、あなた方に必要な現地人の人員は（中略）
60 人と考えています。その人数は、あなた方の他、テントや荷物を運ぶのに十分な人
数だと思います。（中略） 
  あなたに調査していたきたいことは、マダガスカルのディエゴ・ソアレス湾からア
ントンギル湾に眠っている全ての金属資源と鉱物資源の調査です。（後略）84（拙訳） 
 
この書簡から、マダガスカルに、金属と鉱物資源調査の責任者としてレユニオン島経由
で派遣され、その時期 は 1863（文久 3）年であり、「鉱業協会」の会員リストに記載され
ていた内容が正しいことがわかる。また、補助役として採用予定の人数が 60 人でやテン
トが必要だったことなどから、本調査は大規模で容易ではない作業であったことも読み取
れる。 
マダガスカル会社関連資料集にはコワニェの調査報告書85も所収されている。55 ページ
に渡る長文で、内容は、鉱物資源や農産資源資源に関する調査結果の他、マダガスカルの
人々の風習や信仰、奴隷、労働賃金などにも及んでいる。報告書に「17 日（論者注：1863
年 11 月 17 日）、私は蒸気船マスカレーニュに乗船し、同月 22 日にレユニオン島のサン・
ドゥニに到着した（拙訳）」86と記されており、コワニェのマダガスカルの調査は、1863
（文久 3）年 11 月 17 日までであったことがわかる。また、報告書最後に「パリ、1864
年 3 月 1 日。マダガスカル会社の技師、コワニェ」87と記されていることから、フランス
1864（元治元）年 3 月にはフランスに帰国していたことがわかる。 
次に、「パリ地理学会会報」に寄稿した報告文を見てみる。1867（慶應 3）年の 9 月と
10 月の 2 回に渡って掲載され、前半は 43 ページ、後半は 50 ページからなる。内容は、
会社に提出した報告文の一部を修正した原稿の他、旅程と 1864 年 8 月 1 日から 11 月 15
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日までの天候記録表が掲載されている。この天候記録表は、毎日の天候と計測場所（海抜）、
1 日 3～8 回に分けて計測した気温や湿度、風向などが記されている。 
次は報告文の冒頭部分である。 
 
1862 年にラダマ 2 世はランベール氏に、マダガスカルの全ての空き領土およびそ
こにある鉱山の採掘権を譲渡したことは知られている。マダガスカル会社は、フラン
ス政府の援助を得て、金融界・財界人らを筆頭にしてパリで設立された。マダガスカ
ルへの派遣人員は、各部署の 3 名の代表、博物学医師、販売代理人、副技師、養蚕家、
写真家などである。派遣人員は、マダガスカルの北西海岸部、北東海岸部、エミルヌ
地方の開発を行った。私は、エミルヌ地方を担当し、アンブル岬とアントンジル岬の
間で、海岸から島の中央山脈までの全てを受け持った会社の長は、デュプレ氏で、か
れは、海軍大佐であり、アフリカの東海岸部の海軍施設の司令官である。 
1863 年 5 月 19 日、我々はマルセイユを発ち、同月 29 日、スエズで我々のために
長く停泊していたフリゲート艦レルミオンヌに乗船した。6 月 30 日、モーリシャス島
のルイ港に到着した際、ラダマ王の訃報に接した。翌日、レユニオン島のサン・ドゥ
ニに赴き、デュプレ司令官から送られた公用文書へのマダガスカルのオヴァ地区統治
自治体からの回答を 7 月末まで待った。（拙訳）                                         
（「マダガスカル島北東海岸部の調査旅行」88） 
 
マダガスカルへの派遣について、オジエの弔辞と同窓会長の報告文に「ラダマ王 1 世の
もとに派遣」89と記されていたために、従来、マダガスカル王の「ラダマ 1 世」だとされ
てきた（表 1 参照）。しかし、ラダマ 1 世90は、1828（文政 11）年に死去しているため不
可能である。当時のマダガスカルの情勢は次のとおりとなる。 
1810（文化 7）年よりメリナ91の王位、すなわちマダガスカル王に即位していたラダマ
１世は、ヨーロッパの国に植民地化を避けるために西欧化政策を推し進めてきた。しかし、
没後、第一夫人がラナヴァルナ 1 世92として王位を継承すると、キリスト教を弾圧するな
ど、ヨーロッパ排除政策を取り、マダガスカルを半鎖国状態にした。1861（文久元）年、
ラナヴァルナ 1 世が死去し、ラダマ 2 世93として即位したラナヴァルナ 1 世の息子ラクト
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ゥ・ラダマは、自由交易を再開し、宗教の自由を認めると共に、ヨーロッパ化推進政策に
変更した。当時のフランス皇帝ナポレオン 3 世94は、アジアやアフリカを文明化するため
の植民地化政策に力を入れていた。そのような時、ナポレオンは、ラダマ 2 世と以前より
懇意にしていたフランス国籍の貿易商ジョゼフ・ランベール95を通してマダガスカルの資
源開発のために国土を自由に使用する権利を獲得し、「マダガスカル会社」を設立したので
ある。このようにフランスらと積極的に条約を締結し、急激にヨーロッパ化を推し進めた
ラダマ 2 世は、閣僚らに不安と不信感を抱かせ、1863（文久 3）年 5 月、欧化反対派に暗
殺された。 
以上の歴史的経緯から、コワニェが派遣されたのは、ラダマ 1 世のもとではなく、コワ
ニェが報告書の中で記しているように、「ラダマ 2 世」のもとであった。コワニェらはマ
ダガスカル島に到着する前に立ち寄ったフランス領レユニオン島でラダマ 2 世の暗殺につ
いて聞いた。マダガスカル入国の許可を得るために、レユニオン島に 1 か月間の待機を余
儀なくされ、マダガスカルに入れたのは 1863（文久 3）年 8 月 1 日であった。コワニェは
炭層などの地下資源の調査を任務とされていたが、開発されていない山塊の中を長時間歩
くのは過酷であったようだ。その上、地元の政府がコワニェらの滞在の目的について尋ね
てきたり、山に入ることを抑制したりしてきて、調査は容易には進められなかった。コワ
ニェは、自分の職業を技師と言えば拒まれるだろうと考え、職業名は明かしていなかった、
と記している。 
このように悪い条件の中でも調査を進めてきたコワニェであるが、ラダマ 2 世暗殺後、
メリナ王国はイギリスなどの支持を得て国土自由使用権撤回をナポレオン 3 世に要求して
きた。フランスは賠償金 120 万円を条件にマダガスカル会社を閉鎖することにした96。そ
れにより、開発の中断と帰国を強いられた。コワニェは「太政類典」の自身の履歴書に「好
業績をあげたため勲章を受章するところであったが、内乱で受賞できなかった」と記し、
遺憾 の意が見てとれるが、コワニェの功績は十分人に評価されていたと考えられる。論者
はそのことがわかる記述をいくつか見つけた。例えば、パリ地理学会名誉会長のアルフレ
ッド・グランディディエは、1878（明治 11）年のパリ万国博覧会の際に作成した報告書
『地理学と天文学の地図と装置に関する報告書』97において「マダガスカル島について、
地質学の観点からまだほとんど研究されていない。1863 年（中略）コワニェ氏がアンゴン
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シーにおいて北東海岸の土質の成分に関する情報を発表している（拙訳）」98「（論者注：
気象学の面では）マダガスカルに関して、1863 年 8 月から 11 月にコワニェ氏がおこなっ
た観察の記録しかこれまでに残っていない。（拙訳）」99とマダガスカルに関する数少ない
調査においてコワニェの調査はその代表となることを表している。また、「パリ地理学会学
会誌」において、コワニェの報告文について次のように評している。 
 
 （前略）フランシス
マ マ
・コワニェ氏は、ランベール氏がラダマ 2 世より譲り受けた領土
開発に参加するよう要請を受け、マダガスカルの北東海岸部を訪れた。ここは、西海
岸部よりは知られていても、まだまだ探検する価値があります。コワニェ氏は、アン
ゴンシー地方をくまなく回り、地質や農産物、住人の風習、その地方の行政組織につ
いて貴重な細かい情報を我々に提供してくれた。彼の報告文の最後には、1863（文久
3）年 8 月から 11 月までに実施された気象観察の表が掲載されている。アフリカ南部
の気候について研究する際に有益に活用されることは間違いない。コワニェ氏は現在
日本にいて素晴らしい職についている。これで、彼が現在いる日本に関する実践的で
有用な情報を送ってくれることを期待できるでしょう。                                       
（「パリ地理学会会報」、拙訳100） 
 
コワニェのマダガスカルに関する調査結果は人々に情報提供するだけでなく、その後の
研究者にも貢献したと考えられる。 
コワニェは、1863（文久 3）年 11 月 17 日にマダガスカルから引き揚げ、22 日にレユ
ニオン島に着いた。翌年の 1864（文久 4）年 1 月の前半にフランスに帰国し101、既述のと
おり、その約 2 カ月後の 3 月 1 日、パリで報告書を作成・提出した。パリ地理学会の議事
録102によると、コワニェは、1864（文久 4）年 1 月 22 日の会議でコワニェの入会希望の
意志が伝えられ、翌 2 月 5 日の会議で、入会が承認されている。コワニェは、マダガスカ
ルでの調査で地理学にも関心を持ち、また調査結果の発表を目的に、フランス帰国直後に
地理学会への入会志望したのではないかと考えられる。これまでコワニェのこの時期の地
理学会入会が理解できなかったが、本調査によりその理由と目的が見えてきた。 
 マダガスカルから帰国して約半年後の 1864（元治元）年 7 月頃、コワニェは再びフラ
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ンス政府の命を受けて、金銀銅などの鉱山探索の学術調査隊としてメキシコの科学委員会
配属技師となり、カリフォルニア・ネバダに赴いた。マダガスカルでの活躍が認められ、
声が掛かったのであろう。この度のメキシコ派遣の歴史的背景はつぎのとおりである。 
ナポレオン 3 世は、1861（文久元）年にメキシコの大統領に就任したベニード・フアレ
スから、内乱による財政困難のため、外国債の利息支払いの一時停止を声明した。それに対し、ナポ
レオンは、債権国であるイギリスとスペインと共に武力制裁を取ることにした。イギリスとス
ペインは 1862（文久 2）年 4 月には撤退したが、フランスは進軍を続けた。これは、ナポ
レオンが、メキシコ北西の豊かな資源の利用を欲し、メキシコを占領する野望を持ってい
たからである。フランス軍は 1863（文久 3）年 6 月 10 日に首都メキシコシティを占拠し、
翌年の 1864（元治元）年 6 月、ナポレオン３世は、メキシコにメキシコ帝国を樹立させ、
皇帝にはオーストリアのハプスブルク家のマクシミリアンを即位させた。これを契機にコ
ワニェら技師らは、鉱物資源の調査と開発のために、メキシコに派遣されたのであろう103。 
 論者は、当時パリで年 1 回発行されていた化学雑誌「科学と工業年鑑」所収「1864 年
から 1867 年までのカリフォルニアとメキシコの山岳地形開発」104という記事を見つけた。
その冒頭部分を次に挙げる。 
 
  1864 年、「メキシコ科学委員会(Commission scientifique du Mexique)」の名義で、
公教育省大臣によってギユマン‐タライールに委任された任務は、北アメリカの北緯
41 度から 19 度の地域を地質学と鉱物学の観点から探査し、記録することを目的とし
た。（拙訳）105 
          
 フランス政府派遣の科学調査団で派遣期間や場所も同じことから、コワニェがメキシコ
に赴任したのは、この調査団の一員としてであったと考えられる。報告書によると、アン
ティル諸島とパナマを経由してまずカリフォルニアに着いた。最初の数か月は、アメリカ
に滞在し、ネバダ州の銀生産施設やオースティン、オーロラなどの数々の鉱山を視察した。
その年の冬と翌年の春は、カリフォルニアの複数の鉱山を回った。その後、メキシコに入
り、1865（元治 2）年から 1867（慶應 3）年まで、メキシコの全域の地質と地形調査を行
った。別の政府機関発行の鉱山関連誌「鉱山年報（Annales des Mines 106）には、「メキ
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シコ科学調査団技師」としてコワニェによる「ニュー・アルマデンの水銀鉱脈、カリフォ
ルニアのニュー・アルマデン鉱山に関する報告書」107が掲載されている。そこには、1864
（元治元）年 11 月から 1865（元治 2）年 1 月までの調査結果が記されており、上記雑誌
の記載事項を裏付けすることができる。なお、この「鉱山年報」は、当時、主に行政の機
関で働く ingenieur de l’État（官庁技師）向けの会報であった。ingénieur civil（土木工
学技師）のコワニェではあったが報告文が掲載されるということは、政府派遣技師として
成果をあげていたことを示すものだと言える。 
1866（慶應 2）年 5 月 31 日、北部国境地帯に退いたメキシコ前大統領のフアレス政権
が、南北戦争の終わったアメリカの援助を受けての徹底抗戦を続けたため、フランス軍は
撤兵を開始した。これに応じ、科学調査団もフランスへ引き上げを余儀なくされた。「太政
類典」に記さているコワニェによる略歴に「仏国の命を受け、金銀銅などの鉱山探索の学
術調査隊として、カリフォルニア、ネバダ、メキシコに赴く。この時再び勲章を受章する
ところであったが、メキシコの戦乱勃発のため受賞できず」と、2 度目の叙勲失敗へのコ
ワニェの落胆が表されている。しかし、この二つの挫折した海外調査の苦しい経験が、日
本での調査と鉱山開発を成功に導いたものであることに間違いない。 
 以上が、論者による調査の結果判明したコワニェの鉱山学校卒業から来日までのコワニ
ェの動静である。論者による調査結果と【表 1】とを比較すると、後者の情報は不十分で
あり、さらに実施年が異なっていたり、赴任した国名の順番が間違っていたり、ミスが目
立つ不完全な内容であったことが明らかになった。以下がその比較表である。誤りと判明
した情報については網かけをする。 
 
 【表 3】比較表  
調査結果と【表 1】の比較表 （網掛けは、誤りと判明した箇所） 
 【表２】のまとめ 
【表１】 
コワニェによる記述 
『太政類典』 
（1870.1.14 作成) 
オジエによる弔辞『同窓
会会報』21 号 
（1902 年 12 月 15 日掲載） 
同窓会長による紹介
『同窓会会報』21 号 
（1902年 12月 15日掲載） 
1853 鉱山学校入学 
1853-1857（5 年間） 
南フランスの銀鉛鉱山の
技師 
 ヴィアラの銀鉛鉱山が
振り出し 
 
↓ 
 
1854  
1855 鉱山学校卒業 
1856 ロゼール県、ヴィアラ 1856-1860 
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1857 銀鉛鉱山坑師 1857-1858 
スペイン北部石炭・亜鉛鉱
山の技師長 
 
鉱山技師として、フラン
ス→アルジェリア→ス
ペインにおいて実務に
携わる。 
スペインにしばらく 
滞在 
 
↓ 
 
アルジェリア、トレム
ソンのガール・ルーダ
ン鉱山で 2 年間勤務 
1858 
1858-1860 
アルジェリアの銀鉛銅鉱
山の技師長 
1859 
スペイン、サンタンデ
ール地方、トレアヴェ
ガ鉱山主任鉱山師 
1860 
サン‐テチエンヌに戻
る 
1860-1861 
仏政政府派遣、マダガスカ
ル島鉱山開発会社の技師
長 
（好業績だったため勲章
を授与されるところであ
ったが、内乱のため受賞で
きず） 
アルジェリア、オラン
地方、トレムサン内の
ガール・ルーバン鉱
山・精錬工場技師  
1861 
1861-1862 
フランス、アルヴァール製
鉄所の局長 
記載なし 
1862 
イゼール県、アルヴァ
ール鉱山・溶鉱炉技師 1862-1867 
仏国の命を受け、金銀銅な
どの鉱山探索の学術調査
隊として、カリフォルニ
ア、ネバダ、メキシコに赴
く。 
（この時再び勲章を受章
するところであったが、メ
キシコの戦乱勃発のため
受賞できず） 
1862、フランス政府がマ
ダガスカルの王、ラダマ
1 世のもとに派遣した公
式の大科学探検隊に参
加（ラダマ王の急逝によ
り所期の成果を遂げる
ことなく中断） 
     ↓ 
数年間、カリフォルニア
の金鉱脈探査 
     ↓ 
フランス政府派遣によ
るメキシコ探検 
1862 初旬、フランス政
府がマダガスカル王ラ
ダマ１世の許に派遣し
た大科学探検隊に参
加。 
     ↓ 
マダガスカルから帰国
直後より数年間、カリ
フォルニアの金鉱探検 
     ↓ 
政府の命によりメキシ
コ探検の任務に就く。 
1863 
マダガスカルの科学調
査会社配属の技師 
1864 
│ 
1866 
メキシコの科学会社に
配属の技師 
1867 
サンテティエンヌの武
器製造業、ゴーシェの
技師 
薩摩藩お雇い技師 
日本政府お雇い技師 
生野銀山技師長 
1867-1877（10 年間） 
日本政府に奉職 
1867 のパリ万国博覧会
の後、10 年間、開国直
後の日本政府の招聘・雇
用により、日本国有の鉱
山の全事業の技師長と
して 10 年間雇用され
る。 
日本政府による招聘 
10 年間帝国鉱山主任技
師として勤務 
1868 
│ 
1876 
1877 
リヨン、サン・モリス
通り居住 
  
 
 
 
 
 
健康状態が優れず、ま
ずリヨンに隠退 
     ↓ 
イゼール県にある所有
地に住む 
     ↓ 
最後にサンテティエン
ヌに移る。 
1878 
リヨン、サン・ジョゼ
フ通り居住 
1888 
イゼール県、トゥーヴ
ェ地方、ラ・テラス居
住 
1899 
サンテティエンヌ、ミ
シュレ通り居住 
1902 永眠 
 
永眠 永眠 
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第５節 コワニェの動向に関する新情報 
 
１．来日直前のコワニェに関する新情報 
コワニェは、1867（慶應 3）年に来日したことは前章で考察した通りであるが、これま
でその直前の行動については不明であった。オジエの弔辞や同窓会長の報告文により、メ
キシコへの赴任役務終了後、直ちに来日したと考えられていた。しかし、実際はこの推定
とは異なっていたことが今回の調査で明らかとなった。本章第 4 節１の【表 2】が示すよ
うに、コワニェは「鉱業協会」に 1867（慶應 3）年の 1 月から 7 月まで、Ingénieur chez 
M.Gaucher, armurier à Saint-Etienne（サンテティエンヌの武器製造業者のゴーシェ会社
の技師）と申告している。すなわち、コワニェは前年の 1866（慶応 2）年にフランスに帰
国し、サンテティエンヌに今も存在するゴーシェという武器製造会社に技師として勤めて
いたのである。サンテティエンヌは既述の通り、嘗てより武器製造が盛んな町で、市内に
戦争や狩猟用の武器製造会社が点在していた。ゴーシェ会社はその内の一つで、1834(天
保５)年に猟銃の製造・販売会社として誕生した108。 
第 3 章で言及したように、コワニェは 2 人兄妹であった。コワニェより一つ年下の妹エ
リザベートの婚姻証書109を調べると、エリザベートはゴーシェ家に嫁いでいたことがわか
った。妹の婚姻証書により、妹とその夫についての詳細を知ることができる。 
妹の名はエリザベート110、1838（天保 9）年 2 月 25 日生まれの無職であった。夫の名
はジャン・ゴーシェ111、1834（天保 5）年 2 月 19 日生まれで、父親の死後ゴーシェ会社
を引き継いだ。二人が結婚したのは、1858（安政 5）年 7 月 19 日であった。コワニェは
立会人として同席し、証人のサインをしている。コワニェはこの頃、ロゼール県で働いて
いた時期で、まだフランスにいた時期だったので、妹の結婚にも立ち会うことができたよ
うである。婚姻証書にはコワニェについても記載がある。「サンテティエンヌ在住、21 歳、
新婦の兄、民間技師」と記録されている。 
この「ゴーシェ」の名は、本章第 4 節 1 の【表 2】が示すように、パリ地理学会の会員
リストにもコワニェの連絡先として記されている。1864（元治元）年の入会時は、コワニ
ェはメキシコにいたが、「在サンテティエンヌ、ゴーシェ氏の武器工場の技師」という肩書
で登録している。その後の滞日期間中もこの肩書は変更しておらず、コワニェは、次の仕
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事が見つかるまでの間は義理の弟の会社で技師として働き、海外に出ている間の連絡先は
義理の兄弟の会社気付にしていたと推測される。   
この他、ゴーシェの名は、コワニェの友人ポール・オジエ112がコワニェに宛てた書簡の
中においても見ることができる。矢島祐利による「コワネ文書について─鉱山技師コワネ
とオジエの新資料」113には 16 通の日本からフランス帰国後のコワニェに宛てたオジエの
書簡が和訳・解説付きで収録されている。その内 3 通の手紙の末尾に「さよなら、奥さん
とシスレー家へよろしく、ゴーシェへも」114（1877 年 12 月 1 日付）「君の兄（弟）さん
ゴーシェ（中略）へもよろしく」115（1878 年 1 月 12 日付）、「君の義弟ゴーシェ氏へも私
のことを忘れないように」116（1879 年 6 月 20 日付）と、ゴーシェの名が記されている。
コワニェと義理の弟との親密さや友人にも紹介できる仲であったことがわかる。しかし、
矢島は、コワニェの兄か弟のどちらで訳すべきか迷っていることから、ゴーシェについて
は調べられなかったようである。 
従来、コワニェに関する研究において、ゴーシェについて全く触れられてこなかった。
本研究により、ゴーシェは、コワニェにとって非常に近い存在の親族であり、コワニェの
動向を理解する上でも重要な存在であったことが判明した。コワニェとゴーシェとの結び
つきは、これまでサンテティエンヌの工業史や歴史研究家にも知られていなかった。この
発見は、「鉱業と武器というサンテティエンヌが誇る二大工業の専門家である二人の姻戚関
係の発見は、サンテティエンヌの歴史研究に厚みを持たせるものである」と、武器製造業
ほか同市の産業を研究しているサンテティエンヌ芸術・産業博物館の学芸員117や同じく鉱
業について研究しているサンテティエンヌ鉱山博物館の学芸員118から高い評価を受けた。 
 
２．滞日中のコワニェと外国商館 
滞日中のコワニェの身分あるいは肩書は、本章第 4 節１の【表２】に記載したように、
「鉱業協会会報」に記されている。それによると、コワニェは 1867（慶應 3）年 7 月頃、
「ゴーシェ会社の技師」から「薩摩の大将閣下の技師」へと所属先の変更届を出している。
メキシコから帰仏後約半年の間に日本行きを決めたようである。正確な来日時期は明らか
ではないが、フランスから日本までの旅程を考えると、日本到着は 10 月頃であろう。コ
ワニェはまず Ingénieur de Sa Majesté le Taïshiou de Satsouma（薩摩の大将閣下の技師）
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として薩摩藩に従事し、翌年の 1868（慶應 4）年から帰国する 1877 年まで、Ingénieur en 
chef des mines du Mikado（帝の鉱山技師長）として日本政府に雇用された。「鉱業協会会
報」の会員リストには、当時の連絡先も記載されていた。それは次のとおりとなる。 
 
①1867（慶應 3）年～1868（慶應 4）年： 
Ingénieur de Sa Majesté le Taïshiou de Satsouma（薩摩の大将閣下の技師）,  
care of M. Kawaminami agent of S.M- Nagasaki（Voie de Suez） 
  ②1868(明治元)年～1875(明治 8)年： 
Ingénieur en chef des mines du Mikado（帝の鉱山技師長）, 
aux soins de MM. Wachtels Groos et Co, Kobé (Japon) 
  ③1876（明治 9）年～帰国まで 
Ingénieur en chef des mines de Sa Majesté le Mikado（帝閣下の鉱山技師長）,  
aux soins de M. M. Van Oordt, n∘ 101, Kobé-Hiago (Japon)     
 
上記連絡先には、いずれもフランス語で « aux soins de »または英語で « care of »と記さ
れおり、「気付」つまり郵便物の送り先を表している。 
①は、「Voie de Suez」（スエズ航路）（論者注：運河は 1869 年 2 月に開通）と書かれて
いることから、長崎の貿易商だと考えられるが、まだ調べはついていない。 
②と③は、当時、開港場に作られた外国人居留地内の外国商館に入っていた外国商社で
ある。日本政府は、1858（安政５）年のアメリカやフランスなど欧米５ヵ国との条約によ
り、開港場である江戸、横浜、長崎、函館、神戸、大阪などに外国人の居留および交易す
る場として外国人居留地を設置した。神戸と大阪は京都に近いこともあり、攘夷気分が強
く、開港は 1868（慶應 4）年であった。これらの居留地は、1899（明治 32）年の条約改
正で撤収された。幕末から昭和戦前期にかけて、横浜・香港などの開港場で発行された在
日外国人・機関の名簿である「ジャパン・ディレクトリー」119を調べると、この 2 社につ
いての記述があり、そこから 2 社に関する情報を得ることができる。 
②の Wachtels Groos は、もともと長崎に住むオランダの商人であった Wachtels 氏が
1868 年に Groos 氏と組んで長崎に設立した会社で、オーストリアの蒸気船会社と取引を
76 
 
した他、1869 年のスエズ運河開通後は、スエズ運河の代理店（agent for Suez canal）に
もなった。1868 年に神戸が開港すると、神戸居留地 90 番地にも支店を開いた。この時に
コワニェと何らかの接点を持ち、コワニェの窓口として関係を結んだと思われる。 
一方、③の Van Oordt は、横浜居留地 12 番にあるオランダ・インド洋海上火災保険会
社とサマラング海上火災保険の代理店をしていた。1871 年頃より神戸居留地 101 番に支
店を設けた。 
第 1 章で取り上げた長崎到着時のコワニェからヴェルニーに宛てた手紙の最後にも「気
付」として次のように書かれている。 
 
Coignet, ingénieur aux soins de Mr Ortmans, Negt à Nagasaki – Japon 
 
『ジャパン・ディレクトリー』120によると、Ortmans は、②の Wachtels Groos et Co.
の社員であった。1868 年の  The chronicle&Directory for China, Japan, & The 
Philippines 所収 « The Nagasaki Directory »には、Wachtels Groos et Co.会社のメンバ
ーとして、H. P. M. Wachtels および J. Henry Groos と B. A. Ortmans の 3 名が記されて
いる。当時、外国からの郵便物を受け取るのは容易ではなかっため、郵便私書箱として居
留地の外国企業に依頼していたと思われる。当時、外国人の日本国内の移動や取引は日本
政府によって制限されていた。上記 2 つの会社がどちらも海運・海外貿易会社であること
から、推測の域を超えないが、コワニェは郵便物だけでなく、日本では手に入りにくい西
欧の食料品や衣服などの物資の運送・調達を依頼していたとも考えられる。 
 これらの情報は、当時のお雇外国人と外国商館との付き合いの一端を知る手がかりとな
るものである。 
 
３．婚姻と日本からの一時帰国 
石川は『日本鉱物資源に関する覚書』の「生野銀山建設記」の中で、コワニェの生野到
着について次のように書いている。 
 
  コワニェ夫妻と若い坑夫の三人の仏蘭西人が（中略）生野銀山領に乗り込んで来た
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のは、正午を大分過ぎてからだった。（中略）オールバックに、鼻下から顎にかけて
赤い髯の密生した、二重瞼のコワニェは、マドロスパイプを片手に、少々疲れた様
子で、出迎えの役人に会釈しながらも、厳しい表情で、奥まった書院に導かれて入
った。つづくコワニェ夫人は、小柄な色の白い体軀を黒っぽい服に包んで、襟の広
いボンネットを着たまま、にこやかに笑いながらも、これに従った121。 
 
この記述からこれまで、コワニェは来日する前に既にフランスで婚姻をし、夫人同伴で
来日したと考えられてきた。しかし、フランスでの戸籍関連史料調査の一環で、コワニェ
の婚姻届を調べた際に、この情報は誤りだったことが判明した。 
コワニェは、1872（明治 5）年 3 月 4 日の 8 時にリヨンの市役所に婚姻届122を提出した。  
その際の記録には、コワニェについて次のように書かれている。 
 
リヨン市民であるコワニェは、モンプレジール地区のクロワ・モルレ通りに住む土木
技師である。1837 年 3 月 10 日にロワール県、サンテティエンヌに生まれた。父は、
ジャン・マリー・コワニェ（1849 年 4 月 10 日にサンテティエンヌに於いて死亡）、
母は、アントワネット・レオクルー（1855 年 1 月 7 日にサンテティエンヌに於いて
死亡）である123（拙訳）。 
  
続いて夫人について次のように記載されている。 
 
  リヨン市民であるマリー・エリザ・オクタヴィ・シスレーは小学校教員で、モンプレ
ジール地区 8 区のサン・モリス通り 1 番地に両親と同居している。1844 年 12 月 6 日、
リヨンの 3 区ギヨティエールで生まれた。父はジャン・フランソワ・アンリー・シス
レー、母は、ルイーズ・ソフィー・オクタヴィ・ソーヴトンである124（拙訳）。 
 
マリーの父親ジャン125は、リヨンで植物の研究や品種改良を行い、その成果を様々な園
芸・農業雑誌に発表してヨーロッパの園芸界に多大な影響を与えた著名な園芸家であった。
英語ができたジャンは、フランスだけでなく、イギリスやアメリカの雑誌にも投稿し、ま
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たその記事が翻訳されてヨーロッパ諸国の雑誌にも掲載され、1870 年代、ジャンの記事や
名前が掲載されていない号はないほどであった。その雑誌は、Revue horticole, Journal 
des Roses, Cultivateur, Lyon horticole, Nord-Est agricole et horticole, Journal de 
l’agriculture, Journal d’agriculture pratique, Garden, Gardener’s chronicle, American 
agriculturist など多数に及ぶ。これらを精査すると、ジャンが亡くなった際、多くの雑誌
が彼の死を知らせる記事と経歴を肖像写真と共に大きな紙面を取って掲載していた126。こ
れにより生前の彼の園芸界への貢献度を窺い知ることができる。 
園芸雑誌に記載されているジャンの紹介文とジャンの婚姻および死亡証書を調べると、
マリーの家系の詳細が見えてくる。マリーの家系はオランダ人であった。父ジャンは、オ
ランダの港町フリシンゲン出身で、両親127と共にフランスに渡り、パリで育った。20 歳か
らリヨンで絹織物商を営み、1832 年 11 月 22 日にリヨン在住のルイーズ・ソフィーとリ
ヨンで結婚した。ルイーズの父親128はリヨン（ロワイヤル通り）の医師であった。マリー
誕生から 4 年後の 1848 年、ジャンはフランスに帰化している。58 歳まで絹織物商を続け
たジャンは、その後、園芸家に転向し、リヨン郊外のモンプレジールの自分の庭で植物の
研究・育種に専念した。ジャンには 7 人の子供がいた。マリーは上から 5 番目の子供で次
女であった129。さらに父親の家系を辿っていくと、ジャンの母親の姉妹、つまりマリーの
大伯父がオランダのフランドル絵画の巨匠と呼ばれる画家ヤン・フランス・ファン・ダー
ル130であることがわかった。彼の作品は、花や果物の静物画で有名で、ルーヴル美術館に
も 3 点所蔵されている。 
このようにシスレー家はオランダ出身であるが、リヨンにもシスレー家が存在するため、
これまでの研究者はシスレー家について「リヨンの名家のひとつであるシスレー家」（澤, 
1981）131とか「リヨン市のシスレイ家出身」（杉浦, 1992）132などと、マリーの家系を調
査することなく、誤って解釈し論じてきた。 
さて、コワニェとマリーが結婚した 1872（明治 5）年 3 月 4 日は、まだコワニェが生野
在勤中であった。この前年のことを工部省鉱山助朝倉盛明は、1876（明治 9）年 4 月に作
成した報告書「但馬国生野鉱山ノ景況」133に次のように記している。 
 
 （論者注：明治 4 年）五月在阪民部省ヨリ大器械建設幷ニ洋人雇増ノ允許到ル故ニ此
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器械購求ヨリ装置ノ業応用ノ職工幷ニ坑夫雇入等悉皆「コワニー」負担（中略）九月
「コワニー」此役ヲ以テヨーロッパニ発航セリ134 
 
この記録から、コワニェは、生野銀山のための機械購入や坑夫人選の目的で、1871（明
治 4）年 9 月に日本を発ち、フランスに一時帰国をしていたことがわかる。そして、一時
帰国した折にマリー夫人の家族が住むリヨンで婚姻届を提出し、正式に結婚したのであっ
た。一時帰国から日本に戻ってきた日については、公的な記録は残っていないが、澤護の
調査135により、当時横浜で発行されていた英字新聞 The Japan weekly mail の 1872 年（明
治 5）9 月 21 日号136の«Passengers»の欄において、香港から来た Volga 号の乗船客として
«Mr.and Mrs. Coigne and servant maid»という記録が見つかっている。Coignet の名の綴
りのミスがあるもののこれはコワニェ夫妻を指すと判断すると、コワニェの一時帰国は、
1871（明治 4）年 9 月頃から 1872（明治 5）年 8 月までの約 1 年間ということになる137。
澤は研究論文「フランシスク・コワニェ─「外国人雇入鑑」と「太政類典」からの考察─」
の中でこの一時帰国について、「コワニェがまかされた医師や技師の選択と機械類の発注だ
けにしては長期間すぎ、それらの事柄だけのことであれば手紙で依頼するだけで十分だっ
たので、もう少し別の理由があったような気がしてならない。（中略）しかし、コワニェが
この時期にどうしても帰国しなければならなかった理由を考えると、身内のものの不幸と
か婚姻といった面があげられる。（中略）コワニェが慶應 3 年 11 月に鹿児島に来日した折
には夫人を伴っていたとされるだけに、別の原因を追究しなければならない」138と疑問を
抱いていたが、論者の調査により一時帰国の目的の一つは婚姻であったと疑問は解明され
た。 
コワニェとマリー夫人の婚姻証書の最後には、公証人としてコワニェの叔父、マリー夫
人の両親と兄 2 人、そして、サンテティエンヌ在住の技師、41 歳のポール・オジエの名前
とサインが残されている。オジエは、両親 2 人が他界していたコワニェの親族の代わり、
または後見人として参列したのであろうが、ここにもコワニェとオジエとの信頼関係の厚
さを見ることが出来る。 
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４．オジエとの親交から見る帰国後のコワニェ 
コワニェとオジエとの親交は様々な場面で知ることが出来る。前述（本節 2）の「コワ
ネ文書」に収録されたオジエがコワニェに宛てた 16 通の書簡および第 1 章で論じたオジ
エ宛てのコワニェの書簡は、コワニェとオジエが頻繁に手紙のやりとりをする親友関係で
あったことを示す。また、鉱業協会会報や同窓会会報からも相互に影響を与えあった関係
であったことを読み取ることができる。 
まず、「鉱業協会会報」によると、サンテティエンヌ鉱山学校卒業後、コワニェが 1859
（安政 6）年にスペインに赴任するとオジエも翌年の 1860（安政 7）年から約 2 年半それ
まで勤めていたフランス国内の鉱山 (Mines de Languin, près Nort, Loire-Inférueyre) 
を辞してスペインの鉱山(Ingénieur aux mines de Carbayin, par Ovidedo et Pola de 
Siero)に移った。1860（安政 7）年には、コワニェが 2 回、オジエが 1 回、報告書139を投
稿している。 
コワニェが日本で働くようになると、オジエはコワニェを金銭面で補佐した。例えば、
「コワネ文書」の附録として付けられた「コワネ対オジエ貸借表」140を見るとわかる。次
がその抜粋である。 
 
1874 年 4 月 25 日  小瓶（複数）代および送料、パリのジョントへ支払い 
1875 年 5 月     アデン・コーヒー4 袋代、リュニョーへ支払 
1875 年       洋服二着分サンテティエンヌのプリヨンとシャナンへ支払 
1875 年       メモワール・ジャポンと地図 100 部代、グランデュリへ支払 
1876 年       日本政府の計算書 F につき支払（ゴーシェ氏方にて 10362.90
受取るべきところ自分は 10000 しか受取らぬ） 
1876 年 5 月 20 日  サント・アミカル（論者注：サンテティエンヌ鉱山学校同窓会）
会費 74，75、76 年コワネ分 
 
オジエはフランスにおいて、金銭面のみならず物資の調達、運送まで請け負っていた。
その内容は、鉱山用機器・物資だけでなく、日常生活品や私的な会費納入などもオジエに
依頼していたことが各種資料から読み取れる。 
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さらに興味深いのは、地図の印刷である。本章第 1 節で言及した 1874（明治 7）年執筆
のコワニェの報告書 « Notes sur la richesse minérale du Japon » に « Carte de l’empire 
du Japon »（日本帝国地図）という日本全土の鉱山が描かれた附図がある。これはパリ鉱
山学校やフランス国立工業奨励協会の図書館などで閲覧可能である。そこには採掘される
鉱物の種類が記号を変えて描かれている他、コワニェが最初に着いた長崎の湾に周辺につ
いては、左上に拡大して詳細に記されている。この地図は大判で、別冊の図版集に収録さ
れており、石川準吉の『日本鉱物資源に関する覚書』には収録されていないため、日本で
はあまり知られていない。石川は著書の中で「受け取ったこれらの資料を丸写しにしても
らって、原本は、いずれも（中略）返送してしまった。「思い出の日本地図」と、原著の図
解の部分等は、青写真にでも撮りたいと思いながら、ついにそのまま返送してしまった」141
と記述している。石川の言う「思い出の日本地図」がこの「日本帝国地図」であり、オジ
エが立替払いをした「メモワール・ジャポンと地図 100 部」であると考えられる。コワニ
ェは報告書と地図を鉱業協会に提出する前に、オジエに原稿を送り、印刷の斡旋協力を頼
んだとみられる。 
オジエはこの他、コワニェの依頼により鉱山技師の求人、雇用に至るまでを任されるこ
とがあったことが「太政類典」の調査でわかった。以下の引用は機械技師としてサンテテ
ィエンヌで採用されたリュスタンベルゼと日本政府との間で交わされた「定約書」の最後
の部分である。オジエはコワニェの契約代行として雇用契約書に署名をしている。 
 
千八百七十四年第四月廿五日佛國サンテ、チエンス」ニ於テ致契約候也 
コアニー代 
ヲジエー 
ゼヲゼフ、リユスタンベルゼー 
                  （「太政類典」1874（明治 7）年 8 月 28 日）142 
 
このように、フランスにおいてコワニェをサポートしてきたオジエであったが、1877（明
治 10）年にコワニェが日本から帰国し、翌年よりコワニェの斡旋で、オジエが日本に赴任
すると、今度はコワニェがオジエを補佐した。その様子がわかる箇所をコワニェ宛のオジ
エの書簡から分類して抜粋してみる。 
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1．斡旋・紹介 
ここ（論者注：横浜）に着いて君の手紙をジュバン氏宅にて見た、氏は友人の友人と
して私を厚くもてなしてくれた。（中略）君がフランス領事館へ託しておいた封書の一
つを受け取った。                （1877 年 7 月 25 日、横浜）143 
領事館で私宛の君の封書を受け取った。それと引換に君の署名のある契約書を置いて
来た。                     （1877 年 8 月 10 日、東京）144 
2．金銭面 
金をフランスヘ送るにはいつも為替相場がわるい。当地では七月か九月がいいとみて
いる。(中略)。大事なことは私の出発のとき立替てくれた七千フランに対してこの二
月までで十二パーセントの利子を君のために獲得したので君は満足するだろう。 
                     （1878 年 5 月 31 日、山ケ野金山）145 
私の弟が私の出発以来君に四千フランにつき六パーセントの利子を払うはずになって
いたが、彼が知らせてこないのでどうなっているのか皆目わからない。（中略）君が大
きな財産を失うまでそれに気がつかなかった。          
（1879 年 1 月 26 日、山ケ野）146 
 
 3．物品購入・支払・運送  
  送ってくれた実験室[用品]が届いていた。     （1879 年 6 月 20 日、東京）147 
  君が立替えてくれた金の利子の二パーセントの差額について、私は不本意ながらそれ
を日本人に請求する気分にならなかったことを白状する。だが君は少しも損をするこ
とはないだろう。私がリヨンへ着いたらすべての清算勘定をしよう。 
                         （1880 年 9 月 12 日、鹿児島）148 
 4．助言 
  カリフォルニアでは主にヴァージニア、ゴールド・ヒル、グラス・ヴァリーで勉強し、
金鉱床の開発をおこなった。これらの各地ではすべてが驚くほど進んでいるので、こ
れからの私の仕事の助けになるだろう。いろいろの点で真に新しい処理法はないが、
アメリカの砕鉱機はすぐれていて人手を減らすのにひつようである、またネヴァダで
はすべての機械が非常に完備している。（中略）ワット氏は私をよくもてなしてくれた、
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フォレ氏は君のことを喜んで私に話したが、ギーユマン氏には会えなかった。 
                          （1877 年 7 月 25 日、横浜）149 
君の貴重なまた詳細な意見が私に取るべき方向を示している。私は全部それに従おう。 
                         （1877 年 9 月 6 日、横浜）150 
 
以上のように、コワニェはオジエに、まず日本に行く道中に、自分が調査した経験のあ
るカリフォルニアに立ち寄り、アメリカの機械や開発の様子を見るように助言し、現地の
知人を紹介していた。アメリカ経由で日本に行く資金はコワニェが立替えた。オジエの雇
用契約書にはコワニェが保証人としてサインをし、オジエにそれを託した。また、日本で
の仕事や生活にも不自由しないように、前もって知人や政府機関に手紙を送る配慮も行っ
ていた。一方、コワニェは身銭を切って高額の鉱山用実験機器を購入し、日本のオジエに
送っていた。為替レートの都合で、日本からの送金が遅れたため、コワニェは財産を切り
崩しながらもオジエをサポートした。 
オジエは滞日中、鉱山開発の参考にするため、時に生野を訪れていた。生野見学後、オ
ジエはコワニェに次のように手紙151を綴っている。 
                           
私はまた生野へ行かなくては済まされない、あれはほんとによい仕事だ、君はあそこ
で立派な仕事をした、よくやった、お世辞じゃないよ。日本の功労者一覧表に君を忘
れているのは正当ではない。この不可解な誤りを改めたいものだ。カリフォルニアの
設備はむろん立派だ。しかし生野以外でそれに価するものを見たことがない。（中略）
生野でわれわれは何度も君のことを話した。（中略）みんな君のことをほんとに残念が
っている。君は世界のこの小さな一隅によい思い出を残していった。 
（1877 年 10 月 20 日、江戸）152 
 
帰仏後のコワニェから日本のオジエ宛ての書簡は見つかっていないが、オジエの書簡か
ら二人の親密な協力関係と友情を推し測ることが出来る。 
帰国後のコワニェは、長年患っているリュウマチがさらに悪化し、健康状態は芳しくな
くかった。帰国した 1877（明治 10）年から 1888（明治 21）年中旬までマリー夫人の実
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家があるリヨンに約 10 年間暮らし、1888（明治 21）年から 1899（明治 22）年までスイ
スとの国境近くのイゼール県ラ・テラスで静養した。その後、1899（明治 22）年から亡
くなる 1902（明治 35）年までコワニェの故郷サンテティエンヌに暮らした。この間、コ
ワニェに関する情報は従来あまりなく、これまでの研究論文では言及されていないが、コ
ワニェは再度、鉱山関連の事業に関わりたいと再就職先を探したようだ。それは、「コワネ
文書」に収録されているオジエが鉱山関係者へ送ったコワニェの推薦書状やフランスの鉱
山関係者からコワェに宛てた 15 通の書簡から読み取ることができる。15 通の書簡の日付
は 1890（明治 23）年 8 月 4 日から同年 8 月 8 日となっており、この時期、コワニェは自
分を売り込む手紙を関係者にまとめて同時期に送ったと考えられる。しかし、いずれの書
簡もコワニェからの申し入れを断る内容となっており、その理由の多くは、年齢や健康上
の理由からであった。結局、フランス帰国後のコワニェは就職するこはできなかったが、
鉱山に関する情熱は持ち続け、「鉱業協会会報」には、金を含む水晶の加工についてやデー
タを収集した統計情報に関する記事を 7 回投稿している。 
コワニェが帰国した当時のフランスでは、1867（慶應 3）年のパリ万博への日本参加以
降、日本への関心が高まり、コワニェの帰国当時空前の日本語ブームが巻き起こっていた。
帰国した翌年の 1878（明治 11）年にリヨンで開催された「地方東洋学者会議（リヨン会
期）」に、コワニェは、「日本愛好家、帝の鉱山技師」として参加している。コワニェはま
た、この会議の役員にも就任している。会員リストを見ると、会長は後にパリにギメ博物
館を開館するエミール・ギメ（フランス政府派遣極東使節団員、リヨン学士院会員）、名誉
会員にレオン・ド・ロニー（パリ東洋原語学校教員）、その他、オーギュスト・エノン(医
師、日本愛好家、元生野銀山お雇い外国人)、レオンス・ヴェルニー（横須賀造船所技師・
日本愛好家）153などの名が見られる。リヨン周辺地方における日本に関わった人や日本愛
好家の交流を見ることができる。 
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48  Pierre Cayez, et Serge Chassagne, Les patrons du second empire, Lyon et le 
Lyonnais (Paris, Picard/Edtions Cenomane, 2007) 、Bernadette Angleraud, et 
Catherine Pellissier, Les dynasies lyonnaises des Morin-pons aux Mérieux du XIXe 
siècle à nos jours (Paris, Perrin, 2003)、Jean-Pierre Gutton, Les Lyonnais dans 
l’histoire (Toulouse, Privat, 1985)、Dominique Barjet (sous la direction de), Les 
entrepreneurs du second empire (Paris, Presses de l’Université de Paris-Sorbonne, 
2003)などにジャン・フランソワ・コワニェとその家族についての記載がある。 
49 原語：L’Hôtel-Dieu。 
50 原語：L’Ecole de la Martinière、化学・科学・技術教育に特化した名門校 
51 原語：Gaspard-Alphonse Dupasquier 
52 原語：Saint-Rambert, dans la vallée de la Saône 
53 原語：La Guillotière, rue Sainte-Anne de Baradan au hameau de la Villette. 
54 原語：Société François Coignet, Père et Fils 
55 ジャン・ジャック・フランソワ・コワニェ(Jean Jacques François Coignet , 1855-1947)
理工科学校卒。鉱山技師の資格を持つ。1911 から 11 年間、リヨン商工会議所会頭を務
めた。 
56 原語：Alphonse Gaspard Dupasquier (né à Chessy, Rhône)  
57 原語：Laurent-Auguste Dupasquier 
58 原語：Louis、妻 Hélène Erhard、子供 Marie, Joseph Paul, Victor Emile Louis, Pauline 
Alexandrine。 
59 原語：Etienne (Stéphane)、妻 Pauline-Jeanne Bizot、子供 Hélène Louise, Jean, 
Alice-Marie, Berthe-Marie。 
60 原語：Emma、夫 Alexandre Glénard、子供 Frantz, Camille。 
61 金光男「お雇い外国人地質学者の来日経緯（２）仏人鉱山地質学者コワニエ」『地学教
育と科学運動』60 号、2009 年、p. 42。 
62 ルイ・アントワーヌ・ボニエ (Louis-Antoine Beaunier, 1779‐1835) イル＝ド＝フラ
ンス地方ムラン出身。パリ鉱山学校卒。鉱山士、冶金工学と鉄道の先駆者。 
63 マルク・スガン (Marc Seguin, 1786-1875) アルデシュ県アノネ出身。フランスの技師、
吊り橋 や水管式蒸気機関の発明者。母親は熱気球発明者モンゴルフィエ兄弟の姪。 
サンテチエンヌ・リヨン間の鉄道については、ミッシェル・コット、小林一郎「1815
年から 35 年間のマルク・スガンにおける技術革新と技術移転について」（『土木史研究』
第 15 号、1995 年）を参照。 
64 原語：Marc Seguin 
65 原文：Coignet (Jean François) 
Né à St. Etienne (Loire) le 10 Mars 1857. 
  Admis comme élève titulaire, par M le Ministre des Travaux Publics, à la date du 21 
8bre 1853. S’adresser pour affaires le concernant à Madame Ve Coignet, rue du Puy 
(chez Mr Réocreux) à St. Etienne (Loire). 
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66 コワニェは 2 人兄妹であった。 
67 原文：Elisabeth Coignet, sans profession, née en cette ville le vingt cinq février mil 
huit cent trente huit, fille mineure et légitime de feux Jean-Marie Coignet et 
Antoinette Réocreux, décédés, autres lieux aux dates les dix avril mil huit cent 
quarante neuf et sept janvier mil huit cent cinquante-cinq, procédant du 
consentement de M. Etienne Réocreux, ici présent, son ayant ?, propriétaire à St 
Etienne, avec lequel elle demeure, impasse Pa?sson 7. 
68 エマニュエル・ルイ・グルネ (Emmanuel-loui Gruner, 1809‐1883)スイス・ベルン出
身、冶金学と地質学を専門とするフランスの技師。パリ理工科学校卒業後、フランスに
帰化、パリ鉱山学校主席入学。サンテティエンヌ鉱山学校には、1835 年から 1847 年
まで教授として、1852 年から 1858 年まで校長として勤めた。 
69 因みに、コワニェのために弔辞を読んだポール・オジエは発会時から入会し、逝去する
1908 年まで会員登録をしている。 
70 石川準吉『日本鉱物資源に関する覚書─生野銀山建設記─』産業経済新聞社、1957 年、
pp. 170-177。 
71 石川の書では「鉱業協会彙報」と訳しているが、本論文では「鉱業協会会報」と訳す。 
72 « Bulletin de la Société de l’industrie minérale » のこと。本論文では「鉱業協会会報」
と呼ぶ。 
73 野沢秀樹「地学発展の鏡としての地理学雑誌」『地学雑誌』108 号、東京地学協会、1999
年、pp. 663-672。 
74 Bulletin de la Société de géographie, janvier-février (1864), Paris, p. 15.  
75 1900 年から La Géographie（『地理』）と名称が変わり、1940 年に発行休止となった。
1947 年、Acta Geographica（『地理学雑誌』）（年 3 回）が創刊し、2001 年から La 
Géographie、2008 年からは La GéoGraphie と名称が変わった。 
76 会報発行が 3 か月に 1 回であることから、リスト作成日から 3 か月前までの 3 か月間の
いずれかとなり、実際の日より 1～2 か月のずれが生じる可能性はある。 
77 « Description des principaux ateliers de préparation mécanique es bords de la meuse 
et de la Prusse Rhénane », Bulletin de la Société de géographie, décembre (1860), 
Paris, pp. 117-178. / Ibid. , juillet (1861), Paris, pp. 471-531.  
78 « Note sur les fours à grand tirage empolyés dans le midi de l’Espagne pour la fonte 
de quelques minérais plombeux », Bulletin de la Société de l’industrie minérale, 
Tome VII., août (1862), Paris, pp. 493-516. 
79  « Rapport de M. Coignet, ingénieur sur la côte nord-est », Documents sur la 
Compagnie de Madagascar présédés d’une notice historique, Paris, 1867, p. 140. 
原文：M. Coignet, ingénieur sorti de l’École des mines de Saint-Étienne, et employyé 
depuis cette époque à de nombreux voyages de cherches en France, en Espagne, en 
Belgique, dans la Prusse rhénane, la Saxe et l’Algérie, et en dernier lieu directeur 
des hauts fourneaux des usines d’Allevard (Isère). 
80 Paul de Richemont (par les soins de), Documents sur la Compagnie de Madagascar 
présédés d’une notice historique, Paris, 1867. 
81 « Excursion sur la côte nord-est de l’île de Madagascar », Bulletin de la Société de 
Géographie, septembre, 1867, pp. 253- 295 と Ibid., octobre, 1867, pp. 334-383. 
82 Paul de Richemont (par les soins de), Documents sur la Compagnie de Madagascar 
présédés d’une notice historique, Paris, 1867. , pp. 247-248. 
83 マダガスカル北東部の地名。 
84 Paul de Richemont (par les soins de), Documents sur la Compagnie de Madagascar 
présédés d’une notice historique, Paris, 1867, pp. 247-248. 
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原文：                                            Paris, le 16 mars 1863.  
 
       M. Coinget, ingénieur, chef de la section de Vohémar. 
 
     Monsieur, au moment où la mission d’exploration va quitter la France, je tiens à 
préciser la nature des recherches, des observations et des travaux que la 
Compagnie a confiés, sur ma proposition, à votre intelligence et à votre 
dévouement.  
     Le centre de vos opérations sera Vohémar. 
     Votre personnel se composera de M. Aumont, d’un médecin qui s’adjoindra à la 
mission à la Réunion, de quatre mineurs, de quatre charpentiers bûcherons, d’un 
forgeron également pris à la Réunion et d’un interprète Malgache pris à Tamatave. 
Tous ces agents seront placés sous vos ordres. 
     D’après les renseignements fournis par M. Lambert, j’ai estimé que le personnel 
d’indigènes qui vous serait nécessaire serait de 60 hommes (...). Ce nombre de 60 
doit être suffisant pour vous transporter, vous, vos tentes et le bagage. 
85  « Rapport de M. Coignet, ingénieur sur la côte nord-est », Documents sur la 
Compagnie de Madagascar présédés d’une notice historique, septembre, Paris, 1867, 
pp. 264- 318. 
86 Ibid. , p. 267. 
原文：Le 17, je m’embarquai sur le bateau à vapeur le Mascareignes et j’arrivai à 
Saint-Denys de la Réunion le 22 du même mois. 
87 Ibid. , p. 318. 
88 F. Coignet : « Excursion sur la côte nord-est de l’Ile de Madagascar par F. Coignet 
Ingénieur civil des mines », Bulletin de la Société de géographie, septembre, 1867, 
pp. 253-254. 
 原文：On sait que dans le courant de l’année 1862, le roi Radama II donna à M. 
Lambert la concession de tous les terrains inoccupés de Madagascar ainsi que les 
mines qu’on pourrait y découvrir. Une compagnie d’exploration, à la tête de laquelle 
se trouvaient de grands financiers, fut organisée à Paris sous le patronage du 
gouvernement français. L’expédition se composait : de trois chefs de section, d’agent 
commerciaux, de médecins naturalistes, de sous-ingénieurs, d’un sériciculteur, de 
photographes, etc. ; elle devait explorer les côtes nord-ouest, nord-est et la provinces 
d’Émirne ; celle dont j’étais chargé comprenait tout l’espace situé entre le cap 
d’Ambre et la baie d’Antongil, depuis la côte jusqu’à la chaîne centrale de l’île. La 
direction de l’entreprise avait été confiée à M. Dupré, capitaine de vaisseau, 
commandant de la station navale des côtes orientales d’Afrique. 
    Partis de Marseille le 19 mai 1863, nous nous embarquâmes à Suez, le 29 du 
même mois, sur la frégate l’Hermione qui nous attendait depuis longtemps. A notre 
arrivée à Port Louis (île Maurice) le 30 juin, nous apprîmes la mort du roi Radama ; 
le lendemain nous étions à Saint-Denis (Réunion), où nous attendîmes jusqu’à la fin 
de juillet les réponses du gouvernement Ova (論者：Hova) aux dépêches envoyées 
par le commandant Dupré. 
89 Annuaire des Anciens Elèves de l’Ecole des Mines de Saint-Etienne de 1903, p. 81.
と Circulaire des Anciens Elèves de l’Ecole des Mines de Saint-Etienne, No.21, 15 
décembre 1902, p.8. 
原文：Le Gouvernement français envoya à Madagascar auprès du roi Radama 1er. 
90 原語 : Radama Ire (1793 ?‐1828). 
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91 メリナ王国(Merina) 1540 年から 1897 年にマダガスカルの大部分を支配していたメリ
ナ人の王国。フランスの占領により滅亡した。 
92 原語 : Ranavalona Ire (1788 ?‐1861). 
93 原語 : Radama II (1829/9/23‐1863/5/11). 
94 本名：Charles Louis-Napoléon Bonaparte (1808 年 4 月 20 日‐1873 年 1 月 9 日) 
95 原語 : Joseph Lambert (1824-1873)フランス・ナント出身。フランスの貿易家・冒険家。 
96 藤野幸雄『赤い島─物語マダガスカルの歴史』（彩流社、1997 年）と高知尾仁編『表象
としての旅』（東洋書林、2004 年、pp. 147-248）を参照。 
97 Alfred Grandidier, Les cartes et les appareils de géographie et de cosmographie, sur 
les cartes géologiques, et sur les ouvrages de météorologie et de statistique, Paris, 
1878. 
98 Alfred Grandidier, Les cartes et les appareils de géographie et de cosmographie, sur 
les cartes géologiques, et sur les ouvrages de météorologie et de statistique, Paris, 
1878, p. 489. 
原文：Madagascar.─L’île de Madagascar a été encore peu étudiée au point de vue 
géologique. En 1863, (...) M.Coignet a fourni des renseignements sur la constitution 
du sol de la côte nord-est à Angontsy. 
99 Alfred Grandidier, Les cartes et les appareils de géographie et de cosmographie, sur 
les cartes géologiques, et sur les ouvrages de météorologie et de statistique, Paris, 
1878, p. 552. 
原文：Pour l’île de Madagascar, nous n’avoins à citer que les tableaux d’observations 
s par M. Coignet d’août à novembre 1863. 
100 Bulletin de la Société de géographie, février-mars, Paris, 1868, p. 180. 
原文：(...) M. Francis Coignet, appelé en 1862 à participer, comme ingénieur, à 
l’exploration des terrains concédés à M. Lambert par Radama II, a visité la côte 
nord-est de Madagascar. Moins inconnue que la côte occidentale, elle est bien loin, 
cependat, de ne plus rien offrir aux recherches des voyageurs. M. F. Coignet a 
parcouru la province d’Angontsi, et nous a donné des détails précieux sur la géologie, 
sur les productions végétales, sur les mœurs des habitants et sur l’organisation 
gouvernementale du pays. Sa notice se termine par des tableaux d’observations 
météorologiques exécutées d’août à novembre 1863, et qui seront certainement 
consultées avec fruit par ceux qui auraient à étudier le climat de l’Afrique australe. 
C’est là encore un excellent travail qui nous permet d’espérer que notre collègue 
nous donnera sur le Japon, où il est en ce moment, des notions pratiques et utiles.  
101 F. Coignet : « Excursion sur la côte nord-est de l’Ile de Madagascar par F. Coignet 
Ingénieur civil des mines », Bulletin de la Société de géographie, septembre, 1867, p. 
259. 
102 Bulletin de la Société de géographie (février, Paris, 1864, pp. 151-152), Bulletin de 
la Société de géographie (mars, Paris, 1864, p. 225). 
103 増田義郎『物語ラテン・アメリカの歴史─未来の大陸』（中公新書、中央公論社、1998
年）と鹿島茂『怪帝ナポレオン III 世 第二帝政全史』（講談社、2004 年）を参照。 
104 Louis Figuier, « Exploration orographique des contrées mexicaines (Californie et 
Mexique) de 1864 à 1867 », L’Année scientifique et industrielle, Paris, Hachette, 
1869, pp. 340-343. 
105 Louis Figuier, « Exploration orographique des contrées mexicaines (Californie et 
Mexique) de 1864 à 1867 », L’Année scientifique et industrielle, Paris, Hachette, 
1869, p. 340. 
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  原文：La mission qui fut confiée à M. Guillemin-Tarayre, en 1864, par M. le Ministre 
de l’Instruction-publique, au nom de la Commission scientifique du Mexique, avait 
pour but de reconnaître et de décire, au point de vue géologique et minnéralogique, 
les gisements minéraux dont les contrées de l’Amérique du Nord comprises entre le 
41e et le 19e degré de latitude nord offrent des exemples si multipliés. 
106 1794 年に発足したフランス政府機関 l’Agence des mines が発刊した工業・鉱業技術や
地理学・鉱業経済に特化したフランスの科学・技術雑誌。フランス政府機関当初の名は
Journal des Mines で、1815 年より Annales des Mines と改名。1950 年頃までは、著
者の多くは、行政機関や重工業で働く鉱山技師であった。 
107 Gisement du mercure de New-Almaden. Rapport sur les mines de New-Almaden 
(Californie), Journal des Mines, Tome IX, 1866, pp. 561-603. 
108 Armes de chasse de la boulette fulminante à la percussion centrale, collection 
musée d’Art et d’industrie Saint-Étienne (Musée d’Art et d’industrie, ville de 
Saint-Étienne, 2008)およびサンテティエンヌ芸術・産業博物館学芸員 Eric Perrin 氏
のご教授による。 
109 原文：L’an mil huit cent cinquante huit, le dix-neuf juillet deux heures et demie, par 
devant nous, adjoint et Officier de l’Etat civil de la ville de St Etienne (Loire), ont 
publiquement comparu, Jean gaucher, fabricant d’armurerie à St Etienne (né le) le 
dix-neuf février mil huit cent trente quatre, fils majeur et légitime de feu Antoine 
Gaucher, décédé autre lieu le cinq décembre mil huit cent quarante sept, époux de 
Marie Charbonier, ménagère demeurant rue Violette, ici présente et consentante, et 
Elisabeth Coignet, sans profession, née en cette ville le vingt cinq février mil huit 
cent trente huit, fille mineure et légitime de feux Jean-Marie Coignet et Antoinette 
Réocreux, décédés, autres lieux aux dates les dix avril mil huit cent quarante neuf 
et sept janvier mil huit cent cinquante-cinq, procédant du consentement de M. 
Etienne Réocreux, ici présent, son ayant ?, propriétaire à St Etienne, avec lequel 
elle demeure, impasse Pa?sson 7, sur l’interpellation que vous avons faite en vertu 
de la Loi du dix juillet 1850, les futurs époux ont déclaré que le contrat de leur 
mariage a été passé devant Me Testenoire, notaire à St Etienne, le dix-sept de ce 
mois, lesquels nous ont requis de procéder à la célébration du mariage projeté entre 
eux et dont les publications ont été faites et affichées de conformité à la loi, et sans 
opposition les vingt et vingt-sept juin dernier. Faisant droit à leur réquisition après 
avoir donné lecture des actes sus-datés et du chapitre six du Code Napoléon intitulé 
du Mariage, avons demandé aux futurs époux s’ils voulaient se prendre pour mari et 
femme, chacun d’eux ayant répondu séparément et affirmativement, déclarons au 
nom de la Loi, que lesdits Jean Gaucher et Elisabeth Coignet sont unis par le 
mariage, de tout quoi avons dressé et lu ledit acte en présence de Jean Réocreux, 
âgé de quarante-deux ans, négociant, de Louis Ducasse, âgé de vingt-quatre ans, 
négociant, et de François Coignet, vingt (et) un ans, ingénieur civil, frère de l’épouse 
demeurant en cette ville, et ont les comparants signé avec nous. 
110 原語：Elisabeth 
111 原語：Jean Gaucher 
112 第 1 章参照。 
113 矢島祐利「コワネ文書について 鉱山技師コワネとオジエの新資料」ユネスコ東アジ
ア文化研究センター、1970 年。これは、1969（昭和 44）年、古書展覧会で売り出され
ていたコワニェのフランス帰国後、来日していたオジエやフランス国内のコワニェの知
人からコワニェに宛てた書簡 31 通をユネスコ東アジア研究センターが購入し、それを
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当センターの研究員矢島祐利が翻刻したものである。 
114 矢島祐利「コワネ文書について 鉱山技師コワネとオジエの新資料」ユネスコ東アジ
ア文化研究センター、1970 年、p. 21。 
115 矢島祐利「コワネ文書について 鉱山技師コワネとオジエの新資料」ユネスコ東アジ
ア文化研究センター、1970 年、p. 25。 
116 Ibid. , p. 42. 
117 サンテティエンヌ芸術・産業博物館学芸員 Eric Perrin 氏。 
118 サンテティエンヌ鉱山学校学芸員 Jean-Paul Gaschignard 氏。 
119 ディレクトリーには、横浜、神戸、長崎で発行されたものと香港で発行されたものがあ
る。前者の代表的なものには « The Japan Herald Directory »や« The Japan Gazette 
Directory »（後に « The Japan Directory »と改組）、後者には « The China Directory »
や « The Chronicle＆Directory For China, Japan ＆ The Philippines »などがある。こ
れらの中に「日本の部」(Japan Directory)が含まれている。本論では、復刻版の『ジャ
パン・ディレクトリー 幕末明治在日外国人・機関名鑑』（第1巻・第2巻、ゆまに書房、
1996年）を参照した。 
120 « The Chronicle & Directory for China, Japan, & The Philippines, for the year 1868 », 
Hongkong, p. 254、『ジャパン・ディレクトリー 幕末明治在日外国人・機関名鑑』第1
巻、ゆまに書房、1996年所収。 
121「生野銀山建設記」は、石川が生家に伝わる日記や古文書などの文献と生野に残る古老
からの聴取を基に記したものである。 
122 サンテティエンヌ市立公文書館蔵。 
123  原文： le citoyen Coignet Jean-François, ingénieur civil, demeurant en cet 
arrondissement rue Croix-Morley (quartier de Monplaisir), né à St-Etienne (Loire) 
le dix Mars mil huit cent trente sept, majeur et fils légitime de défunt Jean-Marie 
Coignet, décédé à St-Etienne (Loire) le dix avril mil huit cent quarante-neuf, et de 
Dame Antoinette Réocreux, décédée au même lieu le sept janvier mil huit cent 
cinquante-cinq. 
124  la citoyenne Marie-Elisa-Octavie, Sisley, institutrice demeurant en la compagnie 
de ses père et mère au 8è arrondissement rue St Maurice N°1, (quartier de 
Monplaisir), née à la Guillotière, troisième arrondissement de Lyon, le six 
décembre mil huit cent quarante quatre, majeure et fille légitime de Mr Jean 
François Henry Sisley, propriétaire, et de Dame Louise, Sophie, Octavie, Sauveton, 
son épouse. 
125 Jean-François Henri Sisley (1804.6.15 ‐1891.1.12)  Cercle horticole lyonnais (リ
ヨン植物サークル・現 Association horticole lyonnaise)の立ち上げにも寄与し、本サー
クル発行の雑誌にはジャンによる多くの記事が掲載されている。  
126 例えば、 « Jean-François Sisley », Lyon-Horticole, Treisième Année, 1891, pp. 68-69.   
や « Nécrologie. ─ Mort de Jean Sisley », Journal des Roses, Tome XV, 1er février 
1991, p. 1.など 
127 父：Jean (John) Sisley、母：Marie Walerina。 
128 父：Gabriel-Marie Sauveton、母：Sophie Mouchon。 
129 Sophie Julie (1833), Emilie Louis Jean (1836), Jules Gabriel Jean (1838), Hippolyte 
(1842), Marie (1844), Léon (1847), Aline (1850)． 
130 Jan Frans van Dael ( Jean-François) (1764‐1840)、アントワープ出身。早い時期に
パリに渡り、パリで活躍した画家。パリのペール・ラシェーズ墓地に眠る。 
131 澤護「生野銀山のお雇いフランス人」『仏蘭西学研究』日本仏学史学会、1981 年、p. 14。 
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第３章 コワニェと生野銀山  
 
第１節 西洋機械の導入と横須賀製鉄所 
 
1864（明治元）年 10 月、日本政府は生野鉱山の調査のためにジャン・フランソワ・コ
ワニェを雇用し、生野銀山に派遣した。その際、コワニェと大阪外国官運上所との間で結
ばれた契約書「仏人コワニー雇入約定書」1には、給料や雇用期間などの雇用条件が記され
ている。コワニェは、約 1 ヶ月間の調査の後、調査報告書および提言書として「鑛山開發
ニ關スル佛人コワニー提議及ビ鑛山局上申書」2を作成し、これを鉱山局の評議を経て政府
に提出した。その内容は次のとおりである。 
 
 佛人コワニイ申立候覺（中略）土質家 壹人 坑鑿職 四人（中略） 
生野銀山中瀬金山共鑛石類試驗仕候處最早十分之金銀出候ニ相違無御座上は一時も早
く機械を設け本業ニ取掛り申度候得共右器械合式之直段ニて凡貳萬ドル程相掛り可申
夫よりハ日本ニて當時出來難き分二千ドル程御注文相成其外は不殘横濱横須賀にて製
造仕度左候得は機械損破仕候節も態々本國江不申遺候ても此地ニて出來可仕旁以御便
利と奉存候  
 前状申上候人員諸器械共本國江御注文相成候上は私儀も早々横濱表江罷越同所ニて出
來之直段其外共委細引合藷器械不殘圖面ニ引立（後略） 
           
コワニェは、生野銀山および中瀬金山において十分な金・銀が取れる可能性を見て、一
刻も早く機械や西洋人の専門家 4 人を導入して開発に取り掛かるべきだと強調している。
それに必要な経費を 2 万ドルと見積もりを出し、日本で製造できる機械類は横浜や横須賀
製鉄所で製造し、不可能なものは 2 万ドルの予算で海外に発注すべきであると提言してい
る。また、横浜または横須賀発注の器械については、自分で図面を作成し、直々に横浜に
出向いて説明をするとも言っている。 
このコワニェの提言については、『工部省沿革報告』にも記録が残されている。 
 
 明治二年正月二日此ヨリ先（中略）採礦ニ必需スル器械ヲ我ガ佛蘭西國ニ購買請フ其
允准證ヲ下付セヨ我レ本國政府ニ申報シ速ニ之ヲ處辨セン且ツ土質學家一名鑿坑夫四
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名ヲ雇用セン頃日生野鑛器機ヲ設置シ以テ工業ニ從事スヘシ而シテ器械準備ヲ充分ナ
ラシメント欲セハ價直貳万弗ヲ要スヘシ其各種中日本職工ノ製造シ得サルモノ貳万弗
許ニ當ル器械ヲ仏蘭西國ニ購買シソノ他ハ横濱横須賀製鐡所ヲシテ製造圖式並ニ概計
書ヲ具上セン3     
 
このように、コワニェは、金銀鉱開発用の機械や作業の迅速化および人件費削減のため
の採掘・選鉱・製錬用の最新鋭の機械を国内や海外から購入することを政府に求めた。そ
れと同時に専門の技術者や坑夫も必要と考え、フランス人技師の雇用を政府に懇請した。            
この上申は認められ、まず機械の発注が行われた。機械類は、「（前略）「コハニー」當山
に据設スヘキ器械幷溶鉱爐ノ圖ヲ製シテ（中略）之ヲ横須賀製鉄所ニ送致シテ該器械ヲ製
造セシム。中ニ就テ該所ノ製造シ能ハサルモノハ之ヲ外國ニ委嘱シテ製造セシム」4と、コ
ワニェが上申書に書いていたとおり、作成した設計図を横須賀製鉄所5に送り、そこで製造
できないものはフランスやアメリカなどの海外に注文した6。フランスはオジエに、アメリ
カはかつて調査に赴いた際に知り合った友人に頼って取引したと考えられる。 
お雇いフランス人についても、1869（明治 2）年 3 月 25 日の「鑛山開發ニ關スル佛人
コワニー應接書」7において、「御雇之土質家壹人は在阪佛國コンシフル方江私一人同居鑛
夫四人は川口夷人止宿所定吉方江止宿之積」と記録されていることから、5 人のお雇いフ
ランス人雇用が承認され、すぐに受け入れの準備をし始めていたことがわかる。 
横須賀製鉄所の所長は、幕末より雇用されていたフランス人技師レオンス・ヴェルニー
8であった。論者はサンテティエンヌで、同市在住のレオンス・ヴェルニーの子孫と面会し
た。彼と共にロワール県立公文書館を訪れた際に発掘した 2 通のコワニェの書簡のうちの
1 通が、ヴェルニーに宛てた書簡であった9。この書簡は、近年までその子孫が保管してい
たが、最近、サンテティエンヌ市内にあるサンテティエンヌ公文書館に、他の史料ととも
に寄贈した。ヴェルニー宛てのコワニェの書簡は、1868（明治元）年 12 月 30 日に、横浜
から送られている。この新出資料全文（拙訳）を下に紹介する10。 
 
                              横浜、1868年12月30日 
  ヴェルニー氏へ 
 
Ortmans氏に宛てたあなたの手紙とあなたの切符(論者注：原語はbillet、日本語訳不確
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か)を受け取ったところです。Ortmans氏宛ての手紙については、私が神戸に着き次第、
Ortmans氏の住所に届くようにします。 
あなたとヴェルニー夫人に新年のお祝いを申し上げるのを今日まで待っていたのです
が、私の風邪の状況についてもご報告することになるとは思っていませんでした。風邪は
随分と良くなりました。私の健康を気遣っていただき、あなたとヴェルニー夫人に感謝し
ます。私の体調不良によってご心配をお掛けしましたことをお許し下さい。私の横浜への
最初の旅を思い出す時には、あなた方から受けた温かい歓待を思い出すことでしょう。 
天候が悪く、江戸へ行って鉱山担当の役人に会うことができませんでした。大阪に戻った
ら、私が開発することになる鉱山の仕事に必要な物について鉱山司11から寺島に手紙を書
くようお願いするつもりです。 
私が必要としている□□□□□（判読不可）を１か月以内にあなたに送ることができる
と思います。この件について横須賀製鉄所担当の役人と話す機会があるかもしれないとお
っしゃっておられましたが、そうした機会が実際にあった場合には、結果をお知らせ下さ
いますようお願いいたします。 
                                                                コワニェ J.F 
   Aux soins de M.M. Wachtels & Co à Kobé  
                   
コワニェは、書簡の中で「私が開発することになる鉱山」とこれから生野銀山の開発に携わ
ることを記している。この書簡の作成日が、コワニェが政府に上申した時期と同時期なので、
恐らく上申が採択されて、コワニェは、機械発注のために横須賀製鉄所に行ったと考えらえ
る。この時、ヴェルニーの家でヴェルニー夫妻によって歓待され、親交を深めたようであ
る。 
この書簡から、コワニェは、鉱山開発に必要な道具や器具などを記した書状をヴェルニー
に送って依頼し、横浜に滞在しながら機械発注の際は横須賀製鉄所に足を運んでいたこと
がわかる。また、時に鉱山司の役人と直接対話するために江戸まで赴いていたことも読み取れ
る。生野からでは江戸までは距離があり、うまく政府の役人に会えないこともあり、ヴェルニ
ーに伝言を頼むなどしていたようだ。コワニェは自分より以前に来日していた先輩ヴェルニー
に頼っていたと推測される。 
この書簡は、生野赴任直後のコワニェの動静の一端や、他の機関のお雇いフランス人との交
97 
 
流、生野銀山と横須賀製鉄所との関係を知ることができる興味深い史料である。 
この時にコワニェが注文した機械については、横須賀の方に記録が残っている。 
 
 （論者注：明治二年）六月二十一日製鐡所ハ曩ニ生野鑛山司ノ囑托ニ應ジテ製造シタ
ル採鑛機械數十種ヲ米國郵船ニ搭載シテ神戸港ニ送ル此日鑛山司改役豊田兵十郎チボ
ヂーニ面晤シテ竣工機械ノ授受ヲ了シ且更ニ大小諸器具八百種ノ製造ヲ依賴セリ   
（下線は論者による。以下同様とする）        （『横須賀海軍船廠史』）12 
 
コワニェが横須賀製鉄所に注文した機械は、採鉱用の機械 10 種類であった。完成は、
注文してから 6 カ月後の 1869（明治２）年 6 月であった。6 月 21 日に機械はアメリカの
郵船で神戸港まで運ばれ、生野に届けられた。この記録から、生野側は、この機械を受け
取るや否や、更に大小 800 種類もの器具の製造を新たに依頼したことがわかる。 
そして、翌年 1870（明治 3）年の 1 月、「（論者注：明治三年）一月横須賀製鐵所ニ委嘱
製造セシメタル鑛山ニ資用スヘキ溶鉱炉付属機械落成ス」13と、発注していた溶鉱炉が落
成した。さらに、前年の 1869（明治 2）年 6 月に注文した 800 種類の器具も「（論者注：
明治三年）三月八日製鐡所ハ鑛山司ニ通信シテ生野鑛山用ノ諸機械悉皆其製造ヲ了シテ二
月中既ニ同地ニ送付シタルヲ告ゲ且製造費額洋貨八千九百四十三弗七十三仙ノ交付ヲ要求
セリ」14と、1870（明治３）年 1 月に完成し、2 月に生野に運ばれた。金額は約 9 千ドル
であった。 
こうして横須賀に注文した小機械や器具が届き始め、作業の能率が上がった。次は、こ
の当時の生野鉱山の鉱物別取れ高と収入額である。1869（明治 2）度に比べ、翌年は急に
生産量、収入額がアップしている。機会と人員の導入の効果の表れと思われる。 
 
生野鉱山出鉱種類の総計と代価表⑴ 
年 度 
鉱 種 
代 価 
純 金 純 銀  銅 
明治 2 年 10 月～同 3 年 9 月 61.62 オンス 282.47 オンス 0 1,590.620 円 
明治 3 年 10 月～同 4 年 9 月 2,852.16 オンス 13,899.88 オンス 0 74,592.080 円 
 （『工部省沿革報告』より）15 
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このように利益が出るようになると、生野刷新に強い使命感を抱いていたコワニェは、
更なる効果を望み、1871（明治 4）年、フランスからの大機械の購入やそれを使いこなせ
るフランス人の専門家の雇用を政府に願い出た。 
 
曩ニ試驗セル小機械製楝ノ利益ヲ得タルヲ以テ器械ヲ拾倍シ、坑夫職工ヲ增員スル（中
略）生野鑛山ニ用フルノ大器械ヲ佛國ヨリ購ヒ來リ並ニ其器械ヲ運用スヘキ職夫拾名
ヲモ雇使スヘシ                     （「工部省沿革報告」）16 
 
朝倉盛明の「生野銀山行業ノ景況」によると、1871 年（明治 4）年 5 月に大機械の建設
及び西洋人増員の許可が下りた。第 2 章第 5 節３項で一部取り上げたが、該当箇所全文を
下に記す。 
 
（論者注：明治 4 年）五月在阪民部省ヨリ大器械建設幷ニ洋人雇増ノ允許到ル故ニ此
器械購求ヨリ装置ノ業応用ノ職工幷ニ坑夫雇入等悉皆「コワニー」負担ノ費目概算ス
レハ洋銀［原本 6 字分アキ］内横須賀造船所ニテ製造スルヘキ器械ノ代価ヲ除キ残洋
銀六万五千枚ヲ折半シ三万二千五百ヲ同氏ニ貸与シ残余ノ金位ハ両度ニ逓送スヘキニ
約シ九月「コワニー」此役ヲ以テヨーロッパニ発航セリ17 
 
機械購入も西洋人の人選も全て任されたコワニェは、フランスに一時帰国することとな
った。その際、政府より機械購入資金として金子の一部を預けられた。ここにもコワニェ
が政府から信頼を置かれていたことが窺える。なお、この横須賀造船所は、横須賀製鉄所
が拡張され 1871（明治 4）年に完成した当時唯一の官営造船所である18。従って、明治 4
年以降、記録には、「製鉄所」ではなく「造船所」と記されている。 
『横須賀海軍船廠史』には、コワニェの一時帰国出発 2 か月前の 1871（明治 4）年 7 月
に、横須賀から生野に機械鋸を届けた記録も残っている。 
 
（論者注：明治 4 年）七月、造船所ハ鋸機械一個及附属品一式ヲ生野鑛山掛ニ送付シ
且其用法ヲ教示スルガ為メ木挽職工二名ヲ二箇月間同地ニ出張セシム                                      
（『横須賀海軍船廠史』）19 
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この記録から、コワニェは、横須賀から機械を購入するだけでなく、その使用技術の指
導を受けるために職工 2 名を 2 か月間派遣してもらっていたことがわかる。当時の生野銀
山と横須賀製鉄所とのつながりがわかる。 
このような過程で、コワニェは機械を生野に導入していったが、中には「設置セル銀鉱
製錬ノ小器械ヲ運転試験セルニ動モスレハ破損ヲ生シ充分ノ結果ヲ得ス得失相償ハサリシ
ヲ以て曾テ之ヲ修理シ且ツ操業ニモ亦綃熟ス之ニ至テ製錬適度ヲ得漸ク利益ヲ得ルニ至レ
リ」20と、時に故障して修理を要することもあった。しかし、修理して、機械に慣れ、次
第に利益を上げていったようである。 
その後、明治 9 年 3 月に「三拾貮樽ノ製鑛器五年議決ノ大器誡ノ一設置」し、同年 5 月
23 日「新設セル大器誡落成」し、生野銀山開発の大計画は終了した。      
以上のように、コワニェは紆余曲折しながらも、明治政府からの理解を得て、自分の希
望通りの機械を揃えていった。機械稼働に適した技師や職工をフランス又は国内から招聘
し、横須賀造船所からの協力も得ながら、コワニェが理想とする環境の中で生野鉱山開発
に取り組んだ。下の表のように、大器械落成の翌年には、これまでで最大の収穫と収益を
得た。 
 
生野鉱山出鉱種類の総計と代価表⑵ 
年 代 
 鉱 種 
代 価 
純 金 純 銀 銅 
明治 2 年 10 月～同 3 年 9 月   61.62 オンス    282.47 オンス 0   1,590.620 円 
明治 8 年 7 月～同 9 年 6 月 3,145.66 オンス 39,178.08 オンス 0 111,511.450 円 
明治 9 年 7 月～同 10 年 6 月 3,119.42 オンス 31,652.29 オンス 0 101,902.520円 
明治 10 年 7 月～同 11 年 6 月 7,620.23 オンス 65,521.81 オンス 0  241,215.050円 
                           （『工部省沿革報告』より）21 
 
大量の機械や人員を投入することによって生産量は大幅に増大したが、機械購入費や人
件費を考えるとトータルの収益は不明である。 
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第２節 輸送手段の近代化  
 
１．馬車道建設 
1872（明治 5）年頃より、コワニェがフランスに発注していた大機械類が続々と生野に
届き始めた。機械だけでなく、それを稼働させるための資源である石炭や物資の搬入も急
増した。当時、貨物は神戸まで船で運ばれ、そこから道を使って生野まで運搬されていた。
また物品や諸物資は、飾磨港（現在の姫路港）まで運ばれ、姫路と生野を結ぶ播但街道を
通って生野まで運ばれた。しかし、神戸から生野までの道はまだ切り開かれておらず、播
但街道も、街道とは名ばかりで、狭く曲がりくねり凹凸があり粗悪であった。その上、生
野周辺の道路は急勾配の峠道であった。このような道路事情と搬入物の増加により、貨物
輸送の延滞と運搬費の増加が問題となってきた22。 
そこでコワニェと朝倉盛明は、運搬に掛かる費用や時間を削減するため、輸送手段の改
善を考えた。彼らは建築技術を専門とするフランス人技師に調査をさせ、改良案を出させ
た。「太政類典」および工部省の記録によると、そのために招聘されたのが建築家ジュール・
レスカス23と機械士ワイレンヤー・セセフトの 2 人であった。「工部省沿革報告」によると
レスカスは、1872（明治 5）年 3 月から同年 9 月まで生野に勤務した。その際の契約書は
残っていないため、詳細はわかっていないが、生野赴任前と赴任後の動静についてはいく
つか情報がある。一方、セセフトの方は、彼に関する記録も史料も全く残っていないため、
正式名も身元も生野在勤期間も不明である。 
レスカスの日本での動静については、澤護と西堀昭が生野のお雇いフランス人研究の中
で言及している24。レスカスは、1869（明治 2）年に来日、1871(明治 4)年神戸居留地で土
木・建築事務所を開設した。その後、明治政府に雇用されて、コワニェが一時帰国中の 1872
年（明治５）年 3 月から 9 月までの半年間、月給 300 円（当時の貨幣価値が現在の 4 万倍
とすると、1200 万円）もの高給で生野銀山に雇われた。レスカスの起用は、神戸居留地の
外国商館からの紹介の可能性が考えられる。レスカスは、生野滞在期間中、生野・飾磨間
の道を調査し、彼の案を付記した調査報告書「生野建築」を朝倉らに提出した。これは、
「太政類典」25の中に収められており、内容の詳細を見ることができる。 
レスカスの調査書「生野建築」によれば、レスカスはまず、生野から姫路まで流れる市
川の一部を掘割して、水運を一部利用することを試みたが、工事が難航し、経費が掛かる
ため見送った。次に、鉄道を敷設する案もあったが、生野・姫路間を鉄道で輸送するには
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建道コストが嵩むことなどの難点があった。その結果、第 3 案の生野・飾磨港間か生野・
神戸（三木経由）間の道路の築道が最良と判断した。その築道法としては当時ヨーロッパ
でよく採用されていた、スコットランド人のジャン・ロウドン・マカダム26が考案した舗
装法であるマカダム式舗装がよいと提案した。 
このマカダム式舗装とは、道の高さを水田から 60cm 上げ、そこに、あら石、小石、玉
砂利を順に敷き詰め、砂と水とを用いて専用機械（車輪を三輪車型に配置したローラー）
で路面を固めていく舗装方法である。レスカスは、調査書の中で、マカダム式の道路にす
ると、「道入口、或ハ回リ角、或ハ高低等嶮敷不相成様築造シ、車ノ類タヤスク往來シ、且
ハ蒸気車ニ引スル処ノ車、二ツ三ツ程宛ニテ運送可致様相成候ヘハ猶速ニ運送相弁シ候」
と説明し、「マカダム氏ノ道路運送ハ甚タ弁利ノ事ハ明白ナル」と、日本初のマカダム式を
強く推している。 
レスカスは、古道（従来の道）と新道（馬車道）の運搬費用を詳しく比較検討し、1 ト
ンの品を生野・飾磨港間約 50 ㎞の道程運ぶのに、古道では 17 円 29 銭、マカダム式道路
であれば 2 円と算出し、差し引き 15 円 29 銭の経費の節減になると見積った。また、道路
建設の固定費は必要であるが、日本はヨーロッパより人件費が格段安いため、総運搬費は
古道の運賃の半分にも満たないと、古道の運賃と比較して推奨した。 
調査書は、マカダム式の道路を採用すれば「衆庶ノ為ハ勿論兵卒等御送ノタメ其外ニモ
後利益不少事ト奉存候」と、人々のためにもまた兵隊をおくるのにも役に立つ上、いろい
ろ利益が上がるだろうと締めくくっている。  
一方、ワイレンヤー・セセフトは「生野鉱山建設」（1872（明治５）年 7 月 1 日付）と
題した調査書を提出した。ワイレンヤー・セセフトは、調査書「生野鉱山建設」（1872（明
治５）年 7 月 1 日作成）と題した調査書には、生野から尾形（現在の市川町にある）まで
の道路をマカダム式にするために必要な石の量、作業内容による人件費が算出されている。
街道の中で急な峠のところは、架橋して川を横切らせて緩やかにすることを提案し、架橋
のための費用も計上している。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
コワニェらは、これらを勘案し、レオン・シスレーを工事の責任者に任命することに決
めた。レスカスが算出した建設費用の 52,500 円の他、地所買上げ 24,684 円、家屋買上げ
1,200 円、シスレーの月給や役員手当など 10,000 円、計 88,384 円と計上した。これをま
ず大蔵省に具申して許可を得た後、調査書に生野・飾磨間の見込地図「生野及ヒ飾磨之間
新道見込之圖」27を添えて、政府に建設許可を願い出た。 
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この「生野及ヒ飾磨之間新道見込之圖」には右下に「生野千八百七十二年十二月廿四日
工師リヨン・シスレー記」と記載あり、1872（明治 5）年 12 月 24 日レオン・シスレーが
作成した生野から飾磨港まで描かれた略図である。地名は日本語であるが、その上に記さ
れた方位線には、東西南北をそれぞれ E, O, S, N とフランス語の頭文字で書かれてあり、
フランス人が書いたことを示している。また、地図の右上には、線の太さと色を変えて、
「在來ノ道」「レスカス氏見込ノ線路」「見込ノ新線路」の三種の道が比較して書かれてあ
る。最後の「見込ノ新線路」として、地図上に赤線で強調して描かれているのが、シスレ
ーの案である。「工部省沿革報告」にはシスレーの赴任は 1873（明治 6）年 5 月となって
いるが、この地図から、シスレーはレスカスが生野を去った後の 1872（明治 5）年 9 月か
ら 12 月の間に来日したと思われる。この間に、シスレーは生野・飾磨間の道をレスカス
の案を基に調査し、馬になるべく負担が掛からないように、また馬車が滑らかに走行でき
るようになだらかな道を選び、峠はＳ字カーブを作り、急な坂をなくすことを考慮して、
レスカスの考えた行程を一部修正したと考える。それは、コスト削減のため、既存の街道
や一般道の修築を基本とした馬に優しい馬車道築道であったコワニェはそれを最終案とし、
シスレーを建設の責任者にすることに決めて政府に提出した。 
政府は 1873（明治 6）年 12 月 4 日、これを許可した。この経緯について、『工部省沿革
報告』には次のように記録されている。 
 
明治六年十二月四日此ヨリ先當支廳ヨリ播州飾磨津ニ至ル道路ハ鑛物ハ勿論百般ノ
需用品ヲ回輸スル最要ノ道路ナリ。而ルニ在來ノ線路ハ極テ狹隘且屈曲凸凹等アリ。
爲メニ其物品ノ輸出入不便ナルノミナラス運搬ニ多費ヲ要シ、鑛業ニ不利アルヲ以テ
馬車道ヲ新設スルヲ議決シテ之ヲ正院ニ稟議ス。（中略）道路築造ハ「レオン、シス
リー」ヲシテ擔セシム28 
 
レオン・シスレーについては 1873（明治 6）年 4 月 25 日『太政類典』29に詳細に記さ
れている。 
 
當省鑛山寮生野出張所ヨリ飾磨縣迄運輸便利の為メ新道築造ノ儀至急取掛不申候テハ
不相叶儀ニ付洋人一名御雇相成右事業為取扱申度候處幸鑛山師コアーニ儀弟シスリー
ト申者彼地へ罷り有在鑛山諸學并建築士熟達ノ者ニ付一ケ年間御雇入相成度尤月給其
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他ノ費用ハ同僚定額中ヨリ取賄可申候此段相伺候也 
 
この記録から、シスレーはコワニェの義弟であり、熟練した鉱
山士かつ建築士であり、1873（明治 6）年 4 月 25 日以前にすで
に生野に在住していたが、新道築道のために新たに雇用されたこ
とがわかる。 
 
この馬車道の工事の様子については、朝倉盛明の記録から読み取ることができる。 
 
  馬車道ハ行業日用ノ物品運輸ノ便ヲ謀リ生野本庁ヨリ播州飾磨津ニ至ル明治六年七月
始テ業ヲ起シ其年測量五分地平均二分ヲ営成ス後チ漸次業統ク其搆造搓様ハ山川ノ小
石経リ一寸計ナルヲ厚サ五六寸敷列ネ延長十二里十五丁明治八年八月ニ至リ概略土工
ヲ卒スルト雖トモ未タ全備ニ至ラサルヲ以テ一里毎ニ四人ノ人夫五十名ヲ置キ地味ニ
応シテ荒砂砕石ヲ圧込メ高低ヲ均シ塵泥ヲ掃ス或ハ溝渠ヲ通シ地方耕耘ノ害ヲ除キ川
流アル地ハ悉ク架橋ヲ完修ス            （『生野銀山行業ノ景況』）30 
 
 周りの農地に悪影響がないように配慮しながら、1 里ごとに 3 人の人夫、計 50 名を配置
し、土地に応じて砂や砂利を使用して固く平らな舗装道を造ったことがわかる。工事には
地元の人も駆り出されての大規模な工事だったと想像される。 
工事は 3 年がかりで行われ、1876（明治 9）年 4 月に完成した。この舗装方法は当時の
日本では始めての試みで、播磨に作られたこの馬車道は、本邦初の舗装道路であり、日本
で最初の「高速産業道路」と言われている31。掛かった費用はそれでも莫大で、現在の金
額に換算すると約 35 億円に相当する32。 
コワニェにとってこの馬車道建築は、生野鉱山開発に関わる重要なプロジェクトであっ
たため、生野鉱山開発の責任者として、信頼できかつ有能な義弟の起用に踏み切ったもの
と考えられる。コワニェ・シスレ ・ー朝倉の努力が結実して馬車道築道は大成功をおさめ、
生野・姫路間の輸送は円滑となって鉱山の生産高の増加や人々の快適な生活へと繋がって
いった。 
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２．新聞・教科書の中の馬車道 
このように長期間と多額の費用と人材を掛けて造られた馬車道に対して、人々の反応や
当時の様子を知るために、当時の新聞記事や書物を調査した。 
1876（明治 9）年 4 月、馬車道が完成すると、この馬車道は「生
野銀山道」や「生野鑛山寮馬車道」などと呼ばれていた。論者が
国立国会図書館で馬車道完成当時に発行された地図がないか調査
したところ、2 種の地図を見出した33。一つは、1877（明治 10）
年 10 年 4 月発行の兵庫県全土の地図『兵庫県管内全圖』（藤井忠
弘作）34で、ここには馬車道が専用の記号（縞入りの二重線）で
示されている。この地図は馬車道が地図に記載された最も早いもので、馬車道完成わずか
1 年後にも拘わらず、生野・姫路間の馬車道のルートが鮮明に描かれており、当時の人達
の関心の強さを示している。もう一つは姫路城周辺のカラー地図「播磨國姫路城市圖」（福
本虎蔵作）35で、姫路城東側に「鑛山通行馬車道」と名付けられた馬車道が大きく描かれ
ている。このことからも、当時馬車道が人々にとってどれほど重要な道路であったかがわ
かる。 
さらに、この 2 人の著者について調べたところ、藤井忠弘が、兵庫県内全地域の解説
本『兵庫縣管内地誌略』36を馬車道完成の翌年の 1877（明治 10）年に発行していた。こ
の解説本にも馬車道に関する記載があった。 
 
姫路ヨリ正北ニ向ヒ、仁豊野（神東・神西）家形（神東）森
垣（神西）等ノ數村ヲ經テ、但馬生野ニ到ル、一十一里七丁
餘、之ヲ縣道ノ大ナル者トス、近年生野鑛山局ヨリ之ニ傍ヒ
テ馬車道ヲ開キ、飾磨ニ通ス37 
（下線は論者による。以下同様とする） 
（『兵庫縣管内地誌略』、1877（明治 10）年）38 
図 1 兵庫縣管内地誌略 
これを取っ掛かりとして同様の解説本や学校の教科書を捜索、精査すると下記の 2 冊に
おいて馬車道の用語を使用していた。 
 
 飾磨津港ヨリ、姫路・仁豊野・尾形等ノ諸驛ヲ經テ、但馬ニ達する道アリ、是等ハ最
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モ著名ノ街路ニシテ、車馬ノ通行、皆十此ニ依レリ 
             （『小学校用兵庫縣管内地誌要畧』、1883（明治 16）年）39 
 
 但馬街道（縣道）は二絛あり、共に飾磨 から起こり、姫路市を経て北行し、但馬の生
野に至る。其神東郡を過たるものを、馬車道と云ひ、播但鐡道線路殆んど之れに沿ひ、
其神西郡を通過するものを、舊道と云ふ、行程各拾二里餘あり 
                    （『兵庫県管内地誌』、1894（明治 27）年）40 
                           
これらは、いずれも小学または中学用の教科書である。教科書に紹介されていたという
ことは、当時注目度が高かったことが裏付けられる。『小学校用兵庫縣管内地誌要畧』に馬
車道のことを「最モ著名ノ街路」と記されているが、小学校の教科書に称賛されるほど便
利になり、人々に知られていた道であったのであろう。 
次に、大勢のフランス人が働いた生野について、フランスまでその噂は届いていたのか、
届いていたとすればどのように評価されていたのか、フランスの新聞を調べてみた。 
馬車道建築が始まった当初の 1873（明治 6）年 9 月 8 日発行の『フランス公刊新聞』
(Journal officiel de la république française )にこの道路の建設に関する記事が掲載されて
いた。 
 
 （前略）新しい技師長（論者注：コワニェのこと）は、金と銀を分別することにすで
に成功している。この結果は、これまで日本人が為し得なかったことである。彼は、
現在新しい方法での鉱山開発に取り組んでいる。それは、大量の機械をヨーロッパや
横須賀に発注することである。それらの幾つかはすでに据え付けられており、残りも
間もなく到着し、これらの機械一式はまもなく全部揃うだろう。 
 生野は、大阪造幣局に直接鉱物を送っている道中に位置する神戸から北西 30 里のと
ころにあります。現在、つながっている道はなく、すでに神戸から生野までいくつか
の機械が運ばれているが、1 回の輸送に 18,000 ドルもの膨大な費用が掛かっている。
このことから、交通の便がどれほど悪いのか見当がつく。日本政府は、鉱山の生産量
を上げるために、いかなる出費にもたじろがないようにすることを決めたようだ。日
本政府はより容易なアクセスにするよういくつかの計画案を検討するように要請し
た。恐らく、播磨灘の小さな飾磨港に至って、そこから 15 里ある生野までほぼ流れ
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ている川の一部を運河化する案が採択されそうだ。その上、生野・飾磨間に道が開か
れ、50 マイルある飾磨・神戸間を往復する蒸気船が神戸と生野をつなぐだろう。 
   （Journal officiel de la république française、1873（明治 6）年 9 月 8 日号 ）41 
 
本記事は、1872（明治 5）年 9 月 2 日に書かれているので、シスレーが全行程馬車道に
することを決定する前である。そのため、レスカスの当初の計画であった、陸・川両方を
利用した（陸・水運）輸送路の案が記載されている。それ以外の情報は正確である。フラ
ンスでは、同国人が開発に取り組んでいる生野銀山や馬車道に人々が大いに関心を寄せて
いたことが推し測られる。 
フランス人が働いていたことにより、馬車道は、当時フランスで発行された百科事典の
中にも登場していた。「生野」と「姫路」の項の中で次のように記述されていた。 
 
生野(IKOUNO) 
 日本の村、但馬地方（日本の南西部）、人口約 4,500 人。日本政府による開発の銅鉱脈
と高生産高の金・銀山。美しい 1 本の道が生野－姫路間（瀬戸内地方）  を結び、
鉱山の生産物は大阪造幣局に送られる。生野の冶金工場は、日本の中で最も重要であ
る。           （La grande encyclopédie inventaire raisonné                     
des sciences, des lettres et des arts、拙訳）42 
 
姫路(HIMEDSI OU HIMEDZI) 
 日本の町、播磨地方（日本の南部）、兵庫県、人口 26,000 人、兵庫・長崎間の鉄道の
駅がある。皮で有名。姫路と生野の金・銀山をフランス人技師が建設したマカダム式
道路が結んでいる。                      （同上、拙訳）43  
                       
  
また、1882（明治 15）年に発行された世界の地理専門書『地球と人類』（Nouvelle 
géographie universelle la terre et les hommes）にも馬車道を称賛する文言が記されて
いた。 
  
（論者注：明石から）少し先に行くと、いくつかの道の交差点に位置する姫路があ
り、そのうちの一つの道が、フランス人技師によって建設されて、日本の中で最も
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良い道である。その道は、日本の内陸部で、日本の主要な冶金工場がある重要な生
野鉱山まで走っている。その工場には、フランスの技師たちが金と銀を採鉱してお
り、鉱石は大阪の造幣局に輸送されている。  
      （Nouvelle géographie universelle la terre et les hommes、拙訳）44 
   
フランスの人達が「美しい 1 本の道」「日本の中で最も良い」というように絶賛してい
ることからも、その美しさと品質の高さは海外でも知られ、脚光を浴びていたことがわか
る。 
 
第３節 生野お雇いフランス人と労務管理 
 
１．お雇いフランス人の雇用 
コワニェは生野滞在中の 10 年間にフランス人を計 23 名採用した。この 23 名の名や雇
入期間、給料についてについては『工部省沿革報告』内の「傭外國人各務擔當表」45にて
知ることができる。コワニェ以外の生野お雇外国人に関する先行研究は、数少なく、佐々
木正勇46、澤護47、西堀昭48が公文書や乗船記録を通して彼らの日本滞在中の概要を研究し
発表している。彼らは、日本に現存する資料を基にした調査を行っているが、正確な氏名
やそのフランス語の綴り、出身地、採用経緯、コワニェとの関係はほとんど解明されてい
ない。上記 3 者の研究および『工部省沿革報告』によって判明しているフランス人達の基
本情報は以下の表のとおりである。採用順に氏名、職名、雇入期間、給料月額を比較でき
るように論者がまとめた。雇用期間は、澤護の調査では実際の雇用期間と多少のずれがあ
るが、本章では『工部省沿革報告』の記録を採用する。また、氏名に関しては、フランス
語音に近いカタカナ表記に修正している。 
凡例（コワニェの場合） 氏名：ジャン・フランソワ・コワニェ 
職名：鉱山技師・土質家、後に鉱山師長  
雇入期間：明治 1 年 9 月から 10 年 1 月 
給与：月額 800 円 
生野に勤務した御雇フランス人 
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氏 名 職 名 
雇 入 期 間 
最上段：年（明治）・網掛け内：月 
給与   
（最高
額） 
単位：
円 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14  
ジャン・フランソワ・
コワニェ 
鉱山技師・土質家
→鉱山師長 
９         １     800 
ピケ 坑夫  12 11            91 
ルビー 坑夫  12 11            91 
ポリー（E.S.Polly） 坑夫  12 11            91 
ドゥニ・セヴォース 土質家   2 9           570 
テオフィル・ムーシェ 土質家→技師長    12         ４  700 
アルフォンス・パリス 煉瓦積職    12  1         120 
ピエール・マルロー 坑夫    12  2         130 
アラン・フランソワ 坑夫    12  2         130 
アントワーヌ・ジェロ 坑夫    12   2        130 
ピエール・テヴナール 坑夫    12   2        130 
ジュール・レスカス 土質家     
3
-
9 
         300 
オーギュスタン・エノ
ン 
医官     6   ９       350 
ジャック・ラプラント 
鋳物・ 
熔鉄師 
    6  7        150 
ジャン・バティスト・
リュスタンベルジェ 
機械・ 
鍛冶方 
    6      3    200 
クロード・ヴェルネ 
機械・ 
鍛冶方 
    6    
1
1 
     200 
ポール・レルム 
鎔銅鉱師製鉱
師・焼鉱夫 
     1       4  120 
レオン・シスレー 土質家      5     1    300 
アンドレ・ボッシ 
焼鉱夫 
鎔銅夫 
     6   3      103 
ジョゼフ・リュスタン
ベルジェ 
器械師       5     8   200 
ジャン・レニヨル 坑夫        5     4  200 
フランソワ・ウージェ
ーヌ・マイエ 
医師        
1
0 
    4  300 
ルピケ・ラミ 鍛冶職         9   4   150 
シャルル・ブドゥ 器械師           4   6 200 
合計人数 １ ４ ５ ８ 
1
2 
1
4 
1
2 
1
1 
1
1 
9 9 7 5 １  
  
コワニェは明治 2 年よりお雇いフランス人の採用を開始した。その人数は徐々に増え、
明治 6 年にピークに達した。その後減少を辿りつつ、コワニェが去った 1877（明治 10）
年から 4 年後の 1881（明治 14）年でお雇いフランス人の雇用は終結した。職種としては、
最初は坑夫が中心であったが、1872（明治５）年から機械、製鉱、鍛冶などの専門家が招
聘されている。 
当時のフランスの新聞を調査したところ、コワニェを中心にフランス人技師達が生野銀
山を開発していることが報道されている２件の新聞記事を見つけた。その内容からフラン
スにおいてもフランス人による鉱山開発事業に関心が持たれていたことがわかる。 
109 
 
 
日本政府はまた鉱山の問題に対しても本格的に取り組んでいる。（中略）現在開発中で
最も収益を上げているのは佐渡島と生野（但馬）と小坂である。ほとんどは外国人技
師による指導の下で行われており、その内のほとんどが我々の同国のフランス人であ
る。  
            （JOURNAL OFFICIEL 、1872（明治５）年 9 月 2 日号、拙訳）49 
 
 
銅の最も立派な鉱脈は生野周辺にある。そこは、日本政府によりかなり以前から金鉱
と銀鉱を採鉱されている。かつてこの鉱山は高い収益を上げた後、数年前よりほぼ産
出できない状態であった。日本政府はそこにフランス人技師コワニェ氏を呼び、彼の
指揮の下、作業が順調に進んでいるようである。彼は生野での共同作業員にフランス
人を雇用し、現在、生野村には、15 人からなるフランス人小集団ができている。            
（ JOURNAL OFFICIEL、1873（明治６）年 9 月 8 日号、拙訳）50 
 
フランス人の雇用は、鉱山・製鉱開発の計画・進度に沿ってコワニェが立案し、政府に
申請された。その殆どが原案通りに認可された。『工部省沿革報告』で鉱山開発の手順に沿
ってお雇い外国人の雇用状況について見ていくと以下の通りとなる。 
1869（明治 2）年 1 月、コワニェは、横須賀製鉄所や外国に鉱山用機械や溶鉱炉を発注
し、本格的に鉱山開発を開始した。そこで、コワニェは「土質學家一名鏧坑夫四名ヲ雇用
セン」51と建議し、その年に坑夫 3 名、翌年に土質家セヴォースを雇用した。1870（明治
3）年 1 月、横須賀製鉄所および兵庫の金澤製鉄所に発注していた溶鉱炉付き機械や歯車
などの機械類が届き、運転が開始する。その年の 11 月、採用していた坑夫 3 名を「勉強
不足」が理由で解雇する。翌 1871（明治 4）年 3 月、銀鉱製錬用の機械を設置し、製錬の
利益が得られたため、コワニェは「大器械ヲ佛國ヨリ購ヒ來リ並ニ其器械ヲ運用スヘキ職
夫拾名及ヒ醫師二名ヲモ雇使スヘシ」52と建議し、同年 10 月 7 日、政府は、機械の数を
10 倍に増やすこととお雇い外国人増員を議決した。これを受けて、明治 4 年末から 5 年の
中旬に掛けて、土質家 2 名、機械方 2 名、熔鉄師・坑夫など 8 名及び医師 1 名が採用され
ている。   
コワニェは明治 4 年 9 月、機械の発注と人材探しのためにフランスに帰国しているが、
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この時期の表の数字からみても、帰国目的の一つがフランス人技師達の求人だったことが
わかる。コワニェ帰国中の 1871（明治 4）年 10 月 15 日、旧知事の解任や地租の改訂を
懸念して土民たちが暴動を起こした。コワニェが揃えた機械を取り入れた工場は焼き討ち
され、建物は焼失したが機械類は破損を免れた。同年 12 月 27 日、生野支署は工場再建の
ために 12,560 両を上申、直ちに裁可され、さらなる大機械をフランスなどに発注するこ
とが決定された。この間、フランスにいたコワニェは、工場破壊の連絡を受けたと思われ
るが、書簡は見つかっていない。焼き討ちされた工場は、翌年 1872（明治 5）年 4 月 24
日には運転が再開された。この早期運転再開を実現させたのは、コワニェ留守中指揮を任
されていた土質家セヴォの活躍に負うところが大きい。 
コワニェの日本復帰後の 1872（明治 5）年 10 月、政府は、国内鉱山で採取した金銀銅
を「其ノ量目ノミヲ記シテ大藏省ニ直輸スル」53よう命令し、特に生野銀山は「舊ニ依テ
大阪出納寮ニ輸納セシム」54と貨幣鋳造のために大阪出納局に届けるよう命令を下した。
さらに、翌 1873（明治 6）年 2 月 5 日、政府は「鑛物ハ精製シテ貨幣ヲ鑄造シ、或賣シ、
而テソノ利益ハ年々準備金に加殖シ、事業を大ニシ、大ニ造化ノ妙利ヲ興サンコト」55と、
鉱山で取れた鉱物は精製して貨幣にし、日本の資金源にする政策をうちたてた。生野での
溶銅・焼鉱・熔鉱の専門家 2 人の採用はこの勅令を受けてのことと考えられる。 
この年、馬車道築道も決まり、土質家シスレーを雇用した。この頃より海外に発注して
いた機械が届き初め、機械方を 1 名補充。1874（明治 7）年 4 月、製鉱用水車 2 個設置、
翌年 1875（明治 8）年４月、効果が上がったので水車を増設、1876（明治 9）年 3 月、4
年前に発注した大機械の一つの新型製鉱器１台を設置した。同年４月、馬車道完成、同年
５月、発注した全ての大機械が到着し、操業を開始した。1877（明治 10）年、コワニェ
帰国。1878（明治 11）年以降は、帰国したフランス人の職務の中で必要な場合のみ補充
する形を取っていたことが見て取れる。 
以上のように、コワニェはまず鉱山に最新機械を導入し、鉱山開発と採掘に力を入れる
ため、坑夫を採用した。鉱山での掘削量の増加にともない製錬を拡充し、さらに工場の生
産量を改善するために、製鉱用の大機械を多数導入した。これには西洋の技術を習得して
いる技師と機械を操作できる専門家が必要なため、次第に機械を操れる機械師や技術を有
する熔鉱師の雇用に移って行った。鉱山での掘削技術は 1873（明治）６年には日本人坑夫
たちが修得し、フランス人坑夫の必要がなくなったので、その代わりに、日本人に指導す
べき熔鉱や焼鉱技術を持つ専門家を新たに導入した。また、人員増加を要請した翌年の５
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月から採用人員数が急増し、1873（明治）６年からは馬車道の築道が始まったため、更に
人員数が増加し、雇用が最も多い年となった。1876（明治９）年に最終段階の大機械が設
置され、製鉱工場が本格的に始動すると、それらの機械を日本人たちが使いこなせるよう
に指導し、次第にお雇いフランス人を減らしていった。最終的に日本人のみでできるよう
になった 5 年後の 1881（明治 14）年にフランス人達は役目を果たし、全員が生野を去っ
た。 
表中のフランス人の職業名で、現在では使われない職種「土質家」がある。「土質家」と
記載されていたのは、コワニェの他、セヴォ、ムーシェと、馬車道建築に関与したレスカ
スとシスレーの 4 名である。これまでの研究者の多くは「土質家」を« géologue »と解釈し、
「地質学者」と訳している56。例えば、金光男は「その人（「土質学の達人」）こそが仏人
鉱山地質学者コワニエだった。彼を「土質学の達人」と称するのは妙であるが、géologie
の言葉は箕作阮甫が地質学と訳出しているものの、当時の日本においてそれはまだ馴染み
が薄かったのであろう」57と言っている。このように、当時 géologie という言葉に馴染み
がなく土質家と訳したのだろうと考えられている。 
『公文録』に残されているムーシェのフランス語で書かれた契約書58には« géologue »で
はなく、 « ingénieur » と記されている。また、生野の後、横浜に移り建築事務所を構え
たレスカスの事務所の広告には、  « architecte, ingénieur, membre de la Société de 
l’ingénieurs civils de France »（「建築家・技師、土木技師協会会員」と肩書が記されてい
る。この広告は、当時横浜で発行されていたフランス語の新聞「エコ・デュ・ジャポン」
（L’ÉCHO DU JAPON ）59とガゼット社発行の外国人商工名鑑 The Japan Gazette Hong 
List & Directory60に掲載されていたもので、論者が明治初期発行の新聞調査で見つけた。
この他、残りのセヴォとシスレーも « géologue »ではなく « ingénieur »であったことを証
明する史料をサンテティエンヌで見つけた。 
論者がサンテティエンヌでコワニェ関連資料を調査した際、サンテティエンヌ鉱山学校
の史料の中に、レスカスを除く 3 人の名を見つけた。コワニェの母校の卒業名簿、成績表、
同窓会名簿、戸籍関連の資料から得られた 3 人の情報の一部に日本で得た情報も加えてコ
ワニェの情報と共に下の表に記す。 
 
正式名 
（日・仏） 
ジャン・フランソワ・コワニェ 
Jean François Coignet 
ドゥニ・セヴォース 
Denis Sévoz 
エミール・テオフィル・
ムーシェ 
Emille Théophile 
レオン・オレリアン・ルイ・
シスレー 
Léon Aurélien Louis 
112 
 
Mouchet Sisley 
生年月日 1837 年 3 月 10 日 1835 年 3 月 19 日 1843 年 12 月 26 日 1847 年 12 月 18 日 
出身地 サンテティエンヌ サンテティエンヌ 
トゥルヌ（ソーヌ・エ・
ロワール県） 
リヨン、 
モンプレジール地区 
入学年 1853 年 1854 年 1863 年 1868 年 
卒業年 1855 年 1856 年 1865 年 1870 年退学 
結婚 1872 年 3 月 4 日 生野で日本女性と一子もうける 1868 年 独身 
日本滞在 1867‐1877 1870‐1871 1871‐1880 1872‐1878 
 
日本滞在中
の肩書 
 
鉱山技師 
土質家 
鉱山師長 
※コワニェ二ついては、 
第 2 章で検証済みのため、 
フランス語は省略する。 
土質家 
Ingénieur à Ykouno, à MM A 
Chévrillon et Ce, à Yokohama, pour 
faire auivre MM. Réal et Ce, à Osaka 
(Japon).    
土質家・技師長 
Ingénieur des mines du 
gouvernement japonais 
土質家 
死亡年月
日・場所 
1903 年 6 月 18 日 
サンテティエンヌ 
1896 年 
スペイン 
1895 年 12 月 3 日 
ソーヌ・エ・ロワール県 
château de Montlaville, 
par Uchizy (Saône-et- 
Loire) 
1878 年 10 月 21 日永眠 
（22 日に死亡届提出） 
リヨン 
  
セヴォとムーシェがコワニェと同窓生であったことは前述の佐々木と西堀が言及してお
り既知のことであったが、コワニェの義弟シスレーが同じ鉱山学校で 1 年間学んでいたこ
とは知られていなかった。その他、戸籍などを調べた結果、3 人の生年・死亡年月日や婚
姻についても情報を得ることができた。特にシスレーに関しては、これまで全く解明され
ておらず、「（論者注：馬車道完成時の）シスリーの年令は不明であるが、コワニェがこの
時 41 歳であるからそれよりは若かったものと思われる」（佐々木）61などと、シスレーに
関する記述は推測の範囲を越えなかった。論者は、本調査によって、父親関連の植物・園
芸雑誌掲載のシスレーの記事と書簡および在フランス日本関連学会・協会会員名簿の入手
の他、シスレーの墓石62の発見によって、より多くのシスレーに関する情報を得ることが
できた。例えば、1876（明治 9）年 4 月 8 日サンテティエンヌで発行された政界新聞 Le 
républicain63には、「日本の生野鉱山の日本政府お雇い技師（ingénieur du gouvernement 
japonais aux mines d’Ilouno (Japon)）日本学会のメンバーに選ばれた」64とシスレーに関
する記事が掲載されており、その年のこの学会の会員リスト65を確認すると、Sisley (Léon), 
ingénieur des mines, à Osaka と書かれてあった。論者の調査により従来のお雇いフラン
ス人研究を一歩前進させることができた66。 
上の表のとおり、「土質家」と書かれていたフランス人らは、鉱山学校を卒業あるいは中
退しており、フランス語での肩書は « ingénieur »であった。薩摩藩の五代友厚がモンブラ
ンからコワニェを紹介してもらった際にも「土質學の達人を相雇い、国中普く点検して其
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場所に応じ至当の業を相開くべく候」と記されており、五代は「地質学の専門家のみなら
ず鉱山事業を興せる」人材をさがしていたことからも67、当時の「土質家」とは、専門知
識と事業能力の二つの才能を具有する学者兼技師を指していたと思われる。すなわち、地
質学や鉱山学の学者であり、この知識を生かして鉱山事業を執り行う鉱山開発のプロとい
うことであろう。土質家の俸給の額が髙かったのもそのせいだと考えられる。 
 
２．契約 
フランス人を雇用する際には、フランス人と政府との間で必ず契約書が取り交わされた。
これは日本人との間では行われなかったことで、政府にとっては全く初めての経験であっ
た。彼らの契約書は、『工部省公文録』や『太政類典』に残されており、詳細な契約内容を
知ることができる。基本的にフランス人とのほとんどの契約は、サンテティエンヌにおい
て、政府の代理人としてコワニェと被雇用人との間で行われた。コワニェがフランス不在
の場合は、第 2 章第 5 節で見たように、コワニェの友人ポール・オジエがコワニェの代理
として契約書に署名した。 
残されている契約書には、日本語の契約書にフランス語の契約書が付けられている。 
コワニェが被雇用者の職務・経験・能力等を勘案し契約条件・内容を考え、フランス語
で明文化したものを日本語訳し、政府と交渉して契約を締結したと考えられる。 
次は、コワニェが政府に提出した上申書の一例である68。この上申書からもコワニェが
被雇用者の能力に見合った給与の金額を決めていたことがわかる。 
 
佛國鑛山師コワニイ申立之覺／右翻譯／四人之坑鑿職人本國佛朗西ヨリ横濱ハ神戸
迄渡来船賃并／船中諸入用共 二千五十ドル／土質家壹人 前同斷 千六十ドル／
（中略）職人四人壹ケ年之給料 四千八百ドル／但シ壹人ニ付千貳百ドル／土質家壹
人壹ケ年之給料 四千ドル／以上通計／壹萬三千八百ドル／佛人コワニイ申立候覺   
（／は改行を表す） 
 
契約書は、日仏両言語で雛形が作成されていた。その雛形（坑夫の場合）を工部省記録
においてみることができる。そこには「此約定者何年何月某日ニ於テ一方ハ日本政府ノ為
ニ取扱御傭師「コアニー」氏ト又一方ハ何某ト取結ノ事左ノ如シ」69 « Contrat fait le ... jour 
du mois de l’Année ,,, entre les soussignés Mr Coignet, ingénieur du Gourvernement 
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japonais agissant pour le compte du Gouvernement japonais d’une part et Mr ... de 
l’autre part. »と、コワニェが政府の代理として被雇用者と契約と結ぶことが記載されてい
る。この雛形作成もコワニェによる提案だと想像される。約定案の内容を見ると、フラン
ス人達が異国の地で困らないように、さらに文化・風習が全く異なる外国人が政府や同僚、
地元の日本人たちに迷惑を掛けないように配慮した内容となっている。その内容は、次の
とおりである。 
 
苐一条 
一 右某者坑夫ノ技業ヲ以テ一年間月給百五拾円ノ割合ニテ日本政府江傭ハル﹅事 
一 右約定ハ同氏「マルセイル」出立ノ日ヨリ翌歳其日ニ終ルヘシ然シ政府ニ於テ尚
次年ニ傭継ント欲スルトキハ同文言ヲ以テ之レラ行フヘシ 
苐二条 
一 「マルセイル」ヨリ生埜迠ノ路費トシテ金四百円別ニ亦手當トシテ百円ヲ與フ可                   
  シ 
一 約定ノ終又ハ其後三月ノ中ニ右其「マルセイル」ヘ向ケ出帆スルトキハ旅費トシ
テ金四百円ノ髙ヲ請取ヘシ然リト嵒モ右時限中ニ乗船セサルトキハ路費ヲ請取ノ
分義勿ルヘシ 
苐三条 
一 日本政府ハ右某ニ相當ノ家屋并ニ必要ノ家具ヲ附與スヘシ但シ食料ノ運送等ニ付
テハ全ク仝人ノ自費タルベシ 
苐四条 
一 右其者都テ指揮ヲ「コアニー」或ハ仝人代理又ハ其襲職ノ者ノミニ之レヲ受クヘ
シ而シテ若シ政府ト訴訟ノ事故有之節ハ必ス右「コアニー」氏又ハ仝人代理或ハ
其襲職ノ者ニ取次ヲ以テ之レヲ上申スヘシ 
苐五条 
一 此條約期限中其氏若シ病ニ罹ルトモ醫師ヨリノ確乎タル證書アルニ非サレハ休勤
スルヲ得ス且又一ケ月以上不勤ナルトキハ其不勤日数ノ給料ヲ與ヘス三ケ月ヲ経
テ尚癒サレハ此條約ヲ廃シ其日ヨリ給料ヲ與ヘス「マルセイル」迠ノ帰國旅費四
百円ハ可相渡事 
苐六条 
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一 仝氏不行状欤又ハ上職ノ命ニ背クトキハ此約定ヲ廃止スヘシ然ルトキハ政府ニ於
テ仝人江暇ヲ遣ス後ハ仝人江月給ハ勿論亦「マルセイル」迠ノ帰国旅費共與ヘサ
ルベシ 
苐七条 
一 此条約期限中政府ニ於テ此約定ヲ廃セントスル時ハ右某ヘ六ケ月間ノ月給即金九
百円并ニ「マルセイル」迠ノ帰國旅費金四百円ヲ拂うフニ於テハ政府ハ何等ノ事
故ヲ問ハス之ヲ廃止スルノ権ヲ有スベシ 
 
現代語で要約すると次のようになる。 
 
1 条 1 年間月給 150 円の割合で日本政府によって雇用。契約は、マルセイユ出発日よ
り始まり、翌年の同日に終わる。政府が希望すれば、翌年度も更新し、同額で契
約する。 
2 条 マルセイユから生野までの旅費として 400 円、手当として 100 円を支給する。契
約が終了し３ヶ月以内に出帆する時は、旅費として 400 円を支給する。ただし、
この期間中に乗船しない時は、旅費は支給しない。 
3 条 日本政府は、本人に相応しい家屋および家具を付与する。ただし、食料の運搬費
は自己負担とする。 
4 条 本人の監督は、全てコワニェあるいはその代理またはその後継者とする。政府と
訴訟問題が起これば、必ずこれらのものを通じて行う事とする。 
５条 本契約期間中、本人が病に罹った際には、必ず医師の明確な証明書がなければ休
暇を取れない。また１ヶ月以上欠勤すれば欠勤日数の給料を与えず、３ヶ月以上
経ても治癒しない時は、この契約を廃しその日から給与を与えず、マルセイユま
での旅費 400 円を与える。 
6条 本人の行状が悪くまた上司の命令に背く時は、この契約を破棄し本人を解雇する。
その場合は、給料は勿論マルセイユまでの旅費も支給しない。 
7 条 本条約期間中日本政府の都合で契約を廃棄する時は、本人に６か月分の給料、即
ち 900 円とマルセイユまでの旅費 400 円を支給する。日本政府には契約廃棄の
責めを負わず、また廃棄する権限を有する。 
                                （『公文録』）70 
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以上のように、職種別賃金、雇用期間、旅費、住居や家具、食料、疾病による欠勤、勤
務態度、指揮命令、解雇、契約解消などについて細かく規定されていた。因みに 150 円の
給料は日本人労働者の給料 2 円と比べると破格の額であり、優遇されていたことがわかる
（論者注：給与の詳細については次章で論じる）。前掲上申書には「住居丈ケ御貸私ニ相成
候得は宜敷此儀は私急度御引請申候／但職人共住居は一等雑居ニて宜候得共土質家之儀は
一己之書生ニ候間一軒別段御貸渡奉願候」とフランス人らの住居に関する要望も盛り込ま
れている。1872（明治 5）年頃、フランス人とその家族向け官舎が 5 棟建設されたが、い
わゆる福利厚生面においても配慮がなされていた。 
『太政類典』や『公文録』に残されている実際に交わされた雇用契約書を確認すると、
職種や階級により報酬や条件の内容は微妙に異なるが、確かに上記の形式を基本として、
被雇用者に合わせて詳細に雇用条件が記されている。前述のとおり、コワニェ不在中や例
外の場合は除いて、契約書の最後には必ずコワニェのサインが入れられている。契約書か
ら、雇用に関して、特例を別にして全般的にコワニェが関与し、厳格に監督する一方、日
本政府と被雇用者の両者へ細かく配慮していたことが伺える。 
明治の初期に総勢 20 名以上のフランス人が問題なく滞在できた裏にはこのようなしっ
かりした身分保証があった。後にボアソナードがフランスの法律を日本に導入するが、こ
の契約書作成・契約交渉は西洋の法律を日本に導入する先駆的役割を果たしたといえよう。 
 
３．給与 
次に、彼らの報酬を見てみる。本節１の表が示すように給与上位額は、上から１位（800
円）：コワニェ（鉱山師長）、２位（700 円）：ムーシェ（土質家・技師長）、３位（570 円）：
セヴォ（土質家）、4 位（350 円）：エノン（医師）、５位（300 円）：シスレー（土質家）・
レスカス（土質家）・マイエ（医師）となり、「長」と名が付く職に就いたものは、かけ離
れて報酬が高く、次に、「土質家」と「医師」が高かった。続いて、「機械・鍛冶方」で、
一番低賃金だったのが例外を除いて「坑夫」であった。 
彼らの俸給と当時（1875（明治 8）年）の官吏の俸給とを比べると、当時は、官名は所
属部署（太政官正院、元老院、省、寮（1 等～3 等）、府・県、警視庁、陸海軍など）によ
り異なっていたが、それぞれ１～15 までの対応する等級があり、それにより権限や俸給が
定められていた。次の表は、1875（明治 8）年の『官員禄』の「官等級月給」71による、
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太政官正院、元老院、省、陸海軍および鉱山寮が属していた 1 等寮の 1~10 等までの官員
の分類とその俸給（月額）である。 
 
等級および官員名と月給 
等 級 太政官正院 一等寮 その他 月 給 
1 等 太政大臣   800 円 
1 等 左大臣・右大臣・参議  議長 600 円 
1 等   卿・長官・大将 500 円 
2 等   副議長・大輔・特命全権公使・大判事など 400 円 
3 等 大内史 頭 一等議官・小輔・大判官・知事・大警視など 350 円 
4 等 権大内史・大外史 権頭 大丞・大検事・権知事・令・大佐など 250 円 
5 等 少内史・権大外史 助 三等議官・一等書記官・秘書官・中佐など 200 円 
6 等 権少内史・少外史 権助 四等議官・二等書記官・幹事・少佐など 150 円 
7 等 権少外史  五等議官・三等書記官・大秘書・大軍医など 100 円 
8 等 大主記 大属・大技師 一等書記生・大属・大典・中尉・中軍医など 70 円 
9 等 権大主記 権大属・中技師 二等書記生・権大録・少佐・大警部など 50 円 
10 等 中主記 中属・少技師 三等書記生・中令史・中典・少師・書記など 40 円 
 
この表によると、コワニェとムーシェの給料（コワニェ 800 円・ムーシェ 700 円）は、
1 等級官に相当していた。当時の１等級官には、三條実美（太政大臣）、岩倉具視（右大臣）、
大久保利通（参議・内務卿）、大隈重信（参議・大蔵卿）、板垣退助（参議）、伊藤博文（参
議・工部卿）ら、数々の日本の政治を担う重要人物がいた。コワニェとムーシェは、彼ら
と同じかそれよりも高い俸給をもらっていたことになる。特に、コワニェの場合は、日本
最高の太政大臣と同額で、最高の待遇がなされていたことがわかる。 
生野銀山の責任者であった朝倉盛明は、鉱山寮で 2 番目の地位の「助」で、5 等級 200
円であった。また専門職として「技師」は 8 等から 10 等で等級により 50 円～70 円、「技
手」は 11 等～13 等であった。フランス人の場合、最低賃金（91 円）であったピケやルビ
ーなど、技師ではないフランス人坑夫でさえ６等～７等扱いである。このことから、お雇
いフランス人らは、日本人に比べて全体的に高待遇であったことがわかる。 
国立国会図書館所蔵の 1872（明治 5）年発行の『御雇外國人一覽』72には、当時の政府
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雇用の代表的お雇い外国人計 240 人が、管轄する部署（省や寮）ごとに記されている。そ
こには、出身国の他、雇用期間および給料の記載があり、お雇い外国人たちの給与を比較
することができる。 
 
1872（明治 5）年、お雇い外国人上位高給者リスト 
管轄部署
など 
氏名 国籍 職種 
給料 
※単位は「元」になっ
ているが「円」に同じ 
雇用開始年 
造幣寮 キンダー73 イギリス 支配人 月給 1045元 1870（明治 3）年 
造船寮 ヴェルニー フランス 
首長（論者注：
横浜造船所） 
月給 1033元 33
セント 
1865（慶應元）年 
開拓使 ケプロン74 アメリカ 農学 年給 1万元 1871（明治 4）年 
鉱山寮 コワニェ フランス 鉱山職頭 月給 800元 記載なし 
鉄道寮 ウインポルト イギリス 建築監督 
月給 800元 
（初年 500元） 
1871（明治 4）年 
土木寮 ウォートルス75 
イギリス 
（論者注： 
アイルランド） 
建築 月給 650元  
 
1872（明治 5）年当時、コワニェは全ての部署のお雇い外国人の中で上から 4 番目に給
料が高額だったことがわかる。キンダーは大阪造幣寮の建設をし、日本の近代的貨幣制度
の確立に貢献した人物、ヴェルニーは、横浜製鉄・造船所を建設した人物、ケプロンは北
海道の鉱山、道路、農業など北海道全般の開拓に従事し、ウィンポルトは鉄道、ウォート
ルスは造幣寮の建設など政府機関の建造物建築に携わった。明治政府が基本方針であった
富国強兵政策を確立し、運用するために、どれほど鉱山開発に注力していたかを読み取る
ことができる。 
 
第４節 医療と教育・人材育成 
 
１．西洋医療の導入 
コワニェはまた医療についてもフランス人達に配慮した。さらに鉱山事業の拡大に伴い、
疾病や負傷者はフランス人のみならず、日本人坑夫にもその数を増していったため、西洋
医学導入の必要性を痛感した。1875（明治 4）年、コワニェは「職夫拾名及ヒ醫師二名ヲ
モ雇使スヘシ」76と職人だけでなく医師の雇用も政府に懇願した。前章で見たように、コ
ワニェは同年 9 月頃に日本を発って約 1 年間一時帰国をしている。その間に生野にふさわ
しい人材を捜した。1872（明治 5）年 11 月 18 日『太政類典』に「鑛山寮出張所但州生野
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ノ儀追々鉱業御取廣ニ付御雇外國人モ不尠候處元來風土不宜内外人共往疾病ニ罹候間醫師
不相備置候半テハ夫カ為事業ニモ差障候ニ付是迄同所ニ於月雇在候佛國醫師オーギエスタ
ン、ヘノン儀醫術精良ノ人物ニ付従今二ケ年間お雇い相也候」77と記されているように、
医師として雇用されたのは、オーギュスタン・エノンであった78。官営鉱山で医師を雇用
するのは初めてのことだった。 
エノンについて、リヨンの公文書館において戸籍調査を行った。エノンの正式名はジャ
ン＝フランソワ・オーギュスタン・エノン79。エノンは、コワニェのマリー夫人やレオン・
シスレーの兄エミール・ルイ・ジャンの妻の兄弟であった。父親は、シスレー家も住んで
いたリヨン・ギヨティエール在住の医師であり植物学者のジャック・ルイ・エノン80であ
る。彼は、ローヌ県の県会議員やリヨン市長などを歴任し、リヨンでは政治家としても著
名な人物である。現在、彼の功績を称えてリヨン市内の通りや地下鉄の名として使われて
いる。レオン・シスレーの出生届を見ると、ルイ・エノンが届出の保証人として立ち会い、
サインをしている。シスレー家はエノン家と親しくしていたようである。コワニェはこの
ような関係から、信頼できるエノンに協力を要請したのだと推測される。前章 5 節で、コ
ワニェがフランスへの一時帰国から日本へ戻ってくる際に乗船した乗客名簿の中に、一文
字スペルミスがあったが、コワニェ夫妻の名前が載っていたことを述べた。その数名後ろ
に«Heron»という名が見られる。コワニェの氏名の表記にも誤りがあったことを考慮に入
れると、これは、Hénon のことであり、すなわち、オーギュスト・エノンは、コワニェの
再来日の際にコワニェと共に来日したのではないかと論者は考える81。 
当時の植物や農業雑誌を調べると、エノンは自然科学や植物学にも造詣が深かったこと
がわかる。エノンは、フランスを発つ前に、Journal d’agriculture pratique（『実用農業
新聞』）の日本駐在特派員に任命されていた他82、エノンが属していた学会「Société 
d’acclimation」（順化学会）の会報にはエノンが日本政府に招聘されてフランスを発つこ
とが報じられている。 
 
エノン医師は、まもなく帝（mikado）に招聘されて国の重要な任務に就こうとしてい
る。当協会は、エノン氏が日本で専念する自然科学の研究を遂行させるために当協会
より参考資料や指示を送付することを望んでいる（希望している）エノン医師は、彼
の日本滞在を大フランスの役に立てるために使いたいと強く願っている。                               
（Bulletin de la Société d’acclimation83、拙訳） 
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エノンは、日本において自然科学の研究に専念しフランスの学術界に貢献しようと強い
意志を持ってフランスを発ったことがわかる。エノンが日本滞在中に発行されたこれらの
雑誌にはエノンによる日本の植物や風土に関する記事を見ることができる。この他、Revue 
horticole（『園芸雑誌』）にはマリー夫人の父親ジャン・シスレーに宛てた手紙がジャンを
通して多く掲載されている。その書簡からエノンの日本での活動や彼の植物に関する研究
の一端を知ることができる。 
エノンは、『工部省沿革報告』によると 1875（明治 8）年 9 月まで勤めた84。エノン帰
国後、『太政類典』に「鑛山寮御雇佛國人オークスタン、エノーン儀先般暇遣候ニ付為代員
是迄同寮月雇致シ居候條同國人フランソワ、エーシン、マイエート申者來ル十一月一日ヨ
リ三ケ年間雇入條約致候」85と記載されているように、エノンの後任として、フランソワ・
ウージェーヌ・マイエが 1875（明治 8）年 11 月 1 日に採用された86。マイエは、生野鉱
山に赴任する前は、東京開成学校87の教師や富岡製糸場88、横須賀造船所の医師を務めてい
た89。いずれもお雇いフランス人が活躍していた施設である。生野に来たのもそのつなが
りであろう。マイエは、『工部省沿革報告』90によると、1880（明治 13）年 4 月まで生野
に勤務した。その後、マイエは横浜に行き、生野や姫路周辺で流行っていたコレラの現状
とマイエがコレラ予防策として勧めていた銅板ベルトの効果に関する報告文を作成した91。
その記事は翌日、当時横浜で発行されていたフランス語の新聞『エコ・デュ・ジャポン』
（L’ÉCHO DU JAPON ）に掲載された。その抜粋は以下の通りである92。 
 
  生野の総人口はおよそ 4,500 人であるが、600 人が完全なベルトを着用した。私に
はその数はわからないが、他の多くの人々も 1~2 枚の銅板のみ着用している。重症の
コレラ患者が 45 人、その内の 30 人が死亡した。50 人以上が軽症と初期症状のコレ
ラ患者である。（中略）但馬地方では多くの人々が銅のベルトを着用している。（中略）
銅板ベルトの着用者の間では、いかなるコレラ患者の発生もないとする医師の報告が
ある。 
  姫路の人口は 2 万人である。コレラ患者は 1034 人を数え、その内、688 人が死亡
した。駐屯地には 1000 人の兵隊がいるが、50 人の士官とその家族、少なくとも 200
人が銅のベルトを着用していた。また 150 人の下士官とその家族も同様に着用した。
（中略）町の中では 15 人だけが銅板の配布を受け、この中でコレラに罹った人はい
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なかった。（中略） 
  生野において、10 ㎝の長さの長方形に揃えられ、身体にぴったりするように、表面
を曲げられた板ベルトの製作は終了した（中略）。 
  コレラの予防策と病気が明白となった時の治療法として、再度、私は銅を推薦する
ことをためらわない。 
 
金属療法の発明者93でパリ大学医学博士、ブルク医師の著書Du cuivre contre le Choléra 
et la fièvre typhoïde（コレラと腸チフスに対する銅）の中で、「元生野金
ママ
山医師のマイエ
は 1879（明治 12）年に強烈な伝染病が猛威を振るった時、彼は現地で（中略）銅板ベル
トを作成した。それを生野のほとんどの人が着用し、その人たちはコレラに罹らなかった
ことを、1880（明治 13）年 1 月 27 日の Gazette des Hôpitaux 掲載の報告書の中で証言
している」と書かれている。1779（明治 12）年は記述通り、日本各地でコレラが流行し、
多くの死者を出した。その時に、マイエは、生野と姫路のコレラの状況を調査し、その結
果から銅がコレラの予防と初期治療への有効性を持つと確信したのであろう。マイエとブ
ルク医師の記述から、マイエは生野で人々のために銅板のベルトを作成し、それにより、
ベルトは、ほぼ駐屯地のみで使用されていた姫路に対し、生野では一般の人々にも普及し、
死者の割合は姫路より少なかったことがわかる。（論者注：銅の重金属イオンの殺菌力を利
用したものかも知れないが憶測の範囲を出ない。） 
生野には、当時、漢方医の海崎一貫がいた。子孫の海崎陽一への聴取と彼の手記による
と、海崎一貫の経歴書94には「明治五年六月より、生野鉱山局御雇フランス人医エノン氏
およびマン
ママ
エ氏に従い、六年七ケ月間西法
ママ
医学術研究 明治十七年四月内務省より医術開
業免状拝受」95と書かれていた。一貫は 2 人の仏フランス人医師から西洋医学を学び、1887
（明治 20）年頃、自宅の敷地内に、生野に立ち並ぶ洋館を真似て儀洋風建築の医院棟を建
て、生野で最初の病院「海崎医院」を開業した96。 
以上のように、生野に赴任した 2 人のお雇フランス人医師は、鉱山で働く人だけでなく
一般の人々も治療し、病人や怪我人を救っただけでなく、地元の医師への西洋医学の伝授
も果たした。彼らはまさに「産業医としての先駆的な働き」97を果たしたと言える 
 
２．教育と人材育成 
コワニェは、第 1 章第 3 節 4 で言及したように「鉱山士兼鑛山學教師」として生野に着
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任した。これは、本章第 1 節でみた、1868（明治元）年 10 月のコワニェの提言書「仏人
コワニー雇入約定書（「評議申上候覺」）」98のコワニェからの提言を受けたからであった。 
 
  鉱山局中においてハ佛教師專ら書生を教導して許多之人材を出し候義を當局本業と仕
又生野銀山中瀬金山之如きハ器械を以稼業を便易ニ仕業之功德を以學之習力を扶け專
務に人材御教育相成候得は不遠して數多之學生を得是を以一時ニ天下之鑛山を被爲辟
候得は有本之功業壯大之美觀誠ニ以國家之大幸と可申左無御座候（中略）外學生御教
育場と定め生野銀山等を以學業實驗所と仕十分之人材出來迄は他鑛山之義は矢張舊法
之通り被成置候方遠大之御良策と奉存候此段局中衆評之上申上候以上 
 
この提言書の提出後、これを裁可の可否を判定するために、コワニェとの質疑応答があ
ったようである。そのやり取りの内容が『工部省沿革報告』に記されている。 
 
本司ノ處務規定ヲ確定シ佛國ノ鑛學教師ヲシテ生徒ヲ訓導セシム（中略）。按スルニ生
野區内瀨金山ノ鑛區ニ器械ヲ据設シ、工業ヲ資ケ以テ生徒ヲ教育セハ幾多ノ鑛學士ヲ
養成シ事業隆盛スヘシ（中略）。請フ本司ハ通常ノ事務及ヒ各地方ノ申白スル事項ヲ措
置シ實地ノ事業ハ干預セス、生野銀山ヲ修學實験所ト爲シ以テ人材ノ輩出スルヲ俟タ
ン。99 
 
 コワニェは、「処務規定を明確に定め、フランス人鉱学教師は生徒を教育することに努め
る。生野銀山を「学業実験所」とし、瀬金山の鉱区内に機械を敷設し、生産活動を助けな
がら教育すれば多くの鉱学士を養成でき、事業は成功するだろう」と説明している。 
これに対し政府は、「「コハニー」ノ議ヲ採納ス。（中略）「鑛山學傅習ハ生野山下ニ學校
ヲ建設シ「コハニー」ヲシテ教授職ヲ兼ネシムヘシ。（中略）生徒ハソノ規則書ヲ頒布シテ
之ヲ生野學校ニ學習セシムヘシ。學校ノ規定ハ速ニ設定スルヲ要ス」100と応えた。 
コワニェは 1869（明治２）年 2 月、早速「生野鉱山学校」を開設した。「此ヨリ先政府々
藩縣ニ令スルニ鑛山学生ヲ生野ニ遣リ外國教師ニ就テ実地就學セシムルヲ得ルヲ以テス。
此ニ至テ岡
ママ
廣島大聖寺等ノ諸藩該生徒ヲ本司ニ出シ、以テ學ニ當鑛山ニ就カシム。盖シ前
年既ニ生徒一名ヲ出シ、本年二人ヲ出ス。三年ニ至テ二人、四年五年ニ至テモ亦五人ノ生
徒ヲダセリ」101と『工部省沿革報告』に記録されているように、開校時、政府は全国から
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学生を募り、その結果、岡山や広島、金沢などの諸藩から派遣された人材が集まり、フラ
ンス人技師に就いて学んだ。明治 5 年までに 15 名の卒業生を出したようだ。 
従来、｢生野鉱山学校｣に関する史料は見つけられておらず、上記以外の情報は皆無に近
かった。受講生全員の名および授業はどのようなものだったかについての情報はこれまで
全くなかった。生野鉱山学校に言及した論文は複数あるが、15 人の学生のうち、唯一名前
が把握されていたのが、後に別子銅山を大きく近代化した広瀬宰平、鉱山王と呼ばれるよ
うになった中江種造、フランス芸術に大きな影響を与えた高島得三102であった。しかし、
生野銀山研究において、この 3 人を手掛けた研究者はなく、いずれの研究も上記の『工部
省沿革報告』に記されている内容にとどまっている。 
論者は、3 人の関係地を訪れて調査を行った。その結果、彼らは、生野滞在中の記録や
回顧録を残していたことがわかった。彼らの記録から、これまで知り得なかった当時の学
校の様子や彼らの学習動機を窺い知ることができる。高島と広瀬については、後の章で論
述するので、本章では中江の記述について取り上げる。 
中江種造103は、但馬国豊岡藩の下級武士の家で生まれた。13 歳になった 1858（安政 5）
年、豊岡藩士・中江晨吉の養子となり、藩警護役のかたわら、火砲技術や数学、測量を習
った。戊辰戦争において他の藩兵と共に京・桂御所の護衛にあたった。その間、砲術家・
久世治作に従い理化学を学んだ。明治新政府より「貨幣司」（造幣局の前身）勤務の命を
受け、化学の知識と金属分析技術を身につけた。この技術によって貨幣司から鉱山司に転
任となった中江は、コワニェの生野就任の際、生野に派遣された。生野でコワニェらにつ
いて鉱山学などを学んだ後、1875（明治８）年から 1884（明治 17）年まで、古河市兵衛
の顧問技師として、栃木県足尾銅山や新潟県草倉銅山の経営に当たり、古河財閥を築き上
げた。1884（明治 17）年、顧問役をつとめた古河家を辞して、鉱業家として独立自営し
た。岡山県国盛鉱山を皮切りに、徳島、熊本、和歌山など各地の鉱山を買収し、巨万の富
を築き上げ、「鉱山王」と呼ばれるようになった。 
このように、鉱山事業で成功を収めた中江は晩年、生野時代を振り返って次のように記
している。 
 
政府は、大阪に舎密局を開設し、蘭人ハラタマを聘して顧問となさんとの議ありしか
ば、予は一層修學の便利を得ることならんと、大に望を嘱したりしも、そは容易に實
行をみざりき。 
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かゝる折柄、幸に鑛山實験家佛人コワニー氏、生野鑛山に傭聘せられたるを以て、予
は遂に同鑛山事務に從事し、鑛業實習及び理化學應用の研究に力を用ひたり。尋て工
學士佛人セボース氏、傭聘せられて、鑛山學の講義をなすこととなりしが、同氏は鑛
業所在地の爲め、實業と學問を對照して、緻密なる教授をなせし故、また得る所多大
なりき。これぞ後日余が獨力鑛山事業を経營するに至れるの動機なる。104 
 
文章内のハラタマは、オランダ人化学者クーンラート・ヴォルテル・ハラタマ105のこと
で、ハラタマはコワニェと同じ時期に明治新政府に雇用されて大阪に理化学学校「大阪舎
密局」開校の準備に携わった（論者注：明治 2 年 5 月 1 日開校）。中江は、当初はハラタ
マより化学を学ぶことを望んでいたようである。また、ハラタマの書簡を調べると、コワ
ニェは生野赴任前よりハラタマと交流があったことが分かった。次がハラタマの書簡から
の抜粋である。 
 
  数日前から私には近くの寺に住む隣人ができました。彼は日本政府に雇われたフラン
ス人の鉱山師です。       （1868（明治元）年 12 月 23 日、大阪、兄宛）106 
 
この頃、コワニェは 1 回目の生野視察後、その報告を政府にするために大阪に戻っていた。
ハラタマは、翌年の 9 月にコワニェに誘われて、生野鉱山にも見学に行っている。 
   
今回の旅行は大阪から四日間の旅程で行く銀と銅の鉱山の視察でした。以前に寺町で
私の近くに住んでいたフランス人技師が、今ここの開発主任になっています。政府は
学校の事務長と私の門弟二人と下男二人を私に同行させ、（中略）、一行は八人となり
ました。（中略）鉱山では実に多くの興味深い事物を見学しました。ここに三日間滞在
するうちに、私は日本の鉱物の潤沢さについて考えさせられました。 
                   （1879（明治 2）年 9 月 6 日、大阪、兄宛）107 
  
ハラタマには大阪舎密局の事務長が同行している。この旅行は、鉱山学校見学が一つの
目的だったのであろう。生野に残る当時の日記108には同年 7 月 16 日にハラタマら 8 人が
生野に着き、2 日後の 7 月 18 日に「蘭人カラタマ、仏人コニエ案内ニ而山見分ニ来り鉱道
にも敷入いたし」と記されている。恐らく学校にも案内してもらったに違いない。二人の
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交流の事実は、[孤立していた]コワニェが日本の産業や学問の発展と緊密に結びついてい
たことを示すもので、今後二人の結びつきの調査を課題としたい。 
中江の記述によりサンテティエンヌ鉱山学校出身のセヴォも教師を務めていたことがわ
かった。セヴォの講義は比喩・対照を交えながら分かりやすく、しかも緻密な講義であっ
た。中江はセヴォの授業に触発され、鉱山への関心が高まり、後の鉱山王を生むきっけと
なったと回想している。 
高島北海の記録の中に「工部省御雇生野鉱山技師長仏蘭西人コニエー氏に就き地質学を
修む」109（下線は論者による。以下同様とする）、「フランス人の技師十三人ばかり來てゐ
たので、これに就いて語學を研究している内に、彼等から變則ながら地質學を學んだ」110                   
と記述がある（論者注：詳細については次章で述べる）。鉱山学校では、鉱山学だけでなく、
地質学やフランス語も教えられていた。前項で言及した医師マイエの契約書を見ると、「医
師兼仏語教師ノ器能ヲ以テ（中略）政府ニ奉仕スルコトヲ約セリ尤仏語教授時間ハ休日ヲ
除キ毎日二時間タルヘキコト」と、マイエは 1 日 2 時間フランス語を教えることを約束さ
せられている。また、論者が見つけた医師エノンの報告書にもエノンがフランス語を教え
ていたことが記されていた。それは、彼が生野に着任した 1873（明治５）年に「マルセイ
ユ東洋学者会議」の報告書111に、生野の学生達が書いたフランス語の勉強のために日本の
寓話をフランス語に訳したものを紹介している。その文頭には次のように書かれている112。 
 
  これらの寓話は既成の物語の翻訳ではない。これらは日本で馴染みのある寓話や伝説
の仏訳である。生野鉱山のエノン氏の学生達がフランス語で書く練習をする目的でエ
ノン氏のために翻訳したものである。その学生とは、長崎の伊藤氏と広瀬氏、鹿児島
のマンゼン氏とナツオカ氏、長門の高島氏、備前の脇坂氏である。 
 
この文章から、医師のエノンも「生野鉱山学校」で教鞭をとっていたことや、フランス
語の授業として、日本の寓話の翻訳をさせていたことがわかる。また、生徒には、「長門の
高島」こと高島得三の他、長崎や鹿児島、備前からの学生がいたこともわかる。「工部省沿
革報告」には記されていなかった学生達の名と出身地に関する情報も得ることができる興
味深い資料である。 
この他、1876（明治 9）年 9 月 21 日に「諸鑛山掘棌ノ方法ハ一二奮法ヲ墨守シテ鑛業
進歩セルヲ以テ其坑夫十四名ヲ取締下掛田中某ト興ニ生野支廳ニ遣リ以テ新法ヲ傅習セシ
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ム」113と藩命で秋田の阿仁鑛山からも 14 名の坑夫がコワニェから近代技術を習得するた
めに生野銀山が来ていた記録もあり、日本のあちこちからコワニェを頼って生野に修学に
来て、お雇フランス人から鉱山技術だけでなく、西洋の学問を学んだという記録も残って
いる。 
コワニェは政府の鉱山経営政策のための助言として、1871（明治４）年 1 月、政府に「日
本國坑政の策」114を作成しているが、これを読むとコワニェの生野銀山開発の方針を理解
することができる。次がその冒頭部分である。 
 
 坑政の目的は日本人會社を結びて鑛坑の掘採と及び之に属する製造を速に盛ならしむ
るに在り製造とは例へば金属の工作、硫酸の製法、磁気の製法、諸質を含有せる温泉
を檢査して世の用を爲す事等是れなり 
右の諸事を行ふには日本の鑛質ある藷縣に於て政府より開坑の業を起し手本を始むべ
し此擧二種の成功あり其一は利益を得るなり其二は日本人欧羅巴の工作法に監修する
の実踐學校を得るなり 
欧羅巴にて用ゆる法方を可成丈速に全國に弘めんと欲せば政府より手本と爲るべき掘
棌六ヶ所を起すべし  
第一 生野に於てすべし此處にては金、銀、銅、亞鉛を掘採す （中略） 
右様の掘採を爲すに於ては日本人五ヶ年の末には欧羅巴人を手離するを得べし 
 
コワニェは、日本の近代化のためには生野を始めとする日本国内の鉱山が近代化する必
要があると考え、まず、生野に西洋の先進の技術と設備を導入して近代化させることに取
り組むことを提案した。そして、そこで働く経営者や労働者を育て上げ、経営方法の一新
を図り、生野鉱山を日本の鉱山の手本、つまりマザーマインに作り上げようと考えていた
のである。つまり、コワニェは生野銀山を手本として全国の鉱山が新しくなることを期待
し、後継者の育成に力を注いだ。 
以上、明治初期に、コワニェは 23 人のお雇いフランス人を指揮し、日本の鉱山開発の
ために、最新機械や技術を導入して近代化を図った。また生野区内に「生野鉱山学校」を
開いて人材育成に努めた。「生野鉱山学校」のカリキュラムは詳らかでないが、鉱物学、 
地形学のような基礎的学問が含まれていたことは高島の記録から明らかである。即ちコワ
ニェは単に採鉱や鉱山の知識を伝授するだけでなく、鉱山にかかわる基礎的学門を講義し
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ていた。これは技術移転を行う場合、極めて大切なことである。こうしたコワニェの授業
方針を慕って日本全国の各地から学生が集まった。 
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faire connaître les résultats de votre conversation. 
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mes hommages à Madame Verny et veuillez croire aux sentiments dévoués de votre 
camarade. 
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36 藤井忠弘、長野一枝『兵庫縣管内地誌略 上・下』金港堂、1877（明治 10）年 12 月 11
日。 
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amenées sur ce dernier point, peut donner une idée de la difficulté des 
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L’usine métallurgique d’Ikouno est la plus importante du Japon.  
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番号：本館-2A-009-294。マイクロフィルム：00146、開始コマ：800-1。 
70 同上。 
71『掌中官員録』西村組出版組、1875 年。 
72『御雇外國一覽 全』中外堂、1872 年（国立国会図書館蔵）。 
73 トーマス・ウィリアム・キンダー（Thomas William Kinder, 1817‐1884）年）イギリ
スの軍人・技術者。明治政府のお雇い外国人として造幣寮の首長に任命され、大阪造幣
寮の建設、日本の近代的貨幣制度の確立に貢献した。 
74 ホーレス・ケプロン(Horace Capron, 1804- 1885）アメリカ合衆国の軍人、政治家。明
治政府のお雇い外国人として、北海道の開拓に従事した。その内容は、北海道の道路建
設、鉱業、工業、農業、水産業など多岐にわたる。 
75 トーマス・ジェームズ・ウォートルス（Thomas James Waters, 1842‐1892）アイルラ
ンド出身の建築技術者。明治政府お雇い外国人として大阪の造幣寮を建設するなど、政
府機関建造物建築に携わった。 
76「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 103。 
77「鑛山寮出張所但州生野ニ佛國医師オーギュスタン・エノンヲ雇入」『太政類典』（1872
（明治 5）年 11 月 18 日）、請求番号：本館-2A-009-00／太 00294100。マイクロフィ
ルム：003500、開始コマ：0747。 
78 エノンの来日については、石田純朗「生野銀山とフランス人医師」（『医譚』67 号、
pp.3943-3947）澤護「生野銀山のお雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』第 11 号、1981
年）、三浦豊彦「労働衛生学史序説（第 12 部）─明治初年の生野銀山のフランス人産業
医、ドイツ医学の導入、陸海軍の身体検査のはじまり─」（『労働科学』53 巻第 5 号、
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1977 年、pp. 315-329）の中で言及されている。 
79 Jean-François Augustin Hénon (1832.8.4‐1905.7.6) 1859 年にリヨンの病院付属医学
校に入学、1864 年卒業、医師となる。 
80 Jacques Louis Hénon (1802‐1872) 医師、獣医学校教授、植物学の教授であり、ギヨ
ティエールの市会議員やローヌ県の県会議員、リヨン市長経験を歴任した政治家。 
81 澤護は「生野銀山のお雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』11 号、1981 年、p.13）の中
で、「エノンは 1872 年 8 月 4 日に、コワニェ夫妻と共にマルセイユを出航し、1872 年
9 月 21 日横浜に到着した」と書いている。 
82 Journal d’agriculture pratique, 36e année-Tome II, juillet, 1872, p. 30. 
83 Bulletin de la Société d’acclimation, 2e série-Tome IX, 1872, p. 384. 
原文：M. le docteur Hénon, sur le point de partir pour le Japon, où il est appelé par le 
mikado à diriger un important service de l’Etat, serait heureux et reconnaissant de 
recevoir les instructions de la Société d’acclimation pour se diriger dans les études 
et dans les recherches de sciences naturelles appliquées auxquelles il se propose de 
se livrer. Le docteur Hénon éprouve le plus vif désir d’utiliser son séjour au Japon 
pour se rendre utile à la France. 
84 澤護の調査によるとエノンの帰国日は 1875（明治 8）年 11 月 1 日である。澤は、生野
銀山のお雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』11 号、1981 年、p. 13-14）で、エノンの
雇い止めは、同年 10 月 31 日ではないかと述べている。 
85「鑛山寮佛國人マイエ雇入條約書」『太政類典』（1875（明治 8）年 10 月 27 日）、請求番
号：本館-2A-009-00・太 00294100、マイクロフィルム：003500、開始コマ：0781。 
86 原語：François Eugène Maillet。生野におけるマイエについては、須長泰一「フラン
ス人医師マイエのコレラ発生報告について─生野・姫路地域における事例」（『日本医史
学雑誌』第 51 巻第 1 号、2005 年、pp. 107-110）、西堀昭「明治時代の鉱山関係フラン
ス人について⑴─官営生野鉱山─」（『横浜経営研究』第 XII 巻、第 3 号、1991 年、pp. 
61-72）、澤護「生野銀山のお雇いフランス人」（『仏蘭西学研究』11 号、1981 年、p. 6-22）
の中で言及されている。 
87 前身は、1857（安政 4）年、外国の文献を研究、教育するための学校として江戸幕府が
設立した洋学研究教育機関「開成学校」。明治新政府が接収し、改称・改編をしながら
運営が続けられた。「東京開成学校」は 1874（明治 7）年 5 月「東京開成学校」への改
称により、法学・化学・工学を中心に授業が行われた。東京大学の前身の一つ。 
88 1872（明治 5）年、明治新政府がフランスの技術を導入して、群馬県富岡に設立した日
本最初の機械製糸工場。 
89「開成學校教授佛國人マイヨ代員トシテ同國人マイエー傭入」『太政類典』（1874 年(明
治7)年10月18日）、請求番号：本-2A-009-00・本00291100、マイクロフィルム：003500、
開始コマ：0205。横須賀海軍工廠編『横須賀海軍船廠史』（復刻版）、原書房、1975 年、
p.191。西堀昭「明治時代の鉱山関係フランス人について⑴─官営生野鉱山─」『横浜経
営研究』第 XII 巻、第 3 号、1991 年、pp. 63-64。 
90「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 94。 
91 須永泰一「フランス人医師マイエのコレラ発生報告について─生野・姫路地域における
事例」『日本医史学雑誌』第 51 巻第 1 号、2005 年、pp. 107-110。 
92 日本語訳については、須永泰一「フランス人医師マイエのコレラ発生報告について─生
野・姫路地域における事例」（『日本医史学雑誌』第 51 巻第 1 号、2005 年、pp. 107-108）
を参照した。 
  原文：A Ikouno, la population totale est d’environ 4,500. Six cents personnes ont 
porté des ceintures complètes ; beaucoup d’autres personnes, dont j’ignore le 
nombre, ont porté une ou deux plaques seulement. Nous avons eu 45 cas graves de 
choléra avec 30 morts et plus de 50 cas l’égers et cholérines. 
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    Dans la province de Tazima, beaucoup de personnes ont porté des ceintures. Je 
n’ai pu en savoir le nombre ; mais je sais par les rapports des médecins qu’il ne s’est 
présenté aucun cas de choléra parmi les porteurs de plaques encuivre. 
    A Himédji, la population est de 20,000 âmes. On a compté 1,034 cas de choléra et 
688 morts. La garnison compte 1000 hommes, 50 officiers et leurs familles, soit 200 
personnes, au minimum, ont porté de ces ceintures de cuivre ; 150 sous-officiers et 
leurs familles en ont également porté. Dans la ville, 15 personnes seulement se sont 
servies de plaques en cuivre, aucune n’a été atteinte du choléra. 
    A Ikouno, nous avions fini par construire nos ceintures en plaques rectangulaires 
arrondies, de 10 centimètres de longueur, courbées sur une face pour se mouler sur 
le corps.  
    Je n’hésite pas à conseiller de nouveau le cuivre comme préservatif du choléra ou 
comme moyen de traitement quand la maladie est déclarée. 
93 マイエが上の「エコ・デュ・ジャポン」の中で「金属療法の発明者(Dr. Burq, l’inventeur 
de la métallothérapie)」と書いている。 
94 2001 年、神戸大学工学部の足立裕司教授らが旧海崎医院の建物の調査をした際、子孫
の海崎陽一が立ち会い、経歴書を発見した。論者は史料閲覧のために海崎氏にコンタク
トを取ったが、氏は現在生野在住でないため、閲覧は叶わず、電話での聴取だけとなっ
た。 
95 海崎陽一「生野銀山医療事情」『一里塚』第 9 号、2002 年、pp. 12-17。 
96 建物は現在も残っているが、後継者がなく、閉ざされたままになっている。 
97 三浦豊彦「労働衛生学史序説（第 12 部）─明治初年の生野銀山のフランス人産業医、
ドイツ医学の導入、陸海軍の身体検査のはじまり─」『労働科学』53 巻第 5 号、1977
年、p. 322。 
98 「鑛山開發ニ關スル佛人コワニー提議及ビ鑛山局上申書」（明治元年 10 月）『大隈文書』
（A3993）。 
99「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。『工部省沿革報告』p.225。 
100「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。『工部省沿革報告』p. 225。 
101「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、p. 102。『工部省沿革報告』p. 225。 
102 高島得三（1850-1931、長門国阿武郡出身）。詳細については第４章参照。 
103 中江種像（1836‐1931）中江の生涯については、「広報とよおか」第 193 号、2013 年
4 月 25 日、p. 36 と公益財団法人たんしん地域振興基金「但馬の百科事典」
（http://www.tanshin.co.jp/zaidan/1hito/22nakae/index.html）を参照した。 
104 曽我鍛編『中江種造傳 上』1941 年、pp. 222-224。 
105 クーンラート・ヴォルテル・ハラタマ（Koenraad Wolter Gratama、1831 年‐1888
年）オランダの化学者。幕末から明治初めにかけて、長崎および大阪で教鞭を執った。
日本の化学教育の創始者と言われている。 
106 芝哲夫『オランダ人の見た幕末・明治の日本─化学者ハラタマ書簡集─』菜根出版、
1993 年、p. 92。 
107 芝哲夫『オランダ人の見た幕末・明治の日本─化学者ハラタマ書簡集─』菜根出版、
1993 年、pp. 100-101。 
108「藤本市兵衛日記」のこと。掛屋（山師および吹屋が銀を代官所に納入する際に役人に
代わって銀の品質の鑑定ならびに秤量をおこなっていた）であり、生野銀山町の町方役
であった藤本市兵衛義方による御用留日記。1850（嘉永 3）年から 1878（明治 11）年
までの 28年間における生野の出来事が詳細に記録されている。生野書院蔵。本論では、
生野町文化財委員会古文書講座班および生野町史談会が原本より、書き写したものを参
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照した。 
109 下関市立美術館蔵。 
110「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913（大正 2）年、p. 21。 
111 原語 « Congrès des Orientalistes de Marseille »。 
112 原語« FABLES JAPONAISES »。 
113「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、明治文献資料刊行会、
1964 年、pp. 101-102。『工部省沿革報告』p. 122。 
114 早稲田大学社会科学研究所編『大隈文書』1962 年、p. 98。 
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第４章 高島北海と生野銀山お雇いフランス人     
 
第１節 高島に関する生野関係資料と先行研究    
 
姫路市北部の市川に架かる橋「生野橋」のたもとに「馬車道修築碑」1が立っている。こ
れは、生野銀山開発の指揮を採っていた工部省鉱山寮生野支庁鉱山助の朝倉盛明が、馬車
道完成を祝って 1876（明治 9）年 4 月に建立した記念碑である。朝倉による碑文には、生
野銀山開発や馬車道築道の経緯が綴られ、工事に携わった代表者数名を挙げてその労苦を
労っている。その中に「高嶋得三」という人物の名が刻まれている。「高嶋得三」とは、馬
車道築造に関わったのちフランス・ナンシー森林学校に留学し、エミール・ガレ2を始めと
するナンシーの芸術家たちにジャポニスムの影響を与え、ナンシー派のアール・ヌーヴォ
ーを開花させる切っ掛けを与えた、と言われている後の日本画家「高島北海」3のことであ
る。碑文には、高島は「通弁」すなわち通訳として工事に関わったとして紹介されている。
即ち高島は、生野鉱山学校の生徒でもあり、馬車道築道時には通訳もしていたのである。 
これまで鉱山学校や馬車道に関しては、『太政類典』など公文書からの公的な情報しかな
く、実情を詳しく知る手段がなかった。そこで絵が得意だった高島なら絵を用いて記録を
残しているのではないかと考え、高島の故郷の山口県や留学先のナンシー、さらに馬車道
建築に携わったフランス人技師ゆかりの地で調査を行った。その結果、高島が青年期に生
野に滞在していたことがわかる高島直筆の履歴書や兄九峯の記録、高島が生野滞在中に作
成した地図、「馬車道修築」の様子を記録した手帳、さらにはフランスでの活動を推測でき
る資料を発見・入手することができた。高島の関係資料の主な所蔵先は、日本国内では下
関市立美術館と山口県文書館、フランスではナンシーの AgroParisTech（国立農業工学・
河川・森林学校・École Nationale du Génie Rural, des Eaux et des Forêts、ENGREF）
4とナンシー市立図書館である。特に下関市立美術館には、遺族からの寄贈もあり、普段公
開されていない貴重な個人的資料が数多く所蔵・保管されている。また、高島の母校であ
る元ナンシー森林学校の AgroParisTech には、高島の資料がリスト化されて管理されてい
るほか、高島関係資料を展示するコーナーも学校内に設けてある。さらに、ナンシー市立
図書館には高島が日本からもたらした書籍が約 60 冊以上あり、ナンシーにおける高島の
評価の高さを知ることができる。 
 従来の高島に関する研究は、この留学先のナンシーでの活躍やフランス美術界に与えた
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影響など、芸術面での高島を取り上げるか、特異な人生を歩んだその生涯とその事跡全般
を論じる研究がほとんどであった。その研究は、例えば、1976（昭和 51）年、1986 年、
2011 年開催の「高島北海展」の際に発行された図録5や下関市立美術館発行の紀要におい
て、美術館学芸員や美術研究家らが発表している論文や論考を発表で見ることができる6。
中でも、元下関市立美術館館長の井戸誠による高島に関する研究は、本美術館に収蔵され
ている高島関連の資料の調査の他、ナンシーでの綿密な研究により、高島の生涯から、フ
ランス留学経緯、ナンシーの森林学校および美術界での活動、人々との交流についての研
究や高島の新資料の紹介など多岐にわたっている7。しかし、いずれも生野の馬車道やお雇
いフランス人技師との詳細な関わりについては論じられていない。 
この他、最近では、近代アカデミズム成立以前の「地質学者」「地理学者」「地形学者」
更には「林学者」としての高島の研究が自然科学系の研究者の間で進められている。「地質・
地理・地形学者」としての高島については、島津俊之8と金折裕司9が、「林学者」としては、
小林富士雄10が論文発表をしており、いずれも地理学、林学の専門的な観点から高島の特
異性や日本に残した功績について論じている。 
本章では、これらの諸専門家の研究を参照しながら、論者が新たに入手した資料および
見解を交えて、生野銀山と生野お雇いフランス人技師との交流に焦点を当て、生野滞在と
フランス人技師らが高島に与えた影響、並びに高島を通して見た当時の生野の様子や高島
がフランス人に与えた影響について解明する。 
 
第２節 高島の生い立ちと生野赴任  
 
１．出生から生野出仕まで 
高島得三は、1850（嘉永３）年、萩藩の藩医良台の次男として長門国阿武郡萩江向村（現
在の山口県萩市江向）に出生した11。父良台は、御典医の傍ら萩藩医学館で本草学の教授
も務めており、また儒学と詩文にも造詣が深く、後に隠居して書画や詩、和歌の世界に入
った。このような本草学や書画に精通していた父親に絵の手ほどきを受けた高島は、幼少
の頃より植物や鉱物に親しみ、博物的知識や分析力を身につけた。11、2 歳の頃から藩校・
明倫館に入って文武を学び、そこでその時 9 歳で下郷していた後の陸軍大将・乃木希典と
の交友もあった。時代は明治に移り、1870（明治３）年、高島は同じ藩の兵部省の役人が
設けた徴兵制度に志願し大阪陸軍所に入所する。ここでフランス式の訓練を受け、西欧と
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の出会いを果たす。高島は自分の生い立ちを、回想録「余の山嶽研究」12の中で次のよう
に回想している。 
 
 私の父は高嶋醉茗といつて矢張り書も畫もえがいてゐたので、私も六七歳の時から畫
を描き初めた。併し十五六歳の時になると、かの攘夷や長州征伐などで一國騒然たる
時であつたので、なかなか繪筆を取ることは出來なかつた。その内維新となって、明
治二年大村益次郎がフランス式の兵制に則つて初て徴兵の制を試み、先づ自藩の長州
から兵を募ることゝなつたので、私もその應募者の一員として大阪に登つた。13 
 
この入隊が切っ掛けとなり、高島は、新時代に対応するためには外国語の習得が必要と
考えるようになった。そのような時、生野にフランス人が居住しており、そこで、学生を
募集していることを知った。1872（明治 5）年、高島は生野銀山での勤務を希望して工部
省に入省した。 
 
  徴兵として一年間を大阪に送る内、大に外國語の必要を認めて之が研究を思ひ立つた。
その時幸ひに、生野の鑛山が政府の手で開拓さるゝことゝなり、フランス人の技師十
三人ばかり來てゐたので、これに就て語學を研究してゐる内に、彼等から變則ながら
地質學を學んだ。                     （「余の山嶽研究」14）  
   
 この他、『防長新聞』所収の「高島北海の山水畫談（一）」15においても生野へ行った理
由を自ら語っている。 
 
十四才の時生野の鑛山へ行つた 西洋人が十四、五人居つて佛語を習ふ爲め其處へ居
つたが鑛山より地質の方をやらうと思うて夫を習うたです。   
 
 生野以降の動向は、高島が残した履歴書から知ることができる。現在、下関市立美術館
には３通の自筆の履歴書16が保管されている。1 通は 1923（大正 12）年 5 月に阿武郡役所
に送った履歴書の下書きで、普通の原稿用紙を使って線で抹消したり、加筆や訂正箇所が
多々見られる。残りの 2 通は、提出先や作成時などは不明であるが、農商務省の公用の用
紙にミスなく正確な文字で書かれていることから、役所など公的機関に提出するためのも
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のではないかと考えられる。履歴の記載内容は、原稿用紙の方は生野に行くために鉱山寮
に入省した 1872（明治 5）年 8 月 8 日からスタートしており、残りの２通は、1 通目と同
じ年の 8 月 8 日から始まるものと、1878（明治 11）年 4 月 22 日に始まるものの２種であ
る。本論では、高島の生野時代の経歴調査が主要目的のため、後者の履歴書は割愛する。   
2 通の履歴書を比較すると、原稿用紙の方（以下、①とする）は、記述が昭和 4 年 12
月で終わっており、現住所が東京となっていることから、上京後の昭和 5 年 5 月から永眠
する昭和 6 年 1 月 10 日までの間、恐らく昭和 5 年の中ごろ 81 歳の時に書いたものと推測
される。公箋の履歴書（以下、②とする）は、大正 6 年 6 月までの履歴が記載されている
ため、68 歳のときに書かれたものだと考えられる。生野時代については、①には添書きが
あり、詳しい情報を得ることができ、②には①に書かれていない事項が記載されている。
以下が２通の履歴書の内容を合わせたものである。 
 
明治 5 年 8 月 8 日  鉱山寮十四等出仕技術心得 工部省（①②） 
          是ヨリ四年間工部省御雇生野鑛山技師長仏蘭西人コニヱー氏に
就キ／地質學ヲ修ム當時本邦ニハ之ニ關スル學門學／校ナシ
（①）  
（論者注：文字上の訂正線は高島自身による。／は改行を示す） 
明治 7 年 11 月 28 日 補鉱山寮十三等出仕技術心得 工部省 （②） 
明治 8 年 9 月 4 日  依願免職務   工部省 （①②） 
明治 11 年 4 月 22 日 地理局御申付  地理局 （①②） 
          是ヨリ本邦森林植物調査ニ従事シ十七年二月迄（①） 
                             
これによると、高島は 1872（明治 5）年 23 歳の時に工部省に入省し、鉱山寮出仕技術
心得として明治 8 年 9 月 4 日に希望退職するまでの約３年間、生野に赴任した。その間、
前章で論考したとおり、コワニェの「生野鉱山学校」17に在籍し、コワニェらからフラン
ス語や地質学、植物学などを学んだ。また、馬車道完成後に建てられた記念碑に刻されて
いるように、1873（明治 6）年着工の馬車道修築工事の通訳を担った。 
生野滞在 1 年目にも拘わらず通訳に任命されたことから、高島のフランス語上達の速さ
とコワニェからの信頼の高さが窺える。 
高島の②の履歴書によると、馬車道着工から 1 年目の明治 7 年 12 月 28 日に鉱山寮 13
140 
 
等出仕技術心得に昇格している。コワニェらから多くの技術を修得し、馬車道では通訳と
してフランス人達を補佐し、政府に認められたことが示されている。 
下関市立美術館に保管されている高島の遺品の一つである写真集の中にコワニェが高島
に贈った自らの肖像写真が所収されている。その写真の裏面には、 « Souvenir d’amitié 
1872  Coignet » （和訳：友情の記念として 1872 年 コワニェ）と、コワニェによるサ
インとメッセージが記されており、二人の親密な交流を見ることができる。この写真から
高島が生野鉱山学校に入学した 1872（明治 5）年から既にコワニェと親交を深めていたこ
とがわかる。 
 コワニェの肖像写真は、生野に別の 1 枚が残っている18。高島が保管していた写真とは
ポーズは異なるが、裏面には全く同じ写真師名« LEBEAU EMILE, LYON »19と刻印され
ている。生野で保管されているマリー夫人の肖像写真の裏面にも同じ印刷が施されており、
またシスレーの写真にも字体は異なるが同じ名前が印字されている。コワニェ夫妻とシス
レーの 3 人はフランスを発つ前にこのリヨンの写真家ルボー・エミールにそれぞれの肖像
写真を撮影してもらい、その写真を日本に持参したようである。写真家ルボーのスタジオ
には、映画発明家として有名なリュミエール兄弟の父親で写真家であったアントワーヌ・
リュミエール20が勤めていた。彼は、1882 年にモンプレジールにあったシスレーの家のご
く近くに写真乾板工場を建設した。 
さて、論者は、高島の兄である高島張輔（九峯）が作成した高島の経歴に関する記録（覚
書）「九峯覚書」を下関市立美術館で閲覧することができた。これは便箋に書かれたもので、
1922（大正 11）年の履歴で終わっていることから高島得三が 73 歳の時に書かれたもので
あろう。この記録の中に「明治八年乙亥七月二十四日東京ヲ發シ帰途暇ヲ乞ヒ三十日生野
鑛山ニ赴キ得三ニ姫路ニ遭ヒ八月七日大阪ニ到リ十八日山口ニ還ル」21と、張輔が高島に
会いに姫路・生野まで来ていた記述がある。1875（明治 8）年は、前年度から馬車道の建
造が始まり、高島は生野・姫路間で通訳として活躍していた時期である。恐らく弟の仕事
ぶりを見るために来姫したと思われる。張輔は、姫路に一週間ほど滞在したが、西洋式の
近代的な工事とそれに携わる弟の姿を十分に見学できたことであろう。 
 
 
 
141 
 
２．生野依願退職後の動静 
高島の履歴書によると、高島は、兄と再会した約 1 ヵ月後の 1875（明治 8）年 9 月 4
日、馬車道完成の 7 か月前に依願退職をしている。履歴書からだけで判断すると馬車道の
完成を待たずに生野を離れてしまったように思われるが、馬車道修築碑には、「管事數員ヲ
記シ聊カ其勞ヲ慰スルノミ」と活躍した関係者数名の中に高島が選ばれ、技師長のシスレ
ーから始まる序列の三番目に高島の名が刻まれている。このことから、高島は任務中、勤
勉に仕事に従事し、本工事完成まで通訳の職務を全うした、本工事を語るには欠かせない
重要な人物であったことがわかる。履歴書①の明治 5（1872）年 8 月 8 日の欄に添書きと
して「是ヨリ四年間工部省御雇生野鑛山技師長仏蘭西人コニヱー氏に就キ（後略）」と書か
れてある。依願退職が 1875（明治 8）年のため書類上では、計算が合わないので、4 年間
を訂正線で消してはいるが、実際は馬車道完成の 9 年まで生野に居たので、4 年間で正し
かったのだろう。 
さらに履歴書によれば、依願退職から次の就職までに 2 年間のブランクがある。この間
の動向を示す高島による直接的な資料が残されていないため、「8 年 9 月以後、（中略）、11
年 4 月 22 日に地理局雇となるまで、その足跡がはっきりしていない」22とされてきたが、
高島の回想録やコワニェの活動録を総合すると、高島の動向の一端を読み取ることができ
る。高島は晩年に当時を振り返り次のように語っている。 
 
明治九年から私は鑛山の取調旁地質學實地研究の爲め遍ねく内地旅行を企てた。 
                            （「余の山嶽研究」23） 
 
高島は 1876（明治 9）年から鉱山の地質調査のため日本全国を回っていた。コワニェら
から地質学を学び、彼らの地質調査に同行しているうちに地質学に惹かれ、地質調査に専
念することを希望して生野を依願退職したのであろう。下関市立美術館には、1876（明治
9）年 2 月から 3 月付の旅行日誌24が残されており、そこには、高島が生野から出発し、北
陸、信州、上州、名古屋を回って、再び生野に戻ったことが記録されている25。つまり、
高島は依願退職後も、地質調査に出かける以外は生野にいて通訳の仕事をし、4 月の馬車
道完成にも立ち会ったと考えられる。馬車道記念碑に刻まれている高島には身分の書き込
みがないことから、生野に在籍してはいなかったが通訳など何らかの勤めを続けてしてい
たことが明らかである。26     
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一方、金折を始め下関市立美術館関係者は、馬車道が完成した 1876（明治 9）年 4 月の
み高島は通訳として働いたと解釈しているが27、論者が見つけた 1875（明治 8）年 2 月 1
日付のシスレーがリヨンの父親に送った手紙28の中の記述により、高島は 9 月 4 日以前に
通訳として働いていたことは明白である。 
 
私の通訳は、下関への旅行から、山陰道（日本の南西部分）を通って、最近帰ってき
た                         （Revue horticole29、拙訳） 
 
これは、1874（明治７）年に高島が病気の父を見舞うために実家のある萩に帰郷し、10
月 4 日に萩を発ち、山陰道を通って同月 19 日に生野に戻ってきた時のことを指すと考え
られる。シスレーは高島のことを「私の通訳」と呼んでいることから、1875（明治 8）年
2 月 1 日には既に通訳をしていたことがわかる。高島は生野滞在中、馬車道築道時以外の
時も通訳としてフランス人を言葉の面で助けていたと考えられる。 
高島は、馬車道完成後についての行動について次のように回顧している。 
 
予ヤ少ヨリ山川跋渉スルヲ好ミ地体ヲ講究スルノ素志アリ七年前但州生野鑛山ニ至
り佛郎西人鑛学士コニエー氏ニ随テ学フ爾來五年或ハ書ヲ講シ或ハ実地ヲ檢ス東海
東山北海ノ諸道ハ師ニ随テ之ヲ覧閲シ山陽山陰五畿北陸ハ単身之ヲ跋渉ス天資鈍陋
一ノ成ル者ナシト雖モ焇天下ノ地理ヲ察スルヲ得タリ  （『山口縣地質圖説』30） 
 
高島はコワニェに同行して東海道や東北、北海道を廻って地質調査をし、その後単独で
山陽、山陰、近畿、北陸を廻った。この時期のコワニェの活動について調査すると、コワ
ニェの方にも高島同様、東北、北海道を廻った記録が存在した。 
   
明治九年六月仏人コアニー氏ヲシテ本鉱（論者注：半田銀山のこと）ノ土層乃鉱脈ヲ
検査セシメタルニ、同氏ノ報文ニ云ク、上部即チ中鋪及第二坑ノ如キハ将来ニ望ヲ属
スル能ハズ（後略）                 （『五代友厚伝記資料』31） 
 
  九年六月二十八日教師（論者注：コワニェのこと）着山（論者注：半田銀山のこと）
七月五日帰                （「半田山検査仏国コワニー教師談話記」32） 
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1876（明治 9）年 6 月 28 日、コワニェは、まず友人の五代友厚の依頼により、五代が
1874（明治７）年に政府から払い下げを受けた福島の半田銀山を 1 週間、鉱山寮鉱山助の
大島高任33と共に視察し、そこで開催された講演会で幹部や技術者たちに近代的な選鉱や
製錬技術を説いた。 
次に、コワニェは、政府の依頼により、「六月十二日、傭師長「コハニー」ヲシテ阿仁院
内ノ諸鑛山ヲ巡檢セシム」34、「七八兩月ノ間點檢仕候羽後之國諸鑛山見込書献呈致候」35と
前年に官営となった阿仁銅山、院内銀山およびその周辺の鉱山を 7 月から 8 月まで 2 か月
かけて視察した。この時の詳細については、政府に提出されたコワニェ作成の「見込書」
である『阿仁銅山見込書』36と『羽後國院内銀山見込書』37で知ることができる。 
東北を視察後、コワニェは「私事、北海道ホロムイ炭鑛38迄順廻仕リ、十月六日横濱歸
着（後略）」39と工部卿伊藤博文に報告しているように、北海道の炭鉱を廻り、10 月 6 日
に横浜に戻った。 
論者は、コワニェがフランス帰国後、1878 年にリヨンで開催された「東洋学者地方会議」
40（会長：エミール・ギメ）でこの北海道視察旅行について話していたことがわかる資料
を見つけた。会議の報告書41には、「1876 年、私は北海道内の重要な炭坑を視察しに行っ
た。それらは非常に質が良いと思った」（拙訳）、「蝦夷には冬の極寒にも拘わらず、直径
30～60 センチの桑の木が自生している。（中略）1876 年、（蚕の）繭の収穫量は 1,500 キ
ロであった。（中略）石狩川に沿って、桑の木がナラの木とクルミの木と共にいくつかの森
を作っている。私はその内の一つの八里ある森の中を横断した」（拙訳）などと、コワニェ
が話した内容が記載されている。コワニェは、北海道の炭坑を視察した他、絹産業の盛ん
なサンテティエンヌとリヨン出身者らしく、日本の繭の生産や蚕の食餌である桑の木につ
いても調査を行ったようである。高島は、1886 年、フランス留学時代に「栗蚕 (Le ver à 
soie du chataignier)」42と題して、日本の栗蚕の成長過程や栗繭の取り方を解説した記事
をフランス語で書いる。コワニェからの影響を推測できる。 
このように高島は、コワニェの 4 か月にわたる東北、北海道の鉱山の視察に同行し、コ
ワニェとともに実地調査を行い、生野で学んだ地質学、森林学、植物学の実際を現地で習
得したと考えられる。 
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第３節 高島から見た馬車道 
 
１．高島の手帳 
高島は馬車道築道時においてただ通訳として携わるのではなく、持ち前の鋭い観察力と
芸術的センスを生かして西洋式の作業工程や器具を注意深く観察し、コワニェらフランス
人から自然科学的知識と研究方法を学んだ。彼らから見聞した内容の他、工事の様子や道
具を言葉と絵で詳細に記録している。その記録というのは、下関市立美術館所蔵の「生野
馬車道建設記録」43と称する高島の手帳である。本手帳は、当美術館の未公開資料で、論
者44以外、今までの高島研究においても生野馬車道研究においても未だ活用されていない
貴重な資料である。 
この高島の手帳は、縦 15cm、横 10cm、開くと A５版程度のもので、約 74 ページから
なる。表紙と裏表紙には墨で「通辦書」と書かれて
いる他、日本語やフランス語の文字が複数重ねて書
かれていたり、その上を線で消されたりしている。
裏表紙には「1872 山口縣 高島」という字も見る
ことができる。1872（明治５）年は、馬車道修築開
始の前年であり、高島が生野の鉱山学校に入学した                     
高島の手帳        年である。恐らく、馬車道工事の通訳をするためで
はなく、生野鉱山学校の授業用に用意されたノートではないかと推定される。 
本手帳の全体の構成は次の通りである。 
１～２ページ目にはフランス語の筆記体で、「Sisley」、「Monsieur Takashima」、「chemin」
（和訳：道）などフランス語がページ一面に無造作に書かれている。馬車道の技師長や自
分の名前などを筆記体で書く練習をしたり、傍らのフランス人から単語のスペルを教わり
ながらフランス語を書いたものと推察できる。3 ページ目には、測量工具の絵とそのフラ
ンス語による図解凡例。工具とフランス語名を覚えようと努力していたことがわかる。４
ページ目は、山の起伏のデッサンや「築造家」などの複数の漢字がノートの向きと逆の向
きに乱雑に書かれてある。フランス語を教えてもらったフランス人技師に、逆に日本語を
書いて見せていたのではないかと思われる。５～11 ページ目にはフランス式測量の仕方や
手順についてデッサンとともに詳細に記されている。婉曲した道を、方眼を引いて測量し
て、直線の道に修築したり、高低差のある道を、水平器を使って測量して平らな道にした
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りする方法などが描かれている。測量単位はフランス発祥のメートル法が用いられている。
世界でメートル法導入を促進するためにメートル条約が締結されたのは 1875（明治 8）年、
日本が条約に加入したのは 1885（明治 18）年、導入されたのは 1891（明治 24）年であ
った。世界に先駆けて、メートル法で測量されているのは日本の建築史上、画期的なこと
である。「［圖を作れ］先に測量器を用ひ南北を定メ／［其］目度之幾度之地位ニ有ル／［出］
ヘシ 此を手帳に披へ 後半月／形之器を用ひ 紙上へ寫ス」（論者注：原文のまま。［ ］は
解読不確かな文字、／は改行を示す。以下、同様とする）と書かれていることから、高島
も測量や製図に関わっていたことがわかる。12～18 ページ目までは、北海またはフランス
人らの「道」に対する考え、思いが記されている。19 ページは白紙、20～63 ページは、5
か条に分けて馬車道建設において行うべき、または注意すべき事項や必要な器具・道具が
記載されている。フランスから取り寄せた最新の測量器具が緻密にスケッチされていたり、
その器具を用いた、山間の急傾斜面や凹凸道の他、対岸との距離の測量方法などが細かく
絵と数字を持って記録しており、絵の得意な高島の能力が発揮されている。細かい寸法は
メートルと尺を交えて計測している。64～66 ページは白紙、67 ページ目は、「Cahier 
Comunication par terre Ikuno 1872」（和訳：陸路交通ノート 生野 1872 年）とこの手帳
のフランス語のタイトル的なことが書かれている。68 ページ目は白紙、69 ページ目は 1
日の工事に使われる薪の数が書かれており、70 ページ目は白紙、71 ページ目は何度も「技
師」のフランス語、ingénieur を書いてスペルや筆記体の練習をしており、フランス人か
ら熱心に習得しようとしていた様子が窺える。その他、アルファベットの a の上にアクセ
ント記号を付ける練習を思わせる表記（綴り字記号）や「Yedo」、「Kataoka」など地名や
人名のローマ字表記もあり、高島とフランス人との交流の模様を察することができる。72
ページ目～最終頁の 74 ページ目までは「生野ヨリ飾磨ニ至リ［迄］新道［之］一件」と
題して、マカダム式の馬車道築道決定までの調査記録や 1873 年当時の様子が記されてい
る。1872（明治 5）年 3 月から 9 月まで生野に在勤していたフランス人建築家レスカスに
ついて記されている。 
以上が、高島の手帳の概要である。高島が生野鉱山学校に入ったのは 1872（明治 5）年
8 月であったが、その前月に、生野銀山の朝倉盛明は、フランス人建築家レスカスと技師
ワイレンヤー・セセフトが馬車道築道のために行った調査結果を工部省に提出していた45。
高島の手帳の 72～74 ページ目の書かれている「生野ヨリ飾磨ニ至リ［迄］新道［之］一
件」46には、両名の調査書と類似した内容が記されている。 
146 
 
今度 生野内船通行難儀上ハ 路上通行之手立造築可致肝要也／諸人是迄 生野ヨリ飾
磨津迄 鐡道建築［候様］ニ付 注意不致［候様］ハ 元来高［強］／盛大ニ無之 運送
品不多 諸人不自由と不心得［候］故也 右ニ付 今日大要用之事件ハ／マカダム氏之法
ニ拠ル新大道ヲ建築致［候様］ニ在ル也 但 道幅十分ニシテ曲折高低／少々計ニ御座
候也右■差計［候］ハ 牛車馬車等之諸車類 運轉便利 十／分ナルノミナラス 蒸氣車
ニテ二三ノ荷車を引ノ器械■可用［候］也 此道筋建築可致／■ハ 諸道點檢之上 決定
致［候］也 自生野 飾磨迄 自生野 兵庫迄 三木／木津通リ／レスカース氏 此道筋築
造［候様］申立ハ 生野地［に］諸運送之便路 御問下有［之］／候ニ付 公私共 便利
之手立ハ 此道筋第一と申立［候］也／朝倉氏 レスカース氏に命シ 古道新道［之］地
圖成就可致［く］申付［候］也此節 生野より屋形迄之間 既ニ圖取致［候］ 最早圖面
之上ニテ新道建築／之見込十分ニ付 申［候］ 生野ヨリ屋形之間ハ道幅二十尺 屋形ヨ
リ飾磨迄之／間 諸人通行沢山有之ニ付 道幅二十五尺ニ可致候／（中略）マカダム之
法 新道ハ欧羅巴ニ於て新道上車［属］を以 運送致候直段／一トンヌ一キロメトルニ
付 四百文 乃 生野ヨリ飾磨之津迄之間 二両／右ニ付 運送之入費利益相立方 下表ニ
出ス (後略) 
  （［ ］は解読不確かな文字、■は解読不能な文字、／は改行を示す、以下同様とする） 
 
工部省に提出された報告書と高島の記録を比較すると、後者の内容は、前者の報告書の
要約であるが、高島は別の表現を使いながら、報告書には記載されていない細かい情報（例
えば、「木津通リ」、「屋形ヨリ飾磨迄之／間 諸人通行沢山有」など）を盛り込みながら記
録している。生野鉱山学校では、レスカスの報告書を教材として用いたのではないかとも
考えられる。レスカスは同年 9 月で生野を離れたため、高島とは 1 か月間しか生野滞在の
重複期間がないが、これらの文書から高島はレスカスから直接、また実地に指導を受けた
可能性が示唆される。 
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２．馬車道とフランス人 
次に、高島の記録から、フランス人らの馬車道に対する考えがわかる箇所47を抜粋し、
解読を試みる。 
 
（前略）是国を開く第一之急務なり 世の文明開化と云も其源を尋ぬれは 道路 俄ニ大
道を國内に築立とも亦 ［高貨運送］之みきより／其［税］も築造入費も取戻すニ及ズ 
其故我國数百／年之久き才智之人も多けれど 人才之開化 西洋諸／州ニおくるるとこ
ろの根源なり 方々外国交際し／盛ニ成り（中略）日本［人］唯鉄道之便利をのみ知て 
未タ馬／車道之便如何程なるをしらず 夫鐡道之便利ハ固［ヨリ］／言を待ぬる事なれ
と 其費も亦殊之外 夥キ事ニて／［偉］の築道の築造ニ数百万金を費も［高］［今］國
家多端／之時ニ当り 都会之地とても容易ニ取立かたく 況や邊／鄙の地ニハ数十年之
後ならてハ 出来［立］目度もなし／且 日本ハ海中の一■島ニて 多少之山脈内部ニ連
綿し／平原広野の少きより 山を穿ち［水］を絶ち 鐡道を／百里之外ニ通するハ 実ニ
少［々な］金■之及ふところ／ニ非す 是馬車道 奉造の 不得已 築道［す］へきとこ
ろ／な理／第一 馬車道之要務ハ 人夫を用ず重荷を遠方ニ運ひ（中略）四方ニ／海路
舟楫の便利ありて 山野ニ住居せる人／氏も其等の不自由を知らす 且 是迄外國交／
際のいまだ盛ニならぬ時ニ当てハ 右程海外運送／之［望］もなかりし故 内地ニ於て 
物産開拓之業を起す／とても第一［品］物売捌ニ不自由なり 其為メ大道を築／て運送
を便する力も無く 元金も戻らすして 半／途ニ其業を廃こと多く 其故 築道之開く■
時／節■なく 人氏一隅ニ相拠て萬貨貿易之手立／を起すあたわす 遂ニ今日之有様ニ
［立過る］次第ニて／運貨も易く行程も近くなり 入費を少ふし 速ニ成／功あるを主
とする也                   （論者注：■は判読不可を表す） 
 
つまり、フランス人らは、国を開くのが一番の急務であること、文明開化の根源は「道
路」であること、を強調しながら、日本は数百年も前から才智ある人が存在するが、道が
整備されていないことが原因で、海外との接触も少なく、知的文化面でも西洋から遅れを
取っている、と世界から見て日本が遅れていることを指摘している。道の整備が遅れた理
由は、日本は島国で、四方海に囲まれ、川も沢山あるので水上輸送の便があり、しかも外
国貿易も盛んでなかったため海外運送も必要がなく、内陸地での水運だけで十分で、何の
不自由もなかったからである、と分析している。そして、日本人は鉄道の便利さは知って
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いるが、馬車道がどれほど便利かを知らない。鉄道が便利であることは言うまでもないが、
山の多い日本の地形上、莫大な費用が掛かる。ましてや辺ぴなところでは、国の財政上、
数十年経っても鉄道設置はできない。馬車道は人夫を使わずに重い荷物を遠方に運搬でき
る上、運賃は安く行程も短いのですぐに良い結果を得られる、と言っている。 
このような利点から、鉄道ではなく馬車道を建築するべきだと、フランス人たちは馬車
道建築を推薦している。鉄道設置を迫る日本人側と馬車道を推奨するフランス人側との葛
藤が読み取れる興味ある記録である。日本の地理・地形をよく理解しているところから、
フランス側の意見はコワニェの考えに基づくものと解釈できる。 
馬車道築道が決定すると、高島はレスカスの後任、シスレーに付いて実地見聞し、築道
について学んだ。 
 
此度 生野より飾磨迄 馬車道築造ニ付てハ／去歳五付き中旬より始て事を執り  
佛人築造家ニ随て／其実地見聞する処をする如右 
第一条  主任心得之事 
第二条 目論見之大趣意ヲ定むる事 
第三条 測量仕方   
付 精圖組立地理取調之事 
第四条 実地見積之事 
第五条 入札請負之事 48 
 
シスレーはこの馬車道建築が問題なく進められるように、当事者の行動規範ともいうべ
き五箇条からなる条項を定めていた。高島はそれを手帳に 20 ページに渡って詳細に記録
している49。高島の記録により、これまで知り得なかった、シスレーの考えや工夫を知り
得ることができた。次にその概要を論者が現代語に抄訳して紹介する。 
 
第１条：「主任の心得」 
築造は短期間で終わってもその功績は万世に残るので、一塊の土といえども疎かに取
り扱ってはならない。一寸の高低といえども無視してはならない。また主任たるもの
は日常の処置において、いつも同じで代わり映えの無いワンパターンな処置をしては
いけない。世間の常識で判断してはならない。道を中心線に沿って登るときに直線的
149 
 
に道筋をつけるべきところもわざと屈曲をつけ、道の長さを長くして勾配をゆるくす
ることなどは世の中の人は嘲笑するだろうが、これに耳をかさず築造法に従って決め
るべきである。急いで工事をすれば土が固まる暇がなく、仕上げた後で再び崩れるこ
とが多い。古道を手直しするときは大いに緩急を要する。主任は臨機応変に対処し、
何事でも一旦ことが決まればたとえどのような予想外のことが起こっても決して自
己責任で決定する方針を変えてはならない。 
第２条：企画の大要 
計画・目的・予算は大切で、測量する前にこれらのことをしっかりと定めておかなけ
ればならない。また道路を築造するときもその道路の目的をはっきりさせ、計画を立
てるべきである。さらには後々の修繕さえもいらないように海浜、河川、洪水の危険
がないようにし、湿度や気温差がある場合は工事の季節を変え、場合によっては 1 年
間仕事を休むこともある。測量に掛かる前にまず目論見を立てることが必要である。 
第３条：測量方法 
  目論見の基本を定めた後は、至急これまでの古道の測量に取り掛かり、製図を作らな
ければならない。地理調査においては、特に山中の地理の変化は激しく、山にも石山、
砂山、野山など様々な種類の山があるため十分注意する。また谷川も大雨が降ると洪
水になるので注意する。左右は必ず土手と石垣にしないといけない。地質を知らない
で作ると無益なことが多い。地質がはっきりしておれば万事むだなこととはならない。 
第４条：実地見積もり 
  築造見積もりには種々仕様があるので、見積もりの金額に差が出てくるが、西洋の場
合は、西洋築造表があって、この道は壱丈につき何日、石敷は何日と詳細に認められ
ているため、実地測量の見積もりの定額がつけられる。第二条の大まかな見積もりと
第三条で作成した測量製図に従い、道程の遠近、屈伸、地質の良し悪しを推察、確認
し、決定する。測量が済み次第、村役人、地主などを呼び出して、屋敷取り除き、田
地取り壊し、竹木きり払い、その他地所に関する事件、あるいは地上げや切り下げの
場合は周辺の屋敷、田畑に問題が起こるので、その詳細を委細もらさずに書き取り、
後日工事に取り掛かったときに訴訟問題にならないようにすることが大切である。 
第５条：入札請負 
  製図に、坪数や面積などの詳細を記し、目処がついたら入札する。見積もりと実地用
意が整えば、土方請負人に工事を申し付ける。 
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以上、高島の手帳により判明したコワニェらが定めた条項は、現代でも通用する内容で
あり、これを読むとシスレーらがどれだけ注意を払って旧道を調査し、トラブルなく工事
が進められるように、また長く使える丈夫な道を造ろうとしたのかがよく理解できる。馬
車道修築開始当初は地元の人たちから理解されず、苦労も多かったことが資料から分かる。
1876（明治 9）年 4 月、この「馬車道」は完成した。馬車道修築碑に「土人商旅ノ福ヒヲ
蒙ル㝡モ多シ寮ノ事体亦整フト云ヘシ」と書かれているように、その後、産業道路として
大きな荷物を乗せた馬車が行き交い、沿線は大いに賑わいをみせた。このフランス人が造
った高速道路により、播磨は活気に溢れ、益々近代化していった。 
 
第４節 コワニェが高島に与えた影響             
 
１．生野時代からフランス留学まで 
高島の記録や回想録が示すように、高島は座学でも実地でもコワニェらお雇いフランス
人と絶えず行動を共にして、貴重な経験をし、多くのことを学び吸収した。この生野での
体験がその後の高島にどのように影響を与えたかを考察する。 
高島はコワニェらお雇いフランス人からの影響について次のように述べている。 
 
（前略）彼等から變則ながら地質學を學んだ。此の變則な一小學問が後に私に大影響
を與へるに至つたのは、思へば不思議なものである。日本で初て地質學を正則に研究
したのは、和田維四朗氏で、同氏は明治十年大學を出たのであるが、併し變則乍らも、
地質學なるものに最初に足を踏入れたものは恐らく私であつたらうと思ふ。 
                             （「余の山嶽研究」50） 
 
高島は生野で学んだ「地質学」がその後の人生に大きな影響を与えたと言っている。文
中の和田維四朗51とは、1873（明治６）年に設立された開成学校でドイツ人鉱山技師シェ
ンク52により近代的な鉱物学を学び、1877（明治 10）年より新設の東京大学で E.ナウマ
ン53教授の下で助教として地質学や金石学を担当。1878（明治 11）年、内務省地理局地質
課に移り、ナウマンと協力して最初の全国的地質調査をした鉱物学者である。同年、高島
も地理局に入り、和田と共に調査に行くこともあった。しかし、高島は、正式ではないな
がらも、地質学を日本で最初に始めたのは、自分であると主張している。このことは、履
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歴書54の中でも「仏蘭西人コニヱー氏に就キ地質學ヲ修ム 當時本邦ニハ之ニ關スル學門學
校ナシ」と強調している。 
高島は、生野赴任 2 年目の 1874（明治 7）年 9 月、父の病気の知らせを受け、萩の実家
に 15 日間戻った。往路は山陽道を通り、復路は山陰道を約 20 日間かけて生野に戻った。、
道中、生野で習った地質学を応用して地質調査を行った。生野に戻った後、往路の「山陽
土質記事」と復路の「山陰日記」の二部からなる『山陽山陰土質記事』55を著した。これ
は、地学史の分野では「日本人による最初の地質報文」56とか「日本最初の地質著書」57「日
本最初の広域地質図」58となどと評されており、近代日本の地学史上重要な文献である。 
高島が下関から生野に戻った時のことは、シスレーによっても父親宛ての手紙59の中で
描かれている。 
 
 私の通訳は、下関への旅行から、山陰道（日本の南西部分）を通って、最近帰ってき
た。彼は、道中で採取したいくつかの植物の種子を私に持ち帰ってきてくれた。 
（Revue horticole60、拙訳） 
 
この手紙から、高島は山陰道を通って生野に帰ったことが裏付けられると同時に、高島
とシスレーの親密な交友関係を読み取ることができる。 
この他、高島は、生野を離れた 1877（明治 10）年末から 1878（明治 11）年２月にか                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
けて、山口県庁の依頼により行った県内の地質調査を基に、『山口縣内地形分界圖』61や『山
口縣地形分色圖』62、『山口縣地質分色圖』63とその解説書『山口縣地質圖説』64を作成し
ている65。これらは、山口県内の地形・地質図と解説書で、彩色によって分類して描かれ
ているものや、地形の断面図、山岳のスケッチが付記されいるものもあり、高島の自然科
学の知識と絵の素養を活かした素晴らしい地質図である。 
中でも『山口縣地質分色圖』（原図）は、地質の解説が日本語とフランス語の２言語で書
かれてあり、コワニェらからフランス語で地質学の指導を受けたことを示す貴重な資料で
ある。これは恐らく日本で最初のフランス語表記による地質図であろう。この地質図の解
説書である『山口縣地質圖説』には、「七年前但州生野鑛山ニ至リ佛朗西人鑛学士コニエー
氏ニ随テ学フ」66とコワニェから学んだことを記していることからも、コワニェから学ん
だ地質学を応用して、この地質図を作成したことがわかる。 
金折は、この地質図が「わが国最初」或いは「日本人として初めて」の「地質説明書と
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地質図」67であり、よって高島は「日本最初の地質屋」68であると述べている。高島もこれ
を自覚し、日本国内で地質学は自分が最初に学んだのだと自負していたと思われる。 
「日本最初」の地質図と説明書作成から２カ月後の 1878（明治 11）年４月、高島は内
務省地理局雇いとなり、測量課に配属される。そこで、翌年、農商務省山林局に移り、全
国各地の森林や地質調査を行った。高島は調査の合間に山岳や草花をスケッチするのが慣
わしだった。 
 
 同十一年から當時の内務省地理局に初て地質課なるものが置かれ、和田氏69之が主任
となるに及び、私もそこへ入つて同氏を助けることヽなつた。 （「余の山嶽研究」70） 
 
其處で私しは地質局へ建言した 私しは山林の地質を調べさせてくれ私しにやらして
くれと獨立したです 併し私しは畫が好きだから日本中の名山を見やうと思ふ野心が
あつたのを是で遂けたです               （「高島北海の山水畫談（一）」71） 
 
翌年私は山林課に轉じたが、同十七年迄に、南は屋久島より北は靑森に至る迄、あら
ゆる艱苦と戰ひつヽ、至る所の山嶽を跋渉して、殆ど一日も草鞋の紐を解いたことが
無かつた位である。此の山林課に入つてからの私の主なる仕事は、森林植物帶の調査
であつたが、その科學的研究の傍らも、不絶目撃する山川の風姿を寫生帳に納めるこ
とを怠らなかつた。自分の專問の智識から火山岩の山はどう。花崗岩の山はどうとい
ふ風に、一見してその特殊な差別が明瞭に判るやうになつて來ると同時に、畫家とし
ての山嶽若くは自然に對する考へも、此の内に段々深くなつて來たのである。（中略）
こういふ譯で、私の地質學の智識も、將來畫家としての研究の上に、實に大恩人の役
目をなしたのである。                    （「余の山嶽研究」72） 
 
高島は、コワニェから習った地質学が、将来の自分の画業の「大恩人」だと言っている。
後年、高島は、「日本畫は理想畫で實物を見て其れより以上に作らなければならぬ（中略）
それには地質が必要、植物學なども修めて觀察をやるです」73、「幸に私しが今の畫の助け
に樹林學卽ち山林ですから、そして地質學をやつて居るですから素養のない畫家の見るよ
り違ひます」74と、日本画には地質学、植物学、山林学が必要であると考えており、幸い
自分にはその素養があり、それが画業の助けになっていると言っている。コワニェら生野
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のフランス人から学んだ学問が、画家高島北海の中で生きていることが如実に示されてい
る言葉である。 
 
２．フランス留学以降 
1884（明治 17）年 4 月、7 月 1 日から英国エジンバラで開催される万国森林博覧会へ
日本が参加するため、高島は事務官に任命され、翌月、山林局長武井守正に同行して渡英
した。博覧会で日本の森林地図を提出発表した高島は、フランス、ドイツを始めとする様々
な国の科学雑誌より絶賛を博し、英国政府からこの業績に対し、銀メダルを授けられた75。
博覧会終了後は、農務省の命で約 5 か月間、フランス、イタリア、ドイツ、オーストリア
などの山林調査を行った。視察旅行を終えフランスに戻った 1885（明治 18）年 4 月、高
島はナンシー森林学校に 3 年間の留学を命じられる。 
このナンシー行きについては、コワニェがナンシーの鉱山学校で教鞭をとっていた縁で
コワニェが斡旋したと由水（1976）76、北川（2004）77、金折（2010）78らは記述してい
るがコワニェは帰国後仕事には就いておらず79、また、ナンシー鉱山学校が設置されたの
は 1919 年で、高島が渡仏時はまだ設立されていなかった。論者がナンシー森林学校で見
つけた、1884（明治 17）年発行の雑誌 Revue des eaux et forêts（和訳：『河川・森林雑
誌』）の中に高島について書かれている記事があった。 
  
  日本帝国山林局長の武井守正氏は、事務官で通訳である山林局員の高島氏を伴い、ナ
ンシー森林学校を見学に来た。彼（筆者注：武井のこと）は、学校の全ての教育方法
と組織について大変関心を持っていた。彼は、森林学校の校長同行の下、ハーグの国
有林の他、ヴォージュ山脈のルミルモンやエリヴァルの森を訪れた。校長は武井に広
葉樹林や針葉樹林の栽培と開拓について説明した。日本には、首都東京の郊外で、東
京大学の近くに森林の特別学校があり、そこには 10 名の教員と 1 つの研究所と 1 つ
の施設が完備されているそうである。 
（Revue des eaux et forêts, annales forestières80、拙訳） 
 
これは、高島が入学する前年に書かれた記事であり、武井は森林学校長との交流と学校
見学を通して、日本の森林開発のためにもこの学校での本格的学習が必要と考え、随行し
ていた高島を専門知識面からも語学の上からも最適任者として確証を得て高島の留学を決
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めたと推測される。高島は留学中、フランスやその周囲の国の山々を訪れ、森林調査を行
う傍ら山岳の絵を描いた。 
 
歐洲中最も景色の勝れた處は瑞西であるので、每年學校の暑中休暇には此の地に遊び、
雲表に連なるアルプス山脈に入り、雪嶺氷谷を躋攀して、大に寫山法の材料を得た。 
                             （「余の山嶽研究」81） 
 
高島は、「（論者注：フランス・スイスの）アルプスに登った最初の日本人であり、その
山岳登破行は登山史上に残る壮挙である」82と言われているが、中でもスイスのアルプス
山脈の美しさに魅せられ、多くの山のスケッチを残している83。この地質学・森林学など
科学的視点から山岳を描く技法は、帰国後日本の画家達に少なからず影響を与えた。 
高島の影響はナンシーでも見られた。19 世紀末のフランスは、日本美術への関心が高ま
り、空前のジャポニスムが巻き起こっていた。ナンシーという地方都市においてもジャポ
ニスムの波は押し寄せており、日本画が得意な北海はたちまちナンシーで評判となってい
った。高島はエミール・ガレを始めとするナンシーの芸術家達に日本画法や日本の草花や
昆虫類を紹介し、彼らの芸術活動に影響を与えた。井土が「ガレの開明に、植物と美術の
両面において深く関与していたのが高島という日本人であった、それにとどまらず、高島
の感化は当時の造形思潮もあって、他の多くの作家や美術愛好家にも及んでいたのは明ら
かである。ガレたちナンシー派の作家が制作し称賛を受けた作品の特徴としては、意匠素
材に植物を主とする自然の生物を使用することであり、そのデザインはヨーロッパではほ
とんど過去に例を見ないほど絵画的であると同時に、主題となる花卉昆虫を簡素大胆にあ
しらい、時には自由なデフォルメを加えている。これらは、（中略）日本美術の特性ないし
高島の特報的作風として把握された内容と符合している」84と、高島の影響を認めている。
エミール・ガレは、北海帰国の翌年に開催された 1889（明治 22）年のパリ万国博覧会で
陶器、ガラス、家具の 3 部門で入賞を果たし、その次の 1900（明治 33）年のパリ万博博
覧会では自分の作品と自分の一門の作品を展示し、グランプリを始めとする数々の大賞を
受賞した。その後「芸術産業地方同盟（ナンシー派）」が設立され、ナンシー派アール・ヌ
ーヴォーは更に開花していった。 
この功績に対し、高島は、フランス文部省から教育功労賞「オフィシエ・ダカデミー」
が帰国前の 1888（明治 21）年 1 月に授与され、同年 5 月、日本に帰国した。 
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帰国後は、農務省技師として全国の山林調査や林野行政の実務に従事した。その多忙な
仕事の合間を縫って、山岳スケッチは続けられており、1899（明治 32）年に画家として
専念することを決心し、官吏を依願退職。長年蓄積した山岳のスケッチや山水画を発表し、
中央画壇にデビューし、瞬く間に日本美術協会の中枢作家となった。後に文部省美術審査
員なども務めた。 
高島は、帰国後 La Lorreine Artiste（『ラ・ロレーヌ・アルティスト／ロレーヌ地方の
芸術家』） に「高島の作品は、独自の優れた芸術性を持つのみならず、確固たる学術的裏
付けにより、世界中の参考資料になれるだけの学問的有用性を備えており、こうした意味
において注目に値するものである」85と評価されているように、高島は生野で学んだ学門
が、その後の画業に大きく影響を及ぼしていると言える。 
 
第５節 フランスにおける高島北海とお雇いフランス人との交流  
                               
フランスにおける高島の活動に関する研究は、第 1 節でも述べたように、高島の留学先
であるナンシーの芸術家との交流やその交流を通してフランス美術界に与えた影響に関す
るものが中心である86。中には、安井（1986）87や井土（1991）88のようにフランスでの
高島と生野のお雇いフランス人の接点について触れている論文もあるが、その内容は断片
的で、学問的に論じるまでは至っていない。そこで、論者は生野お雇いフランス人技師と
の交流に絞って、現存の資料を調査したところ、フランスにおいてもコワニェらお雇いフ
ランス人との交流が続き、彼らとの交流を通して美術以外の面でも足跡を残していたこと
がわかった。 
フランス人との交流の一端を見ることができる資料は、日本国内においては、下関市立
美術館所蔵の高島の名刺収集帳である『欧州交友名刺帖』89とフランス滞在中の日誌『欧
州スケッチ帖』90である。前者の名刺帖は、既に井土91と鵜飼92によって、ナンシー派の芸
術家との交友研究のために利用されているが、生野銀山お雇いフランス人との交友につい
ては、まだ研究されていない。この名刺帖を精査すると、コワニェの他、シスレーの父ジ
ャン93と母オクタヴィ94の名刺が収められていることを発見した。 
コワニェの名刺には、中央に « F. Coignet »と大きく印字され、その下に« Ingénieur »
（拙訳：技師）と住所« 55, rue St Josephe »（和訳：サン・ジョゼフ通り 55 番地）が印
刷されている。第 2 章で、コワニェが所属していたサンテティエンヌ鉱山学校同窓会およ
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び鉱山協会の名簿で確認したとおり、高島がフランスに留学した当時、コワニェはリヨン
のサン・ジョゼフ通りに住んでおり、高島帰国の年の 1888 年にスイスとの国境に隣接す
るイゼール県グルノーブル近くのラ・テラス(La Terrasse)に移っている。一方、ジャンの
名刺には、氏名« Jean Sisley »と住所« Montplaisir, Lyon »（和訳：リヨン、モンプレジー
ル地区）が、そして、オクタヴィ夫人の名刺には « Mme Octavie Sisley »と氏名のみが印
字されている。このことから、コワニェは、ナンシー森林学校留学中の高島にリヨンで再
会し、義理の両親を紹介したことが推測される。安井（1986）は「すくなくとも（中略）
レオン・シスレー（中略）とは留学時代に彼地（論者注：フランスのこと）で再会し交流
している」95とレオン・シスレーとの交流について言及しているが、レオンは生野からフ
ランスに帰国した年 1878（明治 11）年に他界しているので、それはあり得ない。 
一方、高島はレオンの父ジャンと交流を持っていたことは、ジャンが関わっていた園芸
雑誌から証明することができる。 
例えば園芸雑誌 Lyon-horticole（和訳：『リヨン・園芸』）96には、高島がジャンに宛
てた 1886 年 2 月 22 日付の手紙が引用されている。そこには、「現在ナンシー森林学校に
在籍中の日本人、高島得三がジャン・シスレーにかなり長文の手紙を送ってきた。そこに
は、日本人の様々な柿の食べ方とその作り方について書かれている」（拙訳）97と、高島
は日本の柿の種類や柿の使い道（糊や染料など）、甘く食べる方法（干し柿など）を紹介
している。また同号には、 « Jardins Japonais »（和訳：日本庭園）98と題して、高島は、
「ヨーロッパ旅行中、特に印象に残ったのは、そこで見た庭園と日本の庭園との大きな違
いです。皆さんもそれに関心があると思いますので、大名の庭園を描いたミニ水彩画を添
付します。」（拙訳）99と、自分で描いた日本庭園の絵と共に、4 ページにも渡って典型
的な日本の大名屋敷の庭の様式について詳しく解説している100。この紹介内容や高島の繊
細な絵からも、高島は日本の良さをフランスの人々に伝えようとしていたことが窺われる。 
このような高島によるフランス語の記事は、他の雑誌でも見ることができる。例えば、
ジャンが創刊者の一人であった、1886 年発行の Journal des roses（和訳：『バラ雑誌』）
に、高島は« Roses du Japon »（和訳：日本のバラ）と題した記事をイラスト付きで 5 回
に渡って寄稿している101。さらに、同誌には、ジャンを介して日本の野生バラと栽培バラ
の水彩画のスケッチと解説文をフランス国立園芸協会のバラ課に送ったことが紹介されて
いる102。ジャンが暮らしていたリヨンは古代より物資の交易地として、また絹織物の産地
として有名であるが、1850 年代から約 1 世紀の間、バラ産業でも栄え、現在も「バラの
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都」としての名声を得ている。ジャンもバラ育種に力を注ぎ、リヨン・バラ栽培者協会を
主宰し、育種したバラを多くの雑誌に掲載して人々に紹介、またリヨンのテット・ドール
公園で展覧会を開催するなどバラの普及に努めた。ジャンの友人が、「私の旧友ジャン・
シスレー氏のリヨン・モンプレジールの庭には、彼の息子が日本から送ってきたポリアン
タやムルティフローラの大きな茂みがあった」（拙訳）103と言っているように、ジャンの
庭にはレオン・シスレーが送った日本のバラが沢山咲き、ジャンはその種をバラ育種家に
譲ったり、日本のバラに関する記事を様々な園芸雑誌に多数寄稿していた。ジャンの記事
には、Le Nord-Est agricole et hotricole（和訳：『北東地方の農業と園芸』）に掲載された
「日本のバラ」104や Journal des Roses の「モンプレジール（リヨン）の私の庭のバラに
ついて」105や「ローザ・ポリアンタ」106などがある。高島の園芸に関する記事も恐らくジ
ャンの誘いに応じたものと考えられる。 
また、ナンシーの方でも、エミール・ガレが事務局長をしていた「ナンシー園芸協会」
の会報 Bulletin de la Société centrale d’horticulture de Nancy によると、高島は 1888 年
2 月、ナンシーでの園芸展覧会開催のために、この協会の事務局員に就任している。選任                                                                                                                                                           
の理由は、「植物学者としての並外れた知識に注目」107されたからであった。この園芸協
会の会報の中で高島は、「東京から来た植物学者で大の植物愛好者」108と紹介され、ガレ
や他の日本植物愛好家との交流について報じられている。また、高島の離仏後、雑誌 La 
Lorreine Artiste（『ラ・ロレーヌ・アルチスト』）に高島を偲んで書かれた記事には、「ヨ
ーロッパの植物学者でこれだけの才能を持った者などそう簡単には見当たらないだろう」
109と、植物学者としての高島の能力を高く評価している。 
このことからも、生野時代、植物に造詣が深かったシスレーやエノンに就いて野山を散
策しながら植物について得た知識が、フランスでジャンらとの交流により花開き、日本の
植物をフランスの園芸界に啓蒙したと言える。 
高島のフランスでの園芸方面における活動についての研究はこれまであまりなされてお
らず110、特にナンシー以外の地で繰り広げられたジャンと高島との園芸界での交流の事実
の発見は大変意義深いものである。 
高島の植物への関心は、次の高島の記述にも見られる。                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
 
博覽會の山林高等學校へ滿三ヶ年の留學を命ぜられたです 十八、十九、二十、廿一
のまア四ヶ年ですね それで行つて丁度其間の學校の實地演習を暑中休暇の間に旅行
158 
 
した先きに地質を習つた人が瑞西間に居つたものですから十八、十九、二十と此暑中
休暇を瑞西境や伊太利邊を歩く事が出來たです。此處に箱があるがアルプスの鑛山植
物の採集をしたので其れと共に瑞西の風景の好い所を圖に採る事が出來たですね     
   （「高島北海の山水畫談（一）」111） 
 
 高島は、「地質を習った」恩師に再会し、ヨーロッパアルプスでの登山を楽しみながら、
アルプスの植物を採集し、それを日本に持ち帰り、ヨーロッパの植物を日本に紹介してい
たようである。 
 このアルプスの登山については、他の雑誌の中でも「予が曾て佛國に留學中、每年夏期
の休暇を以て瑞西のアルプス山中を跋渉した」112と書いており、高島は毎年夏休みを利用
して、「地質」を教わった教師と共に、植物を採集したり、スケッチしながらアルプスの
山々を歩いていた。回想録にはしばしばこの時のことが書かれており、高島はよほどアル
プスを気に入り、教師と過ごした夏期休暇が良い思い出だったのであろう。 
高島が 1886（明治 19）年 7 月にアルプスの山々を渉猟した際のスケッチ帖が残ってい
る。このスケッチ帖は、4 月から 7 月にフランスで使用していた『欧州スケッチ帖』113で、
7 月のページには色々なアルプスの山々がスケッチされている。その中の 1 ページに、「オ
ート・サヴォワ地方フォシニー 1986 年 7 月 4 日 エノン教師ト共シ午食セシ場所」と
添書き付きの鉛筆素描と水彩で描かれたスケッチがある。この「エノン教師」について、
河村は「ナンシー森林高等学校教師」114と解釈しており、さらに下関市立美術館発行の図
録『高島北海展』では「ナンシー森林学校のエノン技師」115と「教師」を「技師」と誤読
しているが、高島の言う「エノン教師」は生野銀山の医師エノンのことと推定される。即
ち第３章において既述のとおり、「マルセイユ東洋学者会議」116の会報に「生野鉱山のエ
ノン氏の（中略）学生とは、（中略）長門の高島氏、（中略）である」117と書かれているよ
うに、エノンは高島の教師であった。 
また、『欧州スケッチ帖』には「コルニエールのエノン氏宅」と解説付きでエノンの家
と庭のスケッチがあり、エノンはスイス国境近くのアルプスの山間に位置するコルニエー
ル（論者注：正確にはコルニエ）に居住していたことが記されている。エノンがコルニエ
に住んでいたことは、石田がリヨンの関係者から受けとった次の手紙118からも明らかであ
る。 
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  彼（論者注：エノン）は 1905 年 7 月 6 日に、Cornier 村で没しました。この村はオ
ート・サボワ（Haute-Savoie、フランス南東部の県、アルプス山中に位置し、南東部
はモンブラン山のある鉱山地帯、北はスイスのレマン湖をのぞみ、東はイタリアに接
する湖と高山の観光地帯）県にあります（後略） 
 
回想録に記された「地質を習った人」について、金折（2010）は、「コワニエのことを
指す」119と推測しているが、当時コワニェはフランス・リヨン在住であった上、リュウマ
チを患っていたので山岳を歩くことは不可能であった。従って、「地質をナラッタ人」＝
「エノン教師」＝「生野の医師エノン」で間違いない。このことから医師エノンは、生野
鉱山学校で、地質学も教えていた博学の士であることも明らかになった。 
スケッチ帖の絵の中には、牛が数頭いる長閑な山間の道中で帽子を被った二人の男性が
向かい合って座って食事をしている風景が描かれている。絵からは二人の親密さを見て取
ることができる。高島はこの時エノンと一緒に、10 日ほど掛けてモンブランやシャモニー
などのアルプスの山々を歩いた。 
この二人の親交と山の散策は生野時代から続いていたようである。それはエノンが高島
との散策とその道中に咲く植物観察についてレオン・シスレーの父ジャンに書いた手紙120
より明らかとなった。手紙の内容から二人の散歩の様子を読み取ることができる。 
 
 私は、ここ最近のよい天気を利用して、一昨日の 5 月 11 日に高島121と共にロドデン
ドロン・アルボレウム（論者注：シャクナゲ）122の自生場所を探しに長い散歩をした。
とても素晴らしい天気だった。我々は食料品を運んでくれる人足を連れて、9 時 15
分に出発した。ロドデンドロンの生息地には、既に我々は何回か行ったことがあり、
生野から一里半の栃原123という小集落よりも遠いところにあることは知っていたが、
しかし、我々はそこが正確にどこにあるのかわからなかったので、栃原に着いたら、
うまく案内してくれる地理に詳しい村人にガイドをお願いした。 
（Revue horticole124、拙訳） 
 
高島とエノンは、二人で何度も山を歩き、生息する植物の調査を行った。高島はコワニ
ェだけでなく、医師で植物学にも精通しているエノンとの山の散策を通して植物学の知識
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を得たようだ。高島にとってエノンは「医師」ではなく生野で様々なことを伝授してくれ
る「教師」としてのイメージが強かったのかもしれない。 
二人の交流は生野からフランスへと続き、森林学校の夏期休暇中は、アルプスの山々で
友情を深めた。 
以上のように、高島はフランス留学中もコワニェらと交流を持ち、行動を共にしたが、
3 年間のナンシー森林学校での勉学を終え、帰国が近づくとその交流も終わりを迎える。
高島のスケッチ帖『欧州スケッチ帖』には、ナンシーから横浜に帰着するまでのことも記
録されている。フランスを発つ直前の 1888（明治 21）年 3 月の行動について、次のよう
に書かれている。 
 
明治二十一年三月十五日請／ナンシイ農学校［長］［停車場ニ］来リ 接吻ノ礼を／ナ
シテ別ル 其他■友十余人 来［令］／同夜 ヂンヨン［街］ニ泊ス／十六日［陰］半時
［黒田卯三郎］■汽船会社ニ［到］リ／諸事［を理し］モンプレトシルニ［到］リシ
スレー氏を訪フ／■■■様［ナル］／十七日 ■■発午後一時 コルニヱール［へ着］ ヱ
ノン氏／［宅ニ投宿］寒気猶甚し／十八日 同所［ニアリ］／十九日 ジョネーブ二時
ニ到リ時計■を■■ス／廾日エノン氏宅発テーラスコワニー氏宅へ／投宿ス／廾一日 
廾二日同所滞在廾三日同所発 午前七時四十分汽車ニテ／タンサン発グロノーブル街
を経テガップ像／ヲ取ル Veyices ■ハ風景甚［美］ナリ是ヨリ先ハ／■■■■ニシテ森林
モ稀少ナリ 漸々地中／海々岸ノ植物を見■メン桃陽野花を／開ク我ら梅花ニ類ス 阿
利不■笠松／木ニテ多し 午後八時馬港着／廾四日 馬港ニヨリ諸事を理ス／廾五
日午後四［時］四十分出船 
 
高島は、1888（明治 21）年 3 月 15 日、ナンシー森林学校長と 10 数名の友人に見送ら
れてナンシーを発ち、その夜はディジョンに宿泊した。翌日、乗船手続きをした後、リヨ
ンのモンプレジールに住むレオン・シスレーの父親ジャンを訪問した。17 日は、エノンに
会いにスイス国境近くのコルニエへ行き、20 日までエノン宅に宿泊した。20 日、エノン
宅を出て、コルニエール（コルニエの間違い）より少し南にあるラ・テラスのコワニェ宅
へ赴いた。コワニェ宅には 23 日まで宿泊した。そして、23 日、汽車に乗ってグルノーブ
ル経由で地中海岸沿いの植物を観察しながら、船が出るマルセイユまで行き、そこから乗
船して帰路に就いた。 
161 
 
このように高島は、生野で親密な友好を育て合ったフランスの旧友たちに別れを告げる
ために、ナンシーからマルセイユに行く道中にそれぞれの家に立ち寄った。コワニェ、エ
ノンそしてシスレーの父ジャンとの別れを名残惜しみながら、フランスを発った様子がよ
くわかる記録である。また、この日記からフランスを発つ直前までフランスの植物を観察
していた高島の植物への思いと研究心を読み取ることができる。 
以上のように、生野における高島とフランス人との交流と異文化体験は、高島にとって
大きな糧となった。生野お雇いフランス人から学んだ植物学や地質学、森林学など西洋科
学の知識は高島の絵に反映されるようになり、その絵は海を渡ってフランスにおいてガレ
らナンシー派の芸術家に大きく影響を与えた。こうしてコワニェらお雇いフランス人を通
してフランスから得たものが、高島を通じて日本からの贈り物としてフランス芸術におけ
るジャポニスムやアール・ヌーヴォーに結実したのである。 
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46「生野馬車道建設記録」72～74 ページ目（注：ページ番号の記載がないため、最初から
のページ枚数を記す。以下、同様とする。） 
47「生野馬車道建設記録」12～16 ページ目。 
48「生野馬車道建設記録」17～18 ページ目。 
49「生野馬車道建設記録」20～63 ページ目。 
50「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913（大正 2）年、pp. 21-22。 
51 和田維四郎（1856‐1920）若狭国小浜（現福井県小浜市）出身。明治６年に設立され
た開成学校において鉱物学を学ぶ。日本全国の地質調査の指導をし、近代鉱物学の基礎
を確立。現在、生野銀山資料館には和田が国内で収集した鉱物の標本が展示されている。 
52 カール・シェンク（Carl August Schenck、1838- ?）ドイツ・シュトゥットガルト出身、 
鉱山学技師、お雇い外国人の 1 人。 
53 ハインリッヒ・エドムント・ナウマン（Heinrich Edmund Naumann、1854-1927）ド
イツの地質学者、お雇い外国人の 1 人。 
54 下関市立美術館蔵。第 4 章第 2 節参照。 
55 原図は下関市立美術館蔵、稿本は故 河村幸次郎所蔵。これについては、土井正民「わ
が国の 19 世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽」（『広島大学地学研究報告』第
21 号、1978 年）に詳しい。 
56 土井正民「地質学の先駆者罫線高島北海、日本初の地質図作成」『ガレと高島北海 アー
ル・ヌーボー推進者』発行年不明、グラナダ刊、p. 13。 
57 金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4 号、2010 年、p. 193。 
58 金折裕司「高島北海と日本最初の広域地質図」『応用地質』第 53 巻、第 2 号、2012 年、
p. 98。 
59 父親ジャンが手紙を園芸雑誌 Revue horticole に投稿している。 
60 Revue horticole, No 47, le 1er février, 1875, p. 41. 拙訳。本章第 2 節にこの一部を引用。 
61 別名『山口県地形分布図』（稿本）1877（明治 10）年 12 月頃、下関市立美術館蔵。 
62『山口県地形分色圖』1878（明治 11）年 2 月、山口県立文書館蔵。 
63『山口県地質分色図』（稿本）1877（明治 10）年 12 月頃、下関市立美術館蔵。（原図）
1878（明治 11）年 2 月、山口県立文書館蔵。（副図）1878（明治 11）年 2 月、山口県
立文書館蔵。 
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64『山口県地質図説』1878（明治 11）年 2 月、山口県立文書館蔵。これについては、河村
通弘「高島北海の「山口県地質図説」」（『地学研究』第 12 巻、第 9 号、1962 年）に詳
しい。 
65 高島の地質図については、金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」
(『応用地質』第 49 巻、第 5 号、2008 年)に詳しい。 
66『山口県地質図説』第 4 章「緒言」。 
67 金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」『応用地質』第 49 巻、第 5
号、2008 年、p. 285。金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4 号、
1010 年、p. 193。金折裕司「地質学との出会いと森林植物学への転向、そして長門峡」 
『没後 60 年高島北海展』2011 年、p. 146。 
68 金折裕司「地質学との出会いと森林植物学への転向、そして長門峡」『没後 80 年高島北
海展』2011 年、p. 146。金折裕司「日本最初の地質屋・高島得三と山口県の地質図」『応
用地質』第 49 巻、第 5 号、2008 年、p. 285。 
69 和田維四朗のこと。 
70 高島北海「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913 年、p. 22。 
71 高島北海「高島北海の山水畫談（一）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 18 日。 
72 高島北海「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913 年、p. 22。 
73 高島北海「高島北海の山水畫談（四）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 23 日。 
74 高島北海「高島北海の山水畫談（二）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 19 日。 
75 この件は、La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシー・アル
チスト』『ラ・ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究
紀要』第 2 号、1989 年、p. 35）による。『ラ・ロレーヌ・アルチスト』（ナンシー市立
図書館蔵）に掲載された高島関連の主要な記事は、井土誠が翻訳依頼し、同稿に掲載し
ている。 
76 由水常雄「高島北海の人と作品」『高島北海展』1976 年、ページ番号なし。 
77 北川正「ジャポニスムの底流─ブラックモンから高島北海まで─」『東京家政学院大学紀
要』第 44 号、2004 年、p. 11。 
78 金折裕司「高島得三と地質学」『応用地質学』第 51 巻、第 4 号、2010 年、p. 196。 
79 第 2 章参照。 
80 Revue des eaux et forêts, annales forestières, Tome 23, 1884, pp. 648-649. 
原文：M. Novimasa Takei, directeur général des forêts de l’empire du Japon, 
accompagné de M. Takasima, agent forestier qui lui servait de secrétaire et 
d’interprète, est venu visiter l’Ecole forestière de Nancy. Il s’est intéressé vivement à 
toutes les matières de l’enseignement et à son organisation. Il a visité la forêt 
domaniale de Haye, ainsi que les forêts de Remiremont et d’Hérival, dans les Vosges, 
où il s’est rendu accompagné du directeur de l’Ecole, qui lui a expliqué les procédés 
de culture et d’exploitation des forêts feuillues et résineuses. Le Japon possède à 
Tokio, dans la banlieue de la captiale et près de l’Université de cette ville, une école 
spéciale forestière ayant dix professeurs, un laboratoire et une installation 
complète. 
81「余の山嶽研究」『書画骨董雑誌』第 57 号、1913 年、p. 22。 
82『高島北海展』1976 年、ページ番号なし。 
83「欧州山岳風景図」1884～1888（明治 17～21）年、下関市立美術館蔵と「欧州スケッ
チ帖」1886（明治 19）年、下関市立美術館蔵。 
84 井土誠「ナンシー派の日本人・高島北海─ナンシー派におけるジャポニスムの展開」『花
の様式 ナンシー派展』2001 年、p. 140。 
85 La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシ ・ーアルチスト』『ラ・
ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究紀要』第 2 号、
1989 年、p. 33）より引用。 
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86 例えば、以下の研究論文がある。井土誠「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」 
『下関市市立美術館紀要』第 2 号、1991 年、pp. 3-26。鵜飼敦子「高島北海と異文化交
渉史」『没後 80 年 高島北海展』2011 年、pp. 152-159。鵜飼敦子「即興画のインパク
ト─高島北海のフランスにおける交友と席上画実演」『ジャポニスム研究』第 33 号、
2013 年、pp. 67-75。 
87 安井雄一郎「ナンシー留学までの高島北海」『高島北海展』1986 年、p. 142。 
88 井土誠「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」『下関市市立美術館紀要』第 2
号、1991 年、p. 9。 
89「欧州交友名刺帖」下関市立美術館蔵。1981 年に遺族の河村幸次郎氏から当館に寄贈さ
れた。表紙に« ALBUM »と印字が施されている。 
90 高島が 1886（明治 19）年にナンシーで購入したスケッチ帖。①同年 4 月～5 月の「第
二回仏南紀行」、②同年 6 月のヴォージュ山脈調査、③同年 7 月のアルプス旅行、の 3
部からなる。下関市立美術館蔵。 
91 井土誠「資料紹介・高島北海資料『仏文詩画帖』」『下関市立美術館紀要』第 1 号、1987
年、p. 32。井土誠「高島北海・ナンシーにおける活動とその反響」『下関市市立美術館
紀要』第 2 号、1991 年、p. 11。 
92 鵜飼敦子「河村コレクション「欧州交友名刺帖をめぐって─高島北海によってフランス
滞在中に収集された名刺を中心に」『下関市立美術館研究紀要』第 13 号、2012 年、pp. 
1-51。 
93 ジャン・フランソワ・アンリ・シスレー（Jean-François Henri Sisley, 1804.6.15 - 
1891.1.12)園芸家、オランダ出身、1848 年にフランスに帰化、20 歳から 58 歳まで絹
織物商、その後、園芸家に転向。リヨン・モンプレジール（Monplaisir）の自分の庭で、
植物の研究・育種に専念した。Cercle horticole lyonnais (リヨン植物サークル・現
Assoxiation horticole lyonnaise)の立ち上げにも寄与した。ジャンについての詳細は、
Journal des Roses, Tome XV, 1er février 1991, p. 1, « Nécrologie - Mort de Jean 
Sisley » で知ることができる。 
94 ルイーズ・ソフィー・オクタヴィ・ソーヴトン（Louise Sophie Octavie Sauveton, 
1810-1889）、リヨン出身。 
95 安井雄一郎「ナンシー留学までの高島北海」『高島北海展』p. 142。 
96 Lyon-Horticole, HITIÈME ANNÉE, 1886, pp. 85-87. 
97 Lyon-Horticole, 1886, p. 85. 
  « Un Japonais, M. T. Takashima, actuellement à l’Ecole forestière de Nancy, a bien 
voulu écrire à M. Jean Sisley une assez longue lettre dans laquelle il explique les 
usages et les préparations que les Japonais font subir aux Kakis. » 
98 Lyon-Horticole, 1886, p. 361. 
99 Lyon-Horticole, 1886, p. 361. 
  « Ce qui m’a surtout frappé dans mes voyages en Europe, c’est la différence qui 
exsite entre les jardins que j’y ai vus et ceux du Japon. » 
100 Lyon-Horticole, 1886, pp. 361-364. 
101 Journal des Roses, 1886, p. 72, 88, 104, 126. 
102 Journal des roses, le 1er avril 1898, p. 60. 
103 Journal des roses, le 1er septembre 1893, p. 132. 
104 Le Nord-Est agricole et hotricole, 3e Année, N°58, 1878, pp.154-155 と Le Nord-Est 
agricole et hotricole, 3e Année, N°59, 1878, pp.174-175. 
105 Journal des Roses, le 1er janvier 1880, p. 77. 
106 Journal des Roses, le 1er février 1881, pp. 23-24.ローザ・ポリアンタは日本原種のバ
ラ。 
107 La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシー・アルチスト』
『ラ・ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究紀要』第                   
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2 号、1989 年、p. 36）より引用。 
108 Bulletin de la Société centrale d’horticulture de Nancy, No 5, septembre-octobre, 
1886, p. 141. 
109 La Lorreine Artiste, le 18 mars 1888. 井土誠「資料紹介・『ナンシー・アルチスト』
『ラ・ロレーヌ・アルチスト』における高島北海記事」（『下関市立美術館 研究紀要』第     
2 号、1989 年、p. 34）より引用。 
110 高島のナンシー園芸界での活動については、井土誠が「高島北海・ナンシーにおける
活動とその反響」（『下関市立美術館研究紀要』第 2 号、1989 年）の中で言及している。 
111「高島北海の山水畫談（一）」『防長新聞』1903（明治 36）年 9 月 18 日。 
112「畫家と登山」『書画骨董雑誌』第 39 号、1911（明治 44）年 8 月 10 日。 
113 下関市立美術館蔵。 
114 河村幸次郎「北海翁とのめぐりあい」『没後 80 年高島北海展』p. 189。 
115『没後 80 年 高島北海展』2011 年、p. 53。 
116  « Congrès des Orientalistes de Marseille »。 
117 Congrès des Orientalistes de Marseille, 1876, p. 221. 
118 石田純郎「生野鉱山とフランス人医師エノン」『医譚』67 号、日本医師学会関西支部、
1994 年、p. 3946。 
119「高島得三と地質学」『応用地質』第 51 巻、第 4 号、p. 196。 
120 ジャン・シスレーがエノンの手紙の一部を雑誌 Revue Horticole に寄稿している。 
121 エノンは高島のことを Fakasima と書いている。フランス人達の手紙を見ると、但馬
のことを Fassima と表記しており、彼らは T の音を F の音に聞き取っていたようであ
る。 
122 ヒマラヤ地方原産のツツジ科の常緑高木。 
123 栃原も注 57 同様、Fotchiwara とＴの音を F で表記している。 
124 Revue horticole, No 47, 1875, p. 303. 
原文：J’ai profité du beau temps de ces jours derniers pour aller, avant-hier 11 mai, 
faire avec Fakasima une longue promenade à la recherche de l’endroit où les 
Rhododendrum arboreum existent à l’état spontané. Il faisait un temps superbe ; 
nous sommes partis à sept heures un quart, emmenant un nisokou (manœuvre ou 
portefaix) qui portait nos provisions. Nous savions que la localité des 
Rhododendrons était située plus loin qu’un hameau appelé Fotchiwara, à une lieue 
et demie d’Ikuno, où nous étions allés déjà plusieurs fois, mais nous ne savions pas 
exactement où ; aussi, arrivés à Fotchiwara, nous prîmes un guide, paysan bien 
intelligent qui nous a très-bien conduits. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
168 
 
第５章 生野銀山と別子銅山 
 
第１節 広瀬宰平に関する先行研究 
 
生野銀山と住友の別子銅山との関わりは、別子銅山支配人から初代住友総理代人（後の
総理事）となった広瀬宰平1が、政府の命で鉱山司付属試補に任命され、コワニェに随行し
て生野銀山に赴任したことから始まった。しかし、この両山と二人の関係は、生野ではほ
とんど知られていない。地元で発行されている生野鉱山史に関する代表的著書『明治以降
の生野鉱山史』2と『生野銀山町物語』3には、広瀬が生野銀山に勤務していたことついて
全く言及されていない。一方、住友側には、広瀬が住友引退直後に口述して筆記させた自
叙伝『半生物語』4や広瀬の息子による著『宰平遺績』5などの資料から広瀬の生野滞在や
コワニェとの関わりを読み取るができる。さらに、住友金属鉱山株式会社発行『住友別子
鉱山史』6や住友史料館編『住友の歴史』7など住友グループによる住友の歴史資料には、
生野銀山やコワニェとの関係に関する記述が見られる。 
付言すれば、住友においては、400 年の歴史を持つ住友家および住友グループ各社の事
業史に関する諸資料の収集・整理・保存をおこなうことを目的とする「住友史料館」8が京
都に設置されている。別子銅山関係資料は、当館で豊富に整理・保存され、専門的研究も
行われている。ここで行われている研究については、年一回発行される住友史料館の紀要
『住友史料館報』9で見ることができる。中でも本史料館副館長の末岡氏は、古文書の緻密
な研究をもとにした貴重な学術論文10を数多く発表している。 
広瀬に関しては、住友家や別子銅山を大いなる発展に導いた実業家として、経営面での
功績とその革新的な活動を評価されることが多い。また、広瀬は、後に五代友厚と共に大
阪経済を活発化するため、大阪商法会議所11（大阪商工会議所の前身）、大阪株式取引所、
大阪硫酸製造会社、関西貿易会社、大阪製鋼会社、大阪商船などの設立や育成に尽力した
経歴もあることから、五代と並んで大阪財界における活動について多数論じられている12。
その著述の大半は、広瀬が辿った経緯として、生野銀山での体験やコワニェとの接点につ
いて触れられているが、そのほとんどが上記の『半生物語』や『宰平遺績』から得た情報
を簡単に述べる程度に留まっている。唯一、末岡が、古文書から引用して広瀬とコワニェ
の関係を論じているが13、別子銅山が研究の中心のため、詳細については論述されていな
い。 
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このように、別子銅山研究の中で生野銀山やコワニェについて触れられていても、生野
銀山と別子銅山との関係やコワニェと広瀬との交流に特化した研究はこれまでなされてこ
なかった。そこで論者は、両鉱山と両名の関係に焦点を当て、住友関連史料を調査するこ
とにした。幸い、広瀬研究の第一人者である住友史料館の末岡照啓氏のご協力を得ること
ができ、住友史料館に保管されている古文書14を特別に調査させていただいた。 
今回調査した史料は、広瀬宰平の日記「諸用記」、広瀬家に残された公的文書の写しと大
阪本店から別子に送られた書状綴の「別子鉱山表状（甲号）」、逆に別子から本店に送られ
た書状綴の「別子鉱山表状（乙号）」、本店の公文書等を記録した「別子立川両鉱山公用帳」、
別子の公文書等を記録した「別子銅山公用記」、そのほか広瀬とコワニェに関する複数の広
瀬家文書および書状である。      
これらの史料調査を通して、従来、『太政類典』や『公文録』などの公的史料からだけで
は知り得なかった当時の生野銀山の様子やコワニェの行動の他、生野銀山と別子銅山の関
係に関する新情報を発掘すると共に、両名・両鉱山の交流とその意義について考察する。  
 
第２節 住友家と別子銅山                
 
本節では、歴史的背景を把握するために、第 1 節で挙げた住友グループ各社編の『住友
別子鉱山史』や『住友の歴史』と広瀬の『宰平日記』を基に、住友家と別子銅山の誕生お
よび住友最初の総支配人広瀬宰平について概説する。 
 
１．住友家の誕生 
 住友家は、平家一門の子孫と言われており、桓武天皇の曾孫、高望王の 22 代目忠重が、
父、須美平内友定の姓と名に因んで「住友」姓を名乗り、室町将軍に仕え、備中守に任じ
られたのが始まりである。すなわち、この住友忠重が住友家の「始祖」とされている。 
忠重の子孫達は、戦国時代の興亡の波にもまれて武家世界から離れたが、忠重から数え
て 8 世に当たる住友政友が、一旦出家した後還俗して、17 世紀の寛永年間に、書物と医薬
を商う「富士屋」を開き、商家、住友家を興した。よって、この政友が「家祖」とされ、
ここから住友の歴史が始まった。 
他方、政友の姉婿に当たる蘇我理右衛門は、天正 18（1590）年、19 歳で泉州堺から上
洛、「南蛮吹き」といわれる銅精錬法について、泉州堺に来た南蛮人（一説では明人）から
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簡単な手ほどきを受けた。その後、自ら工夫して京都・五条大橋近くに銅吹所を設け、粗
銅から銀を取り出して莫大な利益を上げた。後にこの銅吹所が住友家の家業となった為、
蘇我理右衛門は「業祖」と呼ばれている。 
住友の家祖、政友には一男一女がおり、嫡男・政以は父の家業「富士屋」を継ぎ、娘は
理右衛門の長男・友以を婿養子に迎えた。友以は実父の理右衛門から銅精錬の技術を、義
父の政友からは住友二代目に相応しい教養と精神を教育された。幼少期から英才教育を受
けた友以は、京都三条孫橋町に分家して、銅精錬と銅製品販売店を開業し、屋号「泉屋住
友家」を名乗った。1623（元和９）年、友以は、銅精錬に必要な大量の水と銅交易のため
に、事業を京都から海に近い大阪（内淡路町）に移し、家業を伸ばしていった。 
それから 7 年後の 1630（寛永 7）年、友以は大阪の「島之内」に大規模な精錬所を開設
し、後に日本を代表する精錬所となった。海外との銅取引を始め、銅取引が活況を呈する
と、友以は、産銅の山を持ちたいという強い願望を抱いた。 
この夢を叶えたのが四代目友芳であった。友芳は銅山開発に力を注いだ。1690（元禄 3）
年、伊予（今の愛媛県）の立川銅山（西条藩領）に隣接した別子に、銅鉱石の大露頭があ
るという情報を受けた友芳は、これを検分し、豊富な銅鉱脈を発見、翌 1691（元禄４）年
に別子銅山の開掘に着手した。ここに至って住友は銅の精錬のみならず自前の銅山を持つ
ようになり、以後、別子銅山は繁栄と挫折を繰り返しながら、住友の重要な事業の柱とな
り、住友が日本を代表する巨大財閥となる礎となった。このことから、友芳は「別子銅山
の父」と呼ばれている。 
 
２．別子銅山と広瀬宰平 
このようにして別子銅山開発が始まったが、軌道に乗るまでの間、経営は容易なもので
はなかった。1694（元禄 7）年別子で焼き窯から出火した大火災が発生し 132 人が焼死し、
翌年以降別子と西条藩の立川銅山の間でしばしば境界紛争が発生した。1785（天明 5）年
には別子本舗内に大湧水が発生。天保期（1830～1844 年）以降になると、米価の高騰な
どで 5 千人を越す坑夫の食費が嵩み、別子銅山は不振を極めた。その上、江戸の金融業も
天保の改革で打撃を受けたため、住友家の他の事業も打撃を受け別子銅山の経営は一層苦
しくなった。 
こうした危急時に、住友家では、支配方と呼ばれる集団指導体制が採られ、番頭政治が
強まっていった。明治維新後、本店重役と激論を交わし、住友の窮状を救ったのも、当時
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の番頭であり別子銅山支配人であった広瀬宰平だった。 
広瀬は、1828（文政 11）年、近江国野洲郡八夫村（現滋賀県野洲郡中主町八夫）の医
者、北脇理三郎の二男として出生、1834（天保 5）年、別子銅山に勤務する叔父、北脇治
右衛門の養子となった。1836 年、9 歳の時に叔父に伴って銅山に赴き、それから 2 年後、
就業年齢に達すると、住友家に仕えることとなった。1855（安政 2）年 28 歳の時、住友
家当主の推挙により住友家江戸店支配人、広瀬義右衛門の養子となり、1865（慶応元）年、
38歳で別子銅山支配人となった。9歳の時から坑夫と共に別子銅山で過ごした広瀬宰平は、
坑夫の生活だけでなく銅山の隅々まで熟知していた。一方、住友家が幕府の管理の下、長
崎からオランダ・中国に銅を輸出していたことから、広瀬は、住友の製銅事業そのものが
国策の事業であり、国益とは何かもよく弁えていた。1868（慶応４)年、土佐藩士、川田
小一郎が政府の命で別子銅山を接収に来た折は、鉱山経営に経験の無いものに任せるとい
うのであれば、それは国益に反することであると強く反論し、川田を説き伏せた。広瀬は
川田と共に新政府に嘆願して、別子銅山の継続経営の許可を得るのに成功し、それにより、
住友は別子銅山を手放さずに済むことができた。これ以降も広瀬は大いに手腕を発揮し、
別子銅山開発と経営に優れた采配を振るった。 
その功績が認められ、1877（明治 10）年、広瀬は家長・友親から総理代人（後に総理
人から総理事へと改称）を委任され、その後も積極的に製鉄・化学事業を展開した。しか
し技術や採算面から公害問題を惹起し、広瀬は責任を取って 1893（明治 26）年、住友家
総理人を辞職した。 
広瀬が引退した後、伊庭貞剛が引き継ぎ、以後も後継者が引き継いで 1973（昭和 48）
年に閉山した。閉山までの約 280 年間の出鉱量は、推定 3000 万トン、そこから生み出さ
れた銅は 65 万トンで、世界最大級の産銅量を誇った。 
 
第３節 住友古文書から見るコワニェの生野出仕     
 
コワニェが、明治新政府の要請により、生野銀山の調査のために生野に到着したのは
1868（明治元）年 9 月 28 日であった。この 1７日前の９月 11 日に、政府は、コワニェ一
行に無礼のないよう道中の府県ならびに藩、住民に一行の通行を布告した。布告の内容は、
『太政類典』15や『公文類聚』16などの公的記録から知ることができる。 
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今般但馬国生野銀山為点検近々佛蘭西人同道御用役々出張候條兼テ御交際ノ趣モ有之
候間通行ノ路次府縣並藩領共末々ニ至迄不作法ノ儀無之様相達置可申事17 
 
この通達は、政府発行の機関紙「太政官日誌」18にも交付された他、生野では、旧代官
所前に高札が掲げられた19。これを読むと、政府は、コワニェを要人として遇すると同時
に、問題が起きないように細心の注意を払っていたことがわかる。これには、1868 年 2
月（慶應 4 年 1 月）の神戸事件20や同年 3 月の堺事件21など、フランス人を巻き込んだ事
件が相次いで発生するという時代背景があったためであろう。未だ攘夷論がおさまってお
らず、言葉の問題からお互いの意思疎通を欠いていたことから、各地で外国人狙撃や焼き
討ちが勃発していた。そのような情勢不安の中、フランス人コワニェの生野赴任に、政府
も極めて敏感かつ慎重にならざるを得なかったであろう。 
 コワニェの生野行きについては、生野にもいくつかの記録が残っている。 
   
同年（論者注：明治元年）九月十二日浪速ニ於テ佛人土質家コワニー年給洋銀九千枚
ヲ以テ雇入條約ヲ結フ但シ同氏ハ嚮ニ旧薩摩藩ノ傭フ所ナリシカ政府但劦生野鉱山開
鑿ニ専任ノ為メ登雇セラレ更ニ改約ニナリタリ同月盛明コワニー生野ニ来リ 
                          （「生野鉱山行業ノ景況」22） 
 
九月二十八日 雨時々日和  
仏蘭西人三人外役様〆 銀山御見分ニ付御出張、昼頃御通行 銀山ヨリ御迎ノ御役人、
縦隊衆 外町人中行カケ                    (「石川日記」23) 
 
  九月二十八日 雨 
一 今日仏蘭西人来リ候事 但シ鉱山師コアニと号シ候 
鉱山司 梶川徹助様 
斎藤源蔵様 
右御人数三拾六人                  （「藤本市兵衛日記」24） 
 
コワニェ夫妻と若い坑夫の三人の仏蘭西人が、田中盛明25以下の役人一行と共に、生
野銀山領に乗り込んで来たのは、正午を大分過ぎてからであった。 
                             （『日本鉱物資源に関する覚書』26） 
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工部省鉱山助、朝倉盛明の報告書「生野鉱山行業ノ景況」と生野の大地主豪商の石川家
の日記、および掛谷、藤本市兵衛の日記、石川の『日本鉱物資源に関する覚書』の 4 資料
から、コワニェに同行したのは、コワニェ夫人と若いフランス人坑夫、朝倉盛明の他、鉱
山司の梶川徹助様と斎藤源蔵様など総勢 36 名であったことはこれまでわかっていた。し
かし、これ以外の人物についてはこれまで不明であった。 
今回、住友史料館の古文書調査によって、同行者について一部解明することができた。  
 
廿三日晴  
一 局江出勤 明日生野行ニ付荷物扱之岡多
ママ
用27 
一 夕景今沢離杯別々28 
一 早暁大坂発足、是人数左ニ 
                 仏人 コワニー  
家来壱人  
         通弁官 朝倉信吾    斎藤源蔵 
家来壱人  梶川徹助 
木下順助  
                      豊田兵十郎 
廣瀬義右衛門 
久世義之助 
                      中江種之助 
山本豊太郎 
田嶋丈太郎  
                斎藤君家来  
木村勘十郎 
吉川鉄之助  
                梶川君家来  
辻八三衛門 
局ノ召番 壱人 
                   伴御壱人   
一 尼か崎中食、西の宮木津屋某止宿  
                      
  これは広瀬の日記である「諸用記」29の 1868（明治元)年 9 月 23 日付のものである。 
この広瀬の記録から、コワニェの同行者としてわかっていた朝倉、斎藤、梶川の 3 名以外
の同行者 10 名の名前と正確な合計人数が判明した。「藤本市兵衛日記」には 36 名と記載
があったが、恐らくコワニェ夫人や従者など非公式の関係者を含む総人数と考えられる。
9 月 23 日の日記には、役職名は書かれていないが、この日記の 8 日前の 9 月 15 日の日記
30には、「鉱山局江出勤」し、「鉱山司在役人面々」として、13 名の役人の肩書と名前が記
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されている。 
   
  加修之産 東京旧幕剣之先生 斎藤弥五郎
マ マ
様事   斎藤篤信斎 
東京旧幕より幽閉人 無人島より西洋各国遍歴   斎藤源蔵 
越前刑事                    梶川徹助 
大野藩内                    内山介助 
付属勘定方吟味役                木下順助  
勘定方                     岡本恭蔵 
同                       小山雄右衛 
同                       豊田兵十郎 
書記                      松並徳太郎 
付属試補                    筒井丈太郎 
同                       廣瀬義右衛門 
                          大橋与四朗  
                          永井幸之助 
 
この記録から、役職・経歴が判明したものは次のとおりである。 
斉藤源蔵は、「東京旧幕ヨリ幽閉人」で、「無人島ヨリ西洋各国遍歴」を持つ、海外経験
豊富な人物である。梶川徹助は越前判事で、『工部省沿革報告』31によると、福井藩士で、
1868（明治元）年 3 月 1 日に「銅會所ニ鑛山取調掛ノ職員」が置かれると、「其事務ヲ管
掌」する任務についた。そして、同年 7 月 25 日に大阪銅會諸が鉱山局と改称されると、
梶川は「鑛山司判事頭取」となった。７月 23 日の日記より、この 2 名は、家来を数名伴
う鉱山司の重役であったことがわかる。 
次いで、木下順助は付属勘定方吟味役、豊田兵十郎は勘定方、廣瀬義右衛門は付属司補
であった。この廣瀬義右衛門が、「広瀬宰平」のことである。広瀬は、広瀬家に養子として
入籍後、「義右衛門」と改名し、明治維新後に「宰平」と称した。 
「石川日記」などに書かれていたコワニェに同行したフランス人については、広瀬の日
記では「家来」となっている。石川が「坑夫」と書いていることから、鉱山の知識も有す
るコワニェの助手的働きをする者だったと考えられる。1867（慶応 3）年 11 月 8 日、モ
ンブランが、日本到着後しばらく待機していた長崎から、薩摩藩の船・春日丸に乗り、コ
ワニェを伴い鹿児島に赴いた際に、約 10 名のフランス人を同行させていたという記録が
薩摩にある。 
 
  先般より當港（論者注：長崎港）に滯在の法國人「モンブラン」、其外十人餘の外國人
乗組、本月（論者注：11 月）八日出帆        （「法蘭西代岡士
コンシュル
へ照會書」32） 
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同月（論者注：11 月）八日午前八時（七時三十分）長崎港を出航せり。同船には新納
刑部、岩下佐次右衛門、其他佛國の「モンブラン」外八人許（陸軍教師及び鑛山技師）
同乗せり。 
  （論者注：欄外に注あり）「モンブラン」の外は陸軍教師士官數名其他は鉱山技師なり 
                                    (『薩摩藩海軍史』33) 
 
数名いたフランス人鉱山技師の内の一人が「家来」としてコワニェに同行したのではな
いかと推測できる。 
この生野行きの前日、広瀬は鉱山局に出勤して生野に持参する荷物を準備し、夜は友人
と別れの盃を交わした。一行は 24 日の早朝に大阪を出発し、尼崎で昼食を取り、西宮の
「木津屋」という宿場で宿泊した後、4 日間かけて生野に到着した。 
 
地御役人半小隊警衛トシテ迎ニ被参候大野友右衛門太田治郎左衛門足立太右衛門も
屋形迄参リ候其外山師皆様多人数参候事           （「藤本市兵衛日記」） 
 
コワニェ一行は、生野で厳戒態勢の中、多くの人々に迎えられた。 
 
 
第４節 広瀬宰平の生野滞在                     
 
１．一度目の生野出仕               
 広瀬の日記に見られるように、広瀬は、コワニェに同行して生野銀山に赴いているが、
それまでの経緯が広瀬の日記の「諸用記」や自伝の『半世物語』に記されている。  
 
（論者注：明治元年 9 月）13 日晴 鉱山局江出勤之処左ニ広瀬義右衛門鉱山司附属試
補申付候事右之通結構被仰付退席                （「諸用記」34） 
 
  同年（明治元年）九月宰平に鑛山司に出任すへき下命あり、則ち直ちに其の命に應せ
り。此の時に當り、政府大に鑛山を開拓せんことを欲し、佛國人コワニー氏を聘雇し
生野鑛山に派出を命す。朝倉盛明氏佛語に通ずるの故を以て同しく派遣の命あり、宰
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平も亦此の行に隨従し、生野より中瀬の鉱山を巡視す。 
（『半生物語』35、下線は原文のまま） 
 
広瀬は 1868（明治元）年 9 月 13 日に明治新政府により鉱山司役員に任命され、「鑛山
司附属試補」の肩書をもってコワニェの生野視察に同行するよう命令された。それを光栄
と考えた広瀬は、ただちに受理した。『広瀬家文書』には「鑛山司附属試補申し付ける」と
記された広瀬宛の政府からの申渡状36も残っている。また、任命から 2 日後の 9 月 15 日、
広瀬は「生野行ニ付、金廿両従 局被下置候事」37と生野行きのために 20 両の支度金を
受け取っている記録も見られる。広瀬がこの役職位に選ばれたのは、別子銅山存続のため
に発揮した力量と、これまでの経験を踏まえて常々政府に対して、富国のためには鉱山業
が重要であることを訴えてきたことが認められたからだと考えられる38  
 鉱山司出仕が決まった広瀬のその後の日記39には、「鉱山局に出勤」と頻繁に記されるよ
うになり、鉱山局に関する内容が増える。同月 20 日には、「仏人コワニー外ニ局長西ノ吹
屋大又ニ而銅吹見分之時罷出ル」40と、コワニェについての記載も見られ、コワニェが鹿
児島を離れた後、暫く大阪で銅の製錬の調査など鉱山関連の仕事をしていたことがわかる。 
 こうして広瀬はコワニェと共に 1868（明治元）年 9 月 28 日に生野鉱山に赴任した。コ
ワニェ一行の生野滞在については、従来、朝倉盛明による「生野鉱山行業ノ景況」および
生野資料館・生野書院所蔵の「藤本市兵衛日記」「石川日記」に簡単な記録が残されており、
石川や藤原など生野の研究者41は、この 3 種の記録の何れかまたは一部を引用して論じて
きた。しかしこれまでこれらの記録をまとめて論じられたことはなかった。これらを総合
してみると、当時の大まかな様子が見えてきた。 
 
  九月二十九日 晴 
  一 仏蘭西人今日山方吹方見分到候太盛山天受山吹方ハイノノ太兵衛方尤太盛天受山
共仏人敷入致シ至極宜敷ト申シ水抜ヨリ上方ニ而三、四ケ年モ稼可相立旨申候尤
吹方ハ正銀スタリ候仏国之法ニ而可吹旨申候事 
  十月一日 晴 
  一 仏国人今日千珠山若林山見分致候事 
   一 県知事伊王野様ヨリ仏国人江御酒被下御広間ニ而御料理出婦人多人数酌に参リ
オドリ杯致シ候ヨシ 
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  十月二日 晴 
  一 仏国人今日中瀬金山江見分ニ行候 
                              （「藤本市兵衛日記」42） 
 
     太盛各坑ヲ始メ金ケ瀬其他近傍中瀬金山等悉ク點撿シ十月盛明コワニー登阪ノ上先
ヅ同坑開拓ノ議ヲ定メ溶鑛器械購求ノタメ横須賀ニ至リ日ナラズシテ帰阪。 
（「生野鉱山行業ノ景況」43） 
  十月六日 日和 
  今暁七ツ頃 仏蘭西人外ニ御掛役御帰リ相成 門口ヘモ不出申候 
                                 （「石川日記」44） 
                   
生野鉱山は、太盛山、内尾谷、金香瀬、若林山、千珠山、篤光山などの諸鉱山からなり、
その総称である。コワニェは、到着翌日の 9 月 29 日から、早速これらの山の鉱脈や鉱質
の点検と製錬所の視察を行った。そして、到着 2 日目には、生野町を管轄していた久美浜
県知事による歓迎会が催され、労をねぎらわれた。コワニェは、約 1 週間、全ての山を点
検した結果、これらは有望な鉱山と判断し、政府に調査結果を報告するため、同年 10 月 6
日に朝倉と共に生野を離れた。帰阪したコワニェからの報告を受けた政府は、生野を官営
によって開発することに決定し、熔鉱機械類を横須賀やフランスに発注することに決めた。
コワニェと朝倉は機械を発注するために横浜まで足を運んだ。 
これまでの情報はこれだけで、しかも広瀬についての情報は全くなかった。住友史料館
で「広瀬家文書」を調査したところ、大阪出発から生野に着くまでの道中の様子や生野滞
在中について、広瀬が細かく記録していたことがわかった。この広瀬の記録帳45は、横半
張の 2 冊からなり、9 月は「但馬生野出役記」と題し全 30 ページ、10 月は「但馬生野鉱
山出役記」と題し全 18 ページからなる。ここには、食事や宿泊場所、宿泊先に面会に来
たその地の役人、立ち寄った場所などが詳細に記録されている。時刻を書き留めている箇
所も多く、彼らの 1 日の行動を把握することができる。しかも「石川日記」で見られる不
定時法ではなく、定時法が採用されており、より正確な時刻を把握することができる。例
えば、生野到着については、「四時生野無事着 一同着杯」、生野出発については「生野出発 
夕六時姫路着小飯（中略）十時加古川着」と記録されている。広瀬は、生野滞在中に「同
司員梶川鐡助氏と共に伊豆の金山を點撿すへき旨の下命」46を受けた。従来、広瀬は、生
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野に赴任していた梶川徹助と共に伊豆の金山を巡見するよう命を受け生野を離れたことは
わかっていたが、その日時は明確ではなかった。広瀬の記録帖により、コワニェが発つ前
日の 10 月 5 日に生野を発ったことが判明した。  
広瀬の生野滞在はわずか 7 日間であったが、広瀬は、コワニェの下で西洋技術のすばら
しさを体験し、官営鉱山の合理的な制度を経験する中で、住友家や別子銅山の発展のため
にはこれら制度・技術の採用が不可欠であることを強く感じたに違いない。 
広瀬は、1869（明治 2)年 1 月鉱山司出仕の辞任を申し出る47。その理由は「専ら別子山
に従事して其の進歩發達を促進し、大に雇員等を董督鼓舞して以て鑛山の改革に盡力する」
48ため、つまり別子銅山の近代化に専念するためであった。その代わりとして、別子から
２人の従業員、岡田梅蔵と増田芳蔵を生野に送り込んだ。二人はまず本店に呼ばれ、自社
の船で新居浜から大阪まで行き、その後、生野に出仕した。本店から別子に宛てられた 1869
（明治 2)年 1 月 26 日付の「住久丸便」の書状には「住久丸無事着、梅蔵殿・芳蔵殿 早速
出勤被致候段」49と、二人が新居浜から大阪に無事に到着したことが記されている。  
岡田と増田の生野での様子や生野滞在期間についての記録は残念ながら残されていない
が、２人の生野赴任の目的と生野を去った時期や理由が、本店から広瀬宛に送られた 1869
（明治 2）年 6 月 27 日付の書状50から知ることが出来る。下に原文とその要約を記す。  
 
一生野開拓専広大ニ御普請之処今般旧山師鉱夫共徒党を企既ニ竹鎗沙汰ニも及ひ騒              
立候ニ付弗人并通詞とも急速取引ニ相成候ニ付当方両人共不取敢帰阪致し候否相納り 
弗人通詞とも又々出張指揮居候由ニ付両人とも是又出張可申之処同所ニおゐて伝習と
申ハ弗語横文字而已ニ而分拓（論者注：「析」の誤り）伝授等無之右伝習迚も中々容易
ニ意得難出来先七八辛抱仕候ハヽ言語も相応相覚江可申歟永々困苦仕候而も銅山方ニ
而弁用ニ相成候見当無之趣尤諸藩ヨリ是迄段々入込候諸生も有之候得共二十日壱ヶ月
位ニ而無益之事と申合先操ニ退山致し当時ハ此両人ヨリ外ニ伝習人無之由勿論両人共
又々出張被仰付候ハヽ伝習飽迄刻苦支度申出候先々見留無之事も永々辛抱為致候も無
益之失墜ニ可有之哉ニ申談候ニ付兎も角当便一先下向申付候間委細両人ヨリ御承知御
勘考可被下候 
すなわち、「生野の開拓を大規模に進めていたところ、旧の鉱山師や鉱夫たちが徒党を
組んで、竹槍を持って騒ぎ立てるので、フランス人や通訳は急遽ひと先ず大阪に引き上げ
ましたが、騒動も収まったので生野に戻って指揮を執っているそうです。同所においての
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伝習とは、フランス語を詳しく分析して講義することはなく、そのためフランス語の習得
は大変難しいことです。二人にあと七、八年辛抱してもらえれば言語もかなり覚えると思
いますが、長い間苦労してもらっても別子で役に立てる見込みは無いようです。彼らより
先に来た受講生は誰もおらず、徐々に諸藩から学びに学生が来ているそうですが、20 日や
１ヶ月位の受講で目立った成果が上がらないということで、来た順に生野を離れ、当時は
岡田・増田の両人の他に学生はいないとのことです。勿論、両人とも出張を仰せ付けられ
ると受講に励みたいと申しておりますが、先々の見当がつかなければ、苦労して長々と辛
抱するのも無益のことと存じます。ともかく委細両人からお聞きになり、お考え下さいま
すようお願い致します」という内容である。 
2 人が生野に着任した前の月に、鉱山師より鉱山を政府に献納することを知った里民た
ちは「大ニ沸騰或ハ密ニ屯集シテ此ノ事件ヲ拒ム若シ献山之ノ儀採用ニ至ラハ其稼主ハ固
ヨリ自然官ニ對シ不法ノ暴挙ヲ做スヘキ勢ヒ」51であり、また、コワニェが準備した火薬
80 樽を火薬庫に運んだところ、爆発を恐れた近隣の人々が猛反対し「動モスレバ密カニ屯
集ヲ催シ暴意ヲ生スル」52状態で、まさに暴徒化しつつあった。手紙の内容から、フラン
ス人らも生野から逃げていたことがわかる。住友の岡田と増田が生野に到着したのは、政
府や県の対処により、ようやく落ち着いた時だった。 
書状の中の「伝習所」とは、第 3 章第 6 節で論じたコワニェの「生野鉱山学校」のこと
である。広瀬は「別子鉱山公用記」53の中に、1868（明治元）年 12 月に政府が制定した
「鉱山司大意書」を書き写している54。その第 8 条に「仏人コワニエ之御雇ニ付於但州生
野西洋機賊（論者注：「械」の誤り）ヲ据ヘ彼ノ法ヲ以開拓経験被遊候事」と、「生野鉱山
にフランス人コワニェを雇用して西洋機械を設置するので、その技術を経験・習得して、
各地の鉱山開発に役立てること」と、政府は訓示した。広瀬はこの政府の訓示と自分の生
野での体験から、別子銅山の近代化のために、自分の身代わりとして岡田と増田を生野に
送り込むことに決めたと考えられる。 
この書簡から、2 人が生野鉱山学校の最初の生徒であったと読み取れる。前章でも言及
したが、鉱山学校の受講生に関する情報が少ない中、受講者リストに新たなる情報を追加
することができた。 
2 人の生野派遣の目的は、当然コワニェからの最新技術習得と別子近代化を担える人材
育成であったが、書簡に「同所ニおゐて伝習と申ハ弗語横文字而已ニ而分拓（析）伝授等
無之右伝習迚も中々容易ニ意得難出来先七八辛抱仕候ハヽ言語も相応相覚江可申歟永々困
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苦仕候而も銅山方ニ而弁用ニ相成候見当無之趣」と書かれているように、広瀬にとって 2
人にフランス語を早く習得させるのが大きな目的だったと考えられる。広瀬の脳裏には、
別子銅山の近代化は外国技術の導入なくして果たし得ず、その際招聘したフランス人技師
との意思疎通には仏語理解者が不可欠と考えていたと容易に推測される。岡田と増田は、
コワニェからフランス語の指導を受けるよう広瀬に命ぜられたが、鉱山学や植物学などの
専門的講座はあってもフランス語専用の授業がないため、不平を漏らし、広瀬の期待に応
えられないのなら別子に戻りたい、と本店に相談したことが書簡から読み取れる。 
この後、広瀬はどのように判断を下したのか記録は残されていないが、「諸用御 控 四拾
弐番」55の 1869（明治 2）年 6 月 29 日の項に、「金千疋宛別段千疋宛是も銅山出方梅蔵・
芳蔵暫生野江参り候得とも此旅一先帰国仕候ニ付為餞別被下置度候事」とある。岡田と梅
蔵の両名とも生野修業を辞め、別子銅山に帰国する前に立ち寄った大阪本店で、その労を
ねぎらわれて餞別金二千疋（5 両）を渡されたことがわかる。彼らの生野鉱山学校での修
業期間は、わずか半年であった。しかし、「生野鉱山ノ景況」に「（論者注：明治２年）六
月海外ヨリ購求スル所ノ器械到ル直ニ設置ノ業ニ就ク」56と記されているように、彼らが
生野を出る直前に、フランスなどから大機械が到着している。2 人は、西洋の最新機械を
目の当たりにし、西洋技術の規模の大きさを学んだことは確かである。 
なお、この書簡から、コワニェの鉱山学校の欠点が浮き彫りになった。書簡に「分拓（析）
伝授等無之右伝習迚も中々容易ニ意得難出来」「二十日壱ヶ月位ニ而無益之事と申合先操ニ
退山致し当時ハ此両人ヨリ外ニ伝習人無之由」と記されているように、学生達から不満が
出ていたり、1 か月ほどで辞めていくものが多かったようである。教材もなく、日本語を
使用しないでフランス語のみによる鉱山学や地質学などの専門的な授業や、フランス語教
育を専門としない技師や医師によるフランス語の授業には無理があったに違いない。コワ
ニェは、教室内での教育の面では著しい成果を挙げられず、本領が発揮できなかったのか
もしれないが、高島得三や中江種造57の成功例からみると、実地での指導は優れていたの
だと推察される。 
 
２．二度目の生野出仕 
広瀬は、鉱山司を辞した後、別子に戻り、銅山開発に専念した。なぜなら、当時の別子
の情勢は、銅の価格が下落していた上、銅の売りさばきが不調で、銅山の経営状態が極め
て悪化していたからである。 
181 
 
 
御国内勝手売外国売等不苦段被仰付候得共内外之商人今般御買上之直段ニ依而相場を
見下シ候数多之出銅不捌ト相成大ニ米銅之價不平ニシテ莫大損失之上 金策ニ[差]ミ
候故 銅山元養育差支五千ニ及人口一山之生業銅價之[ ]引ヲ以今日を取渡リ候ニ前
件之次第ニ押移リ当今不融通之折柄外ニ山元補術無之最早差吉左衛門難手ニ合忽存亡
且夕ニ差迫候ヲ以    （判読不可能・不確かな文字は[ ]で示す。以下同様とする） 
（「別子立川両鉱山公用帳」58） 
 
5 千人もの従業員を抱えていた広瀬は、別子を潰すわけにはいかず、従業員らの生活を
守るためにも銅山の開発を成功させたかった。銅山の近代化を図るため、広瀬は、生野で
コワニェより習った西洋技術や岡田と増田が生野で見聞したことを別子に導入しようと励
んだ。1869（明治２）年 4 月 13 日付の、大阪本店から別子に送られた書状「別子鉱山表
状（甲号）」から、広瀬はコワニェより「火薬による採掘法」と「旧習の廃止」、「水車・陸
車（論者注：トロッコのこと）の実用化」について教習したことがわかる59。 
   
  義右衛門様御帰山後西洋伝授之火薬術を以明リ方並内鋪石割等被致候所極而妙術ニ而
[ ]石速ニ落石ニ相成愉快之御事堀子共一般伝習広大無辺全御一新御趣意相立候趣御
同悦仕候 其地旧習悉相廃止水車陸車之御工夫[専]最中ニ御座候由承知仕候 
                      （波線は論者による。以下同様とする）（「別子鉱山表状」60） 
 
広瀬は、別子帰山後直ちに「西洋伝授火薬」、つまりコワニェから習った黒色火薬を導入
した。逼迫していた銅山経営が少しでも緩和され、坑夫たちの苦労を 1 日でも早く軽減し
てやりたいという広瀬の願いからであろう。 
生野では、『工部省沿革報告』に「(論者注：明治二年)四月十九日此ヨリ先礦ニ資用スヘ
キ火薬ヲ天授山麓天狗巌下ノ鹿中ニ収ム」61、また「生野鉱山ノ景況」62には「四月採鑛需
要ノ火薬八十樽ヲ天受山中央ニ設クル所ノ火薬庫に運フ」と、火薬についての記述が初出
する。生野と別子がほぼ同時期に火薬について記録されていることから、広瀬はコワニェ
から指導を受け、生野に負けじと別子銅山を近代化させようと努めていたことが覗える。
コワニェは、官営の生野銀山において、日本で初めて鉱石の採掘に火薬を使用したが、別
子において火薬を使用した広瀬は、恐らく日本の民営鉱山の中で火薬を使用した最初の人
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だと考えられる。 
コワニェから学んだ西洋技術の導入により作業の効率が上がると、広瀬は、岡田と増田
から聞いた、生野に設置され始めた西洋の機械導入にも取り組んだ。1870（明治 3)年 10
月以降、「別子銅山公用帳」63には「生野は機械を導入して成功している」「生野のような
西洋の大器機を導入したい」「機械を導入すれば生産も増加する」「生野に入れた西洋の大
機械を導入し、生死を掛けて頑張る」と、西洋機械の導入希望とそれへの期待に関する文
言が急に多く見られるようになる。 
 しかし、西洋機械を購入するのには多額の資金が必要であった。広瀬は、大機械や火薬
購入資金を獲得するために、当時別子銅山を管轄していた高知県に、その利点と広瀬の意
気込みをしたためた訴状を当主の名の下に送り、協力を要請した。 
 
一金拾万両 
但 西洋大器械ヲ移シ広大ニ開拓仕度候間 拝借被 仰付度返 上納之儀は一ヶ年出銅
壱止の方出銅ニ付 大器械ヲ移シ候ハ々其数難量奉存候 尤年々公平之銅價ヲ以 御勘
定奉申上候 
(中略） 
生野鉱山江御移シニ相成候 西洋大器械を移シ生死ヲ決シ大奮発仕御国産開拓之御趣
意ヲ貫キ御国益之一端尽力仕度奉存候 斯万国通商之道御開キニ相成候機会ニ至姑息
法ニ而ハ難相当候段疾ヨリ承知仕候ニ付一昨年以来銅山元種々改革鉱石方火薬法其他
車道ヲ開人力大半相省キ候ニ付 此上大器械之策略仕候ハ々莫大之出銅無疑奉存候得
共 微力之剰米銅之價不平ニ而死地ニ落入千万歎ヶ敷奉存候 実情困窮之[義]御憐察被
成下御助力ニ預御蔭ヲ以 廃山取留申度 実ニ是迄年久敷山業永続仕候儀は旧政府之節
安石米並時々拝借金等被 仰付候故之御儀ニ御座候   
                    （明治 3 年 10 月「別子立川両鉱山公用帳」64  
住友吉左衛門65より高知藩宛） 
 
銅利年ヲ以 遂テ減少往々衰微之道程ニ付方今万国通商之道相開ケ候上は 則万国ニ在
所之銅價ヲ以 永々銅山相続致候様 勉励仕度 仕法之儀は一昨年来生野金銀銅山御開
拓ニ相成 西洋器械ヲ以既成功之趣ニ付別子銅山ニおゐても[同断] [軽弁]之仕[ ]ヲ移
シ永久之策ヲ施シ銅山再興シテ永世御国益ヲ可相開其機会ニ立至リ候ニ而付ハ屡懇願
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仕候              （明治 3 年 10 月「別子立川両鉱山公用帳」66 
高知藩67より政府（鉱山司）宛）  
 
このように、広瀬は、「大機械と火薬法を導入して銅を増産して、国益の一端として尽力
する。国の貿易の道を開くには、旧来のやり方では難しく、銅山を改革し、火薬法を取り
入れ、車道を開き、人力を省き、大機械を導入すれば、銅の産出量は莫大なものとなるだ
ろう」と、自分がコワニェより学んだことを応用して銅山を刷新したいことを高知藩に訴
えた。広瀬の強い意気込みを理解した高知藩は、それを政府に伝え、援助を求めた。 
こうして、一度目の生野赴任後、別子銅山の近代化のために尽力した広瀬であるが、1871
（明治 4）年 4 月、再び政府より生野鉱山への出仕を命じられる。この時の通達68は次の
ようである。  
 
右之通、御差紙ニ付、同日四ツ時麻上下着用ニて罷出候処、被仰渡左ニ 
広瀬宰平 
一生野鉱山掛出仕申付候事 
辛 未
（論者注：明治 4年）
 四月          工部省鉱山掛り 
        生野出張所 
右之通被仰付候事 
 
広瀬はこの時のことを次のように振り返っている。 
 
  明治四年四月鑛山寮に於ては佛人コワニー及ひ朝倉盛明氏等をして大に生野鑛山の開
鑿に従事せしむ、而して當時生野鑛山の外には未だ外國人を聘用せる所あらさりき。
然るに宰平も亦、鑛業上實際の經歴あるを以て、朝廷の御召を蒙り、即ち之に應して
岡田梅蔵氏を隨へ鑛山に出仕することとせり          （『半世物語』69） 
 
1871（明治 4）年 4 月は、コワニェが横須賀や海外に発注した最新の機械の設置が整い、
稼働し始めた頃であった。政府は、その時を見計らって再び広瀬を抜擢し、生野の最新鋭
の機械と技術を学ばせ、そのノウハウを応用して民間の主要銅山である別子を発展させよ
うと図ったからだと考えられる。つまり、最初の生野出仕後、コワニェから学んだことを
生かして別子銅山の改革に努力した広瀬の能力が政府によって高く評価されたことを示し
ている。広瀬は、政府からの提案を躊躇なく快諾し、生野での教育実習を終えて別子に戻
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ってきていた岡田を随伴させることにした。広瀬は工部省生野鉱山掛、岡田は生野出張所
試験所掛として赴任することになった。しかし、まだ住友家の仕事が残っており、生野に
赴任したのは、通達から 2 か月後の 1871（明治 4）6 月 2 日であった。広瀬は、到着翌日
の 6 月 3 日に、無事に生野に着いたことと生野の状況を知らせる手紙70を本店に送ってい
る。 
 
  （前略）小生昨二日無恙生野着乍僤御安意可被下候（中略）当地器械場盛大に至リ五
月分御益九千両ニ御座候全以朝倉君御改革故之沙汰候復又大機械之建言モ御援用相成
佛人去ル二日東京江御召ニ相成申候実ニ盛ナル哉姑息法愈以難相当候（後略） 
 
この手紙より、当時の生野は、西洋の大器械を導入して機械場が盛大で、５月分の利益
が 9 千両で多くの収益を上げていたことが読み取れる。また、別子銅山の旧来の姑息な方
法では近代化は難しいと、別子の遅れを痛感していたようだ。広瀬はこれまでに見たこと
のない西洋の最新器機と生野銀山の繁栄を目の当たりにして興奮する反面、旧式で後れを
取っている別子への焦りを覚えたと考えられる。  
生野での広瀬の様子は『半世物語』71に詳細に記されている。 
 
 宰平の生野に勤任するや朝倉氏の下に屬し、直接に坑夫を使役して坑間に下り、畫夜
したしく勞事して寸隙なく、毎朝疾く起き出て、鑛夫を督し、各々其の業に就かしめ
て後朝餐を喫せり。而して起出時迫るときは、手洗鉢の汚水にて手洗ひ口嗽きするこ
と寠々なりき。又業に従ひて餘暇なかりしか故に、僅に髯髪を理するの時間を得すし
て、時に前日片髯を剃り其の殘半は翌日漸く剃り去るか如きこと寠々なりき。 
                                 『半世物語』72 
 
広瀬は、朝倉の下に配属され、監督する立場であったが、じきじきに坑夫と共に鉱山の
中に入り、寝る間も惜しんで昼夜働き、この時の労苦は言い表しがたいものであったよう
である。住友では支配する身分でありながらこのような過酷な仕事を自ら率先して行った
理由は、現場でコワニェのすることを注意深く観察し、新しい技術を覚えて、別子銅山に
生かそうとしたためであった73。 
生野での生活が 2 か月過ぎた 8 月初旬、コワニェと懇意になった広瀬は、別子銅山の鉱
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石を生野に取り寄せ、コワニェに分析を依頼した。また、1871（明治４）年 8 月 11 日に
は、自分の思いを大阪本店の重役らに理解してもらいたいと願い、生野の視察懇請の書状74
を送った。重役の生野出張は叶わなかったようであるが、別子鉱石の中に金銀を含んでい
るという嬉しい検査報告をコワニェから得た。これにより、広瀬は別子銅山の再生には姑
息な労働条件の改善だけでなく、生野同様、西洋の専門家の本格的調査および西洋技術・
機械の導入、さらには西洋人の長期雇用以外には道はないと確信した。 
宰平は、自分の考えを採用してもらうために、同年 8 月 25 日、大阪本店に「莫大之金
鉱ニ而実ニ我国第一之金山也」75と誇張して報告、その甲斐があり、同年 9 月 22 日に、住
友の当主友親から、生野出仕を辞任して別子へ戻り、別子の近代化に尽力して欲しいと要
請を受けた上、別子銅山に関する全ての権限を任されることになった76。広瀬は、早速同
年 9 月に工部省鉱山寮へ「生野鉱山出仕休暇願」77を提出した。難渋の末、その 3 カ月後
の 12 月に内諾が取れ78、翌 1872（明治 5）年 1 月に許可が下りた。 
 
第５節 コワニェの別子銅山視察             
 
当時、別子銅山は産銅量と販売量の低下および米価の高騰によって、莫大な損失を生み、
廃業の危機に陥っていた。広瀬は、別子への機械導入と技術指導できる西洋人の雇用によ
り、早急な現状の打開に焦燥感を覚えていた。広瀬が住友の当主より生野辞任の許可を得
た 1871（明治 4）年 9 月以降、住友家文書「別子立川両鉱山公用帳」には、「開化之御趣
意徹底仕度奉存候兼而銅礦ニ而も器械ヲ移シ盛大ニ営業可仕候一応御検査を経然ル後洋人
雇入万端宜敷御差図被仰付候」79のように、西洋機械の導入の他、技術指導ができる西洋
人の雇用に関する記述が急増することからも広瀬の意思が読み取れる。 
その後、コワニェの検査により、別子の鉱石には金・銀を豊富に含んでいることがある
ことが判ると、そのことを強調しながら、県や政府に、西洋の鉱山学者を雇い入れること
への理解と援助を求めた。 
 
先般別子鉱石ヲ以生野表江持出シ分析奉願上候処 [豈図哉]多分之金質銀質ヲ相含ミ
候間乍微力自費ヲ以西洋土質蒙家ヲ雇入レ器械ヲ移シ営業成立仕度其手順既ニ工部省
江御願申上候次第ニ而屹度着眼之上 奮発可仕候 
               （明治 4 年 10 月 28「別子立川両鉱山公用帳」80                      
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住友吉左衛門より高知県81宛 ） 
 
一私義積年奉請負候予州別子山之鑛石ヲ以今般生野鑛山御開拓所ニ於テ分析奉願候処
豈斗哉 多分之金質銀質ヲ相含ミ有之候間私始一同不開化ニ打過候段今更残念ニ奉
存此上は片時も難捨置ニ付西洋土質学家雇入大器械ヲ移シ開鑿仕度奉存候間向後万
端工部省之御保護ヲ奉願上候度尤右教師は横浜神戸ニ而得ト探索之上実地業前練磨
之者相雇申度奉存候間乍恐此段宜御採成ヲ以急速御聞済ニ相成候様工部省ヘ御願立
被仰付可被下候器械ヲ移シ成功之上は相当之税銀上納可仕候  
         （明治 4 年 10 月「西洋より土質学家雇入れたきに付き願書」82 
     住友吉左衛門より丸亀県83 宛） 
 
今般同所鉱石ヲ以生野鉱山ニ於而精細ニ分析仕候処多分之金質銀質ヲ相含ミ有之候
ニ付 愈鉱業盛太ニ可仕存念ヲ以洋人雇入方並開鑿大器械移シ方等ニ至ル迄 既ニ工
部省願立私始諸掛之者一入奮発仕候 
（明治 4 年 11 月 7 日「別子立川両鉱山公用帳」84 
                        住友吉左衛門より宛先不明宛） 
 
広瀬は、別子に西洋の機械と経験豊富な西洋の鉱山士を導入し、自分を始め関係者一同
は鉱山開発に励むと宣言した。 
またそれと同時に、「器械ヲ移シ成功之上は相当之税銀上納可仕候」とか「返上納金年々
弐万拾七両壱歩分当申年ヨリ向三ヶ年之間延期被仰付様 伏而奉願上候是迄壱ヶ年出銅高
七拾万斤ニ候得共洋法御開鑿仕候ハ々出銅百廿万斤之見込有之加之ニ金貨銀貨分析仕候時
は莫太之儀ニ而三ヶ年以後成功者無疑奉存候得共其期年ニ至様益々ハ不抱屹度一時ニ返納
可仕候」85、すなわち「別子に機械と西洋人教師を導入すると間違いなく成功し、銅の産
出額もこれまで年 70 万斤のところが 120 万斤になる見込みで、金貨や銀貨も副産すれば
莫大な増額になり、3 年後の成功間違いない」と公約し、「成功した時に一度に返済するの
で、それまでの借金や上納金を先延ばし、または少額にしてもらいたい」と嘆願し続けた。
ここに生野銀山と別子銅山の違い、即ち官営と民営、産銀と産銅の違いを見ることができ
る。 
以上のような広瀬らの努力の甲斐があり、1872（明治 5）年 7 月、「西洋人雇入レ大器
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械ヲ移シ鉱業盛太ニ仕度此節工部省江其筋御願申上候折柄ニ而其入費凡拾五万両程今より
手当方可仕」86と工部省より約 5 万両を追加で手当てがもらえることとなった。それに対
し住友は「生死ヲ決シ奮発仕居候」87と命を懸けて頑張ると意気込んでいる。 
広瀬は、長期の西洋人雇用の前にコワニェに視察を願い出た。1872（明治 5）年 9 月 5
日、本店の用事で東京の大蔵省へ赴いた際、工部省に「御雇外人コワニー別子見聞願」88を
提出し、コワニェの別子銅山派遣視察を懇請した。同年 10 月 8 日、コワニェの別子銅山
視察の許可が下り、住友はすぐにコワニェを迎え入れるためにイギリス人から中古の 54
トンの木造蒸気船を購入した。船名は住友の屋号「泉屋」から「白水丸」と名付けた89。 
しかし、コワニェによる別子視察の許可が下りても、一向に来山日が決まらなかった。広
瀬は、1873（明治 6)年 1 月 27 日に生野に出張しているが90、それは、コワニェの来山を
待ちきれず、早急な来山を要請するためだったのではないかと推測できる。別子来山日が
決まらない中、別子の方ではコワニェの受け入れのために、手続きや準備が始められた。
その内容は、「別子立川両鉱山公用帳」内の 1873（明治 6）4 月 5 日付の別子から愛媛県
に送った書状から読み取ることができる。 
 
一政府御雇入之教師ニ付彼ノ雇入土質方横浜ニテ西洋人江周旋ヲ頼ミ仏之本国江壱人
雇入レ仮定約仕候ニ付従今五十日以後横浜江到着可仕候其上奉定約仕候而工部省外
務省之御免許ヲ得申度 総而御県之御手添ヲ奉願上度近日広瀬宰平儀東京表江罷出 
一但州生野御用山江御雇入レニ相成候、仏人コハニー氏当月末歟等、来月中旬迄ニハ
為検査被罷出候間、何卒銀山最寄之区々江此旨御布令被、仰付度、実ニ未開之地ニ
而初而西洋人之往来候間、自然粗暴之儀御座候而ハ奉恐入ル間 外務省之御規則ヲ順 
村之者奉[體]認候様御保護奉願上候 
                  （明治 6 年 4 月 5 日「別子立川両鉱山公用帳」91 
               予州別子立川両銅山請負稼人代より愛媛県参事宛） 
   
広瀬は、横浜在住フランス人に斡旋を依頼し、フランス本国に仮契約書を送り、フラン
ス人雇入の申請をしたり、日本の工部省と外務省の許可を得るために愛媛県に助勢を願い
出たりした。この記録から当時の外国人雇用のための規則が読み取れる。また、コワニェ
の別子視察予定日は、1873（明治 6）年の 4 月か 6 月中旬で、暴動や失礼があってはいけ
ないので、銅山周辺にお布令を出すよう別子から愛媛県に要請していたこともわかる。 
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 この 5 日後には、県と交わした「伊予国宇摩郡別子立川両鉱山拝借金証書」92の中で、
「外国人為護衛補亡吏二人可差出事但通路筋江ハ[別 ]可相達候余右来往掛ル村市等早ニ
可申出事」（論者注：判読不可能な箇所は[ ]で示す）と、コワニェには護衛 2 名を付ける
ことと、行程が決まり次第、県に知らせる約束をした。このように別子では、万全の受け
入れ態勢をとり、コワニェの到着を心待ちにしていた。 
しかし、コワニェは予定していた 4 月にも 6 月にも来ることができず、別子行きは度々
延期となった。その様子は別子から大阪の本店まで新居浜～大阪間を往来する住友の定期
船で送られていた書状93からよくわかる。当初、コワニェの別子視察は、「生野山御雇入レ
コハニー氏 当月中旬頃 別子山点検トシテ被罷」94（4 月 10 日便）とあるように、1873
（明治 6）年 4 月中旬の予定だった。翌日の 4 月 11 日便には「コハニー氏当山検査トシテ
来ル廿日運搬御差廻之筈」と 4 月 20 日になり、その 1 か月後の 5 月 11 日には「コハニー
氏御用支ニテ又々下予延引ニ相成候よし（中略）コハニー氏當山検山下向之儀来月上旬頃
迄延引ニ相成候（後略）」とさらに翌月に延期されている。「又々予延引」と書かれている
ことからも度々期日が延ばされていたことが窺える。  
このコワニェの別子銅山行きの延期の理由を考えてみた。政府の許可が下りた 1872（明
治 5）年 10 から別子来山が実現した翌年の 6 月に掛けて、生野のコワニェは非常に多忙で
あった。1872（明治 5）年 8 月頃より７つの新たな山を開坑し、鉱山開発を行い始めてお
り、11 月は多くのお雇いフランス人達が病に倒れ、またその頃より生野－飾磨港（姫路）
間の輸送道路建築について検討し始めている時期でもあった。当時、コワニェには時間的
ゆとりがなかったため別子には行けなかったのだと推測される。 
そして、ようやくコワニェの別子視察は 1873（明治 6）年 6 月 6 日に決定し、コワニェ
らは 6 月 3 日に生野を出発した。住友には、その時のことが記された書簡が残っており、
この書簡から、コワニェ視察時の道中や別子での様子が記されている95。 
特に、別子から大阪本店に宛てられた 6 月 20 日付けの書簡には、これまで知り得なか
ったコワニェの詳細な行動を窺い知ることができる。 
 
旦那様並ニ御付添宰[平]様直蔵殿白水丸エ御乗組播州飾磨港エ廻船彼ノ表ニおゐて生
野官員御乗込之上 御一同被御下予ニ相来候よし承知仕候 何れ様ニも船中御機嫌よく
四日夕新居浜エ御着船 旦那様御儀ハ当日御上陸御宿ニおゐてコハニー氏待受 御機嫌
よく御滞留被遊候 生野官員斉藤大属さま宰[平]様ハ直様下ノ関御発船 コハニー氏
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[迄]ニ被参申候 一両日之内 帰艦ト奉存候 左様御承知可被下候 
              （明治 6 年「別子鉱山表状」乙号96、明治 6 年 6 月 6 日） 
 
補足しながらコワニェの行程をみていくと次のとおりとなる。コワニェはまず生野から
官員の斉藤大属を伴い姫路まで出て飾磨港へ赴いた。そこには住友の当主友親、広瀬宰平
が白水丸で迎えにきており、一行は飾磨港で船に乗り込んだ。船内で一泊し、翌日 4 日夕
方に新居浜港に到着。船中、皆ご機嫌であった。その夜は、立川の宿に泊まった。宿で大
阪本店の支配人がコワニェを待っており、団欒した。コワニェは、翌日から別子の山に入
り、13 日までつぶさに視察した。この時、通訳として活躍したのは、生野でコワニェの指
導を受けていた岡田梅蔵であった。 
視察後、コワニェは、広瀬に採鉱法と運搬道路の改善、湿式収銅法による低品位鉱処理
と硫酸の採集を示唆し、鉱煙から硫酸を作り、「沈殿法と溶解法とを利益して之を製錬せ
は、必ずや以て莫大の利益を得へきあり」97と助言した。広瀬はこれらのコワニェからの
助言を聞き、西洋の技術を実践しなければ、別子銅山の刷新・改革は至難と明確に認識し、
別子銅山に外国人技師を起用することを心に堅く決めた。 
こうしてコワニェら一行は別子銅山の調査を滞りなく進め、13 日に往きと同じように住
友の船で新居浜から飾磨に戻り、姫路から生野へ帰山した。 
 
西洋人コハニー氏其他御官員様当山検査無滞相済去ル十三日旦那様始メ皆様方当地御
発艦ニ相成申候先ツ船中御機嫌能御帰館被為遊候御儀ト奉恐悦候別而旦那様ニハ御苦
辛被為在候御事奉遥察候誠ニ久ニ御下予被為遊候処折節繁務紛擾之打揃粗暴之事而巳 
奉備不都合之[安]御断被仰上 
（明治六年「別子鉱山表状」乙号98、明治 6 年 6 月 20 日） 
 
この半年後、広瀬は周囲の反対を押し切って、住友の取引商社であるリヨンに本社を置
くヘヒト・リリエンタール商会99から紹介されたフランス人鉱山士のルイ・ラロック100を
雇用することになる。 
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第６節 ルイ・ラロックと生野銀山       
 
 １．ルイ・ラロックと別子鉱山目論見書 
ルイ・ラロックは、1836 年、フランスの南部の町グラースに生まれた。1857 年、フラ
ンスの名門校であるパリ国立高等鉱業学校101に入学し、鉱山学や鉱山経営学を学んだ。卒
業後、チリでの教職とフランスやスペインでの鉱山コンサルタント業務の経験を積んだ後、
住友による雇用が決まり、1873（明治６）年 11 月 15 日に来日した。ラロックの雇用期間
は、1874（明治 7）年 1 月 1 日から 1875（明治 8）年 10 月 31 日までで、給料は 600 円
であった。広瀬の 100 円に対し、6 倍の高給であったが、サンテティエンヌ鉱山学校出身
のコワニェの 800 円と比較し、パリ鉱山学校出身のラロックにとってこの額は不服だった
ようだ102。 
別子の寒さを嫌ったラロックが別子に赴き、本格的に調査を開始したのは同年の 5 月中
旬であった。通訳として、生野でフランス語を学んだ岡田と増田の語学力では不十分だっ
たため、松江藩の藩校で専門的にフランス語を学んだ塩野門之助103を雇用した104。ラロッ
クが現地を訪れると、地元の人達の好奇な目と粗野な振る舞いで広瀬もラロックも大変迷
惑を蒙った。別子から愛媛県に送った訴状の中に次のような記述がある。 
 
右鉱山江外国人雇入御座候処彼ノ外国人ラロク氏今般神戸表江罷越シ候ニ付新居浜港
江通行之折柄一昨廿六日私宅江立寄リ候全ク未開之小民其[ ]之儀ヲ妬忌シテ右等之
悪事ヲ致シ候哉ト[奉愚]察仕候105 （[ ]は、不確か、または判読困難を表す） 
 
大勢の一行で赴任した官営の生野お雇い外国人と、民営で経営状態が芳しくない別子へ
単身で赴任することとなったラロックとでは、給料も含め扱いには大きな差があったよう
だ。 
 
このような悪条件の中、ラロックが別子に残した最大の功績は、1874（明治 7）年中頃
より約 1 年掛けて別子銅山を調査し、銅山の近代化の方策をまとめた報告書である。これ
は 2 部構成になっており、原題は、第 1 部は RAPPORT sur La mine et Le traitement 
métallurgique des minerais de Betchi-Yama, adressé à La maison Hecht Lilienthal et 
Cie de Yokohama, par Mr L. Larroque, ingénieur des mines. 1re Partie.（横浜のヘクト・
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リリエンタール商会へ提出した、鉱山技師ルイ・ラロックによる別子山の鉱山および鉱石
の製錬に関する報告書 第1部）、第２部はRAPPORT sur L’exploitation et Le traitement 
métallurgique des minerais de cuivre à Betchi-Yama, adressé à La maison Hecht 
Lilienthal et Cie de Yokohama, par Mr L. Larroque, ingénieur des mines. 2me Partie. 
（横浜のヘクト・リリエンタール商会へ提出した、鉱山技師ルイ・ラロックによる別子山
の採鉱および銅鉱石の製錬に関する報告書 第 2 部）である。第 1 部は「別子鉱山の鉱山
と製錬の一般的な現状分析」、第 2 部は「具体的な近代化プランを提示したもの」が主題
となっており、「別子鉱山近代化のバイブル」106とも呼ばれている。2005 年、住友史料館
では、このラロックの報告書を完訳し、解説を付して『別子鉱山目論見書』という邦題で
2 部に分けて発行した107。 
本書の中で、「解説」として末岡108がラロックの業績を住友・広瀬家文書を参照して詳
細に論じているが、その他のラロックに関する研究は、専門的研究は少なく、別子との関
係を概説するか、その生涯を随筆的に紹介しているのが数点109あるのみで、生野銀山およ
びコワニェとラロックに絞っての研究はまだ試みられてない。 
広瀬家文書には「猶々生野ゟダロク氏、昨三日（論者注：明治 8 年 3 月 3 日）夕刻帰神
仕候」110と実際に生野を視察した記録が残っている。ラロックは自分より先に日本に来て
いたコワニェの開発を参考にしていたのは確かであり、『別子鉱山目論見書』を著すときも
生野を基礎にしたと考えられる。そこで、同書の中の生野関連の事項を抜粋し、ラロック
から見た生野やコワニェがラロックや別子に与えた影響について以下考察してみる。 
① 燃料資源について 
 ・たいてい、安価な木炭を提供してくれる周辺の貴重な木材資源は、鉱脈より先に枯渇
してしまうのである。（中略）別子に関連して私は、すっかりハゲ山となった生野鉱
山の山岳地帯を指摘せざるを得ないのである。ここでは、今、陸路 60 キロの輸送に
甘んじなければならない鉱物性燃料（石炭）しかない。（中略）（論者注：別子には）
成長がひじょうにはやいアカシヤやモミ、とくにこの地域にあるトネリコの一種の植
林を試みに勧めたい。111   
  ・これら（論者注：高島と三池）の炭鉱は、とくに三池に関していえば、相当大量の需
要にも応じることができるので、どれくらいの値段で帆船が褐炭を金子川の河口へ搬
送できるかである。（中略）販売価格と運賃に関しての情報はまちまちだったので、
生野鉱山に売り値計算書の貸出しを求めることにした。この鉱山では、銀および金鉱
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石の焙焼や塩化処理にこの燃料（褐炭）を使用し、その後にこれらの鉱石をアマルガ
ム処理しているのである。（中略）６トンの良質な褐炭（最上質）は、飾磨港渡しで
23 円 70 銭となる。そして、その内訳は（中略）炭坑での買い入れ：14 円、炭坑から
海までの運送費：1 円 20 銭、炭坑の港から飾磨港までの帆船運賃：8 円 50 銭、合計
23 円 70 銭、すなわち、トン当たり 3 円 95 銭。（中略）これらの炭鉱から飾磨までと、
金子川までとの距離の比率は約 7 対 5 であるから、運賃もまたほぼ同じ割合であろう
と仮定するのは妥当である。112 
燃料資源について、まず生野周辺の山の無謀な伐採を指摘し、そのために安価な木材が
供給できず、高額な石炭に頼らざるを得なくなっていることを指摘し、これを反省材料に
し、別子ではその土地に合った木を植林すると言っている。「陸路 60 キロの輸送」とは、
生野─姫路間の馬車道のことである。生野では、燃料資源として石炭を使用し、荷揚げさ
れた飾磨港から生野まで馬車で運んでいたことがわかる。ラロックは、炭坑からの両鉱山
への距離を比較し、生野と同じルートで燃料資源を購入しようとした。 
また、鉱石の焙焼や塩化処理には三池炭鉱で購入した褐炭を使用しており、ラロックは
生野からその計算書を借りて、参考にした。ラロックの記録から、生野は三池炭鉱まで炭
を買いに行き、船で飾磨港、馬車道経由で生野まで運んでいたことやそれにかかる費用の
明細についても知ることができた。 
② 建築資源について 
 ・石灰石が豊富にある長門地方から、あるいは生野鉱山へ 1 万 3648 貫目で 308 円 63
銭 5 厘、すなわちトン当たり 6 円 03 銭９厘の割合で供給している坂田から、[石灰石
を]取り寄せてこの（論者注：ホフマン輪窯での）焼成方法を用いれば、良質の石灰製
造がわずか 5 円 80 銭そこそこしか掛からない。長門地方沿岸の石灰石は当然不足し
てくるものと考えてよい。いずれにせよ、本州の丘陵から石灰石を入れることはどう
しても必要である。というのは、新居浜周辺の貝殻で作られているごく少量の粗悪な
石灰には期待できないからである。113   
 建築に必要な漆喰の原料の石灰石を、生野は坂田（現在の滋賀県坂田郡）の日本有数の
石灰山である伊吹山から購入していたことがわかる。ラロックは、将来、近くの長門（山
口県の秋吉台など）の石灰石の不足を見越して生野の購入先も心づもりしていた。 
 ③坑夫の給料について 
 ・たとえば生野の新しい採掘場では坑夫が不足している。しかもここの賃金は平均して
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35 銭であり、この地方は健康に良く快適で、資源に恵まれており、それになお坑内の
採掘場は広くて通気も良く、安全度も非常に高いのである。そこで、ためらうことな
く言わせてもらうと、もし別子が 1 年後に海上と連絡して、鉱山への出入りが容易と
なり、生野で米の一大貯蔵庫が備えられ、（いずれにせよ、近く作られることになっ
ている）、年間を通じて鉱山労働者に安価な米が変わりなく確実に供給されるように
なれば、別子から憂慮すべき規模で労働者の流出が起こることになる。それを阻止す
るには、大幅な賃上げ以外に手段はない。114 
坑夫の給料について生野の坑夫の給料を調べて検討した。ラロックが生野を訪れた 1874
（明治 7）年には、すでにコワニェは坑内を改良し、快適な作業環境になっていたので、
別子の坑夫を生野に取られないかと心配していたことからも別子の賃金の低さが分かる。 
④輸送道路の建造について 
 ・生野鉱山を海（明石海峡の西方、瀬戸内海の飾磨港）に結んでいる 60 キロの道路調
査に赴き、類推によって（別子の問題を）処理するのがよいと思った。それは、克服
すべき困難な性質をよく理解し、整地・擁壁・砂利敷き・砂まき・削岩・木橋の架設
等々のような諸般の工事を請負業者に遂行させるため、必要な条件の情報を得るため
であった。これらの実際に即した情報を手中にし、別子の土地に特有なあらゆる状況
と、[生野と別子]両地域における資源の相違を考慮に入れたうえで、私は 4 区間にお
ける道路の長さ 1 メートル当たりのコストについて、つぎのような結論に達した。（後
略）115 
 ・かつて生野では、飾磨港と鉱山との間（60 キロメートル）をヨーロッパ方式で荷馬車
と馬による運搬体制を整えるべく、多くの車両が造られたが、住民の抵抗は執拗であ
った。新しい引き馬の操縦に不慣れであったから、彼らは牛につないだ不格好な旧来
の三輪車に断固として戻ったのである。しかしながら、人々は初めて譲歩せざるを得
なかった。荷馬車による海と生野との運搬は、別子と金子川との定期的な運搬よりは
るかに小規模であるにもかかわらず、運搬の再編成とヨーロッパの引き馬を採用する
緊急性について、再認識したのである。[生野では、]最終的に県決断が下され、地元
の抵抗を排するという断固不動の意志をもって実行に移されようとしている。別子や
新居浜でも、外部の影響を全くうけることのない地元民は、姫路や生野住民よりさら
に強く慣習に執着しているので、同種の抵抗を考慮に入れないのは軽率であろう。116 
 ラロックは、輸送道路の建造のために、建築真っ最中の生野─飾磨間の馬車道を視察し
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た。つまり、生野の馬車道を参考にして、道路整備、削岩、架橋などの請負業者選定の手
掛かりを得ようとしたのであった。また、生野─姫路間の馬車道建築当時の地元の反対や
地元の人達が取った行動、またそれに対して、毅然とした態度で実行に移した生野銀山側
の取った態度が判る興味深い記録である。 
 ⑤その他 
 ・放下式二輪の車両に関して、（中略）馬具は姫路において有利な条件で入手できる。117 
  ・（論者注：直接取り寄せるべき工具類の）ヨーロッパでの購入費は、生野鉱山での原
価計算にならって 50 パーセント増額されるべきである。118 
ラロックは、馬車道見学時に出会ったと思われる馬具専門店と取り引きし、コスト計算
をする際も生野から資料をもらって、それを参考にしていたこともわかった。姫路─生野
間はかつてより生野街道があり、馬の往来が多く、また馬車道が通ろうとしていたこの時
期、馬具の専門店も多く価格競争も激しかったのかもしれない。 
 
 ２．別子銅山と馬車道 
このように、生野を視察し、それを参考にして別子の開発を検討したことが浮き彫りに
なったが、中でも生野─飾磨港間の大がかりな馬車道建築には興味を持っていたようで、
生野関連の中で他に比べて詳細に書かれている。コワニェは別子を訪れた際に宰平に与え
た助言の一つは「運搬道路の改善」であった。鉱山開発をするには、採掘や製錬の近代化
だけではなく、運搬の近代化も大切な鉱山事業開発であることは、二人の共通の認識だっ
たのであろう。 
コワニェが生野で輸送の近代化対策のためにおこなったのが、トロッコ・鉄路敷設と馬
車道である。広瀬は、生野滞在中にこれらを学んだ。 
トロッコについては、第 4 節で見たように、1869（明治）2 年 4 月の「別子鉱山表状」
119に「西洋伝授」の「陸車」と記録がある。ラロックの目論見書には、ラロック以前のト
ロッコの様子がわかる記述があった。 
   
  路線距離 259 メートルで終わるこの鉄軌道は、本舗の鉱石を沿線の下方にある焼竈ま
でトロッコで運搬するためのものである。（中略）破砕された鉱石を貯鉱庫から出す鉄
軌道は、1874（明治７）年に導入されたもので（中略）東延の鉱石はトロッコで、焼 
竈の下まで運ばれ、囲いのある保管庫へ入れられる。 
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                        （『別子鉱山目論見書より』120） 
 
広瀬は、コワニェから教習した「トロッコ」を別子に帰山後、導入し、1874（明治 7）
年のコワニェの視察で「運送道路の改善」を指摘された後、さらにトロッコを導入したの
ではないかと想像される。 
馬車道に関しては、1873（明治 6）年 4 月初旬以降の住友家の書状や報告書に、例えば
「立川ヨリ新居浜迄、馬車路開繕之願（中略）此度馬車道開キ候願書差出候」（1873（明
治 6）年 4 月 10 日『別子鉱山表状』121乙号、別子銅山より愛媛県宛）のように、馬車道
築道についての記述が頻繁に出てくる。 
第３章で見たように、この時期、生野銀山でもアメリカの最新技法のマカダム工法を取
り入れた日本最初の「産業高速舗装道路」と呼ばれる馬車道の築造が、コワニェの指示の
下、義弟で土木技師のレオン・シスレーの設計で 1873（明治６）年 7 月に着工されよう
としていた122。従って、広瀬の馬車道築造の構想は、生野から習い別子に応用したもので
あることは明らかである。1873（明治 6）年 4 月に広瀬の部下の別子銅山支配人・村田健
一郎と住友の支配人住友吉左衛門が愛媛県へ提出した次の願書が、それを裏付けている。 
 
彼ノ銅山へ之通路到而逼ク器械運送出来兼候間山許ヨリ立川ト申処迄[嶮難]之場所百
丁之間牛馬之道ヲ開キ並ニ立川ヨリ船場新居浜処申迄壱里半之行程弐間半幅ニ開キ 
馬車道ニ仕度奉存候 右は聊歟 
（1873（明治 6）年 4 月『別子立川両鉱山公用帳』12316 番 
                   大阪本店より愛媛県宛） 
 
一銅山開拓ニ付而ハ道路之弁ヲ開キ候儀第一之急務ニ付新居浜ヨリ立川迄一里半之行
程弐間半幅ニ開キ馬車道ニ仕度奉存候其順路田畑ヲ潰シ聊歟民家ヲ退ケ候場所モ有
之候右者相対ヲ以テ至当之價ニ可買求候得共 村々相接シ害障モ申出苦情モ御座候
間何卒御県御役人様為御保護御出張被仰付様奉願上候 
（1873（明治 6）年 4 月 5 日『別子立川両鉱山公用帳』124 
別子銅山より愛媛県宛） 
 
すなわち、広瀬は「銅山の道は大変狭く、発注した大機械の運送が出来かねるので、鉱
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山から立川までの 100 丁に牛馬の道、立川から新居浜までの 1 里半の行程に 2 間半の幅を
広げ、馬車道を作る必要がある」また、「銅山開拓については道路の便を開くことが急務で、
新居浜から立川迄 1 里半(5.89km)の工程を 2 間半(4.54m)に拡幅し、馬車道にしたい。そ
の工程で田畑をつぶし、民家を撤去する場所もあり、適当な価格で買い取るにしても村同
志が接し、障害もあり、苦情もあるので何卒役人様が出向いて保護して頂くよう願う」と
要望している。大機械輸送のために、また鉱山開発のために、これまであった道を広げ、
馬車道にしようとしているところは、まさに生野・姫路間の馬車道と同じである。道の重
要性と馬車道築道の際に近隣住民への配慮について述べているところは、コワニェやシス
レーの考えに酷似しており、生野銀山とのつながりを証明するものである。  
 こうして別子の近代化を急いでいた広瀬は、まず生野で学んだ技術をいち早く取り入れ
て、比較的平坦な新居浜・立川間に馬車道を生野・姫路（飾磨港）間より一足先に完成さ
せた。その後、1874（明治 7）年 6 月に別子に来たラロックは、生野・姫路間の馬車道を
参考、かつ生野と別子の相違を考慮にしながら、新居浜浦から海抜約 1300 メートルを超
える別子銅山までの厳しい山岳部の道に対して馬車道築道を広瀬に提案した。結果的には、
この道については、急峻な山岳地形を長距離のヨーロッパ的な馬車道では不向きと広瀬が
判断し、ルートを短縮して牛車道に変更したため、馬車道の敷設は実現できなかった125。
しかし、この正しい決断も、広瀬が生野においてコワニェら生野銀山のお雇いフランス人
から指導を受け、実際の様子を見てきたからこそ出来たもので、生野での経験が生かされ
たものといえる。 
 ラロックは、1876（明治 9）年 7 月 30 日、銅山の調査を完了した。その後、「目論見書」
の作成に専念し、翌年の 1875 年（明治 8 年）11 月 2 日に完成させた。ラロックは契約満
期で解雇となり、同年 11 月 23 日に神戸港から帰国に就いた。 
 しかし、これで別子と生野との関係が終ったわけではなかった。ラロックの専属通訳で
あった塩野門之助が、間接的にコワニェと別子を繋いでいた。塩野については、数少ない
研究の中、佐々木と末岡が住友・広瀬の古文書の調査を行い、論文や解説書の中で紹介し
ている126。この両者の調査結果および広瀬の『半世物語』を参照し、塩野と生野との関係
について考える。 
塩野はラロックの「目論見書」を翻訳するために、引き続き 2 年間延長雇用することと
なった。塩野は既にラロック帰国前の 11 月 2 日から翻訳にあたっていたが、「溶解ノ方法」
について翻訳ができなかったため、自分の力不足を痛感し、同年 12 月 4 日、フランス留
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学を広瀬に願い出た。広瀬は、コワニェの下で学んだ経験がある増田芳蔵と共に留学する
ことを認めた。この二人のフランス派遣留学を決めた理由は「我か鑛山技師を養成し、以
て漸進的に別子山を開拓せんと欲せし」127だったからである。広瀬は、フランスに戻った
ラロックに彼らの受け入れを要請し、事務的なことはラロック来日時に世話になったリリ
エンタール商会に依頼した。2 人は翌年の 1876 年（明治 9 年）4 月 11 日に日本を発った。
しかし、増田は、語学力が不十分だった上、ホームシックに掛かり、同年 8 月に日本に帰
国した。残った塩野は 1881（明治 14）年までの 5 年間勉学に勤しんだ。住友史料館には、
フランスの塩野およびラロックと広瀬のやりとりした書状が保管されており、この史料か
ら 2 人の様子を知ることができる。 
ラロックは塩野に広く工学一般の教養を学ばせようとしており、高校から入れて、最終
はパリ中央工芸学校128に入れようとしていた。自分が再度別子に戻り鉱山の仕事をしたか
ったから、塩野には鉱山学を学んで欲しくなかったからでもあった。それに対し、塩野は
鉱山学を専門に学びたかったため、ラロックには告げずに 1877（明治 10）年、サンテテ
ィエンヌ鉱山学校（準備校）に入学した129。後日、ラロックは、1878（明治 11）4 月 22
日に広瀬に送った、塩野に関する報告書130の中で、サンテティエンヌ鉱山学校について次
のように記している。 
 
其学校タル礦ノ実地ヲ研究スルに益アルモ、其他ニ益アルヲ見サルナリ、故ニ金属ノ
線、及ヒ金属学ノ研究ニ関シテ重大ノ弊害ヲ生ス可ク、則チ其学校ノ位置タル第二級
ニ位スルヲ以テ、未タ経験ナキ政府ノ未熟土質家ヲ以テ、壮年輩ヲ教授スル場所ナレ
ハ、仮令該校ノ学課ヲ践行スルモ、之ヲ以テ汝ヲ別子金属鉱山開鑿ノ任ニ充テシムル
能ハサルハ、顕然タレハ宜シ（中略）サンテチエンヌノ学校タル田舎学校ニシテ、学
課教則モ自カラコトナレリ                   
 
このように、ラロックは広瀬に「サンテティエンヌ鉱山学校は、石炭鉱の採掘を専門と
する学校であり金属の勉強はできない。教授陣は若く未熟で、田舎者の二流の学校」であ
ると非難の手紙を送った。 
そのことを広瀬から送られてきた手紙で知った塩野は、1878（明治 11）年 10 月 21 日
に広瀬に送った書状131の中で、次のように広瀬に説明し、理解を求めた。 
 第一 彼レ生ガ鉱山師トナルヲ欲セズ、其証、ラロク氏生ガ鉱山学校ヘ入校スルヲ欲
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セズ、彼レ既ニ生ヲシテニ年ノ光陰失ワシム、其故ヘラロク氏、住友氏ヘ再ビ雇ヒ入
レヲ希望ス、生若シ鉱山師トナラバ、彼レ其目的ヲ遂グル能ハズ、故ニ生ヲ妨ゲ鉱業
ヲ修メザラシム 
第二 ラロク氏曰ク（サンテティエンヌ）ノ学校ハ石炭開採而已ニアル云々 彼レ貴
下ヲ紿クコト如此、彼ノ（コワニー）氏（ムーセ）氏ハ、皆ナ此ノ（サンテティエン
ヌ）ノ学校ヨリ出デシ人ナリ、而シテ此両氏生野ニ在ツテ、其業ヲ開キシコト、貴下
見テ知ル処ナリ                      （波線は論者による） 
 
「生野鉱山勤務のコワニェもムーセも共にサンテティエンヌ鉱山学校の卒業生なのでこ
の学校を選んだのだ。生野鉱山の近代化を目の当たりにした広瀬さん、あなたがそのこと
を一番よく知っているでしょう」と訴えた。塩野の固い意志を確認した広瀬は、塩野のサ
ンテティエンヌ鉱山学校での勉学を応援した。塩野は 1880（明治 13 年）に同学校を卒業
し、フランス国内の鉱山で実習した後、1881（明治 14）年帰国した。帰国後は、別子の
近代化に尽力した。 
なお、論者は、サンテティエンヌ鉱山学校やロワール県立およびサンテティエンヌ市立
立公文書館でコワニェら生野御雇フランス人について調査した際、コワニェらの名が掲載
されている当時の名簿や成績表、同窓会誌の卒業者名簿に塩野の名を確認した。職業は
ingénieur des mines de cuivre au Japon（和訳：日本の銅山技師）と記されていた。コワ
ニェを目指してサンテティエンヌ鉱山学校に入学した塩野は、努力の甲斐あって、コワニ
ェと同列で成績や卒業者名簿に自分の名を残すことができた。 
このように、コワニェは直接的にも間接的にも別子銅山に影響を与え、ラロックの知識・
経験と広瀬の判断が相俟って別子銅山の近代化は急速に進んだ。2 名の御雇フランス人と
一日本人が結んだ生野銀山と別子銅山の連携は、ともに競い合いながら日本の鉱山事業の
近代化に繋がったといえよう。 
コワニェによる生野の鉱山開発を通じて広瀬が学んだことは、たんなる鉱山技術と鉱山
経営法ではなかった。それは、近代経営のエッセンス、つまり、賃金や生産手段・労働環
境への出費を惜しみ、ささやかな利潤をあげることで満足せず（広瀬はそれを「姑息」と
いって軽蔑していた）、あくまでも大規模な科学技術の導入と資本の投下によって、短時間
で利潤の最大化を目指すべきであるということだった。本研究により、生野と別子の関係、
そしてコワニェとラロックと広瀬の交流を調べることで、近代科学の思想と近代資本主義
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の精神が、住友という一企業を通じて、日本の経済・社会にいかにして取り入れられてい
ったかが、ほとんど日付入りで再現できるのである。 
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31「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』明治文献資料刊行会、1964 年、p. 48。 
32 1867（慶應 3）年 11 月 26 日「法蘭西代岡士へ照會書」『薩摩藩海軍史』下巻、公爵島
津家編纂所編、原書房、1968 年、p. 27。 
33 公爵島津家編纂所編『薩摩藩海軍史』下巻、原書房、1968 年、p. 19。 
34 1868（明治元)年 9 月 23 日「諸用記」6 番（慶應 4 年 8 月～明治元年 9 月）。住友史料
館蔵。 
35 広瀬宰平「半世物語 全二冊」上之巻、1895 年、p. 15（住友修史室編『半世物語』1982
年、p. 28 所収）。 
36 1868（明治元）年 9 月「鉱山司附属試補申渡」（広瀬家文書 302 番）。住友史料館蔵。 
37 1868（明治元）年 9 月 15 日「諸用記」6 番（慶應 4 年 8 月～明治元年 9 月）、住友史
料館蔵。 
38 末岡照啓「明治維新期の住友（一）─近代鉱業政策の成立課程と別子稼行権の確立─」
『住友史料館報』第 20 号、1990 年、p. 25。 
39「諸用記」6 番（慶應 4 年 8 月～明治元年 9 月）。住友史料館蔵。 
40 1868(明治元)年 9 月 20 日「諸用記」6 番（慶應 4 年 8 月～明治元年 9 月）。住友史料館
蔵。 
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41 石川準吉「生野銀山建設記」『日本鉱物資源に関する覚書─生野銀山建設記─』産業経
済新聞社、1957 年。藤原寅勝『明治以降の生野鉱山史』生野町教育委員会、1978 年。
杉浦健夫編『生野銀山町物語』生野町中央公民館。1987 年。 
42 1868（明治元）年 9 月 29 日、10 月 1 日、10 月 2 日「藤本市兵衛日記」。生野書院蔵。 
43 朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意
見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、白亜書房、1981 年、p. 42。 
44 10 月 6 日「石川日記」。生野書院蔵。 
45 1868（明治元）年 9 月「但馬生野出役記 一番」（製本版：広瀬家 303 番）・1868（明治
元）年 10 月「但馬生野鉱山出役記 壱番」（製本版：広瀬家 306 番）。住友史料館蔵。 
46 広瀬宰平「半世物語 全二冊』上之巻、1895 年、p. 15（住友修史室編『半世物語』、1982 
年、pp. 28-29 所収）。 
47 広瀬は 1869（明治 2）年 4 月に「鑛山司附属試補免役申渡書」（広瀬家文書・製本版：
316 番、住友史料館蔵）を受理している。 
48 広瀬宰平「半世物語 全二冊」上之巻、1895 年、p. 16-17（住友修史室編『半世物語』
1982 年、pp. 31-32 所収）。 
49「別子鉱山表状」甲号。住友史料館蔵。 
50「別子鉱山表状」甲号。住友史料館蔵。 
51 朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意
見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、白亜書房、1981 年、p. 43。 
52 同上。 
53「別子鉱山公用記」12 番。住友史料館蔵。 
54 これについては、末岡照啓「明治維新期の住友（一）─近代鉱業政策の成立課程と別子
稼行権の確立─」（『住友史料館』第 20 号、1990 年）に詳しい。 
55 1869（明治 2）年 6 月 29 日「諸用御 控 四拾弐番」。住友史料館蔵。 
56 朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意
見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、白亜書房、1981 年、p. 43。 
57 中江は回想録の中で「同氏（セヴォース）は鉱業所在地の爲め、實業と學問を對照して、
緻密なる教授をなせし故、また得る所大なりき」と述べている（曽我鍛編『中江種造傳 
上』（出版者：中江竜二）、1941 年、pp. 224。国立国会図書館近代デジタルライブラリ
ー。 
58「別子立川両鉱山公用帳」16 番、明治 3 月 10 日。住友史料館蔵。 
59 これについては、末岡照啓「明治維新期の住友（一）─近代鉱業政策の成立課程と別子
稼行権の確立─」（『住友史料館』第 20 号、1990 年、p. 31）で論じられている。 
60 明治元年～三年「別子鉱山表状」甲号（明治 2 年 4 月 13 日付）。住友史料館蔵。 
61「工部省沿革報告」『明治前期財政経済史料集成』第 17 巻の１、1964 年、p. 102。 
62 朝倉盛明「生野鉱山行業ノ景況」『日本鉱業史料集第一期明治篇②生野鉱山鉱業改良意
見書等』日本鉱業史料集刊行委員会編、白亜書房、1981 年、p. 43。 
63 1870（明治 3）年 10 月「別子立川両鉱山公用帳」16 番、住友史料館蔵。 
64「別子立川両鉱山公用帳」16 番。住友史料館蔵。 
65 住友の創業者の名で、住友家 3 代目当主から代々襲名した名前。 
66「別子立川両鉱山公用帳」16 番。住友史料館蔵。 
67 土佐藩から明治初年に高知藩と名が変わり、1871（明治 4）年、廃藩置県により高知県
となった。 
68 1871（明治４）年 4 月「別子立川両鉱山公用帳」16 番。住友史料館蔵。 
69 広瀬宰平『半世物語 全二冊』上之巻、1895 年、p. 26（住友修史室編『半世物語』1982
年、p. 50-51 所収）。 
70 1871（明治４）年 6 月 3 日「生野鉱山到着、機械場盛大之状況等報告書状」（整理番号
24-1-5-5）。住友史料館蔵。 
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71 広瀬宰平「半世物語 全二冊」上之巻、1895 年、p. 26-27（住友修史室編『半生物語』
1982 年、p. 51-52 所収）。 
72 同上。 
73 広瀬宰平「半世物語 全二冊」上之巻、1895 年、p. 28（住友修史室編『半生物語』1982
年、p. 54 所収）。 
74 1871（明治 4）年 8 月 11 日「大阪本店宛、広瀬宰平書状」。住友史料館蔵。 
75 1871（明治 4）年 8 月 25 日「別子鉱石分析之結果ニ付き書状」（整理番号 24-1-5-39）。
住友史料館蔵。 
76「御直書御申渡之写」(安政 2 年 9 月～明治 5 年 3 月)、住友史料館蔵。 
77 1871（明治 4）年 9 月「乍恐以書附奉願上候 別子銅山之儀ニ付生野鉱山出仕休暇願」
（整理番号 24-1-5-1）、住友史料館蔵。 
78 1871（明治 4）年 12 月 29 日「生野出仕辞任願内諾等ニ付帰阪指図書状」（整理番号
24-1-5-35）、住友史料館蔵。 
79 1871（明治 4）年 9 月、住友吉左衛門「別子立川両鉱山公用帳」16 番（製本版 p. 193）。
住友史料館蔵。 
80 1871（明治４）年 10 月 28 日「別子立川両鉱山公用帳」16 番（製本版 p. 200）。住友
史料館蔵。 
81 土佐藩から明治初年に高知藩と名が変わり、1871（明治 4）年、廃藩置県により高知県
となった。 
82 1871（明治 4）年 10 月「西洋より土質学家雇入れたきに付き願書」(広瀬家文書)、住
友史料館蔵。同内容のものが、「別子立川両鉱山公用帳」16 番（住友史料館蔵）にも所
収されている。 
83 別子の管轄が高知県から丸亀県に移行。 
84 1871（明治）4 年 11 月 7 日「別子立川両鉱山公用帳」16 番（製本版 p. 202）。住友史
料館蔵。 
85 1872（明治）5 年 7 月（住友吉左衛門より石鉄県宛）「別子立川両鉱山公用帳」16 番、
（製本版 p. 227）、住友史料館蔵。 
86 同上 
87 同上 
88「工部省鉱山寮宛、住友吉左衛門書状（御雇外人コワニー別子見分願）」1872（明治）5
年 9 月。住友史料館蔵。 
89 末岡照啓「明治維新期の住友（二）─近代鉱業政策の成立課程と別子稼行権の確立─」
『住友史料館報』第 21 号、1990 年、p. 26。 
90 住友修史室編『半世物語』（廣瀬宰平略年表）、1982 年、p. 217。  
91 1873（明治 6）年 4 月 5 日「別子立川両鉱山公用帳」16 番（製本版 p. 241-242）。住友
史料館蔵。 
92 1873（明治 6）年 4 月 10 日「別子立川両鉱山公用帳」16 番（製本版 p. 241）。住友史
料館蔵。 
93 1873（明治 6）年 4 月 10 日「別子鉱山表状」乙号（明治 6 年）。住友史料館蔵。 
94 1873（明治 6）年 4 月 10 日「別子鉱山表状」乙号（明治 6 年）。住友史料館蔵。 
95「別子鉱山表状」乙号（明治 6 年）。住友史料館蔵。 
96 1873（明治６）年 6 月 6 日「別子鉱山表状」乙号。住友史料館蔵。 
97 広瀬宰平『半世物語 全二冊』上之巻、1895 年、p. 28（住友修史室編『半世物語』1982
年、p. 54 所収）。コワニェの助言については、『半世物語』（pp. 53-54）に詳しく書か
れている。  
98 1873（明治６）年 6 月 6 日「別子鉱山表状」乙号（明治 6 年）。住友史料館蔵。 
99 ヘクト（または、エシュト）・リリエンタール（または、リリアンタール）商会(La maison 
Hecht Lilienthal)のこと。パリの貿易商人セリグマン・エシュト (Seligmann Hecht) と
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リヨンのシジスモン・リリエンタール (Sigismond Lilienthal)が 1859（安政 6）年に創
業したリヨンの貿易会社。リヨンの商社では最初に日本に進出した。 
100 Louis Claude Bruno Larroque (1836-1883) グラース出身、パリ鉱山学校卒。1873（明          
治 6)年来日。1874（明治 7）年 1 月から 1875（明治 8）年 10 月までの約 1 年半住友
と契約を結び、別子銅山の近代化に貢献した。 
101 École nationale supérieure des mines de Paris (Mines ParisTech) 1783 年創立。 
102 住友史料館副館長・末岡照啓氏のご教授による。住友史料館にはラロックが大阪本店
に不服を申し立てている記録が残っている。訳文は、末岡照啓の「解説Ⅰ フランス鉱
山技師ルイ・ラロックの実像」（『仏蘭西人鉱山技師ルイ・ラロック著別子鉱山目論見書
─第 1 部─』pp. 204-206）。を参照した。  
103 塩野門之助（1853-1933）島根県松江市出身。1879（明治３）年、18 歳の時に藩の学
校修道館に入り、フランス人教師よりフランス語を学ぶ。その後外務省に勤め、1874
（明治 7）年、ルイ・ラロックの通訳として住友に入社。 
104 広瀬宰平『半世物語 全二冊』上之巻、1895 年、p. 29（住友修史室編『半世物語』1982
年、p. 56 所収）。同書、上之巻、1895 年、p. 36（住友修史室編『半世物語』1982 年、
p. 70 所収）。 
105 1874(明治７）年 6 月 28 日「諸用記」。住友史料館蔵。 
106 末岡照啓「解説Ⅱ 別子鉱山目論見書の構成と内容（１）」『フランス人鉱山技師ルイ・
ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、住友史料館、2004 年、pp. 216。 
107 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、2004
年／第 2 部、2005 年。 
108 末岡照啓「解説Ⅰ フランス人鉱山技師ルイ・ラロックの実像」『フランス人鉱山技師
ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、住友史料館、2004 年、pp. 193-215。 
109 佐々木正勇「明治前期に活躍したフランス人鉱業家たち─生野・別子・山ケ野鉱山の
場合─」『史叢』日本大学史学会、1977 年、pp. 2-31。西原寛「ラロックと門之助を歩
く─別子銅山夢物語⑵─」『地質ニュース』541 号、1999 年、pp. 40-46。小倉信雄「ラ
ロックの墓所探索」『住友史料館報』37 号、住友史料館、2006 年、pp. 295-339。小倉
信雄「ラロックの子孫探索」『住友史料館報』39 号、住友史料館、2008 年、pp. 253-289。 
110 1875（明治 8）年 3 月 4 日「広瀬宰平宛て神港出店書状」（広瀬家文書）。住友史料館
蔵。 
111 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、2004
年、p. 33。 
112 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、2004
年、p. 35 。 
113 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、2004
年、p. 38。 
114 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、2004
年、p. 57。 
115 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 2 部、2005
年、p. 7。 
116 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 2 部、2004
年、p. 85。 
117 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 2 部、2004
年、p. 87。 
118 住友史料館編『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック著 別子鉱山目論見書』第 2 部、2004
年、p. 105。 
119 1869（明治 2）年 4 月 13 日付「別子鉱山表状」甲号（明治元年～3 年）。住友史料館
蔵。 
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120 住友史料館編『別子鉱山目論見書』第 1 部、2004 年、p. 60。 
121 1873（明治 6）年 4 月 5 日「別子立川両鉱山公用帳」16 番。住友史料館蔵。 
122 朝倉盛明「生野鉱山ノ景況」（日本鉱業史料集刊行委員会編「②生野鉱山鉱業改良意見
書等」『日本鉱業史料集第一期明治篇』白亜書房、1981 年、p. 53 所収）。 
123「別子立川両鉱山公用帳」16 番、1873（明治 6）年 4 月 5 日。住友史料館蔵。 
124 1873（明治 6）年 4 月 10 日「別子立川両鉱山公用帳」16 番（製本版 p.242）。住友史
料館蔵。 
125「解説Ⅲ 別子鉱山目論見書の構成と内容（２）」『フランス人鉱山技師ルイ・ラロック
著 別子鉱山目論見書』第 2 部、住友史料館、2005 年、pp. 132-133。 
126 佐々木正勇「鉱山技師 塩谷門之助」（上）『史叢』日本大学史学会、1987 年。末岡照
啓「解説Ⅰ フランス人鉱山技師ルイ・ラロックの実像」『仏蘭西人鉱山技師ルイ・ラロ
ック著 別子鉱山目論見書』第 1 部、住友史料館、2004 年、pp. 193-215。この他、川
崎英太郎「塩野門之助フランス留学の書簡について」『住友修史室報』第 7 号、1983
年、頁番号なし、などもある。 
127 広瀬宰平『半世物語 全二冊』上之巻、1895 年、p. 44、（住友修史室編『半世物語』1982
年、p. 86 所収）。 
128 Ecole central des Arts et Manufactures de Paris. フランスの工学・技術系エリート養
成のための高等教育機関（グランゼコール）。  
129 塩野は「来年の秋、サンテティエンヌの鉱山学校へ入門仕ル積りニ候、其ノ下タ拵ヘ
ノ為メ、本月ヨリ前支度学校へ入塾致候」（明治 10 年 10 月 14 日「広瀬宰平宛て塩野
書状」住友史料館蔵）と書いているように、まずサンテティエンヌの準備学校 (classe 
préparatoire)に入学した。 
130 1878（明治 11）年 4 月 22 日「大阪に於テ住友家管理人広瀬君ニ呈ス ラロック書状」
（仏語訳文のみ。原文は不明）。住友史料館蔵。 
131 1878（明治 11）年 10 月 21 日「広瀬宰平宛て塩野門之助書状」。住友史料館蔵。 
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結論 
 
1868（明治元）年、明治新政府は富国強兵・殖産振興政策に沿って日本の近代化を進め
ることを基本方針とし、幕府が所有していた生野銀山を接収し、官営にした。政府は技術
指導ができる外国人を雇い入れて西洋技術を導入し、生産能力を上げる目的で、当時薩摩
藩に招雇されて鹿児島に滞在していたフランス人鉱山士のジャン・フランソワ・コワニェ
を明治政府最初のお雇い外国人として雇用し、生野銀山に赴任させた。 
コワニェの生い立ちや略歴については、これまで日本に既存のごく少ない資料から把
握・論考されてきたが、論者のフランスでの調査に基づく新資料の入手によりこれまで多
くの間違った情報が広がり定着していたことが判明し、コワニェの正確な経歴や人物像を
明らかにすることができた。したがって、本稿は今後の関連研究分野において新たな研究
や考察に寄与すると考えられる。 
コワニェの生野での銀山刷新方法や手順に関しては、『工部省沿革報告』『太政類典』『公
文録』などの公文書で把握することができるが、論者は、独自に発掘したコワニェの書簡
や政府に提出した提言書、当時の新聞記事など一次資料を用いて、当時生野同様お雇いフ
ランス人が就労していた横須賀製鉄所・造船所との交流を中心に、従来とは別の観点から
検証した。コワニェらが生野銀山近代化に伴って残した業績に、輸送手段の近代化がある。
かれらは、生野銀山・飾磨港間に通じる日本最初の高速産業道路に相当する「馬車道」を
建造した。この「馬車道」の建造当時、日仏両国において本道の記述がある地図や新聞、
教科書などが刊行されていた。これは、馬車道がどれだけ日本とフランスで注目されてい
たかを示す貴重な資料である。今また地元では馬車道を生かした地域振興に熱が入ってい
る。 
コワニェはまた「生野鉱山学校」を開設し、人材育成にも尽力した。この学校において
は、コワニェの同窓生を始め、医師などお雇いフランス人技師が手分けをして授業を行っ
た。その内容が、フランス人や鉱山学校で学んだ生徒の記録や手記から伺い知ることが出
来る。彼の教え子の一人に高島得三、後の高島北海がいた。彼はコワニェの下でフランス
語や鉱山学、植物学を学んだ。当初はフランス語を学ぶことが目的で工部省に入省し生野
に赴いたのであるが、コワニェから地質や植物の魅力を教わると次第に山岳や地質の研究
に傾倒するようになった。生野銀山と飾磨港を結ぶ馬車道建設時通訳として活躍したのも
高島得三であった。高島は馬車道建築時に見聞したことを手帳に記している。論者はこの
207 
 
手帳を特別に閲覧することができた。この記録は、建築時の様子やシスレーらがどのよう
な思いで馬車道建設に当ったかを窺い知ることが出来る貴重な資料である。この他、高島
はコワニェらフランス人との親交についても日記や回想録に記している。コワニェの公文
書に記された内容以外の活動については今まで解明されておらず謎が多かったが、高島の
記述によりコワニェらの行動の一端を読み取ることができた。 
生野を去ってから高島は全国各地の森林や地質調査を行い、その業績が評価されて明治
18 年、政府の命で３年間フランスのナンシー森林高等学校への留学を命じられた。留学中、
エミール・ガレらナンシー派の芸術家と親交を持った。コワニェらから学んだ地質学と植
物観察的視点で描いた高島の日本画は、ナンシーの芸術家にジャポニスムへの好奇心をか
きたて、日本の植物や昆虫をモチーフにしたアール・ヌーヴォー芸術を開化させるきっか
けを与えた。さらに、帰国後のコワニェらとフランスで再会し、親交を深めていた。日本
で始まった交流がフランスでもなお続いていたのである。 
 高島と同じように、コワニェの下で学び、コワニェの影響を大きく受けたもう 1 名の人
物、それは別子銅山支配人の広瀬宰平である。「住友の別子銅山」としてよく知られている
が、広瀬はコワニェから最新技術を学んで別子を近代化し、住友を一大財閥に成長させる
礎を築いた。 
広瀬とコワニェの出会いは、広瀬が政府から鉱山司役人に任じられたのがきっかけであ
る。広瀬は政府より 2 度出仕命令を受けている。1 回目は、明治元年 9 月で、コワニェが
生野に赴任する時に同行した。この時に火薬などの最新西洋技術と合理的な職制・規則を
見聞し、別子帰山後、別子に応用した。２回目は明治４年で、この時はコワニェから最大
限に西洋の技術を吸収しようと身分を捨てて坑夫と寝食を共にし、時間を惜しんで昼夜働
いた。コワニェと親密になった広瀬は別子のためにコワニェから多くの協力を受けた。生
野で別子鉱石の分析を依頼し、別子に戻った後は、コワニェを別子に招き、視察と助言を
受けた。 
広瀬はコワニェの働きぶりを見て、別子でも同じようにフランス人を雇用したいと考え、
フランス人鉱山士、ルイ・ラロックを招聘し、常に生野を意識しながら別子銅山近代化に
力を注いだ。 
住友家には、公的文書の控えが綿密に残されている他、宰平の手紙、大阪本店と別子間
でやりとりされた書簡などが住友史料館に保管されている。これらの資料を通して今まで
知り得なかったコワニェの行動やコワニェと広瀬、生野銀山と別子銅山との関係を知るこ
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とができた。 
以上のように、論者は、日本とフランス双方の既出資料および新出資料を用いて、公文
書の記録の裏付けや記述内容の過ちの修正をすると共に、コワニェが日本の生野銀山の近
代化に果たした多方面にわたる業績、足跡を解明した。それにより、コワニェの功績や影
響が従来考えられていたよりも遥かに大きく、広範囲であったことを立証することができ
た。従来の研究は、日本に現存する限られた史料や 2 次資料で行われ、論じられてきた。
論者は、1 次資料とこれまで活用されてこなかった、鉱山以外の分野─植物、園芸、教科
書、地図などの史料を精査することにより、従来知り得なかったコワニェの経歴や日本に
おける詳細な活動の模様の他、日本人とコワニェらとが影響し合った相互関係について把
握することができた。 
本論は、生野銀山史や日仏交流史の他、さまざまな研究分野にも新たなページの追加と
従来説の修正を可能とするものと考えられる。本研究では、コワニェらがフランスに与え
た影響について論じきることはできなかった。コワニェがフランスの園芸界に与えた影響
や植物を通した日仏交流について解明することを今後の課題としたい。 
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図 1 コワニェの書簡（ポール・オジエ宛） 
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図 11 高島得三の手帳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 12 高島得三の地質図 
     
図 13 高島の記事 
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図 14 アルプスのスケッチ帖 
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図 15 住友の古文書 
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図 16 コワニェ・マリー夫人・シスレーの墓石 
 
